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まえがき




　あけましておめでとうございます、と申し上げましてもこれを書いてる今はクリスマス前だったりするわけなんですけれども……。

　ええ、どうも。本書の執筆者、小太刀右京と申します。お久しぶりの方も、初めましての方も、よろしくお見知りおきを願います。

　私の他の著書やソフトウェアのほうから入っていただいた方もいらっしゃるかもしれません。ありがとうございます。

　本書、『ダブルクロス・リプレイ・ストライク２　天からの呼び声』は、二〇〇七年に出版されました『天からの一撃』の続編となっております。前巻をお読みでない方は、まずそちらを手にとっていただければ、本書をより楽しむこともできます。




　読者のみなさんの中には〝リプレイ〟という単語になじみがない方もいらっしゃるかもしれません。ここで言う〝リプレイ〟というのは、〝テーブルトークＲＰＧ〟をプレイした記録を、読み物として清書し、書き改めたものでございます。

　テーブルトークＲＰＧはいわゆるアナログゲーム（歌留多やボードゲームのような、電源を要さないゲーム）の一種でして、ゲームマスター（ＧＭ）と呼ばれる進行役と、数人のプレイヤーの質疑応答やちょっとした演技を通して、物語を進めていく遊びです。

　元々『ドラゴンクエスト』や『ウィザードリィ』のようなコンピュータＲＰＧの先祖になった遊びでして、今でも大いに人気を博しております。WiiやPS2のかわりにＧＭがインターフェースになってゲームを進めるのだ、と考えていただければイメージしやすいのではないでしょうか。

　このゲームの最大の特徴は、会話によって進行することです。それによって、ＧＭとプレイヤーは想像力とルールのおもむく限り、自分たちだけの物語を思うさま紡ぐことができるのです。この快感はまさにテーブルトークＲＰＧだけのものであり、本書に登場するＧＭである私を始めとして、プレイヤー一同、大いに楽しんでおります。

　余計な雑談や聞き取りにくい部分などは編集で修正しておりますが、基本的には本書のゲーム風景は、実際に遊ばれたプレイそのものです。テーブルトークＲＰＧは、そういうことのできるポテンシャルをもった娯楽なのです。




　願わくばその楽しさが、読者の皆様に伝わることを心から祈っております。

　それではどうぞ、ページをめくって下さい。

　ようこそ、テーブルトークＲＰＧの世界へ！







ダブルクロスについて




　さて、本書の題材としておりますテーブルトークＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』について、少々解説をいたします。

『ＤＸ２』は本書と同じ富士見書房様から刊行されておりますＴＲＰＧのルールブックです。〝サプリメント〟と呼ばれる内容をさらに強化する本も出ておりますが、基本的にこれ一冊で遊ぶことができる体裁になっております。

　基本となる舞台（ステージ）は我々の暮らす現代にごくごく近い、近未来の日本です。そこでは世界は私たちの住む日常とほとんど変わりなく、携帯電話やインターネット、日々のよしなしごとなどが同じように存在します。

　ですが、大きな違いがあります。それは、その平和な暮らしの陰でオーヴァードと呼ばれる超常の存在が暗躍していることです。

　オーヴァードはレネゲイドと呼ばれる謎のウィルスによって超常能力を得てしまった人間のこと。彼らのほとんどは発症時に、人を越える力の代償として人間の心を失いましたが、中には人間の心を失うことなく活動を続ける存在もいます。プレイヤーはそうした、人の心を持ったオーヴァードに扮して、日常を守るために冒険を行なうのです。

　これが『ＤＸ２』の基本的な骨子ですが、サプリメントによってオーヴァードの冒険の舞台はさらに広がっております。はるかな過去の時代や未来の時代、あるいはまったくのパラレルワールドにおいても、オーヴァードの活躍は続いているのです。

　本書『ダブルクロス・リプレイ・ストライク』シリーズでは、こうした複数のステージからやってきたキャラクターたちが、場所と時間を超えて競演します。詳しいステージの解説は前巻『天からの一撃』にまとめてありますので、是非ともそちらをご一読いただければ、と思います。







前巻のあらすじ




　人に味方するオーヴァードの秘密組織ＵＧＮに協力する高校生、国見以蔵。やる気もなければ金もなく、あるのはスケベ心のみ、という彼の頭を謎の隕石が直撃した。

　その日から彼には都合のいい偶然ばかりを呼び込む力〝特異点〟が宿る。退屈な日常は波瀾万丈の日々へと変わり、特異点を掌握するため未来からやってきたアンドロイド少女のマーヤ、天才科学者ソフィア博士とその護衛の傭兵シャル、そして数千年の時を生きるドラゴン、モルガンが彼の四畳半を次々来訪することに。

　さらに、特異点の力を狙って未来からイーターと呼ばれる謎の知的生命体のひとり〝カルキ〟が以蔵に襲いかかる。一度は退けたカルキだったが、世界中のコンピュータ・ネットを乗っ取って復活。世界のミサイル基地を掌握して以蔵を手中に収めようとする。

　一度は逃げようとした以蔵だったがソフィア博士の言葉で奮起、スペースシャトルに乗ってカルキのいる宇宙を目指す。壮絶な決戦の末に特異点の力を手に入れたカルキを倒し、以蔵もまた特異点を失った。

　こうして世界と以蔵には平和が戻ってきたはずだったのだが……。
















　　　PREPLAY




　二〇〇七年、秋。

　厳きびしかった残暑の気配もようやく記き憶おくの片かた隅すみへと消え去り、人々が長い冬に備そなえて厚あつ着ぎを始めるそんなころ。秋葉原のＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社には五人の男たちが集まっていた。

　目的はただひとつ、『ダブルクロス・リプレイ・ストライク』の第二巻かんを収しゆう録ろくすることである。ＧＭはもちろんこの私、小太刀右京こだち・うきよう。集まってくれたのは、いずれ劣おとらぬたのもしいゲーマーたちだ。




ＧＭ：おはようございますー。ええ、そんなわけでありがたいことに、二巻の発売が決定いたしました。これもみなさまのおかげでございます。

一同：（ぱちぱちぱち）




　では、改めて今回のプレイヤーと、その演じるキャラクターを紹介したい。




▼田中天たなか・たかし

　数々のリプレイで驚きよう天てん動どう地ちの大だい活かつ躍やくを繰くり広げた伝説のＴＲＰＧプレイヤーにしてフリーライター。矢野さん（後述）とは古い友人で、『ダブルクロス』シリーズにも初期から携たずさわっている。筆者もプレイヤーとして参加した『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』シリーズは大だい好こう評ひようをもって迎むかえられている。

　前巻ではバカでスケベでお調子者だが、ひょんなことから世界の運命を操る〝特異点〟を手に入れた高校生オーヴァードにして主人公、国見以蔵を好演。

　最後には地球を救うため、みずからの特異点を捨てた。




▼矢野俊策やの・しゆんさく

　いわずとしれた『ダブルクロス』シリーズの産みの親。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社のゲームデザイナーで、筆者から見ると先せん輩ぱいにあたるとてもえらい人。現げん在ざい、『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）シリーズで快かい進しん撃げきを続けている。

　キャラクターは、オーヴァードが傭兵として戦うステージ〝陽炎の戦場〟の舞台であるクロドヴァ公国からやってきた女傭兵、シャル。

　恩義ある天才美少女科学者ソフィア博士を守って大活躍した。




▼三田誠さんだ・まこと

　代表作『レンタルマギカ』（角川書店）がＴＶアニメ化され、波に乗る人気小説家。筆者のＴＲＰＧサークルでの先輩にあたり、前回以来プレイヤーをお願いしている。普ふ段だんは大変もののわかったよい人なのに、ゲームとなると修しゆ羅らのように。

　キャラクターは、動物オーヴァードの楽園である〝カオスガーデン〟の女王を自称するドラゴン、モルガン・ル・フェイ。

　アーサー王の時代から生きていると言われているが、普段は幼い少女の姿をして、ネットＲＰＧに夢中になっている。

　特異点の所有者を〝約束の王〟と呼び、それを守るのを宿命にしている。




天：あれ、前巻いた三輪さんはどうしたの？




▼三輪清宗みわ・きよむね

　筆者と『異界戦記カオスフレア』（新紀元社）でデビューしたＴＲＰＧライター。オカルト考証家でもあり、前述の『レンタルマギカ』の魔術考証もつとめている。

　前巻では、宇宙時代のステージ〝ＴＦＴ〟からタイムスリップして、以蔵を守りに来たアンドロイド少女、マーヤ・エンテュメーシスのプレイヤーを担当。




ＧＭ：は、前回マーヤは未来への眠ねむりについてしまったので、さすがにほいほい起き上がってくるのもあれかなあと思いまして。今回は新しいプレイヤーをひとり加えることにしました。ご紹介いたします。

加か納のう：加納です。よろしくお願いします。




▼加納正まさ顕あき

　筆者の高校時代からの旧きゆう友ゆうで、『異い界かい戦記カオスフレア』をはじめとするいくつかのリプレイに出しゆつ演えんしていただいているＴＲＰＧプレイヤー。いわゆる主人公プレイ、特にモテキャラのプレイには定評があり、また筆者との呼吸にはバツグンのものがあるので、今回のある〝仕掛け〟のためにわざわざ大阪からお越しいただいた。人ひと呼よんでスーパーサラリーマン。




ＧＭ：では、改めてハンドアウトを読み上げさせていただきます。まずは加納のやつから。




▼ＰＣ①用ハンドアウト

ロイス：三み室むろ戸ともみじ　　　感かん情じよう　ポジティブ：好意／ネガティブ：忘ぼう却きやく




天：（そこまで読み上げてさえぎり）ちょちょちょちょ、ちょっと待て！

ＧＭ：どうしました天さん。

天：俺おれ、今回、ＰＣ①じゃ、ないの、かよ！（笑）

ＧＭ：は、前回特異点を失ったことですし、以い蔵ぞうにはひとつＰＣ④をつとめていただこうかと。いわゆる主人公ではなくて、一歩引いたところから格好いいことをやってもらえるといいな、と思いまして（笑）。

天：わ、わかった、一万歩ゆずってそれはいい。なんで、以蔵の、幼なじみであり、前回のヒロインのひとりであった、もみじが、他人のシナリオロイスに!?（笑）噓だよな、小太刀くん！（笑）

ＧＭ：そのへんは今から読み上げますよ。




　キミには記憶がない。わずかに覚えている夢ゆめは、血と涙なみだを流しながら、あなたを〝ブラストハンド〟と呼ぶ少女の姿すがた……。




天：ちょ、ちょっと待て！　〝ブラストハンド〟って俺のコードネームじゃねえか！（笑）

ＧＭ：深まる謎とサスペンスというやつです。

加納：俺が以蔵を演じるという話ではなくて、あくまで別の〝ブラストハンド〟なのね。こりゃ面白い（笑）。

矢野：同じコードネームの他人、ってのはいいね。

ＧＭ：そういうことっす。では続きを。




　キミは彼女を守れないまま、闇やみの中へ落ちていく。そしていつも、キミは目を覚ます。

　そんなキミを拾ったのは、三室戸もみじという少女。キミはどうやら彼女の住むアパートの入にゆう居きよ者しやであり、同じ学校への転校生……だったらしい。自覚はないのだが、書類は少なくともそうなっている。少なくとも、彼女には頼ってよさそうだとキミは感じた。

　そして、学校へと登校したキミは……以蔵よりも、モテた！




天：お、おかしくないか!?　おかしいだろこのハンドアウト！（爆笑）

加納：なるほどなるほど。俺はモテつつもその女たちを切り捨すててもみじさんといちゃいちゃすればいいと、そういうわけですね？（余よ裕ゆうの笑えみ）

天：あ、あのな小太刀くん。ＰＣ①だからモテるとか、そういうのはよくないと思うんだが俺は！（笑）

矢野：おまえが前ぜん巻かんの冒ぼう頭とうで主しゆ張ちようしてたことだろうが！（笑）

天：うおおおお！　もみじー、前回世話を焼いてくれてたから俺に気があるんだと思ってたのに！　もう別の男とぉーっ!?

加納：（超ちようさわやかに）ちょっと待って下さい、俺のもみじを悪く言わないで下さい。

天：く、くそ！　……こ、こんな意表を突くハンドアウトは初めてだ……。

三田：普ふ通つうのハンドアウトには、「ＰＣ①は別のＰＣよりモテる」とかいう指定はないですからね（笑）。

加納：じゃあ、記憶喪そう失しつで謎なぞめいた過か去こを背せ負おった俺は、もみじさんに救われて、以蔵と同じ学校に通うようになるわけですね。そしてモテる（笑）。

ＧＭ：そうそう。そういう認にん識しきで結けつ構こうですよ。では、シャルのハンドアウト。

矢野：あ、俺なのね。




▼シャル用ハンドアウト（ＰＣ②）

ロイス：セオドア・ベルティエ　　　感情　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：食しよく傷しよう

　キミが生まれたベルティエ家は、欧おう州しゆうの小国ヴォルスング公国を守しゆ護ごする騎き士しの一族だった。だが、キミはその因いん習しゆう的な家に耐たえられず家を出た。




ＧＭ：ベルティエの家名とか、家庭環境とかは、前巻で矢野さんが話していたのをふくらまさせてもらいました。

天：なるほど、ヴォルスングの家か系けいからはちょくちょく異い能のう者しやが出るんだな。

矢野：そのあたりの顚てん末まつについては、『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』を参照して下さい。

三田：矢野くん、誰だれに向かって話してるんだ？

矢野：いや録音装置にですね、未来の読者さんに向かって宣せん伝でんを（笑）。

ＧＭ：では宣伝も終わったので続きを読みますよ（笑）。




　そして今、傭よう兵へいとして過すごすキミのもとに、理由も定さだかならぬ停戦命令が届とどく。停戦の謎を追うキミのもとに届けられたのは、久ひさしく会っていない兄からの書しよ簡かんだった。書簡にはこうあった。〝完全な平和をもたらすために日本で狼煙のろしを上げる〟。

　謹厳実直きんげんじつちよくで家伝の武ぶ術じゆつにも長たけ、誇ほこり高かった兄。その兄がなぜ家を捨てこんな行動を取ったのか。真意を知るべく、キミは日本へと向かった。




矢野：シャルの兄さんか。この文章を見る限りではまともな人っぽい感じだが……。

三田：完全な平和とか、日本で狼煙、っていうのが気になるね（笑）。

矢野：日本っていえば以蔵だからなあ（笑）。少なくともシャルにとっては（笑）。できれば関わらないで欲しいんだが……。

ＧＭ：では続いて三田さん、モルガンです。




▼モルガン用ハンドアウト（ＰＣ③）

ロイス：〝天てん秤びんの守しゆ護ご者しや（エガリエ）〟　　　感かん情じよう　ポジティブ：興きよう味み／ネガティブ：憎ぞう悪お

　その男は、突とつ如じよとしてカオスガーデンにあらわれた。どよめく動物たちを眼がん光こうで制せいし、きらめく光によってすべてを圧あつした謎の男。彼が去った後には、ＥＸレネゲイドの力を奪うばわれ、ただの動物へと戻もどった臣民たちがいた。




三田：な、なんということじゃー!?　わらわの王国が！




　本来の生せい態たいを離はなれ、知ち性せいある動物として生きていたカオスガーデンの秩ちつ序じよは瞬しゆん時じにして失われた。このままでは遠からず島は滅ほろびを迎むかえることになるだろう。たったひとつの手がかりは、〝天秤の守護者（エガリエ）〟と名乗った男の力そのもの。そう、それは以蔵と同じ特とく異い点てんの力だった……。




三田：以蔵かーっっ！　犯人はお前だったのかーっっ！

天：え、もしかして俺が黒い仮か面めんでもしてカオスガーデンを火の海に？

ＧＭ：違ちがうッス（笑）。あくまで特異点を使う別のＮＰＣ登場、ということですよ。

天：なるほど。確かに、俺が自分から行動を起こすなんて考えられないからな。

加納：あれ、そうなんですか？

天：しないしない。そんな面めん倒どうな。口を開けてたら皮剝むいてカットされたリンゴが口の中に入ってくるのが俺のジャスティス。

ＧＭ：では、その開けてる口にハンドアウトを突つっ込こみます。

天：んごーんごー。来るがよいー。




▼国くに見み以蔵用ハンドアウト（ＰＣ④）

ロイス：三室戸もみじ　　　感情　ポジティブ：好意／ネガティブ：不安




天：（興きよう味みなさそうに）ふーん（一同爆ばく笑しよう）。

矢野：おい、さっきまで、もみじはおれのヒロインだとか言ってたじゃねえか（笑）。

天：いや、もみじって来たらこう反応しようって決めてたんで。俺の中で超ちよう低てい空くう飛行ヒロインだから。もういいよ、ＰＣ①の女なんだろ？（笑）

加納：やめて下さい天さん、嫉しつ妬とはみっともないですよ（笑）。

天：くっ……やはりむかつく……俺に、特異点とＰＣ①の力があれば！（笑）




　戦いは終わり、キミには平へい凡ぼんなオーヴァードとしての日にち常じようが戻ってきた。学校に通い、ファルスハーツと戦い、もみじに殴なぐられる、そんな日々だ。




天：うん、そうか（笑）。そうだな。すべて終わったんだ。また四よ畳じよう半はんでゴロゴロしながら、プールサイドで美女にもみくちゃにされる夢ゆめを見てるよ。

三田：前回の成長はどこへ行ったんじゃ！

天：思春期の高校生が一いつ瞬しゆん成長しただけで、突とつ然ぜん聖せい人じん君くん子しになってたまるか！（笑）緊きん張ちようが切れたらこんなもんだよ！（笑）

ＧＭ：分かるような分からんような……（笑）。ともあれ続けますね。




　だが、その日々はもみじがひとりの少年を連れてきた時に、終わりを告げようとしていた。彼の名はＰＣ①。キミよりもモテる男だ……！




天：クッ！　……なんつうハンドアウトだ……（笑）。受けて立ってやるぜ……小太刀よぉ……。

ＧＭ：そうこなくっちゃ（笑）。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では、加納くんのキャラクター作成と前回のレベルアップをまとめてやっちゃいましょうか。

一同：はーい。







特異点　物理学的に本来発生するはずのない事象の発生する空間。平たく言うと、あらゆる奇跡が起きる場所。前回、国見以蔵はこれを体内に宿し、あらゆる偶然が降ってくる男になった。

ヴォルスング公国　『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』一巻で登場したアルプスの小国。公家に宿る不思議な力をナチスに狙われたところを、快男児・天花寺大悟とその仲間たちによって救われた。

異能者　オーヴァードのこと。『トワイライト』には何名か、ヴォルスング公国の血に連なるオーヴァードが登場している。

ＥＸレネゲイド　物体や動植物などに作用するレネゲイドの総称。モルガンの住むカオスガーデンの動物たちはこれによって人間並の知性を獲得している。
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　ここでＧＭ、やおら一いち群ぐんのプリントアウトされた用紙を取り出して一同に配る。




天：お、これは何？

ＧＭ：は、もうじき発売予定の……この本が出るころには当然発売されてる最新サプリメント、『ラディカルドライブ』の打ち出しです。今回はこの本の追加データを使いますよー。

一同：おお！　やった！




　ちなみに現げん在ざい『ラディカルドライブ』は富士見書房から大だい絶ぜつ賛さん発売中である。

　猛もう烈れつな勢いきおいで、プリントアウトにかじりつくプレイヤーたち。

　ややあって。




◆ＰＣ①：加納正顕の場合

ＧＭ：ではぼちぼち完成したようなので、加納くんからキャラクターの自じ己こ紹しよう介かいをお願いします。

加納（以下勇いさみ）：はい、キャラクターの名前は久く坂さか勇。シンドロームはブラム＝ストーカー／ハヌマーン。《赫あかき剣けん》で自らの血を剣に変えて戦う少年です。Ｄロイスは生還者。

三田（以下モルガン）：おおお、今度こそＰＣ①の登場！

矢野（以下シャル）：今度こそって、前はＰＣ①じゃなかったのか（笑）。

モルガン：あれはＰＣ①っぽい何かだった（笑）。

勇：で、〝ブラストハンド〟と呼よばれていたらしいです。らしい、というのは記き憶おく喪そう失しつだから。必ひつ殺さつ技わざは従じゆう者しやを呼んで合体します。

天（以下以蔵）：従者はどんな形？

勇：馬です。馬型の従者が出しゆつ現げんして、《血の戦馬》で騎き乗じようします。

モルガン：なんだよ、アーサー王っぽいじゃん（笑）。そうかあ、あっちが約束の王じゃったか。そういえばアーサー王はＰＣ①じゃった……。

以蔵：モ、モルガン？　お前だけは俺を裏うら切ぎらないよな？（笑）

モルガン：わらわは約束の王の剣じゃ！　ＰＣ①が約束の王ならば、もちろんそっちに振るわれるのじゃ！

勇：で、性せい格かくはとりあえず……以蔵よりモテるナイスガイ、でいいのかな？（一同爆笑）

モルガン：性格の説明になっとらん！（笑）

シャル：どういう傾けい向こうにするの？　モテ方といっても色々あるけど。

勇：モテ方は……まあ以蔵が「おねーさーん！（ボカァンッ！）」なので、何も言わなくても女の子が寄よってくるタイプでいいんじゃないでしょうか。

ＧＭ：女には興味があるの？　ないの？　そこは重要なので聞いておこう。

勇：女の子には興味もあるし優やさしい。で、基本的に全員にモーションをかけるけど、引き際は見極めてるんで派手な地雷は踏まないタイプ。でも冷静に見ると無節操（笑）。

以蔵：お、俺より頭が回る！（笑）

勇：要するにモテるけど、結局中身は以蔵と同じ（笑）。

ＧＭ：ホントに以蔵のアッパーバージョンだ。わかりました（笑）。

勇：あ、服ふく装そうは白詰つめ襟えりで。あと、眼鏡めがねかけてます。知的なイメージね。ここ重要。




◆ＰＣ②：シャルの場合

シャル：はい、シャルでございます。基き本ほん的には前回と性せい能のうもほとんど変わってません。《クリスタライズ》１レベル上げて少し攻こう撃げき力りよく伸のばしたのと、[image: ]％以下のことを考えて、《ペネトレイト》を取りました。

ＧＭ：手て堅がたいッスね。そういえば、『ラディカルドライブ』でＤロイスが増えましたけど、そのへんはどうしました？　追加で取ってもいいですけど。

シャル：相変わらず侵しん蝕しよく値ちが馬ば鹿か上がりするので、Ｄロイスを取ろうかともちょっと思いましたが、やめました。怖こわいんで（笑）。

ＧＭ：なるほど。そのほうが潰つぶしが利きく局面は多いですもんね。

シャル：今回は実家の話が混まじってくるらしいんですが、考えてるのは相変わらずソフィアのことばっかです（笑）。基本的にはお嬢さま第一、任務が第二、くらいの人なので。

ＧＭ：傭兵ですもんね。ですんで、公務で日本に行くような流れにはするつもりです。

シャル：それは助かる。一応実家とは縁を切ってるんで、実家の都合で仕事を休むというのは理屈が通らない（笑）。

勇：ソフィアには、実家と縁を切ったときに助けてもらったんでしたっけ。

シャル：そうそう。だからお嬢さまにつく悪い虫はすべてぶったぎるよ。

勇：いやだなあ、悪い虫なんて。

以蔵：どこにいるっていうんだ。

シャル：……お前らだよ！（笑）




◆ＰＣ③：モルガンの場合

モルガン：まず《ジャイアントグロウス》を取りました。これまでも《擬ぎ態たいの仮か面めん》を解とくとドラゴンになって、《完全獣じゆう化か》すると三つ首のドラゴンになってたんだけど、さらに巨きよ大だいドラゴンに化け身しんできるように。

ＧＭ：もはや怪かい獣じゆうの始末ですな。

モルガン：神こう々ごうしい姿すがたと呼ぶがよい。で、あいかわらず経けい験けん点てんは５点余あまらせておる。『ラディカルドライブ』によってＤロイス：古代種のエフェクトが「ひとつ取れる」から「ひとつもらえる」になったんで、《デジャ＝ヴュ》の分が払はらい戻もどされたんじゃ。

ＧＭ：なるほど、あいかわらず潰しが利きますね。

モルガン：うむ！　それからここが重要なのじゃが、わらわは今回も《異世界の因子》で以蔵のエフェクトをコピーして、〝ブラストハンド〟として活躍する予定じゃ！

以蔵：ま、またかドラ子！（笑）

勇：いやだなあ天さん、ブラストハンドは僕ですよ。ほら、ハンドアウトにも書いてある。

モルガン：わらわもブラストハンドなのじゃ！

以蔵：こ、こいつら……（笑）。




◆ＰＣ④：国見以蔵の場合

以蔵：というわけで、今回ＰＣ①から脱だつ落らくし、ＰＣ④にまで落ちぶれた以蔵でございます。

モルガン：ＰＣ④って落ちぶれてなるものだったのか……（笑）。

以蔵：で、まあ前回の大だい冒ぼう険けんの記憶も今は遠く、ＵＧＮから振ふり込まれてる金で食っちゃ寝ね食っちゃ寝。そんなふうにゴロゴロしてたら、《スプリットアタック》《高速錬れん成せい》《アーマークリエイト》《ガードポイント》が生えてきた（笑）。

シャル：生えてくるのかよ！　レネゲイドは庭のコケじゃねえぞ！（一同爆ばく笑しよう）

以蔵：いいんだよもう、国見以蔵サーガは既すでに一巻かんで終わったんで（一同爆笑）。女の子とかいっぱいいてもしょうがないんだよ。悟さとった。

ＧＭ：も、燃もえ尽つきてる……（笑）。

以蔵：俺おれのことはフォーマー元・ＰＣ①・マンと呼よべ！

シャル：な、なにそれ（笑）。

以蔵：あれだよ。元会社員ってのをフォーマー・カンパニーマンっていうだろ？　俺も自己都合で退職したんで、ＰＣ①を。

シャル：いやそれは知ってるが（笑）。ＰＣ①は職じゃねえだろ（笑）。

以蔵：やめちゃったんだからしょうがないだろ！　退職金もないし！（笑）

勇：わっかりにくいネタだなあ（笑）。まだバーンナウト燃え尽きたＰＣ①のほうがいいんじゃ（笑）。

以蔵：ＰＣ①とか若わかき日のまぼろしだったんだよ！　そんな夢ゆめは信じない！（笑）




◆ＰＣ間ロイス◆

ＧＭ：泣けてまいりましたがＰＣ間ロイスに入りたいと思います（笑）。

勇：ええと、勇からシャル、でいいのかな。

ＧＭ：はい、それで。まだ会ってないから、会ったときにこういう感かん情じようを抱いだくであろう、というのを。

勇：じゃあ女じよ性せいですからね、純じゆん愛あいで（一同爆笑）。

シャル：それじゃ本気で以蔵と同じじゃないか！（笑）

勇：ああ、それは問題がありますね。差別化しないと。じゃあ慕ぼ情じようにします。女性には全部慕情。あの金きん髪ぱつを見た瞬しゆん間かん、きゅんとするような懐なつかしさが僕ぼくの胸むねをよぎったんです（さわやかに）。

シャル：じゃあ慕情で取っといてくれ。その場で反はん応のう考えるよ。多分以蔵と同じ対たい応おうにしかならないけど（笑）。

勇：ネガティブは不安。まさか、もしかして僕の思いを受け取ってくれないんじゃないだろうか？　いや、そんなことはないな！

以蔵：彼女の瞳ひとみはどこかほかの男を見ている気がする。

シャル：見てねえよ！（笑）ソフィアお嬢じようさまだけだっつうの！（笑）

勇：はは、照れなくてもいいんですよ（笑）。

シャル：……まあ、キャラ性が把は握あくしやすいのはいいことだ。シャルからモルガンは感服と隔かく意いで。尊そん敬けいしてるんだけど、人間じゃないんで微び妙みように距きよ離りがある。

モルガン：わらわは以蔵に有ゆう為いと偏へん愛あいで。この三週間くらいは「わらわはブラストハンド！　おもしろーい！」とか言いながら世界中で大活躍してたので。気がつくと〝ブラストハンド〟は世界でも十指に入るエージェントになっていた（笑）。

シャル：要するにネットＲＰＧに飽あきただけなんじゃ……（笑）。

モルガン：そうそう、ちょうどセッションが始まるころにネットＲＰＧがアップデートされるんだよ！（笑）で、島に帰ってみると怪かい事じ件けんが起きる、という流れでどうだろう。

ＧＭ：あ、なるほど。まあ流れとしては構かまいませんが、本気でいい加か減げんな人生ですな。では、以蔵から勇に。

以蔵：あ、そうだったそうだった。じゃあポジティブが俺がお前で。

勇：お前が俺で（笑）。

以蔵：ぐらいがいいんじゃないかなと（一同爆笑）。

シャル：いや、だからちゃんと感情表に書いてある項こう目もくの名前言えよ！（笑）

勇：俺に慕情とか取るといいと思うよ。

以蔵：まあ親近感と嫉しつ妬とだろ（笑）。あいつのせいで最近もみじが冷たい！　死ね！（笑）

勇：はっはっは。まあ、僕の魅力ですよ。

ＧＭ：始めるまでもなく人間関係が構築されつつありますが、ぼちぼち始めましょうか。







《赫き剣》　みずからのＨＰを減らし、その減少量と同じだけの攻撃力を持つ武器を作り出すブラム＝ストーカーのエフェクト。

従者　ブラム＝ストーカーのエフェクト《血の従者》によって生み出される疑似生命体。勇のそれは馬の姿。

《血の戦馬》　従者と合体してパワーアップするブラム＝ストーカーのエフェクト。

《クリスタライズ》　対象を結晶化させて崩壊させ、ダメージを大幅に増大させるモルフェウスのエフェクト。

《ペネトレイト》　装甲値を無視した攻撃を繰り出すモルフェウスのエフェクト。

《ジャイアントグロウス》　巨大化して周囲をなぎ払うキュマイラのエフェクト。

《擬態の仮面》　容姿を自由に変更するエグザイルのエフェクト。竜であるモルガンは、このエフェクトで美少女に偽装している。

《完全獣化》　肉体を完全戦闘形態に変貌させるキュマイラのエフェクト。素手以外のアイテムが使えなくなる。

《デジャ＝ヴュ》　ＧＭに知りたい情報を聞くことができる古代種のエフェクト。

《スプリットアタック》　複数の対象を攻撃するエフェクト。

《高速錬成》　アイテムを生み出すと同時にさらなる行動を行うモルフェウスのエフェクト。

《アーマークリエイト》　その名の通り、防具を生み出すモルフェウスのエフェクト。

《ガードポイント》　防具の防御力をさらに増加させるモルフェウスのエフェクト。

フォーマー・ＰＣ①・マン　元ネタは『シャドウラン2nd』（富士見書房刊）に登場したサンプルキャラクター〝フォーマー・カンパニーマン（元企業工作員）〟。バーンナウトＰＣ①も同作の「バーンナウト・メイジ（燃え尽きた魔術師）」から。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆夢想と現実の狭間から


Scene Player ─── 勇






　どことも知れぬ廃はい墟きよ。

　そこはかつて、栄えい華がを極めたオフィスビル街だった。だが今は、戦いによって焼き尽つくされ、溶とけた鉄てつ骨こつとガラスの織おりなす奇き妙みような前ぜん衛えい芸げい術じゆつの森に変わり果てている。

　夢の中で勇は、その墓ぼ標ひようのごとき街をただ、走っていた。




ＧＭ：ではＰＣ①、久坂勇のオープニングです。

以蔵：（超ちよう渋しぶい声で）そうか。俺はもう、ＰＣ①じゃ……ないんだな。

シャル：格かつ好こよく言っても駄だ目めだからさ（笑）。

ＧＭ：あきらめてやって下さい。さて、まずはあなたのおぼろげな記き憶おくから幕まくは開きます。荒こう廃はいした街で、あなたが強大な敵てきと戦っている、そんなシーンです。

勇：分かった。じゃあ僕は勇気を振り絞り、イメージの中の巨大な敵と必死に戦っている。

ＧＭ：しかし、あなたはやがて無数の敵……醜くねじくれたジャーム……によって追いつめられ、地に伏します。

勇：分かった。じゃあ、全身から血を流し、肩で息をしながら、それでも剣を杖に立とうとしてる……とかでいいのかな？（笑）

ＧＭ：はい、そんなイメージです。そして、追いつめられた君を、誰だれかが抱だき起こしています。顔はよく分かりません。なぜか懐なつかしい気のする少女です。




「……ブラストハンド。ねえ。覚えてる？」

　やわらかく、暖あたたかい肉体の感かん触しよくが勇の体を包む。

　懐かしい匂においが鼻び孔こうをくすぐる。

「たった半年前まで、私たち、普ふ通つうの高校生だったのに」

　だが、彼女の顔はどうしても勇の記き憶おくの中で像ぞうを結ぶことはない。

「……こんな力……オーヴァードの力さえなかったら……平和に暮くらせたのに……ね……このままずっと……平和に大人になれたらよかったのにね」




勇：じゃあ僕は口から大量の血を吐はきます。見ると、僕の腰こしから下がない。ゴフッゴフッ。

以蔵：（突とつ然ぜんヒロインになって）……眠ねむったんだね、勇。

ＧＭ：死ぬな！（笑）なんぼ回想でも、死なれたら話が進まない！

勇：ごめん、今のなし。忘れてくれ（笑）。

ＧＭ：（とりあえず進めよう）そして少女は君に向かって「お願い、あなただけでも生きて！　あなただけでも生きて、平和な暮らしを！」と叫さけびます。そこで彼女が撃うたれたらしく、胸むねのあたりにぱっと血の花が咲さく。

勇：じゃあ僕は彼女の名前を叫ぶんだけど、これは回想シーンで今の僕には記憶がないので、口がパクパク動くだけ。

ＧＭ：そうして君の意い識しきは暗転し、気がつくと激はげしい雨に打たれている。

勇：……倒たおれてる……雨……？




　ゆっくりと、傷きずついた体を〝ブラストハンド〟と呼ばれた少年は起こそうとした。

　ブラストハンド？

　……かろうじて、それが自分の呼び名であることがわかる。

　灰はい色いろの空、どこともつかない建て売りの住じゆう宅たく街がい。

　現げん実じつとも虚きよ構こうともつかないどこかの街で、少年は覚かく醒せいする。




ＧＭ：そんなあなたに、ひとりの少女が傘かさを差し掛かけながら手を差し伸のべます。「大だい丈じよう夫ぶ？」

[image: ]

勇：警けい戒かいを露あらわにした動きをして、後ずさります。で、塀へいにぶつかる。

ＧＭ：「何があったか知らないけど、すごい怪我けがしてるわよ？」少女はそう言って、心配そうな声であなたを見ています。今度はちゃんと顔が像を結びますよ。

勇：現実か……？（首を振ふって）いや、問題……ない。僕はよろよろと立ち上がろうとする。そして彼女を一いつ瞬しゆん拒こばもうとするんですが、それがなぜか、さっき回想シーンで出てきた女の子とフラッシュバックする。…………勝手に言ってるけどいいのかな？（笑）

ＧＭ：ああ、いいよそれは別に。そういうイメージのことを言うつもりだった。

勇：ＧＭとは長いつきあいだからな。じゃあ退しりぞけようとするんだけどそこで動きが止まって。うっ！　と傷きずを押おさえてうずくまる。

ＧＭ：「ほら、言わないことないじゃないの」と言って彼女は手を貸かして「立てる？　私のアパートすぐだから。私、三室戸もみじ。あなたは？」

勇：すまない……。

以蔵：（耐えかねたように）もみじ！　誰にでも優やさしいんだよ、おまえは！　くそ！（爆ばく笑しよう）

勇：いい子じゃないか以蔵くん（さわやかに）。

以蔵：ああ、いい子だよ。誰にでもいい子だよ。都合のいい子だよな（一同爆笑）。

モルガン：以蔵！　以蔵ーっ！（笑）

勇：違ちがう！　そう見えてしまうのは、君の男としての度量が足りないんだ！

以蔵：（口に洗面器が入りそうなほどショックを受けた顔で）度量が足りない！　ガガーン！

勇：器うつわが小さい！

以蔵：うわぁぁっっっっ！！　目から鱗うろこがボロボロボロボロ（笑）。改心したので侵しん蝕しよく率りつを払はらわされないうちに退たい却きやくします（笑）。

勇：よし、話を立て直すぞ。じゃあ僕はここで。すまない、お嬢じようさん。見ず知らずの、僕に……。

ＧＭ：「いいのよ、困こまったときはお互たがい様だから」と彼女はアパートの一階の四よ畳じよう半はんあたりにあなたを運び込こみます。

勇：困ったときはお互い様、か……久ひさしく忘わすれていた、そんな言葉。と、僕のモノローグが入る。

ＧＭ：もみじはあなたを介かい抱ほうしながら「それであなた、名前は？」

勇：深しん刻こくそうな顔で。すまない……思い出せないんだ。

シャル：そこで持ってるカバンか何かに、名前が書いてある何かがあるといいんじゃないかな。生徒証しようとか。

ＧＭ：そうですね、転校してくる流れだし。じゃあ、都合よく学生カバンを持ってることにしましょう。

勇：本気で都合いいな。まあ、今着てるのも白詰つめ襟えりだから持っててもおかしくないか。じゃあ、物もの怖おじしない子だなあ……と思いながら、カバンをあさるよ。

モルガン：そりゃ、前巻であれだけ妙なアパート住人に対応しておれば、物怖じもせんわのう。

以蔵：ドラ子がその異常事態の急先鋒じゃねえか！（笑）

ＧＭ：すると、以蔵のいる高校の生徒証と、転入手続きの済すんでいる書類とが出てまいります。

勇：高校の名前って決まってたっけ？

ＧＭ：今はまだ決まってない。決めてくれていいよ。

勇：なら適当に、風かざ祭まつり高校の二年Ｂ組……久坂、勇、というらしいな、僕は……（自分に言い聞かせるように）。

ＧＭ：ではもみじは目を丸くして。「あれ、風祭？　私の高校だ」と答えます。

勇：そうか、君が僕を助けてくれたのも、何かの縁えんだったのかも知れないね、と、少し安心したような笑え顔がおで言う。

ＧＭ：「そうかもね。あれ？」と勇が持ってる書類のひとつを見て、もみじは続けます。「これ、うちのアパートの転入届とどけ……あ、そうかそうか、お母さんが今日うちに越こしてくる子がいるって言ってたのはあなたのことだったんだ？」

勇：こうも話がうまく行くと……。

以蔵：おかしいよな（笑）。

勇：むしろとまどいを見せるんだが……だが！　とまどったような表ひよう情じようはすぐに抑えて。どうやら、僕と君はつくづく縁があるようだ。そう言ってもみじの手を取る。

モルガン：本当に以蔵と一緒じゃ！　結局まず女か！（笑）

ＧＭ：じゃあもみじが。「そうね。まあ、うちのアパートは個性的な人がよく来るから。家や賃ちんも安いしね」

勇：それはありがたいな。自分が何者かもわからない状じよう態たいで、ひとりで不安だったんだ。そんなわけでこれからもよろしく、とさわやかに笑いかけます。

モルガン：やっぱり歯が光ったりするのか？

勇：光る光る。金歯でもないのにきらーんって。いろいろあるけれども、これからよろしく。と言ってウィンク。

ＧＭ：じゃあ彼女は屈くつ託たくのない笑顔で「うん、じゃあよろしく！」と笑ったところで、シーンを切りましょうか。




　かくして、久坂勇、と名乗る少年は、当人にさえ定さだかならぬ理由によって、もみじの住むアパートに入居することになった。

　全世界を揺ゆるがす事じ件けんの、これが発ほつ端たんである。







◆Opening 02◆戦場の終わる日


Scene Player ─── シャル






　宇う宙ちゆうに赴おもむく、という傭よう兵へい本来の任にん務むを大きく逸いつ脱だつした、愛するソフィアの言葉を借りるならば『大だい冒ぼう険けん』をくぐり抜ぬけたシャルは、戦争という自身本来の日にち常じように立ち返っていた。

　クロドヴァにおける戦争は相変わらず一いつ進しん一いつ退たい。夏の到とう来らいを待ちながら、膠こう着ちやくした前線を舞ぶ台たいにして、人命と資し源げんの果てしない浪ろう費ひが続いていた。




ＧＭ：そんなわけで、ふたたび最前線に戻もどってきたシャルのシーンです。

シャル：じゃあ、いつもの通り、足はジープに任まかせつつ、私はひたすら前に出て、戦車や自走ミサイルランチャーを掃そう除じしてるよ。

ＧＭ：分かりました。ではまさにその戦せん闘とうの渦か中ちゆう。ジープの運転手が血相を変えてあなたに声をかけます。「おい、シャル！　今妙みような通信が」

シャル：通信？　どこからだ？

ＧＭ：「司令部からだ。何を言ってるのかまるで分からん」運転手は片かた手てにハンドル、片手に受信機を握にぎって、器用に敵てき弾だんをかわしながらそのようにまくしたてます。

シャル：司令部？　こんな戦闘の真っ最中に一体どんな用よう件けんがあるんだ。と言いながら取ります。

ＧＭ：では、「一ヒト六ロク〇マル〇マルをもって、両軍は停戦に合意した。全部隊は三十キロメートル後こう退たいし、別命を待て」と素そっ気けないノイズ混まじりの命令が繰くり返されております。

シャル：さすがにびっくりして、ジープに待て！　と進むのを止やめさせて、敵てき陣じんの様子を見る。

ＧＭ：向こうもすごく困こん惑わくしてる感じですね。




　時ならぬ平和への知らせは、軍人たちを当惑させた。

　士官たちは大あわてで発はつ砲ぽうを控ひかえさせ、鼻先がもつれあうほどの距きよ離りで、敵と味方は互たがいに顔をつきあわせた。




シャル：じゃあ、下士官あたりの物の分かる……軍ぐん曹そうあたりの階級章をつけた敵兵に、おい！　と無む造ぞう作さに声をかけよう。お前の所にも来たか、今のは!?　内ない容ようを言わずに、言うだけ言ってみる。

ＧＭ：そいつはあなたの方を睨にらみながら答えます。「貴き様さまらの謀ぼう略りやく放送じゃないんだな？」

シャル：それには何も答えずに、ちっ、と舌した打うちをひとつして、確かく認にんに戻ろう、とジープの乗り手に言おう。

ＧＭ：すると後ろの敵兵が、「今なら撃うてますよ！」「やめておけ」とかそういう騒さわぎを。

シャル：……とにかく確認しないと何もできないな。基き地ちへ戻ります。




　最前線にそびえる、デザートミラージュ基地。

　そこはまさに蜂はちの巣をつついたような騒ぎになっていた。

「なんでこのタイミングで停戦なんだ！　上じよう層そう部ぶの奴やつら、昼ひる寝ねでもしてるのか!?」

「三〇五高地のミサイル基地は、停戦命令がなければつぶせていたんだ！　賞金の五万ドルは、払はらってもらわにゃあ困こまる！」

「こっちにだって事じ情じようは分かっちゃいないんだ！　公式発表を待て！」

「ふざけるな！　こちとらは金のために殺しをやってるんだ！　平和維い持じ軍ぐんじゃあねえんだぞ！」




ＧＭ：それはもう大騒ぎです。事情はいろいろですが、傭兵以外居い場ば所しよがない人の集まりなので。

シャル：とはいえ、事じ務む職しよく員いん相手に大騒ぎしても得うる物はなかろうな。素す通どおりして司令室へ行こう。バン！　とドアを開くよ。




〝白の雷らい神じん〟と呼よばれる司令官、エミール・カサド・カンテミールは、がなり立てる受話器をたたきつけると、ノックもなしに部屋に入ってきた部下を見み据すえた。

「シャルか。停戦命令の件けんか？」




シャル：いったいどういうことですか？

ＧＭ：「私に聞かれても、答えようがないというのが実情だ。一いつ切さいの問題が解かい決けつしないまま、戦争だけが終わろうとしている」何度も聞かれたんでしょうね、いまいましそうに。

シャル：上層部は頭がプリンにでもなったんですか？

ＧＭ：「今考えられる範はん囲いでは、それがもっとも合理的な解かい釈しやくと言わざるをえない」そう言って、司令は軽く首を振ふる。

シャル：このまま強ごう引いんに終戦などということになれば、両軍、さらには国民を巻まき込んで暴ぼう動どうが起きてもおかしくない。そうなれば、泥どろ沼ぬまの内戦だ。曲がりなりにも存そん在ざいしている戦争の秩ちつ序じよまでが失われることになるでしょう。

モルガン：そうじゃな。現げん状じようは国家対国家の形を取っているが、本ほん格かく的な内戦になれば、軍人ではなく武ぶ装そうした市民同士が殺し合うことになろう。

ＧＭ：「誰も納なつ得とくしない終戦の形になるだろう。最終的にはルカーン財ざい団だんなりなんなりの外がい資しが入ってきて、国家は崩ほう壊かいするな。反はん政せい府ふ軍もそれは望んでいなかったはずなんだが」

シャル：では何があったのでしょうか？　ルカーン財団といえども、突然戦争そのものをやめさせるまでの政せい治じ力りよくはないでしょう。

ＧＭ：「これは推すい測そくだが」そう言って、司令は葉は巻まきに火をつける。「うちの連中が比ひ較かく的平静に対たい応おうしていることを見て、レネゲイド絡がらみの事件ではなかろうか」

シャル：確かに、オーヴァードで構成されたうちの部隊は冷静に対応できていますね。つまり……、たとえば、特とく殊しゆな《ワーディング》でも作り出した、と？

ＧＭ：「あくまで憶おく測そくだがな。おまえの先月の報ほう告こく書しよにもあったろう？」そこであなたは第一巻の事件を思い出します。あのときも、地球規模で特殊な《ワーディング》がなされ、人々がいいように操られました。

シャル：先月の。じゃあ、いやな顔になります。……あれですか。お嬢じようさまはなんと？

モルガン：うむ、ソフィアは前の事件でも特異点にいち早く気づいておったからな。何か察知しておるかもしれん。

ＧＭ：「ソフィア博士と連れん絡らくをつけるまでには至いたっていなくてな。この件は現状私の憶測の域いきを出ないし、私は当分の間この鳴り続ける電話に対応し続けねばならない。シャル、博士と協力して事態を収拾しろ。君が最適任であろうことは間違いない」

シャル：それはそうだな。では、本件は、司令からの個こ人じん的な依い頼らいということで処しよ理りしますがよろしいですか？

ＧＭ：「ああ。相変わらずの不ふ正せい規き任にん務むだが、よろしく頼たのむ」

シャル：了りよう解かいです。……まあ、さすがに戦場であの格かつ好こうしてるわけにもいかないので、迷彩服からいつものスーツに戻もどってソフィアお嬢さまの所に行きます。




　クロドヴァ国立大学に併へい設せつされたソフィアの研究所。

　そこは彼女の遊び場であり、家であり、生活空間そのものだ。

　シャルには何に使うのか見当もつかない巨きよ大だいな実験設せつ備びの山に埋うもれて、白はく衣い姿すがたのソフィアは書類の山と格かく闘とうしていた。




シャル：こちらでしたかお嬢さま。……ああ、またこんなに髪かみの毛が乱みだれて……。

ＧＭ：ではソフィアは「戦争が終わるって本当ですか!?」とビックリした顔であなたを出で迎むかえますよ。

シャル：……どこまで聞き及およんでおいでですか？

ＧＭ：「そうですね、あなたより詳くわしいわけではありません。ラジオで停戦になると聞いた、程てい度どのことです」民間人には詳しい情じよう報ほうは伝えられていないのでしょうね。

シャル：政府の放送も議会工作もなしか。ますますもって怪あやしくなってきたな。司令は先月の特異点による異変とのつながりを疑っているようですが、お嬢さまの考えは？

ＧＭ：「もちろん、特異点の力があれば、たやすいことであろうとは思います。ですが以蔵さんの特異点は以蔵さんとのつながりを失ってどこかに消えてしまったので、以蔵さんが何かした、ということはないと思います。うーん……」ソフィアも悩なやんでいる風ですね。

シャル：特異点の力は、あらゆる願いをかなえることだ。だが以蔵のそれはもう消滅したわけだからな。ふむ。さすがに悩むぞ。




「あ、そうだ」

　思い悩むシャルを見上げるようにして、ソフィアは白衣のポケットから、殺風景な研究所には不ふ釣つり合いな、豪ごう奢しやな封ふう筒とうを取り出した。

「シャル、ご実家から。お手紙です」




シャル：実家からいまさら？　露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔になる。

勇：そういえば、家出してたんでしたね。

シャル：どうやってここをかぎつけたんだ、と言いながら差出人を見るよ。

ＧＭ：すると、セオドア・ベルティエとあります。ハンドアウトにもありましたが、あなたの兄ですね。

シャル：……兄か。ペーパーナイフで破やぶいて開けるよ。

ＧＭ：（手紙風に）「親愛なるシャルへ。お前が家を離はなれてから……」そういえば、何年くらい経たってることにしましょうか。

シャル：そういえば決めてなかったな。今二十五だけど……そうだな、十五の時には家出したことにしようか。

ＧＭ：では、「お前が家を離れてから十年。あの優やさしかったお前のことだ、うち続く戦せん乱らんに心を痛いためているものと、兄は思う」と文面は続きます。

シャル：相変わらず勝手なことを。だいたい、ここにいることまでかぎつけているなら、私が傭兵をやっていることも知ってるだろう。とつぶやきつつ読み進めます。

ＧＭ：「私は、これまで家のために尽つくしてきた。しかし、やはりベルティエ家の軍人としての伝でん統とうでは、もう誰だれも助けることはできない。私は、私なりに平和のために戦おうと思う。その狼煙のろしを日本で上げることにした」

シャル：『ガンダム』のシャアみたいなことを言ってんな、この人（笑）。

以蔵：でも、日本で上げることにしたって、超ちよう迷めい惑わくなんですけど（笑）。

シャル：日本？　日本で何を？

ＧＭ：「日本には世界を変える力がある。世界を変える、特異点の力が」（一同爆ばく笑しよう）

シャル：ま、また以蔵……また以蔵なのか……顔にすごい縦たて線せんが入りながら、次をめくります（笑）。

ＧＭ：「計画が達成された暁あかつきには、世界がかつて戦いに満ちていたことを、誰も覚えていないだろう。だが、私は自分のやっていることを、妹のお前にだけは理り解かいして欲ほしかった。だからこの手紙を送った。愛している、シャル」というところで手紙は終わりです。

シャル：じゃあ、読んでしばらく固まってから、ソフィアを呼よぼう。お、お嬢さま……ど、どう思いますか？（笑）

モルガン：珍めずらしい、シャルが動どう揺ようしておる。

勇：やはりお兄さんのことだからでしょうか。

シャル：兄あに貴きはいいんだが、兄貴が以蔵に手を出すらしいことだよ！（笑）動揺しないわけがないだろう！（笑）

ＧＭ：ではソフィアは、「日本の特異点というからには以蔵さんでしょうけど……」と小首を可愛かわいくかしげます。




　特異点。

　それは物理学的に、あらゆる法則が通用しなくなる存在を指す。

　レネゲイドの作用によって体内に特異点を宿すようになった以蔵は、自分自身には奇妙な偶然ばかりを呼び込む力を、そしてその特異点を観測する〝観測者〟には、その望みを叶える力を無意識に与えていた。

　レネゲイドウィルスと宇宙の生んだ奇跡、それが特異点なのである。

　そして、その特異点と融合し、観測者の力を得れば、神に等しい力を得ることもできる。

　だが特異点は、以蔵を取り込もうとした地球外生命体イーター・カルキとともに、永遠に消え去ったはずだった……。




シャル：では、また以蔵のあの力が復ふつ活かつしたと？

ＧＭ：「可か能のう性せいは大いにあります」とうなずくソフィア。「私たちが特異点について知っていることは、古代人が星について知っていたことよりも少ないのですから」

モルガン：言い得て妙みようじゃの。なくなった、というのも所しよ詮せん推すい測そくに過ぎん。

ＧＭ：「以蔵さんが世界中から狙ねらわれたあの現げん象しようと、根は同じではないでしょうか？」

シャル：確たしかにあの時も、突然以蔵を狙ってＣＩＡだのＫＧＢだのが日本に出しゆつ現げんしたな。あれと同じ〝都合のいい偶ぐう然ぜん〟だとすれば、おかしくはない。

ＧＭ：ソフィアは少し考えて。「はい。そう考えられます。……シャル、もしよろしければ日本に行ってくれませんか？　以蔵さんの様子が気になります」

シャル：その方がよさそうですね。どっちみち、軍事行動はしばらくはありません、様子を見に行くことにしますが、お嬢さまはどうなされますか？

ＧＭ：全ぜん身しん全ぜん霊れいで「付いていきたいな」という顔をした後で、「付いていくと、迷めい惑わくになるのは分かっています」

シャル：強くなったなぁとちょっと思いつつ。このシャル、お嬢さまのそばにいられないのは残念でなりませんが、事が事です、少し様子を見てくることにします。

ＧＭ：「よろしくお願いします。その代わりと言っては何ですが、以蔵さんにこれを」と、八面体の鉱こう石せきで作ったペンダントを。

シャル：これは？

ＧＭ：「以蔵さんに、なんというか私だと思って。お守りのようなものです。それから、以蔵さんに私は元気でやっています、と伝えて下さい」

シャル：分かりました。彼が勘かん違ちがいしない程てい度どに伝えておきましょう。




　かくしてシャルは、思いもよらない形で、ふたたびあのアパートへと旅だった。

　兄セオドアの願い。それを実じつ現げんさせる力が以蔵だとするなら、それは危き険けんすぎるものだ。

　さまざまな思いが、シャルの胸むねに去来する。







エミール・カサド・カンテミール　クロドヴァ公国のオーヴァード傭兵部隊〝デザートミラージュ〟の司令。シャルの直接の上司。

ルカーン財団　ギリシャに本拠地を置く海運財団。軍事・兵器関係に強いコネクションを持ち、クロドヴァの戦争を操っている。レネゲイド研究もさかん。ＵＧＮやＦＨとは中立的な関係にある。











◆Opening 03◆かくも平へい穏おんな日々


Scene Player ─── 以蔵






　特とく異い点てんとそれにまつわる騒そう動どうは終わりを告げた。

　だが、だからと言って以蔵に安らかな日々が訪おとずれるわけではない。

　それは彼がオーヴァードである限かぎり、負い続けなければならない宿命なのだ。




ＧＭ：そんなわけで以蔵のシーンですよ。あなたはここ数日、ＵＧＮからの依い頼らいで大量発生したジャームとの戦いに明け暮くれておりました。

以蔵：すげぇ！　俺おれが働いてる！

シャル：自分で言うな（笑）。

モルガン：何があったんじゃ!?

ＧＭ：街のあちこちで、潜せん在ざい的なオーヴァードがジャーム化して暴あばれ出すという現象が発生したのであります。ＵＧＮだけでは人手が足りないので、あなたは学校を休んで、ジャーム退たい治じに明け暮れておりました。

シャル：ＵＧＮは人手足りないからな。さもありなん。

以蔵：（さっそうと振ふり向くポーズをして）俺の名前は国見以蔵。かつてＰＣ①と呼ばれた男だ！（一同爆ばく笑しよう）

シャル：どんなメタな決めセリフやねん！（笑）

勇：（倒たおされたジャームになって）覚えておけ、ＰＣ①を失ったＰＣ①はこうなるのだ！　どかーん！（一同爆笑）

以蔵：うおおおっっ、元ＰＣ①だったジャームーー！　俺もいつかは……だがこの道を進むしかないのか、ダブルクロスー！（一同爆笑）

ＧＭ：はいはい、本題に戻もどりますよ。そんなわけで、数日アパートを空けて帰ってくるともう深夜。ひさしぶりの布ふ団とんでぐっすり眠ねむっておりますと、いつもならもみじが起こしてくれるところですが、そんな気配はとんとありません。

以蔵：起こしに来てくんねーなー。じゃあもう少し寝ねようっと（笑）。

ＧＭ：では、登校時間ギリギリになって、以蔵が起きてこないことに気がついたもみじがやっとドアをノックします。「ちょっと以蔵、なんで起きないのよ？」

以蔵：……ん、むにゃむにゃ……あれから何世紀経たった？　人類はどうなった？（一同爆笑）

ＧＭ：コールドスリープから目覚めたんじゃないんだから（笑）。

以蔵：で、何？　何しに来たのもみじ？　あ、駄だ目めだ。プリプレイの事前情じよう報ほうで俺、もうこの女に対する興きよう味みが無くなってる（一同爆笑）。

勇：わ、忘わすれろー忘れろー（笑）。

以蔵：駄目だ！　俺は女の過か去こを忘れられない器うつわの小さな男だーっ！　絶ぜつ望ぼうします（笑）。

勇：待て、待て、こんな時は甘い物で落ち着くんだ！　そうだ、俺生チョコ持ってきてたんだった！　これを食べよう！　（チョコを実際に天さんの口に運んで）ほーら天さん、生チョコだよー（笑）。

以蔵：おお、生チョコあまーい……誰だっけ、こいつ？

ＧＭ：ヒロインのもみじだよ！（笑）

以蔵：ハッ！　そうか！　うおおおー、お前も男ができると変わるのかー！（笑）

シャル：おちつけって！　まだ勇にも会ってないのに、混こん乱らんしすぎだ（笑）。

ＧＭ：飛び出てきた以蔵がそんなことを言うので、もみじはとりあえず腰こしの入った鉄てつ拳けんをあなたの右ほおにぶち込こみます。

以蔵：じゃあ、殴られつつももみじをじっと見ます。じ─────。

シャル：なんでそんな責せめるような目で見るんだよ（笑）。

ＧＭ：「なんであんた睨にらんでんのよ」えーと、あれだ。あたくしはいいＧＭなので、それをできるだけ好意的に解かい釈しやくして。「あのね、不満があるのは分かるんだけど、あんたが本来起こしてもらえると思ってるのが間ま違ちがってんのよ。むくれんじゃないわよ！（ばん！）」

以蔵：むくれてるんじゃねえ！　おまえが起こしてくれなかったら、起きられないじゃないか！　なんでわかってくれないんだ！

モルガン：ダ、ダメ亭てい主しゆそのものじゃ……（一同爆笑）。

ＧＭ：「あのね。新しい人が入ったから、その人の面めん倒どうも、みなきゃいけないの」嚙かんで含ふくめるように。

以蔵：は、どんな相手だか。もしかして、彼氏でもできたのかよ？　と目を背ける（一同爆笑）。

ＧＭ：じゃあそう言われた彼女はふん、と笑って「久坂勇くん。あんたよりずっと男らしくて格かつ好こいい人よ」（一同爆笑）

以蔵：……も、もう一回言って、もみじぃん？

ＧＭ：「あんたより、ずっと、男らしくて、格好いい人よ」耳元でこう、はっきり聞こえるように。

以蔵：（大事なネジが外れたように笑いながら）あっはっはっは！　天てん井じようを仰あおいで馬ば鹿か笑わらいだ（笑）。俺よりいいか！　アハハハハハハハハ!!　ハハハハハハハハッ！　最高だ！　最高だよ！（笑）

モルガン：いかん、約束の王が壊れてしもうた（笑）。

シャル：さすがにショックだったか。

ＧＭ：「そ、そこまでショックなわけ？」ともみじは一瞬言い過ぎたかな、という顔をして、照れ隠しなのか、ぽいっ、とあなたに〝コップヌードル〟と書かれたカップ麵を投げてよこします。

以蔵：……なに、これ。

ＧＭ：「お昼ご飯よ！　じゃあ、あたし先学校行ってるから！」駆け下りるもみじの足音。

勇：コップヌードル（笑）。前ぜん巻かんでは手作り弁べん当とうだったのがコップヌードル……（一同爆ばく笑しよう）。

以蔵：（コップヌードルを抱だいて）で、何だっけもみじ？

ＧＭ：「じゃ、私は学校行くから」そっけなくそういって足音が。

以蔵：行ってらっしゃい。

ＧＭ：「いや、あんたも来るのよ」（一同爆笑）

以蔵：……そうか、これが現実か。じゃあもみじを見送って、カバンにコップヌードルと教科書を詰つめて。さーてと、なんかむしろすっきりしたな。始めるか、俺を！（一同爆笑）




　かくしてこの短い間に、出会い、別れ、そして成長を遂とげたり遂げなかったりした以蔵は、失うもののないものだけが持ち得るすがすがしい顔で、一週間ぶりの学校へと向かうのであった。







メタな　正確には〝メタフィクション的な〟。劇中の登場人物が、自分の登場している作品が劇作品であることを自覚した、あるいはそれをにおわせるような発言をするような作風のこと。

コールドスリープ　生体を冷凍保存する技術のこと。ＳＦ作品では、しばしば時代を超えて眠り続ける技術として登場し、起きてみたら人類が滅びていた、という悲劇作品も多く存在する。以蔵の発言はそれがネタ。











◆Opening 04◆アヴァロンよさようなら


Scene Player ─── モルガン






〝ブラストハンド〟の名を騙かたり（？）北はフィンランドから南はフォークランドまで、世界のあらゆる土地をまたにかけ、痛つう快かい無む比ひな大だい活かつ躍やくを遂げたモルガン。

　だが、ネットＲＰＧのアップデートを前にして懐なつかしいカオスガーデンに戻もどってきた彼女を、異い変へんが待ちかまえていた。




モルガン：さて、バージョンアップじゃ！　わらわのバージョンアップのために十三のアカウントと百二十のチート方法が待っておる！　アルバート、楽しみに帰ってきたぞ！

ＧＭ：アルバート……ああ、あの天才ゴリラですな。ですが彼も含ふくめて動物たちはすべての知性を失っており……。

勇：（突とつ如じよゴリラとなり）ウォッホウォッホウォッホウォッホ。

以蔵：（ドラミングしながら）バナーナバナーナ（笑）。

シャル：バナナなんて言わねえよ！　知ち性せい残ってんじゃねえか！（笑）

ＧＭ：というわけで、カオスガーデンはそんな有様です。

モルガン：わ、わらわのアカウントはどうした!?　わらわのデータは!?（一同爆笑）

ＧＭ：臣民よりネットＲＰＧのほうが大事つうのもどうなのか（笑）。

モルガン：くそ、何が起きておるんじゃ！　と叫さけんで外に飛び出すぞ。この有様なら、異変が起きてからまださほど時は経っておるまい！

ＧＭ：では、研究施し設せつの外に、金色の髪をなびかせ、スーツをまとった若い男がひとり立っております。手には剣けんを提げ、興きよう味み深ぶかそうにあなたを見つめております。




　その男は、酷こく薄はくに笑うと、モルガンに向かって慇いん懃ぎんに礼をした。

「おやさすがに女王、あなたは持ちこたえたか」




モルガン：何者!?　ゴォォォォォッッッ！　ブレス！

シャル：初しよっ端ぱなからブレスか（笑）。

モルガン：ドラゴンの定石じゃー！　しゃぎゃ──！

ＧＭ：では、男はそのブレスを一刀の下もとに切り捨すてます。

モルガン：馬ば鹿かな！　わらわのブレスが切り裂さかれた！

ＧＭ：「私の名は天秤の守護者エガリエ。お見知りおきを、竜の女王」そう言って、男は笑う。

モルガン：わらわの臣民に何をしおった？

ＧＭ：「人間より突とつ出しゆつした知ち恵えを持った動物などは、神の意い志しに背そむくものだ。世界の平和には無用の存そん在ざい」男は狂きよう気きをはらんだ瞳ひとみで、そのように断だん言げんします。

モルガン：先月も、そのように神とか何とかほざいた奴やつが出てきよったわ。

ＧＭ：「この、望みを叶かなえる力を狙ったもののことかね？　女王」と彼が掌てのひらを上に向けて差し出すと、その上に光る球体のようなものが浮うかび上がります。

モルガン：まさか、それは特異点!?

シャル：見えるのか！（笑）

ＧＭ：光る球体は見えるんで、そう推測できても構わないでしょう。ハンドアウトに書いたし。「その通り、だがこれはまだ完全なものではない。東京にある、もうひとつの特異点を手に入れるまでは」ふっ、と球体が消える。

モルガン：だが消えたはずじゃ。以蔵の力、アーサー王の力はすべて消え失うせた！

ＧＭ：「これは我が力。あらたな時代を拓く最新の特異点」男はそう断言し、あなたに剣を突つきつけますよ。「これから世界は変わり、神話の時代は終わりを告げるのだ。それをあなたに告げに来た」男はそう言って、モルガンの瞳を見み据すえます。

モルガン：何を、するつもりじゃ？

ＧＭ：「人間しかいない世界を作りだす。神が望まれたエデンを取り戻す。そして、絶ぜつ対たい平和の世界を」男の瞳には狂きよう信しん者しや特有の陶とう酔すいがあります。

モルガン：待て、こやつらを元にもどせ！　こやつらはわらわの大切な臣民じゃ！

ＧＭ：「これが元の姿すがただろう！　神は、突出した異い能のうを求めてはいない！　突出した力こそ、争いと混こん沌とんの源みなもとなのだ！」こう、唾だ棄きするがごとき表ひよう情じようで答えます。

モルガン：では手の一部を鋭するどい爪つめに変えて斬きりかかる。ズバァッ！

ＧＭ：では男は一いち撃げきを食らって服の端はしを切り裂さかれると、「いずれあなたの力も消える。これからは、人の時代なのだ」と言ってすっと姿を消します。

モルガン：どこまでわらわの誇ほこりを嬲なぶるか！　ここは混沌の庭、カオスガーデンぞ！

ＧＭ：無む論ろん答えはなく、虚こ空くうに叫びが響ひびきます。

モルガン：うおおおおっっっ！　失われたデータの悔くやしさ！　臣民たちの生命！　なんとしてもわらわが取り戻もどしてくれる！　ゆくぞ、東京まで！　約束の王の元へ！　もうひとつの特異点とやらを、あのような輩に渡しはせん！




　かくして、北の空へと竜りゆうの女王はふたたび飛び立った。

　行く先は言うまでもない。懐なつかしい、あのアパートである。







ブレス　竜の吐息のこと。いわゆる火炎攻撃。モルガンにそんな能力はないので、生体武器の演出として処理されている。











　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆白と黒


Scene Player ─── 以蔵






　一週間ぶりの学校。何もかもが変わらない、不変の憩いこいの場。

　血で血を洗あらうジャームとの闘とう争そうを潜くぐり抜ぬけ、以蔵はステンレスのドアを開く。

　そこに待ち受けているものが何かも知らずに。




ＧＭ：ではミドルフェイズに入ります。シーンプレイヤーは以蔵、学校でいよいよ勇と出会うシーンですよ。

勇：あれ、転校してくるシーンとかないの？

ＧＭ：オープニングから一週間ほど経たってるので。以蔵がいない間に転校が済すんで、ある程てい度ど自分の教室での立ち位置を確かく保ほしたと思って下さい。

勇：了解了解。じゃあクラスになじんでる方向でロールプレイするよ。

以蔵：じゃあ挫ざ折せつを乗り越こえ成長した俺は、意い気き揚よう々ようとドアを開くぜ！　おはよう、諸しよ君くん！

ＧＭ：ではあなたがおはよう！　と元気よく入ってくると、勇がモテています（一同爆ばく笑しよう）。

一同：そんなシーン解説があるか！（笑）

ＧＭ：勇の席は以蔵の席の隣となりにあってですね。こう、女の子たちが以蔵の席に腰こし掛かけて、「きゃあ、勇くーん」とか言ってる（笑）。

以蔵：それで大体のことを察した（笑）。そうか！　もみじのあのよそよそしい態たい度ど、こいつか！　こいつが悪いんだな！（笑）

ＧＭ：じゃあ、以蔵の怒いかりに気づくことなく、女の子たちは「勇くん、お弁べん当とう作ってきたの、食べて」みたいなノリで盛もり上がっております。

勇：ああ、なるほど。定番ですね。

[image: ]

以蔵：ば、バカな！「バカだがクラスの人気者」だった俺おれが、このままだとただのバカに！

シャル：……自覚はしてたのか。

以蔵：してるよ！　対たい策さくを練らないだけで！　そうだ、同どう性せいだ！　同性を味方につけよう。クラスメートの男子に、あいつどう思う？　と聞くことにしよう。

ＧＭ：は。するてえと男子生徒は「まあ、でも久坂じゃ仕方ねえな」「ああ。あいつは顔もいいし、頭もいい。悔くやしいけどモテるのも当然だよ」と返します（一同爆ばく笑しよう）。

以蔵：し、死ね！　ドゥンッ！　とその生徒を爆発で窓から吹っ飛ばす（一同爆笑）。

モルガン：こ、小太刀右京之介こだち・うきようのすけー！（笑）

勇：じゃあ、さっ、と窓から飛び出して、落とされた小太刀右京之介を抱かかえ上げるよ。大だい丈じよう夫ぶかい？　植木の上に落ちたんだね、けがはないみたいだ（さわやか）。

モルガン：（女生徒になって）見た？　勇くんって優やさしいのね！

以蔵：い、いかん……ヤツの点数が上がっている！　おい小太刀右京じゃない之介。




　なんだそれは。




以蔵：小太刀右京之介じゃない男子生徒だから略りやくして小太刀右京じゃない之介（一同爆笑）。

シャル：もう名前でもなんでもねえな（笑）。

以蔵：（構かまわずに）あの転校生、名前なんてんだ？

ＧＭ：「久坂勇っていうんだ。ちょうどおまえが休んでる間に転校してきたんだよ」

以蔵：じゃあつかつかと歩み寄よって……久坂くん、ちょっとつきあってくれないかな？

勇：あ、君は……。

以蔵：国見以蔵だよ（にこやかな顔で）。

勇：ああ、もみじさんから話は聞いてるよ。

以蔵：（瞬しゆん時じに阿あ修しゆ羅らのような顔になる）

シャル：だから、顔で芸するなよ、文章に起こせないだろ！（笑）

以蔵：（引きつった表情のまま）というわけで、ちょっと……校舎裏に来てくれないかな？

勇：構かまわないよ。少しだけ待ってくれ。と言って女の子たちに、ごめん、以蔵くんが僕ぼくにちょっと話があるって言うから。とちゃんと断ことわりを入れる。




　授じゆ業ぎよう開始に先立って、以蔵は勇を校舎裏に呼よび出した。

　今時こんなところを利用する不良の影かげもなく、手入れもされずに生おい茂しげっている夏草と木々から降ふり注ぐ蟬せみの声だけが、二人を包んでいる。




勇：じゃあ僕が以蔵の腕うでを捻ひねり上げてる。やめてよね、ＰＣ①が本気を出したらキミが敵かなうわけないでしょ？（一同爆笑）

以蔵：（苦く悶もんの表ひよう情じようで）こ、これがＰＣ①の力か……（爆笑）。

シャル：おい、明らかに展てん開かいが違ちがうぞ！（笑）

勇：ご、ごめん！　やりなおす！（笑）

ＧＭ：つうかこの世界の人間は頭の上に『ＰＣ①』とか表ひよう示じがあんのかよ！（笑）

勇：……状じよう況きようを整理しよう。どうしたんだい、こんな所に呼び出して？

以蔵：どうしたもこうしたも……（数秒の静せい寂じやく）。

シャル：なぜ黙だまる（笑）。

以蔵：……その目だよ！（爆笑）

勇：その、何もかも分かったような目が気にくわねぇ！　とでも？（一同爆ばく笑しよう）

以蔵：セリフの先回りまでされる！　俺から全部奪うばおうっていうのか！（笑）

勇：ひとつ、いいかな以蔵くん？（さわやかに）

以蔵：なんだよ？

勇：どこからどこまでがプレイヤー発言で、どこからどこまでがＰＣ発言なのかな？（笑）

以蔵：全部ＰＣ発言に決まってるだろ！　俺はいつも本気だよ！（笑）

勇：じゃあ以蔵の頭を摑つかんで殴なぐる。メタな！　発言を！　するな！（一同爆笑）

以蔵：ぐはっ！　そもそもお前、いったいもみじの何なんだよ!?（笑）。

シャル：ほ、ホントに昔の男になりつつある（笑）。

勇：何って、店たな子こ。

以蔵：（突如ほがらかに）そうだよねー。ただの店子だよねー。俺もそうなんだよー（一同爆笑）。

モルガン：そ、それでいいのか！（笑）

以蔵：そうだよ、俺お前に何も言えた義ぎ理りじゃないんだ！（爆笑）

勇：まあ、仲良くやっていこうよ、以蔵くん。

以蔵：そ、そうだな。もみじのことについてはおいおい話そう。

勇：……いい子だよね、彼女。

以蔵：（突とつ然ぜん立ち上がり）いい子？　いい子!?　都合のいい子か、あぁっ、アァ!?　出たよ出たよ、随ずい分ぶん綺き麗れいな言い回しだな？

勇：なんだ、君は彼女を侮ぶ辱じよくするのか、許ゆるさんぞ!?




　ふたりの瞳はひとりの少女のために怒りに燃え、火花を散らして視線がぶつかり合う。

　もしふたりの間に可燃物を置いたなら発火したであろう。

　それほどの怒りであった。




モルガン：早い！　友ゆう情じようから激げき突とつまでが早い！（笑）

以蔵：お前の存そん在ざいが俺を侮辱してんだよ、おらぁ！　ぶん殴りかかる（笑）。

勇：じゃあぱしっと受けて。

以蔵：ぎりぎりぎり……うお、これが【肉体】１の差!?（笑）

勇：（渋しぶい声で）やめたまえ、ここは学校だ。

以蔵：まあいい。ここでやり合っても騒さわぎが広がる。家に帰ってから話をつけよう。

勇：ああ、そうだね。もみじさんが今日は夕食を一いつ緒しよにどうだって言ってたし。どうせ……。

以蔵：俺は言われてねぇぇっっっ！（笑）

勇：もちろん、どうせ君も呼ばれてるんだろ？　ってつなげるに決まってるじゃないか（笑）。

以蔵：うおおおっっ！　精せい神しん的に来る！　来る！（笑）大の字になって倒たおれるよ。はぁー、はぁー、はぁー、はぁー、もみじもこうやって、はいつくばらせたのか!?（一同爆笑）

勇：もみじさんを侮辱するな！　ガンガン！（笑）

以蔵：殴れ！　殴れよ！　暴ぼう力りよくかよ!?　いいさ！　俺はお前には勝てねえ！（笑）

勇：ああ、殴るさ！　僕は君自身を殴ることで、君にそんなことを言わせた僕自身の不ふ甲が斐いなさを殴っている！（笑）

以蔵：クソ、器うつわでけぇなクソ……お前の勝ちだよ転校生（笑）。

勇：いや、勝ち負けなんか最初からないのさ（笑）。




　ふたりの間に、さわやかな空気が流れた。

　拳を交えた者だけが知る友情だ。




ＧＭ：……このシーンどうやったら終わるんでしょう？

シャル：いい考えがある。とりあえず授業を始めれば、教室に戻もどらないわけにはいかんだろう。

ＧＭ：それです。ではキーンコーンカーンコーン、と都合よく鳴り響ひびく授業の予よ鈴れい。

勇：すると女の子が僕を呼びにくる。さあ、君も教室へ行かないと。同じクラスメートじゃないか。さわやかに歯が光る。

以蔵：おお、しまった！　慌あわてて勇を追っかけていくぜ。おーい、待ってくれよー。

モルガン：ひどいシーンじゃったのう。友情が二回芽生えて三回壊こわれたぞ。




　かくしてブラストハンドの名を持つふたりの少年は、ともかくも出会った。

　その出会いが偶然ではなく定められた必然であることを、ふたりはまだ知らない。

　世界は大きく、しかし誰にも知られることなく、その装いを変えようとしていた。





＊　　　＊　　　＊






モルガン：いやー、実に面白いシーンじゃった。

シャル：は、腹が痛い……（笑）。

ＧＭ：加納と天さん、シンクロよすぎる（笑）。おかしい、加納も天さんも事前の相談とかしてないですよね？（笑）

以蔵：うん、なんかね、勇は他人とは思えない（笑）。何となく次にやることがわかる（笑）。

勇：いやー、天さんが上手いんですよ基本的に。投げたボールをちゃんと受けてくれるんで。

シャル：受けたボールを暴投で投げ返すけどな。

勇：悪球打ちは得意なんで大丈夫です。アウトコースのほうが打ちやすい。

以蔵：気が合うなあ（笑）。しかしＧＭ、途中から笑いっぱなしでほとんどイベントとか起きなかったけど、この展開で大丈夫なの？

ＧＭ：まあ、笑いすぎて一回椅子から落ちましたが……（笑）。




　あれは痛かった。




ＧＭ：基本的には勇がモテてることについて以蔵がリアクションするシーン、というつもりだったので、これでいいですよ。

勇：ああ、それはよかった。いや、実は僕も心配してたんですよ。本筋からずれてないかと。

以蔵：そうそう。俺たちいいプレイヤーだから（笑）。

ＧＭ：まあ、ここまでの出力は予定外だったですけどね（笑）。では、次のシーンに行きましょうか。







小太刀右京之介　一巻の二話で設定されたクラスメートの名前。筆者との関係は定かではない。以蔵に窓から落とされても平気な男子生徒。











◆Middle 02◆イントルーダー


Scene Player ─── 勇






「であるから、この時期にモンゴル帝てい国こくが勃ぼつ興こうしたのはただ軍事力によるものでなく、ウィグル商人らによる商業上の希求、すなわち……」

　青葉は初夏の日差しに照り映はえ涼すずやかに見えても、粘ねばり着くような暑気は扇せん風ぷう機きによってかき回されては、シャツをべっとりと皮ひ膚ふに貼り付かせる。

　年月を経へればそれさえも懐なつかしく思えるであろう、平へい凡ぼんな授じゆ業ぎようの一コマ。

　久坂勇を包んでいたのは、そんな景色である。




ＧＭ：そんなわけで勇が授業を受けるシーンですよ。当然以蔵も登場します。

勇：じゃあちょっとやりたい演えん出しゆつがあるんだけどいいかなＧＭ。

ＧＭ：はい、いいですよ。ある程てい度ど日にち常じようの描びよう写しやをしたらイベントを起こすつもりだったので、演出くらいなら。

勇：じゃあ、以蔵が先生に当てられる（笑）。（突然教きよう師しになって）あー、国見。中国大陸を統とう一いつしたモンゴル帝国のハーンは誰だれだ？

以蔵：え、何、俺？　先生、俺の安あん眠みんの時間に何を？（あわてる）

勇：するとそこで僕が、以蔵くん、フビライ・ハーンだ、とささやく（笑）。

以蔵：あ、そうそう。フビライ・ハーン。ありがとう勇。

勇：いやいや、常じよう識しきだよ。すると女の子たちが僕の親切さに感動する。

モルガン：（女生徒になって）やっぱり久坂くんってやさしいのねー。きゃー。

以蔵：お、俺が完全に引き立て役に……。

モルガン：あやつ、自分がモテるためなら手段を選ばんのう。

ＧＭ：するてえと、もみじが「普ふ段だんからまじめに授業に出てないからよ」とあきれ顔で言います。

以蔵：世界とか救うのに忙いそがしいんだっつうの！（笑）

勇：はっはっは。以蔵くんは面おも白しろいな。だが授業中の私し語ごはよしたほうがいい。

以蔵：月の明るい夜ばかりだと思うなよ（一同爆ばく笑しよう）。

シャル：おまえそれじゃただのチンピラだ（笑）。

勇：そんなわけだＧＭ。僕がモテるのを描写するのにも飽あきたから、イベントを進めてくれたまえよ。

ＧＭ：どんな言いぐさだコンチキショー（笑）。では、あなたの頭の中に、不意に声が響ひびきます。




　その声は深く静かで、意い識しきそのものに語りかけてきた。

　幻げん聴ちようというにはあまりにも鮮あざやかで、耳を傾かたむけざるを得ない説得力のある声。

「ブラストハンド……久坂、勇……私のところへ来い……」




勇：では、あたりに首を巡めぐらし、声の主を捜さがします。

ＧＭ：すると、「屋上だ……屋上で待っている」と声は続きます。あなたにしか聞こえていないようですね。

勇：なるほど。じゃあ先生に、気分が悪いので保ほ健けん室しつに行きたいんですが、と申し出るよ。

モルガン：（女生徒になって）久坂くん、大だい丈じよう夫ぶ？　あたしが付き添そってあげようか？

シャル：（別の女生徒になって）いいえ、保健委員の私が……。

勇：いや、いいんだ。授業の邪じや魔まになるから、僕ひとりで。

以蔵：ガチガチガチガチガチ。

ＧＭ：だから指くわえて大変面白い顔で全身を震わせて悔くやしがっても、音声じゃないから何ひとつ録音されねえんすよ！（笑）

以蔵：そうだった！（笑）しかし、さっきまで俺とあれほど殴なぐり合った男が、体調を崩くずすとは思えない。こっそりついていくよ。

ＧＭ：あいあい。まあ判はん定ていの必要もなく抜ぬけ出せますよ。では、屋上。

勇：様子をうかがいつつ、ゆっくりと口を開きますよ。




「誰だ……誰が、僕を呼よんでいるんだ？」

　息が切れ、得体の知れぬ焦しよう燥そう感が胸むねを満たす。

　さび付いた重いドアを開くと、屋上の青い空が視し界かい一面に広がる。

　その中央に立つのは、金色の髪かみを風になびかせた美しい男。




ＧＭ：シーン変わらずに場所だけ変わりまして。勇、あなたの眼がん前ぜんには金色の髪を持つ男が、あなたを待ち構かまえております。「はじめまして。私の名はセオドア・ベルティエ。コードネームは天秤の守護者エガリエだ」男はそう言って、一礼をする。

シャル：……やっぱり兄貴か。

モルガン：やっかいなことになったもんじゃな。

勇：……なかなか、変わったことをするんだね。

シャル：ちなみにさ、見た目は普ふ通つうなんだよね？　なんか特とく徴ちよう的な姿すがたをしているとかは？　仮か面めんつけてるとか、そういうことはないんだよね？（笑）

ＧＭ：ないない（笑）。金きん髪ぱつで、普通にシャルを男だん性せい化かした感じでありますよ。服ふく装そうはダブルのスーツ。

勇：（突とつ然ぜん渋しぶい声で）私は天秤の守護者エガリエ。

モルガン：（間髪入れずに）かつてシャルと呼ばれた男だ（笑）。

シャル：違ちがう！（一同爆笑）

ＧＭ：叙じよ述じゆつトリック!?　あの手紙は自作自じ演えんだったのか！（笑）

シャル：そんな展開は断だん固ことして拒きよ否ひする（笑）。

ＧＭ：まあ無む論ろんそんなことはありません。「まだ、本来の力を取り戻もどしていないようだな、ブラストハンド」

勇：……ブラストハンド……だめだ、思い出せない。それが僕の名であることはわかっても……頭を押さえる。

以蔵：物もの陰かげで会話を聞きながら、名めい状じようしがたい顔をしてるよ（笑）。突然屋上ごと木こっ端ぱ微み塵じんにして、俺がブラストハンドだ、と名乗るべきか……いやでも、もみじがうるさそうだしなあ。

ＧＭ：「君の中には世界を救う力、特とく異い点てんが眠ねむっている。君にはそれに目覚めてもらわなければならない」男は、勇に向かって一歩踏ふみ出す。

以蔵：うおお、こいつ、特異点まで！

勇：……特異点？　悪いが、宗しゆう教きようの勧かん誘ゆうならお断ことわりだ。

ＧＭ：「私も、子こ供どもの使いではないのでね」と言うと、彼は《ワーディング》を行なう。明らかに周囲の気配が凍こおったのが分かる。

勇：ううっ！　耳鳴りがっ!!　うぁぁぁぁっっっ!!　のたうち回る（笑）。

ＧＭ：そして屋上の物陰から、全身が奇き妙みように盛もり上がり、鬼おにとも怪かい物ぶつとも付かぬ姿になりはてたジャームたちが現あらわれ、殺気に満ちた視し線せんを勇に投げかけます。

勇：これは……！　何だこの怪物……！

モルガン：じゃあ、わらわはその辺で登場するよ。




　刹せつ那な。

　空の一点がキラリと光った。




勇：あれは……？

モルガン：とてつもなく巨きよ大だいなドラゴンがどごぉぉぉぉっ！　と落下してくる（一同爆ばく笑しよう）。

以蔵：物陰で、またやっかいなのが……とか言ってる。

勇：……変わった形の、気球だな。と思おう（笑）。

モルガン：そしておおよその姿が見えるところまで来たところで《擬ぎ態たいの仮面》。幼よう女じよ態たいになって、い・ぞ・おぉぉぉぉぉぉぉっっっ！　と言いながら勇に体当たり。

勇：僕はそれを立ち上がって軽かろやかに受け止める。くるっと一回転しつつお姫ひめ様さま抱だっこ。どなたかと、間違っているんですか？

モルガン：以蔵！　以蔵！　大変なんじゃ！　わらわのカオスガーデンが！

勇：唇くちびるを人差し指でそっと押おさえて。

以蔵：お、俺には到とう底ていできないスマートさだ（笑）。

勇：（さわやかに）落ち着いて。

モルガン：以蔵！　漫まん画がで見ているような適てき当とうなことをやっている場合ではなく……あれ？　以蔵、ではなく？

勇：久坂、勇と言います。可愛かわいいお嬢じようさん。

モルガン：お？　お？　お？　おぉ？

勇：で、ゆっくりと降おろしてあげて。

モルガン：以蔵？

以蔵：じゃあ出てこよう。ここだよぉ[image: ][image: ]（一同爆笑）。僕ぼくは、ここですよぉ[image: ][image: ]。《ワーディング》の中悠ゆう然ぜんと。

シャル：やさぐれたオーラを放ちながら（笑）。

以蔵：はーい、勘かん違ちがいしちゃったかなぁ[image: ][image: ]。でもそいつは以蔵じゃなくて勇くんですよ[image: ][image: ]。いや、勇さんと言うべきですかね？（笑）

モルガン：ＰＣ①はこいつに見えたんじゃ！（笑）どうしたんじゃおぬし、ＰＣ①は!?（笑）

以蔵：今の俺の名はフォーマー・ＰＣ①・マン。真のＰＣ①はこの方になったんでございますよ（笑）。

ＧＭ：だから見えてるのかよＰＣ番号！（笑）

勇：とにかくだ。おい以蔵くん、これは何だ？

以蔵：あれ、もしかしてこいつジャーム知らないのかな？　と頭の片かた隅すみで考えたりする。

モルガン：以蔵、だがあの小こ僧ぞう、ただ者ではあるまい。このワーディングの中で動いておるし、何か強大な……ＰＣ①的な力を感じる……。

以蔵：（卑ひ屈くつな顔で）そんなわけですＰＣ①さん。あなたの力でどーんと事じ件けんを解かい決けつしてやって下さい。えっへっへ。

勇：（かっこいい声で）やめてくれ！　僕にそんな力あるわけない！（一同爆笑）

ＧＭ：本ほん筋すじに戻もどそう（笑）。天秤の守護者エガリエが、「お前がその力に目覚めないのであれば、そこの抜ぬけ殻がらになった国見以蔵が、このジャームたちにバラバラにされて死ぬだけだ」と言って、パチンと指を鳴らすと、ジャームたちが一歩前に踏ふみ出す。

以蔵：ちょちょちょちょちょ、そこでなんで俺をバラバラ殺人なんだよ！（笑）

シャル：日本語が変だ（笑）。

ＧＭ：よし、本筋に戻ってきたぞ。「すべては久坂勇、君の特とく異い点てんを手に入れ、絶ぜつ対たいの平和を成し遂とげるためだ」

勇：僕の持つ、何だって？　特異点？

モルガン：……この小僧が、カオスガーデンでおぬしが言うておったもうひとつの特異点とやらか。

シャル：お、重要な情じよう報ほうが出た。そろそろ出ていいかな、ＧＭ。

ＧＭ：あ、ちょうどお誘さそいしようかと思ってました。さすがです矢野さん。

シャル：ではイノセントブレードを鉤かぎ縄なわ状じようにして屋上に登ってきますよ。




　以蔵のあるところ事件あり。兄が動きを見せるとしたら、まずは以蔵の側だろう。

　その予想があっさりと的中したことに、シャルは苦笑を禁きんじ得ない。我が兄ながら、なんとも分かりやすい人だ。

　フックロープ状にしたイノセントブレードを手がかりにして、細身の長身を空中で一回転。金色の髪かみが宙ちゆうになびき、すらっとした脚あしが、金かな網あみの上に着地する。




勇：俺は初期ロイスがあるのでその姿を見て。なんて美しい人だ……と感かん嘆たんする。

以蔵：あ、俺も同時にシャルのほうにざーっと視し線せんが流れて、お、ドラ子に続いてシャルりんまでも……とか言ってる（笑）。

モルガン：ほ、本当に中身が同じだ……（笑）。

シャル：じゃあ一いつ瞬しゆん目をこすって。え……以蔵がふたり？（笑）あ、違う。と確かく認にんしてから。やはりここに来たか、セオドア。

ＧＭ：そう言われて、「久ひさしぶりだね、シャル。十年ぶりじゃないか」天秤の守護者エガリエは優やさしく笑います。

シャル：会いたくもない顔だがな。兄上？

モルガン：……兄？　いや、それよりシャル、こやつが我がカオスガーデンを！

シャル：あの島に一体何を？　あんな所にあなたが用があるとは思えない。

ＧＭ：「少しな。これの実験をさせてもらったのさ」と彼は自分の掌てのひらの上に特異点の力を具ぐ現げん化かさせます。




　天秤の守護者エガリエの掌に、光り輝かがやく球体が浮うかび上がる。

　漆しつ黒こくの空間の中央できらめく白銀の円えん盤ばん。それはまさに、闇やみに浮かぶ銀ぎん河がのきらめき。

　セオドア・ベルティエは宇う宙ちゆうを手の上に浮かべていた。




ＧＭ：それはまさに、以蔵とカルキが一ヶ月前の戦いで具現化させた特異点の力だというのが、勇以外の全員には直感的に、あるいは皮膚感覚的に分かります。

[image: ]

モルガン：馬ば鹿かな、約束の王の力がふたつじゃと!?　願いを叶かなえる力が！

シャル：ふたつ!?　どういうことですか？　と以蔵の方を見て。やはりまた以蔵に？

以蔵：いや、俺じゃないんだ……もう俺は燃もえ尽つきたんだよ……と言って勇のほうを見る。

シャル：彼が？　と驚きよう愕がくする。

勇：するとシャルさんが僕のほうを見たので、お嬢じようさん、どうしてこんな所に？　ここは危き険けんです。さあ、早く離はなれて下さい！　と言ってシャルさんの手を取る（笑）。

以蔵：お前、何気安く触ってんだよ！　俺も駆かけ寄よって腰こしの方に手を回したりする（笑）。

勇：どきたまえ！（笑）

以蔵：やめろ！　お前こそどけ！（笑）

勇：君こそ！　と醜みにくい争いを（笑）。

シャル：せいっ！　両方を殺す勢いきおいで、棒ぼうに変化したイノセントブレードで殴なぐる（笑）。

勇と以蔵：うぎゃあ！（笑）

モルガン：……ところでシャル、おぬしはどっちにつく？　おぬしの兄と、わらわと。

シャル：状じよう況きようはよく分かりませんが、と言ってから兄の方を見て。セオドア、あなたに聞きたいことはひとつだ。クロドヴァに何をした？　突然人々が無意味に戦争をやめるなど、考えられることではない。

ＧＭ：そう言われて満足げに、「ああ、クロドヴァは上手うまくいきつつある。もうすぐクロドヴァは特異点の力によって、戦争のない世界に移い行こうする」との答えが。

シャル：戦争が終わっても、経けい済ざいや人心の問題が解かい決けつするわけではない。国家が戦う代わりに、市民ひとりひとりが銃じゆうを取るだけだ。

ＧＭ：「お前も特とく異い点てんの力は知っているだろう。大丈夫だ、やがて人々はそんなことも考えなくなる。後は私とルカーン財ざい団だんが、平和をもたらすさ」陶とう酔すいした表ひよう情じようのセオドア。

シャル：……傲慢な思いこみだな。人間の心はチェスの駒ではない。やがて大きな反動があるぞ。

ＧＭ：「ああ、シャルは賢かしこいな。兄さんはそんなお前が大好きだよ。だから、彼の協力が必要なのだよ。久坂勇、もうひとつの特異点の持ち主がね」びしい、と勇に指を突つきつけて、天秤の守護者エガリエはそのように宣せん言げんします。

勇：……僕の力で、戦争を終わらせる？　この人は、何を言ってるんだ!?

モルガン：で、どうするつもりじゃの？

ＧＭ：「もちろん、力ずくでもその力を引き出させるまでだ。そして、特異点の秘密に触れた少年や、まだ動いている世界最後の竜りゆうには消えてもらわなければならない」

モルガン：こちらも力ずくでもカオスガーデンを返してもらう。

以蔵：こっちはほっといてくれれば平和に暮くらせるんだけどなぁ……と言いながら戦せん闘とうの準じゆん備びを始めよう。

モルガン：いいか以蔵、手伝えよ？　手伝うんじゃぞ？　手伝うんじゃからな？

以蔵：ああ手伝うよ！　手伝えばいいんだろ！（笑）

勇：状況に置いてきぼり気味なので。一体、何が起こっているんだ!?　とおろおろする。

モルガン：おぬしは、そこの隅すみでじっとしておれ。そうしておれば傷きずひとつつかんわ。







◆第１ラウンド

ＧＭ：では戦闘を開始します。敵てきはジャームが４体。２体ずつふたつのエンゲージに分かれ、どちらもＰＣたちのエンゲージから５メートル離れています。天秤の守護者エガリエは戦闘に参加しません。

[image: ]

以蔵：よーし、ブラストハンドの力を見せてやるぞ！　行くぜ！




　以蔵のシャツの裾すそが伸のび、鋼鉄のごとき硬こう度どと、コートのなめらかさを持った鎧に変わる。

　彼が指を動かすたび、空気の爆ばく弾だんがひとつ、ふたつと中空に浮かび出る。




以蔵：俺の行動からだな。まずはマイナーで新技《アーマークリエイト》！

モルガン：おぬし、寝ねてるだけではなかったのか!?

以蔵：ぐうたら寝てたら新しい力がわいてきたのさ！




　かつてそんな理由でパワーアップしたヒーローがいただろうか。




シャル：つ、都合の良い男だな……（笑）。

勇：以蔵くんの姿が変わった……!?

以蔵：これは、俺の中の怨うらみやつらみが力になったものだ。このやるせない思いを貴き様さまらにぶつけてやる！　《かまいたち》＋《インスタント・ボム》と色々で、エンゲージひとつを爆破！




　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが、突とつ撃げきしてくるジャームの一体を火か葬そうにした。

　パワーソースはともかく、以蔵の力は本物だ。




ＧＭ：（ダメージ計算を終えて）２体中、１体は回かい避ひしましたが、もうひとりは瞬しゆん時じに倒たおれます。さて勇、キミはこのような人外の戦いを見ても、なぜか驚くことのない自分を発見します。

勇：なるほど。じゃあ、独白します。




「何故なぜだ……？　僕は、もっと狼ろう狽ばいしていいはずだ……」

　突然眼がん前ぜんで始まった、超ちよう人じんの戦い。

　だが、勇はその光景に違い和わ感を覚えない自分にとまどっていた。

　ブラストハンドと呼ばれる自分。

　はじめて見るはずなのに、幾度も戦ったことがあるような気がする人外の怪物。

　記憶は靄がかかったように遠く、昨日見た夢の思い出のように現実感がない。




勇：……僕は、この戦いを知っている？

シャル：何をぼうっとしている、少年！　逃にげたまえ！　と言いながら、《オウガバトル》に《ギガンティック・モード》入れて、もう１エンゲージを攻こう撃げき。棒ぼうに変化していたイノセントブレードが、巨きよ大だいなハルバードに変化してジャームを一気になぎ払はらう！




　金色の髪かみが風になびき、斧おの槍やりがジャームの一体をなぎ払う。

　だが、踊おどるように繰くり出された第二撃を、もう一体のジャームは軽かろやかに回避してみせた。




ＧＭ：片かた方ほうは回避成功。もう片方は倒れました。そして、《ハンティングスタイル》＋《破は壊かいの爪つめ》＋《完全獣じゆう化か》。奴やつらが更さらに戦闘形けい態たいに変形していく。メキメキメキ。




　直立したは虫類とも、ねじくれた悪あく夢むの具ぐ現げん化かした姿すがたともつかぬ怪かい物ぶつに変わり果てたジャームたちは、その腕うでを伸ばしてシャルと以蔵のはらわたをえぐり出そうと攻撃を繰り出す。人でも獣でもあり得ぬ、凄絶な速さ。

　その紅あかい瞳ひとみに、人の心はない。




以蔵：くらった……けど装そう甲こうでまだ生きてる！　ヒャッホー！

シャル：……私はダメだな。《リザレクト》だ。

勇：じゃあ俺は以蔵くん！　と以蔵の所に助けに行こうとするんだけど。シャルが倒れたのを見て九十度ターン。見知らぬお姉さん！（一同爆ばく笑しよう）と言いながらそっちに駆かけ寄よろうとする（笑）。

モルガン：やめよ！　わらわから離はなれるでない！　カバーリングできなくなる！

勇：いや、どうせ次モルガンの行動やん。さあ僕にエンゲージして。

モルガン：微び妙みようにいかがわしい表ひよう現げんじゃなあ。

勇：で、僕の行動なんだが、エフェクト使って立ち向かっちゃっていいのかな。

ＧＭ：いいですよ。体のほうは、いつかどこかで戦った記憶を覚えているので、自然に動きます。

勇：よしわかった。ならばマイナーで《赫あかき剣けん》。ＨＰを５点消費。そして《電光石火》＋《さらなる波》＋《一いつ閃せん》＋《音速攻撃》。シャルさんを攻撃したジャームにエンゲージして殴なぐります。達成値ち20！

ＧＭ：うおっ、クリティカルしねー。達成値12！　ダメージどうぞ。

勇：以蔵くん危あぶない！　って叫さけびながら、シャルをかばいつつジャームを攻撃。袖を振った一瞬だけ、真紅の剣が飛び出す感じで。

以蔵：あいつ、いいヤツなのか？　と思った瞬間その行動を見て、だよねー、って顔に。

勇：ダメージは23点。装そう甲こうは有ゆう効こう。

ＧＭ：そりゃダメだ、耐たえられない。




　勇が白い学ランの袖そでを振ったその瞬間、紅あかい血が剣のごとく伸びて、消えた。

　体内に潜もぐり込んだ勇の血は振しん動どう波はを形成し、ジャームを体内から爆ばく発はつさせる。

　紅い柱が、屋上に伸びる。

　少年の唇が、我われ知らず動く。

「ブラストハンド……これが僕の名だ。地じ獄ごくに行っても忘わすれるな」




勇：僕ぼくは……何を!?

以蔵：あ、俺おれもつられていつものポーズで、ブラストハンド、それが俺の名だ、って言ってるんで。

モルガン：い、以蔵！　あやつ、あやつ許ゆるせん！　わらわのコードネームを奪うばいよった！（笑）

以蔵：ドラ子……自分がいやなことを人にするな、って幼よう稚ち園えんで習わなかったのか？

モルガン：ゆ、許せん！　あやつを、あやつを殺そう！（笑）

以蔵：俺よりひどいこと言うなよ！（笑）

勇：じゃあこのオモシロコンビを無む視しして。そうだ、この力……僕の力……ブラストハンド！　これが僕の、ただひとつの記憶！

モルガン：ＰＣ①っぽいこと言えばごまかせると思うなーっ！（笑）うわーん、返せー（笑）。

勇：あ、怪我けがはないですか？　お姉さん。

シャル：あ、まあ……大だい丈じよう夫ぶだ。

モルガン：うわーん！　勇の隣となりにとりあえず移い動どうして。死ね！　死ね！　死んでしまえ！　と言いながら残ったやつを《大だい蛇じやの尾お》で殴る。




　涙なみだ目めのモルガンのスカートから、竜りゆうの巨きよ大だいな尾が伸のびる。尾はあやまたず、最後のジャームの心しん臓ぞうを貫つらぬいた。




モルガン：刺ささったところからドギャーン！　と爆ばく裂れつを。これが！　わらわの！　ブ、ブラストハンドを忘わすれるなー！　と涙しながら（笑）。

勇：人の数だけブラストハンドがいる、それでいいじゃないか（一同爆笑）。

モルガン：……返せーっ！（笑）勇じゃったな!?　勇じゃったな!?　ブラストハンドはわらわなんじゃ！　わらわなんじゃからな！　涙目で（笑）。

以蔵：いや、だからねドラ子。俺だってばよ（笑）。

勇：分かった分かった、君もブラストハンドだ（笑）。そして、セオドアとか言ったな!?　どうだ……お前の出した化け物はやっつけたぞ！　まだ戦うつもりか！

シャル：では事じ情じようを聞かせて頂いただこうか。




　シャルのまなざしに、静かな怒いかりがあった。

　手に握にぎったハルバードが、漆しつ黒こくのサーベルに変化する。

　たとえ身内であっても、いや身内であればこそ、許してはおけない敵であった。

　彼女の愛するソフィアと、ソフィアの守りたいものを汚した輩を、シャルが受け入れることなどは、ない。




ＧＭ：ではそれを見て、天秤の守護者エガリエもどこからか取り出した棒ぼうをレイピアに変化させますよ。「兄に剣を向けるのか、シャル」

シャル：私は傭よう兵へいだ。必要とあれば、肉親でもためらいはしない。クロドヴァに……いや、特とく異い点てんに何をしたのだ？　そして何故、特異点を持ちながら別の特異点を求める？

ＧＭ：剣けん先さきを油ゆ断だんなく構かまえつつ「私の目的は、あくまで久坂勇……特異点の覚かく醒せいにある。だが、どうやら時はまだ至いたっていないらしい」というセオドア。

シャル：この少年が……新たな特異点だと言うのか？

ＧＭ：「いずれ世界は静せい穏おんになる。異い能のう者しやも不思議もない、乱みだれのない平和が訪おとずれるのだ。その時を心静かに待ちたまえ」そう言うと、天秤の守護者エガリエは剣先を旋せん回かいさせ、黒い霧きりのような物に身を包む。《砂すな隠がくれ》です。

シャル：退たい場じようエフェクトか！

ＧＭ：はい、そうです。達成値は18。止めたい人は〈知覚〉でお願いします。




　無む論ろん、〈知覚〉のリアクションでそうそう追い切れるものではなく、天秤の守護者エガリエは霧の中に姿すがたを消した。




勇：な、なんだ!?　いきなり消えたぞ!?

シャル：取り逃にがしたか……。

モルガン：シャル、あの男、おぬしの兄だと言うておったな？

シャル：はい。しかし、特異点を操あやつるような力は備そなえていなかったはず……。

モルガン：構かまわん、とりあえずアパートに戻もどろう。そこで詳くわしい話は聞かせてもらう。

シャル：そうだ、彼だ。名前はなんと言ったか……と勇を見る。

勇：その瞬しゆん間かんにうろたえてたのがシャキーン！　とモードが切り替かわって。最近この学校に転校してきた、久坂勇です。お嬢じようさん、あなたの名前は？　と手を取って（笑）。

シャル：え──……（以蔵を見て）兄弟？（笑）

以蔵：馬ば鹿かにしてんのか!?（笑）

モルガン：顔はともかく印象はそっくりなんじゃがなあ、としみじみ言う。

勇：いや、僕はこんなに下品じゃありませんよお嬢さん。で、お名前は？

シャル：……シャルだ。そこのモルガンと以蔵とは少しばかり縁がある。

勇：そうですか。以蔵くんと僕とは親友なんです。

以蔵：お、お前、都合のいいほうにばっかり回るな！（笑）

勇：どうかよろしくお願いします、シャルさん。歯がきらーん。

シャル：……まあいいでしょう。いずれにせよ、あなたたちの話を聞く必要がありそうだ。アパートへ戻るとしましょうか。

モルガン：うむ！　アパートに戻ればネットＲＰＧがアップデートできるであろう！　わらわはこの時を待っていた！

ＧＭ：カオスガーデンの危機はどうしたんです。

モルガン：そこはそれ、これはこれじゃ！　ネットＲＰＧをしないと、わらわは心の均衡を失って暴走し、地球を滅ぼしてしまうやもしれん！




　なんて迷惑な話だ。




モルガン：というわけじゃ、以蔵！　シャル！　アパートに帰るぞ！

勇：あ、では僕もついていきますよ。詳しい話も聞きたいですしね。それに、以蔵くんとは偶然同じアパートなんです。

シャル：……ますますできすぎた話だが……まあいい、今それを言っても仕方ない。

以蔵：よっし、そうと決まったら金網乗り越えて裏庭から逃げるぞ！

ＧＭ：またなんでそんなことを？

以蔵：授業中だからな！（笑）《ワーディング》をこんなことに使ったらＵＧＮにどやされるから正々堂々とエスケープする（笑）。

ＧＭ：エスケープに正々堂々もへったくれもない気がしますが、ではここでシーン切りましょうか。




　特異点を宿す男、そして特異点を持ちながらオーヴァードの記憶を持たない少年。

　運命は大きく動き出した。

　止めようもない破滅へと向かって。







イノセントブレード　シャルが所有する、レネゲイドに反応する特殊な剣。普段は棒の形をしているが、モルフェウス能力によってさまざまな武器に変化する。

《かまいたち》　攻撃を遠くまで飛ばすことができるエフェクト。

《インスタント・ボム》　爆弾を生み出して攻撃するエフェクト。

《オウガバトル》　天才的な戦闘能力を発揮するノイマンのエフェクト。

《ギガンティック・モード》　武器を巨大化させて周囲をなぎ払うエフェクト。

《ハンティングスタイル》　キュマイラの変身をスムーズに行うエフェクト。

《破壊の爪》　文字通り、破壊に適した強力な爪を生やすエフェクト。

《電光石火》　肉体的な行動のクリティカル値を低下させるエフェクト。みずからの肉体をも傷つける。

《さらなる波》　振動波を送り込むことでダメージを増大させるハヌマーンのエフェクト。

《一閃》　移動と同時に攻撃を繰り出すエフェクト。

《音速攻撃》　音速に達する攻撃によって、攻撃力を増大させるエフェクト。

《砂隠れ》　生み出した砂によって退場を行うモルフェウスのエフェクト。











◆Middle 03◆懐なつかしの四よ畳じよう半はんにて


Scene Player ─── モルガン






　以蔵の部屋、そしてソフィアのいた五号室は、マーヤによって連結されている。

　その状じよう態たいは修しゆう復ふくなどされていないのだから、必然的に彼らは〝以蔵の部屋〟に集合することになった。




ＧＭ：では、モルガンのシーン。前の四畳半に戻ってきたシーンですね。全員登場です。

モルガン：では幸せそうにネットＲＰＧをしてる。ああ……わらわのアカウントがここにあった……ここにあったよ……アヴァロンはここにあったよ！（笑）

ＧＭ：ええっ!?（笑）それでいいの!?（笑）

モルガン：ちなみに《擬ぎ態たいの仮か面めん》はもう使ってないのでドラゴン態で。

勇：以蔵くん、彼女ドラゴンだったのか？

以蔵：おまえも物に動じんやつだなあ。ああそうだよ。あのロリっ娘こは、チョウチンアンコウのチョウチンと同じだよ（笑）。

勇：（殴おう打だ）ばかっ！　姿すがた形かたちで女の子を判はん断だんするなんて最低だぞ！　可か憐れんな姿じゃないか！

モルガン：以蔵よりは話がわかるようじゃな、勇とやら。まずは詳しく話を聞かせてもらおうではないか……といいつつネットＲＰＧをしてる。

シャル：ど、どっちかにしませんか？（笑）

モルガン：わらわはな、わらわはな、ずぅっとアカウントが使いたかったんじゃ。これほどネットＲＰＧと離はなれるのが辛つらいとは思わなかったんじゃ[image: ][image: ]！（笑）

シャル：……止めても無む駄だなようですね。

勇：とはいえ僕にも詳しいことはわからないんです。いきなりあの人に呼ばれて、屋上で特とく異い点てんがどうとか言われただけで。

シャル：ふむ。とりあえず特異点の力は失われたんだな、以蔵？

以蔵：そもそも特異点のせいで何が起きてたんだっけ。

ＧＭ：基本的に、前巻だと自分に都合のいい偶然が起きてたんですよ。ほら、以蔵が波瀾万丈のヒーロー生活を望んでたのでとにかく日々が極端に。

モルガン：あ、今もみじの日記を見つけたんじゃが、もみじの日につ記き帳ちようによると、今までずっと百点と零点を繰くり返しておった以蔵の点数は、どうやら十三点とかの基き本ほん的な数字に戻ったらしい。

ＧＭ：そうですね。ドブに落ちて犬に嚙かまれるとか、横おう断だん歩道を渡わたるのを助けたおばあちゃんが国こく際さいスパイだったとか、そういうおもしろ生活はすっぱり終わりを告げています。

シャル：十三点って基本なのかよ（笑）。確たしかに、お嬢じようさまもそれはないという話なので。

以蔵：そうそうそう。まあ、ここのところ異変はなかった。あったとしたら数日前。そう、あれはもみじが起こしに来てくれなくなったあの日、何かがあったらしい。

勇：なんだ、君はもみじさんに起こしてもらっていたのか？

以蔵：毎日ね。

勇：いくつになっているんだ。

モルガン：一週間前から以蔵のことがもみじの日記帳にまったく記されておらんな。代わりに、勇、おぬしのことが書いてある。記き憶おく喪そう失しつの男の子を拾ったと書いてあるが。

ＧＭ：三田さんがＧＭのやってほしい演えん出しゆつをやってくれるので楽でいいなあ……（笑）。

以蔵：え？　勇、お前記憶ないの？

勇：ああ、ないよ。

シャル：それにしてはずいぶんとさわやかと言うか……（笑）。

勇：いや、だって記憶がないからって悩なやんでいても戻もどる訳わけじゃないですし。それだったら、今を精せい一いつ杯ぱい生きることが僕にできることかなって。歯がきらーん。

シャル：ではちょっと考えてから。うーん、勇。最近ちょっと自分にとって都合のいい出来事が連発していたりしないかね？

勇：いや、覚えがないですね。

以蔵：あ、でもこいつ学校で超ちようモテモテなんだよ。

勇：女の子たちにお弁べん当とう作ってもらったり、それを自分の夕食にしたり。で、俺が砂さ糖とう代しか掛かからないカルメ焼きをつくってお礼をしたら、わー、すごーい！　って評ひよう価かが上がって、それによってプレゼントのお菓か子しが増ふえたり。

以蔵：あ、あと俺がヤキ入れてやろうと思って校こう舎しや裏うらで襲おそいかかったら、すぐ組み伏ふせられた。超負けた。ボコボコにされた。

シャル：さ、最後のはどうでもいいとしてだ（笑）。

勇：でもそれは別に都合がいいとかそういうのじゃなくて、ごく普ふ通つうの光景ですよね？（笑）

モルガン：……なんというか、以蔵とは別の意味でいい性格をしておるな。

シャル：……なかなか侮あなどれませんね。

勇：じゃあ、俺はそのひそひそ話を見て。いや、女じよ性せいのひそひそ話は、見ていてもなかなか可愛かわいらしいものだ、とか思っている（笑）。

以蔵：あ、そうだ。ソフィアちゃんに聞けば何か分かるんじゃないの？

シャル：お嬢じようさまは今それについて調べている最中で、君の特異点が復活したのではないかと言っていたので私が来たのだが。

以蔵：ソフィアちゃんから俺に、伝言か渡わたすものか何かない？

シャル：そうだな、ここで出すか。では、お嬢さまからこれを君に渡すようにと言われている、とそう言って、ペンダントを渡す。

勇：お嬢さまから？　なんだ君も隅すみに置けないな（笑）。

以蔵：はははは（笑）。まあね、これはキープだよ（笑）。

シャル：では瞬しゆん間かん的に君らふたりのすぐ横にタンタン！　と何かが刺ささって。……お嬢様を侮ぶ辱じよくしたら、分かっているな？

以蔵：分かってる分かってる。えっと、キープなんかじゃありません（笑）。

勇：そうだぞ。女性に対し、冗じよう談だんでもそんなことを言うもんじゃない。

以蔵：くそぉ……なんで論ろん理り的に俺は勝てないんだろう（笑）。なんかお前もっと隙すき見せろよ、隙！　俺っぽいんだから！（一同爆ばく笑しよう）

シャル：で、ここで情じよう報ほう収しゆう集しゆうできるかな？　特異点について。

ＧＭ：特異点についてですよね？〈情報：ＵＧＮ〉で難なん易い度どは８。

モルガン：ではわらわが判はん定ていしよう。ちょうど、ソフィアがネットＲＰＧにログインしてくるところじゃ……成功。

以蔵：じゃあみんなでモルガンのパソコンの前に殺さつ到とう。やっほー、以蔵だよー、君のー。ペンダントありがとうー。

ＧＭ：「えっ、あの、き、君の!?　以蔵さん、何を？」混こん乱らんするソフィア。

モルガン：そういえば前回はソフィアにダイレクトなアプローチはしとらんかったからな。

シャル：アプローチをすると私がこうやって窓まどから捨すてていたからな。えい。

以蔵：（窓から落ちるポーズ）うわああああ────。

モルガン：で、ソフィア。特異点についてじゃが。何か分かっておるかのう？　そう言いつつも手はモンスターとバトル中。

ＧＭ：ではソフィアは混乱から立ち直って。「あ、はい。現在特異点の放つ反応を確認しました。誰なのかまでは、まだ情報が集まっていないのですが……」

以蔵：すぐ隣となりにいるよ（笑）。そう言いながら窓からはい上がってくる。

ＧＭ：「こちらから計けい測そくされている範はん囲いでは、大だい規き模ぼな特異点がひとつと、より小さな特異点がひとつ。最低でもふたつの特異点が、以蔵さんの周囲に発生しています」

モルガン：ふむ。勇とやらのものと、天秤の守護者エガリエのものか。つじつまは合うのう。

ＧＭ：「それがなぜまた以蔵さんの近くに現あらわれたのかまでは分かりませんが……」

シャル：特異点とは、そのようにポンポン現れるものなのでしょうか？　確たしかに一月前、我われ々われはそういう事じ件けんを見ましたが。

以蔵：俺おれ的には、ポンポン現れるもののような気がするけどなぁ。

シャル：君は黙だまっていてくれ。君の実体験は世間的には何の参考にもならない。

ＧＭ：じゃあソフィアはモルガンに支し援えん魔ま法ほうをかけながら、「科学的にはまずありえないと言っていいと思います」と言います。

モルガン：まあ、あやつみたいに暴ぼう走そうしたり自じ爆ばくした者は多いがな。

シャル：何百年に一度、というものでなければ、世界はもっとメチャクチャになっているものだと思うのですが。

モルガン：何かあったということじゃろうな。カルキを倒たおしたときにか、あるいはおぬしの兄がそれに最初から絡からんでおったのか。

シャル：何か、あんまり考えたくないなー、といった顔をしつつ。

モルガン：とりあえず、おぬしの兄について調べることはできんのか？

ＧＭ：調べるなら次のシーンですね。ではここで一度切りましょう。もみじが「ただいまー、あれ、誰か来てるの？」と言いながら学校から帰ってきますよ。




　刹せつ那な。退たい屈くつそうに難むずかしい話を聞いていた以蔵と勇の目が光った。

「もみじ、お帰り！」

「もみじ、お帰りなさい！」




シャル：完かん璧ぺきにハモったな……（笑）。

ＧＭ：ではここでシーン切りましょう。







カルメ焼き　砂糖を加熱して重曹を加え、ふくらませたお菓子。語源はポルトガル語の「甘味（caramelo）」とされる。











◆Middle 04◆はるかなる揺よう籃らんの日々


Scene Player ─── 勇






　モルガンとシャルの再さい転てん居きよと、それにまつわる細々とした作業。

　それらを手伝った以蔵と勇は、もみじの部屋でくつろいでいた。




ＧＭ：そんなわけで勇のシーンですよ。もみじと会話するシーン。

勇：あー、僕ぼくはしばらくシーンに出たくないんだが。その、侵しん蝕しよく率りつとかさ、いろいろあって。

ＧＭ：おまえがシーンプレイヤーなんだよ！（笑）

勇：（無む駄だに格かつ好こいい声で）僕は……僕は望んでＰＣ①になったわけじゃない！

以蔵：いいぞいいぞ、悩なやめ悩め。存ぞん分ぶんに悩め（笑）。で、場所がもみじの部屋なら当然俺も出るぞ。抜ぬけ駆がけは許ゆるさん（笑）。

ＧＭ：うぃっす、侵蝕率上げておいて下さい。じゃあもみじがお煎せん餅べいとお茶を持ってきて。「ありがとね、モルガンとシャルさんのお引ひっ越こし手伝ってくれて」

以蔵：んー、まあ、モルガンの荷物は置きっぱなしだったから楽だったけどな。

シャル：あと、私の荷物は元々傭よう兵へいなので少ない。今回はお嬢じようさまいないからね。

ＧＭ：「でも助かったわ。急にふたりともまた戻もどってくるんだもん、びっくりしちゃった」そう言って、もみじもちゃぶ台の前に座すわりますよ。

以蔵：いやまったくだぜ。まさかあいつらの顔をまた見ることになるとはなあ。

勇：以蔵くんのお友達には、もみじさんを始めとして魅み力りよく的な女じよ性せいが多いね。

以蔵：（遠い目をして）……実じつ際さいにあいつらに取り囲まれると、三時間で逃にげたくなるけどな……。

勇：はは、冗じよう談だんがうまいな、君は。

以蔵：じゃあ俺は乾かわいた笑え顔がおで笑う。はは……お茶おかわりくれる？（笑）　間がもたない。

勇：僕が淹いれてあげるよ。もみじさんは部屋主だからな。煩わずらわせるわけにはいかない。

ＧＭ：「気にしなくていいわよ。久坂くんは店たな子こなんだから」立ち上がって、作り付けのシンクに制服姿すがたで立って、お茶を淹れるもみじ。




　学校のこと、家族のこと、昨日見たテレビ番組のこと。

　他愛のないおしゃべり、他愛のない時間。

「早いもんよねえ、あんたが隕石に当たってから、もう半年くらい経つじゃない？」

「あー、そだっけ？」

　その時に特異点がついてきたことまでは、以蔵も彼女に話してはいない。ただ、苦笑して後頭部をさすった。

「こうやって、あっというまに大人になっちゃうのかなあ」

「大人かあ、実感はないなあ」

　そう言って、勇は少しぬるくなったお茶をすすった。

「このままずっと、平和に大人になれたらいいのにね」

　屈託なく、もみじが笑う。




ＧＭ：もみじがそう言った瞬しゆん間かん、勇。君の頭の中に何かがフラッシュバックする。記き憶おくの中、オープニング最初のシーンで見た女の子の姿がよぎる。そして彼女は言う。「このままずっと、平和に大人になれたらよかったのにね」

勇：分かりました。じゃあ俺はですね、知らず知らずのうちに一ひと筋すじの涙なみだを流しているんですよ。うわ、格好いい！（笑）

ＧＭ：自画自賛しなかったらもっと格好よかったと思うよ（笑）。さて、もみじが勇の顔をのぞき込こみます。「どうしたの、勇くん？」

勇：……いや、自分でもよく分からないんだ。ただ、なぜだか……すごく、胸むねが締しめ付けられるような気持ちになって。

以蔵：俺もいたたまれなくなって胸が締め付けられてるんだが（笑）。

勇：ごめん、湿しめっぽくしちゃったな。なんでもないんだ。僕が、昔のことを思い出せたならこの涙の意味も分かるんだろうけど。でも、今は学校も楽しいし、もみじさんたちと一いつ緒しよにいるのも楽しいし。以蔵くんも面白いしね（笑）。

以蔵：あ、あのさ……ふたりの顔を見て。俺、ここにいて、いい？（笑）

勇：もちろんだよ（笑）。僕たち、友達じゃないか（笑）。

ＧＭ：「どしたの以蔵」きょとん、ともみじ。

シャル：真ま綿わたで首を絞しめる……そんな言葉が脳のう裏りをよぎりました（笑）。

ＧＭ：「そういえば」ともみじがカバンの中から、封ふう筒とうを取り出します。




「そういえばこれ、勇くんに渡わたさないといけないんだった」

　それは、淡あわいベージュの四角形の封筒だった。ハートのシールで封印がされている。

　宛あて名なには、ただ「久坂くんへ」とあった。




以蔵：ウェイトウェイト！

モルガン：なんじゃいきなり！（笑）

以蔵：ちょっと待てよもみじ。お前の気持ちはわかる。

ＧＭ：「へ？」

以蔵：いいだろう。話はわかった。よろしい。

モルガン：……何がよろしいんじゃ？

以蔵：（突然声を張り上げて）もみじ。お前の気持ちは分かる。いいだろう。話は分かった。その上でこれはなんだ？（一同爆ばく笑しよう）

シャル：結局なにひとつ分かってないのかよ！（笑）

以蔵：つ、つい。言わざるをえなかった（笑）。こ、これは何!?

ＧＭ：「み、見ての通りラブレターだけど」以蔵がすごい顔をしているので困こまるもみじ。

勇：（にやけた顔で）いや、参ったな（笑）。

以蔵：いや、参ったなじゃない。まずなんなのかな？　答えは何か？　この存そん在ざいは何か？

ＧＭ：「なんであんたはそんなに必死なのよ!?」（笑）

以蔵：かなり難なん易い度どの高い命題なのだが、もみじはこれについてどう思う、というのをまず確かく認にんしてからでないと（笑）。

シャル：命題と来た（笑）。

勇：僕は満面の笑みを以蔵に向ける（笑）。

ＧＭ：二人の様子を見て、もみじは慌あわてて「いや、どうって言うか……同じクラスの琴こと坂さかさんから預あずかって」と言い添そえます。冒頭で出てきた女の子のひとりだと思いねえ。

勇：……ああ、あの子か。

以蔵：えっと、可愛かわいい子？（一同爆笑）

勇：じゃあ俺が一緒に撮とった写メとか見せる。超ちよう可愛い。

以蔵：ちょ、超可愛い……俺、この娘こに告白したことある（一同爆笑）。

勇：……今はそういうことは考えられないからって一度返事をしたんだけど、参ったな（笑）。

以蔵：あの子が俺に言った台詞せりふ[image: ][image: ]（一同爆笑）。同じことを～あいつが言う～（笑）。ああ、メビウスの輪から抜ぬけられないー！　と言って窓まどから飛び出て、玄げん関かんから戻もどってくる（笑）。ただいまっと。どっこいしょ（笑）。

勇：おかえり。気が済すんだ？（笑）

以蔵：うん、気が済んだ（笑）。返事どうするの？

勇：ま、お友達でよければ、と。今は、特定の誰かと特別な関係になるつもりはないから。まあ、もしも……そうだな、そんな気持ちすら、打ち砕くだいてくれるような素す敵てきな人が現あらわれたら別なんだけどな。と言いながらもみじさんに視し線せんを送る！

ＧＭ：もみじはそれにまったく気づかずにみんなの湯飲みにお茶を注いでいます（笑）。

モルガン：もみじは本当に誰にもフラグが立たんのう（笑）。

勇：僕はそんなもみじさんを慈いつくしむような目で見る。

以蔵：俺は、もみじがあまりにも鈍どん感かんすぎるんじゃないのかと疑うたがいの念が（笑）。

ＧＭ：あと十巻かんぐらいは引っぱる予定（笑）。じゃあそろそろここでシーン終わらせるためのイベントでも起こしますかね。「ところで、ふたりに頼たのみがあるんだけど」

勇と以蔵：（完全にハモって）ん？

以蔵：愛の告白なら、間に合ってるぜ？（笑）

勇：もみじさんのためなら何でもしますよ。

ＧＭ：「晩ばんご飯の材料買ってきて欲ほしいのよ」ちょっとふたりの表ひよう情じようにびっくりしつつ。

以蔵：なあんだ。でもまたどうして。

ＧＭ：「最初は勇くんとあんたとでご飯食べようと思ってたけど。ほら、上に二人来ちゃったでしょ？　材料が足りないから歓かん迎げい会かいを兼かねて」

勇：なるほど、もみじさんの手料理とはうれしいな。何を買ってきましょう？

ＧＭ：冷れい蔵ぞう庫こをちょっと覗のぞいて。「シチューのルーと、ニンジンとタマネギにお肉買い足してくれる？　後のおかずは、ありあわせでなんとかするから」

勇：わかりました。行きましょう、以蔵くん。

以蔵：あ、いや。俺、材料刻きざむのとかもみじと一緒にやってるよ（笑）。君はひとりで買い物に行きたまえ。




　漂う奇妙な緊張感。

　言葉の端々に、剣豪の勝負にも似た気迫がある。




勇：はっはっは、材料は買ってこないと刻めないんだよ（笑）。そして僕はこのあたりの地理がわからない（笑）。

以蔵：そうか（笑）。それは道理だ（笑）。

勇：一緒に行こうか以蔵くん（笑）。

以蔵：そうしよう。じゃあね、もみじー。行ってくるよー。




　かくしてふたりは、手に手をとっていびつに合わないリズムで外に出て行った。

　なお、プレイヤーも同じ行動を取って部屋から出ようとしたことを付記しておく。

　……兄弟かあんたら。







◆Middle 05◆過か去こと現げん在ざいと未来と


Scene Player ─── シャル






　傭よう兵へいという職しよく業ぎようにおいてもっとも重大な適てき性せいは、保ほ身しんのための諜ちよう報ほう活動と言ってもよい。

　どの陣じん営えいが勝ち、どの将しよう軍ぐんが敗れるか。

　それを事前に察知できない傭兵は、むざむざと敗軍の墓ぼ標ひようのひとつになるに過すぎない。

　従したがって一流の傭兵、わけても個こ人じんで仕事を請うけ負うそれは、一流の諜報員と同どう義ぎの存在だと言っても過言ではない。




ＧＭ：はい、次のシーンです。情じよう報ほう収しゆう集しゆうのシーンですね。シャルから行きましょうか。

シャル：では、兄について調べるとしましょうか。勇についても気になるが、そっちはモルガンに任まかせましょう。

ＧＭ：なるほど。では、天秤の守護者エガリエについて調べるならば〈情報：軍事〉、〈情報：社交界〉あるいは〈情報：ミラージュ〉で難なん易い度ど８であります。

シャル：では〈情報：ミラージュ〉にサポートスタッフを使って……ギリギリ成功。演えん出しゆつはどうするかな。まあ、サポートスタッフから情報を聞くことにするか。




　アパートからさほど遠くない、年季の入った二階建てモルタルの名曲喫きつ茶さ。

　薄うす暗ぐらい個室で、シャルはミルクセーキを飲みながら来らい訪ほう者しやを待っていた。

「遅おそくなりました」

　背はい後ごの席に座すわったのは、前回の事じ件けん以来同行している部下のひとり。流れるような動作で、シャルの膝ひざの上に書類を置く。




ＧＭ：背せ中なか越ごしに、黒服は説明を始めますよ。「セオドア・ベルティエ氏は二年前、ヴォルスング公国から出しゆつ奔ぽんしています」

シャル：出奔？　兄もか？　きっかけは何だ？




　数年前、中央アフリカ某ぼう国こくで発生した内戦。

　選挙の不正に端たんを発した小しよう規き模ぼな衝しよう突とつは、やがてダイヤモンドとレアメタルの採さい掘くつ権けんを巡めぐる抗こう争そうへと発はつ展てんし、そこに地下資し源げん独どく占せんをもくろむ企き業ぎようの思おも惑わくが加わったことから泥どろ沼ぬま化か。

　事じ態たいを重く見た国連は平和維い持じ軍ぐんを派は遣けん。セオドア・ベルティエはその第二陣じんとして現げん地ち入りした。

　だが、急場で編へん制せいされた国連軍は足あし並なみがそろわず、企業側の横やりもあってその交戦規き定ていはきわめて不十分かつ、融ゆう通ずうの利きかないものだった。

　そして二年前、セオドアのいた部隊は鉱こう山ざんを狙ねらう反はん政せい府ふゲリラが村を襲しゆう撃げきする場に居い合あわせるが、交戦規定上自じ衛えい以外の反撃は認みとめられておらず、彼はただ村人たちがゲリラに殺さつ戮りくされるのを見ていることしかできなかったという。

　彼が軍ぐん籍せきを離はなれたのは、この直後だ。




シャル：報ほう告こく書しよを読んで。……兄らしい、繊せん細さいなことだ。

ＧＭ：「……現在はルカーン財ざい団だん保ほ安あん部ぶ、極東方面保安部長という肩かた書がきを得ております」ちょっと言葉を選んで、なるべく事じ務む的に説明する黒服。

シャル：それで死の商人の使い走りか。……もう少し行き先を選んだらどうだ。そう言って、ミルクセーキのおかわりを頼たのみます。




「で、そのセオドアは今何をしているのだ？　そこが分からねばな」

　戦場でのトラウマから軍を離れ、ルカーン財団のガードマンになった。そこまではいい。

　だがそれと、カオスガーデンへの襲撃や特とく異い点てんへの執しゆう着ちやくはどうつながるというのか。




ＧＭ：「はい。彼が現げん在ざい行っているのは、特異点の再生実験だということです」そう言って、黒服は多数の写真と専せん門もん用語で埋うめ尽つくされた別のファイルをよこします。

シャル：再生……？　特異点を復活させるというのか？

ＧＭ：「自分もレポートをまとめただけなので専門的な解かい説せつはできませんが」黒服はそう言い添そえてから「国見以蔵が所有していた特異点を物理的にエミュレートすれば、同じものをふたたび生み出すことも可能だ、ということです」

シャル：なるほど。ありがとう。引き続き調ちよう査さを進めてくれ、と言って立ち上がります。

ＧＭ：では黒服は「ええ。すでにクロドヴァ同様に内戦・紛争中だったさまざまな国で、原因不明の停戦の動きが出ています。彼のプランは進行中と見ていいでしょう」

シャル：────そうか。




　特異点の復活。

　確たしかにそれができれば、世界を望むままに変えられるかもしれない。

　だが────。

「ドン・キホーテだな、セオドア」

　つぶやいて、シャルは店のドアをくぐった。

　流れるレコードがベートーヴェンのピアノソナタ第八番に変わる。







サポートスタッフ　シャルが所持しているアイテム。行動をサポートしてくれる人員がいることをあらわす。











◆Middle 06◆ふたりの〝王〟


Scene Player ─── モルガン






　一方、竜りゆうの女王モルガンはその巨きよ大だいな権けん力りよくを使って、久坂勇についての調査を開始していた。

　目は相変わらずネットＲＰＧのモニターに吸すい付き、その爪つめはマウスとキーボードを繰あやつり続けているが、器用に耳にひっかけられた特とく製せいヘッドセットからは、絶たえ間なく情じよう報ほうが流れ込んでくる。




ＧＭ：ええと、勇についての調査でしたね。〈情報：ＵＧＮ〉で難なん易い度ど８っすよ。

モルガン：おあつらえ向きじゃ。ネットＲＰＧをしながらコネのＵＧＮ幹かん部ぶ……まあ、霧きり谷たにから情報をメールしてもらうよ。ほい成功。

ＧＭ：なるほど、ではほどなくして、勇についての報告書が暗号化メールで送られてきます。

モルガン：ほいほい。ファンクションキーでプリントアウトじゃ。

ＧＭ：報告書にはこうあります。ＵＧＮの調査によると、なぜかこのアパートの転てん居きよ証しよう明めい、高校入学の書類関係、それらは完全な書式を調えていますが、発行履り歴れきは不明。誰だれもそれを気にしている節もありません。

モルガン：都合がいいのう。……特異点パワーだというのがはっきりしただけじゃな。

ＧＭ：彼が出現したのと同時期に、この町でジャームの出現件けん数すうが大おお幅はばに上じよう昇しようしています。

モルガン：うーん、なんかそれも関係ありそうじゃが……。

ＧＭ：駆かり出された以蔵がぶっ倒たおれかけたのがこの一件。

モルガン：これでは特異点が特定できたのと、その効こう果かがジャーム化を誘ゆう発はつするものであるという可か能のう性せいが見えるだけじゃのぉ……。

シャル：ふむ。じゃあここでシーンに出ましょう。情報を交こう換かんしたい。電話をかけますよ。

モルガン：お、シャルか。いいタイミングじゃのう。

シャル：……こちらも、ある程てい度どの情報がまとまりました。天秤の守護者エガリエの特異点は、ルカーン財団が再生したもののようです。

モルガン：うむ、こっちもあらかた調べ終わったんじゃがの。ドラゴン形けい態たいでカチャカチャやりながら、大体これこれこういうことで、以蔵の時と違ちがうのはジャームじゃな。

シャル：もしかしたら彼の知らないところでリバウンドが発生しているのでは？

モルガン：ツケが出ておる可能性があるのう。まあ、それは天秤の守護者エガリエの特異点の余よ波はかも知れんがな。

シャル：確かに。どちらにせよいいことばかりではないということは、我われ々われはよく分かっています。そうなると本ほん格かく的にあの兄のいるところを探さがさなければなりませんね。

モルガン：なによりじゃ、勇の記き憶おく喪そう失しつというのもひっかかるところじゃな。

シャル：それにはうなずいて。またぞろやっかいなことになりそうですね。

モルガン：だいたい、約束の王候こう補ほがふたりもおってはかなわん！　わらわは誰と《融合》してエクスカリバーを使わせればよいのじゃ！

シャル：深々と息をついて、世の中には三人は似にた人がいると言いますが。

ＧＭ：それは外見の話で、中身の話じゃないと思うんですが（笑）。

シャル：あれだけ似たものを見ると、まるで兄弟か、さもなければ元々ひとつの人間だったと思いたくもなる。

モルガン：もしかしたら、元はひとつの魂たましいじゃったのかもしれんな。……ひとつ聞いておきたかったんじゃが。

シャル：なんでしょう？

モルガン：おぬしは、兄をどう思っておるのじゃ？

シャル：…………頭の堅い人でした。何か、型に嵌はまらなければ生きていけないような、そんな人でした。それが高じて、よからぬことになっているのでしょう。

モルガン：その兄に、おぬしはその剣けんを振ふるえるのかの？

シャル：───もちろん。兄は兄、私は私です。私の目的はお嬢じようさまのいるあの国を真の意味で平和にすることです。今のままでは新たな火種を生み出しているに過すぎない。

モルガン：そうか、と深々とため息をついてからお茶を啜すすって。それがおぬしの判断であるならば、わらわは何も言わぬよ。

シャル：……ともあれ、私はまず兄のいた研究所を調べてみます。（ＧＭに）その研究所について調査は可能？

ＧＭ：あ、それは別のリサーチ項こう目もくです。

シャル：まずはその研究所とやらを調べてみましょう、というところでシーンを切ろう。

モルガン：それがいいね。よし、美しくまとまった（笑）。

シャル：よし！　やっとまともなシーンがひとつできたぞ！（笑）

勇：すごい……ダブルクロスみたいだ（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：ダブルクロスなんだよ！（一同爆笑）







《融合》 他者と融合して、自分のエフェクトを使わせる能力。これによって自分のパワーすべてを貸し出すことを、モルガンはエクスカリバーと呼んでいる。











◆Middle 07◆大切なものの価か値ち


Scene Player ─── 勇






　郊こう外がいの典型的なショッピングモール。

　夕方のタイムセールを控ひかえたそこは、買い物客でごった返している。

　オーヴァードもジャームも、ましてや特とく異い点てんなど知ることもない人々の群むれ。




ＧＭ：じゃあ、買い物に出かけた勇と以蔵のシーンで。場所はショッピングモールですよ。

以蔵：すると普ふ段だんの流れで、勇の持ってる買い物かごに自分の喰くいたいお菓か子しをぽい、と入れたりする。普段から買い物の勘定はもみじまかせなんで。

勇：……おい、何をやってるんだ君は。

以蔵：新しん製せい品ひんなんだよ！　このクッキー、アンコが入ってるんだぜ！（笑）

勇：分かった分かった。それくらい払はらってあげるよ。本当に子こ供どもだな、君は。

以蔵：お前の心は受け取った（笑）。歩きながら。でも、お前には色々感かん謝しやし始めてるよ。そばにあった大切なものの価値について、俺は本当に気づき始めてる（笑）。

勇：（格かつ好こいい声で）それに気づけたなら、いいと思うよ。失ってからじゃ、遅おそいんだ……。

以蔵：その時の、そう言って笑うあいつの微笑ほほえみは、とても寂さびしそうなものだった。そう、まるでもうすぐ自分がこの世界から消えてしまうかのような、そんな笑えみだった（笑）。

勇：（格好いい声で）僕の死にフラグを立ててどうするつもりだ？（笑）

以蔵：い、いや、何も？（笑）ただお前がいなくなれば、もみじを手に入れるのははなはだ容よう易いになるなと（笑）。

勇：（さわやかに）あっはっは、冗談が上手いな以蔵くんは。というようなアットホームな雰ふん囲い気きで買い物してるよ、ふたりで（笑）。男ふたりで仲良くいちゃいちゃしながら（笑）。

以蔵：（勇と手を取り合い笑顔で）あはは、うふふ（笑）。

シャル：……なんというか、割って入れない世界だな。

モルガン：いかん、腹はらがよじれて死ぬ（笑）。そうじゃ、オーヴァードについて勇に説明しないといかんのではないのか？

勇：しまった！　現げん状じように疑ぎ問もんを持ってないんで忘わすれてた。というか、シャルさんとモルガンちゃんともみじさんに見とれていて……。

シャル：そういえばこちらの質問事項に手一杯で、彼がどこまで知っているのかについては確認しなかったな。

以蔵：よしわかった。俺がオーヴァードについて説明してやろう！

モルガン：いーぞーうーがー？

以蔵：なんせこのメンバーで、ＵＧＮ関係者は俺だけだからな。いわばＵＧＮの代表だ。




　全国のＵＧＮ隊員のみなさん、ごめんなさい。




以蔵：いいか。オーヴァードってのがいる。こういうことができる。見てろよ……ドォォォンッ！　近くの大根が吹ふっ飛んだりする。

ＧＭ：いや、吹き飛ばすなよ（笑）。

勇：僕ぼくにはできないな……。

以蔵：お前はさっき血を変形とかできたじゃん。で、それをする俺やお前はいいオーヴァード。

シャル：いいオーヴァード！（爆ばく笑しよう）




　大根を吹き飛ばすのはいいオーヴァードなのだろうか。




以蔵：で、俺たちを殺そうとしたあいつらはジャームって言って、悪いオーヴァード。

モルガン：え、天秤の守護者エガリエ……ジャームにされてる（笑）。

勇：なるほどなー。つまり、悪いオーヴァードってのはあんな姿すがたになっちまうのか。

以蔵：俺たちはああならないためにも頑がん張ばっている。日夜、仕事を、色々と、すごく。

シャル：（笑いながら）説明になってない……。

勇：そうか……僕は、以蔵くんのことを少し誤ご解かいしていたよ。頑張ってんだな。

以蔵：そう、俺は世界を救うヒーローなんだぜ？　あ、久ひさ々びさに言えた（笑）。

勇：なるほどな。

以蔵：あ、そうだ。ちなみに、一いつ般ぱん人じんには秘ひ密みつらしいんだ。こないだ知った。




　スーパーの野菜売り場で大声でわめく内ない容ようではない。




以蔵：もみじならいくら言っても大だい丈じよう夫ぶだよ。信じないから。あ、でもお前の言葉だと信じちゃうかもしれないな。

勇：もみじさんは、そのオーヴァードってやつじゃないのかい？

以蔵：あ、あれはノットオーヴァード。オーヴァードじゃない人って俺は呼よんでる。

ＧＭ：そ、そのまんまやな（笑）。

以蔵：だから、彼女は巻まき込こんじゃいけない。

勇：なるほど、つまりシャルさんやモルガンさんはいいオーヴァードってことか。

以蔵：そう。で、ジャームは見た瞬しゆん間かん、あ、ジャームだ！　って分かるから。

勇：見ただけでか。

以蔵：見た瞬間ジャームだって思ったら、ためらわず攻こう撃げきしていい。俺はそうしてきた。

シャル：いいわけねえだろ！（笑）

勇：見ればわかるんなら、つまり美人にはジャームはいないってことだな。

以蔵：そうそう。美しい女性にジャームはいない。ジャームになるのはむさくるしい男だけ。

勇：確かに。シャルさんやモルガンちゃんがジャームのはずがない。

以蔵：だべ？　だからジャームは即攻撃でいいんだよ（笑）。

モルガン：そんなわけがあるか！（笑）

勇：なるほど。でもあの時は、無む我が夢む中ちゆうでやったからな……あんな戦いをもう一度できるかって言われるとあまり自信がないんだ。……おおっと、豚ぶた肉にくを忘わすれた。

以蔵：ちなみに一般人のいるところで戦っちゃいけないから、そういう時には《ワーディング》ってのをする。俺たちにしかできないんだ。これを使うと、俺たちの存そん在ざいが気づかれなくなる。

勇：それはどうやったらいい？　ここで、僕たちのことに気づくな！　と思えばいいの？

以蔵：そうそう。

勇：じゃあ……気づくな！　ピシーン！《ワーディング》！　あ、できた！

ＧＭ：……まあ、するてえと周りの買い物客が動きを止めます。

勇：できた……本当だ。

以蔵：悪いことに使っちゃだめだからな？　俺も最初、学校でやろうとした。プールの時間とかやろうとした（一同爆笑）。

勇：そうすると怒おこられた？

以蔵：うん、すごいことしようとしたら、すごいことされた。もう、二度とするまいと誓ちかった。

勇：（笑いながら）ところでＧＭ、まじでこんな理解でいいのか？（笑）

ＧＭ：ええとですね、失った記憶の中であなたはオーヴァードについて正確な知識を持っているので、ルールブックの範囲内で思い出したことにしていいですよ。

勇：おお、助かる。以蔵くんの会話がヒントになったわけだな。

以蔵：まかせろ、いいオーヴァードだからな！（笑）

ＧＭ：いかん、無む限げんに面おも白しろいが話が進まない（笑）。適てき当とうに拾いつつ進めよう（笑）。では、さきほど勇が張った《ワーディング》の中で、ひとりだけ悠ゆう然ぜんとこちらに歩いてくる男がいるよ。

勇：うお!?《ワーディング》中なのに動いてる！　するとあれがオーヴァードか！

ＧＭ：金色の髪かみにスーツ。天秤の守護者エガリエことセオドア・ベルティエですね。「さすがだな。私の接せつ近きんに気づいていち早く《ワーディング》を展てん開かいするとは」（一同爆笑）

モルガン：……真実は教えないほうが彼にとって幸せじゃろうな。

勇：……天秤の守護者エガリエ！

以蔵：シャルの兄さん、つまり俺の兄さんも同じ！（笑）

勇：ああ！　義兄といえど、　もはやシャルさんには指一本触ふれさせないぞ！

シャル：ひ、人がいないところで限かぎりなく誤解を招まねく発言を……（笑）。

ＧＭ：「……なるほど。妹に何をしたか知らんが、そんなことはどうでもいい。覚かく醒せいしたまえ。君はもう分かってるはずだ」と言ったその刹せつ那な。勇は衝しよう動どう判はん定ていを行なって下さい。




　セオドアの手に、特異点の光がともる。

　その光とともに、勇の中で何かが目覚める。

　本当の自分が覚醒する、そんな感覚。




勇：ぎにゃー！　ＰＣ①はつらいぜ。判定はクリティカルで成功。みずからの吸きゆう血けつ衝動を抑おさえ込んで苦悶する。や……やめろ！　僕を揺ゆり起こすな！

以蔵：苦しそうにしてるんでさすがに心配するよ。おい、どうした!?　勇に何をした！

ＧＭ：それと同時に、モールで動きを止めていた人の何人かが、ジャーム化の兆ちよう候こうを見せ始める。あるものはキュマイラのごとく肉体が変へん貌ぼうし始め、あるものは全身から光を発し始める。

以蔵：これまで一般人だと思ってた人が？

ＧＭ：そうそう。さっきまで《ワーディング》で止まってた人々が、強きよう制せい的にジャーム化させられているのだ。

シャル：まずいな。兄貴め、なりふり構わずだぞ。

モルガン：いくら《ワーディング》でも、一般人をジャームにするのは止められぬからのう。

勇：どうすればいいんだ!?　助けられないのか!?

以蔵：どうしようもない！

勇：くそおっ！　どうしようもないのか！

ＧＭ：その瞬間、パリィン！　と自動ドアを割わって、一台のリムジンがショッピングモールの中に飛び込んでくる。特売の豚肉とかを蹴け散ちらして（笑）。そして後部座ざ席せきに乗った女じよ性せいが顔を出して言う。「ふたりとも、乗りたまえ！」

以蔵：エルキュール！　分かった！

ＧＭ：「よく分かるな」とちょっとびっくりした顔のエルキュールが言いますよ（笑）。

勇：この状じよう況きようで出てくる新キャラというのは構こう成せい上想定できないからな！　簡かん単たんな消去法ですよ！

ＧＭ：まあ、それはそうなんだが……（笑）。




　エルキュール・ド・サンドリヨン。

　前ぜん巻かんに登場したルカーン財ざい団だんに所しよ属ぞくする男だん装そうの麗れい人じんである。

　指し揮き官かんとしての腕うでは一流だが、それ以外はすべてにおいてすっとこどっこい。




ＧＭ：だからメタはやめろというのに！（笑）「急げ！　ここでヤツに関かかわっていても、ジャームが増えるばかりだぞ！」（笑）

以蔵：じゃあ後部座席に！　エルさんの隣に！

勇：後部座席に！　エルさんの隣に！

以蔵：やめろ！　お前！　くそっ！　いいから車出せ！（笑）

勇：どけ！　どけ！　エルさん！

ＧＭ：（車の走り去る音）ゴォォォォォォッッッッ！（笑）




「取り逃がしたか。さすがエルキュール、思ったより動きが早かったな」

　走り去るリムジンを見て、セオドアは肩をすくめた。

「まあいい。奴らの動きは予測がつく。ここで無理に事を起こす必要もあるまい」そう言うと、天秤の守護者エガリエは砂になって消えた。ジャーム化しかかっていた人々も落ち着きを取り戻し、モールにはふたたび平和が戻る。

　つかのまの平和が。







◆Middle 08◆追う者と追われる者と


Scene Player ─── シャル






　ルカーン財団による特とく異い点てん再生実験。

　それによって刻こく一いつ刻こくと変へん貌ぼうしていく世界。

　すでにクロドヴァだけでなく、中央アジアで、アフリカで、南米で、何十年も続いた紛ふん争そうが唐とう突とつに終わりを告げていた。

　変わりきってしまったら、もはやそこに異い常じようがあったことさえ、誰だれひとりとして覚えていないだろう。

　密ひそやかなる世界制せい覇はが進んでいた。




ＧＭ：では、シーンを切りまして。ふたたびリサーチを……。

勇と以蔵：エルさん！　エルさん！

ＧＭ：シーン切ったっつってんじゃんかよ！（笑）ええ、というわけで四よ畳じよう半はんで会議をしているシャルとモルガンのシーン。

シャル：とりあえず、こっちはこっちで調べましょう（笑）。

モルガン：うん、わらわたちはこのセッションを進めねばならん気がしてきたのじゃ（笑）。

以蔵：そう、存ぞん分ぶんに進めろ（笑）。ドラ子とシャルだけが唯ゆい一いつの頼たよりだ（笑）。

モルガン：まさかわらわがセッションを進める羽目になるとは思わなんだ。おそるべし加納。

勇：僕はセッションを進めてますよ！（笑）。

シャル：とりあえず、特異点再生実験の場所を調べたいですね。

ＧＭ：〈情じよう報ほう：軍事〉〈情報：ＵＧＮ〉〈情報：ミラージュ〉で９です。

シャル：このぐらいは大だい丈じよう夫ぶでしょう。達成値ちは10ですね。

ＧＭ：なるほど。では都心から西に五十キロメートルほど離はなれたＴ山中に研究所があるようです。表向きは系けい列れつの製せい薬やく会社の所有物ですね。

シャル：結けつ構こう近いな。

ＧＭ：その研究所は一週間前に謎なぞの大だい火か災さい事じ故こを起こして、陸上防ぼう衛えい隊たいによって封ふう鎖さされております。

シャル：一週間前というと……。

モルガン：勇が来た時じゃな。

シャル：兄あに貴きが変なことし始めたのは？

ＧＭ：カオスガーデンに現あらわれたのは五日ほど前ですね。

モルガン：五日も前じゃったのか。まあ、ペンギンとかアザラシとかの生活をとにかく確かく保ほしてやらねばならんかったでのう。

ＧＭ：知ち恵えがなくなるといきなり死にそうな住民多いですからね。

シャル：モルガン、人間の私には分からなくても、あなたになら分かることがあるかもしれない。《デジャ＝ヴュ》で、研究所で何があったかを調べてもらえますか？

モルガン：過か去こにわらわが見てきた十数人の特異点データを検けん索さく。《デジャ＝ヴュ》！

ＧＭ：では分かります。その施し設せつで行なわれていた実験によって、特異点が一度にふたつ出現したのです。

シャル：やはりふたつか。兄のものと、勇のもの。しかし何故、兄は勇の特異点を求めているのだ……？

ＧＭ：そこで、「それについては私が説明しよう」という声と共に、四畳半のフスマががらっと開いてエルキュールがふたりを引きずって現れる。

シャル：む。貴き様さまか。

ＧＭ：エルキュールは開口一番、「このふたりをなんとかしてくれ！」と言いますが。
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勇：エルキュール、美しい名前だ……。

以蔵：中身も美しいんだよ！

モルガン：エルキュール、エルキュール、こっちにこい。こいつらの間におると、ろくでもないことになる（笑）。

勇：どうしたんですか、モルガンちゃん。憂うれいを帯びたあなたも美しい（笑）。

モルガン：（無視して）……で、とりあえずこれこれこのような状況にわらわたちはおるわけじゃが、何を説明してくれるのかの、エルキュール？

シャル：その実験について何か知っていることがあれば、一いつ切さい合がつ切さい吐はいて貰もらおうか。本来なら財ざい団だん関係者の貴様となれ合うつもりはないんだ。

ＧＭ：エルキュールはシャルをはったとにらみ据すえ、「本来ならばデザートミラージュに協力する義ぎ理りもないが、他に頼たよれるコネもない、説明してやろう」

シャル：相変わらずあなたは……。

ＧＭ：「ん？」

シャル：友達少ないですね。

ＧＭ：「…………」マッハで黙だまり込こむ。

シャル：……すいません、図星でした。

ＧＭ：屈くつ辱じよくとセクハラに耐たえつつ、エルキュールはがんばりやなので説明を続けますよ（笑）。「……まあ、聞け。私はその現げん場ばにいたのだ」

シャル：現場と言うのは？

ＧＭ：「ルカーン財団の特異点コピー実験の現場に居い合あわせたのだ。財団日本支し部ぶは私が離れた後、以蔵の特とく異い点てんを再現……いわばコピーしようとしていた」エルキュールは畳たたみの上で勇ともつれ合っている以蔵を見て言う。

モルガン：おぬしもそれに荷か担たんしていたのか？

ＧＭ：「バカを言え。その危き険けん性せいを知る者としてそれを止めに行った。貴き族ぞくとして当然の責せき務むだからな」胸を張るエルキュール。

以蔵：え？　俺おれのコピー？　……じゃなくて特異点のコピーか。

ＧＭ：「そうだ。お前の特異点のコピーを作ろうとした輩やからがいるのだ」それについてはあきれ顔で。「彼の名はセオドア・ベルティエ。聞いたところではシャル、お前の兄だという話だが」ちら、とシャルを見て。

シャル：まあ、血けつ縁えん上はそうなっている。

以蔵：その人ならさっき、ショッピングモールにいたよ。

シャル：む。じゃあその話も後で聞こう。とりあえず先にエルキュールの話を。

ＧＭ：「セオドアは、私が来たときにはすでに特異点のコピーを行なっていた。そこで、奴やつは特異点の力を手に入れたのだ」

モルガン：どうやって？

ＧＭ：「……実験中に異い空くう間かんから出現したひとりの男によってだ。男の名はシャンカラ、みずからを特異点の化け身しんと名乗った。私は彼が、セオドアに特異点を与あたえるのを見た」

モルガン：シャンカラ……ここにいる勇ではないのじゃな？

勇：よして下さい。僕のコードネームはブラストハンドです。

ＧＭ：「私は特異点の現出を阻そ止しすべく、部下たちと出現したシャンカラ、そしてセオドアを攻こう撃げきしたが、シャンカラとセオドアを倒すことはできず、戦闘の余波で研究所は崩壊した。居合わせたほとんどの人間がジャーム化し、防衛隊に空爆されるという最悪の結末を迎えた」

シャル：……シャンカラとやらはどうなった？

ＧＭ：「……分からん。私はその時のショックで重じゆう傷しようを負い、脱だつ出しゆつしてから一週間は身動きが取れなかった。動けるようになってやっとセオドアがショッピングモールで以蔵たちを狙うという情報を得てな。彼の下からふたりを救出したわけだ」

シャル：……その流れで行くと、勇。君がシャンカラだと考えるのが一番妥だ当とうなんだがな、と微び妙みように殺気を帯びる。

モルガン：うむ、そうなるのう。わらわの《デジャ＝ヴュ》によれば、出現した特異点はふたつ。シャンカラがふたつを持っていて、セオドアに貸し与えたとすれば、計算が合う。

シャル：つまり本来なら兄の制御下に置かれるはずだった特異点のひとつが、勇、君の元にあって独走している。なるほど、兄が回収したがるはずだ。

以蔵：……うーん……なんかそれ、本当にそうなのか、ドラ子、シャルりん？

シャル：以蔵、何が言いたい？

以蔵：だってただの推測だろ。こいつはシャンカラなんて変な名前じゃないよ。こいつは久坂勇だよ。他の誰でもない！　もちろんブラストハンドなんかじゃない！

勇：いや、僕ぼくは久坂勇であると同時にブラストハンドだ。なぜならそれは、僕の記き憶おくの手がかりである最後の夢ゆめの女の子につながる絆きずなだから、捨すてることができない名だ。

モルガン：……夢の女の子、じゃと？

以蔵：それ、お前の記憶の話か？

勇：夢を、見たんですよ。とオープニングの夢の話をペラペラ喋しやべる。多分、手がかりだとは思うんだけど、その子の顔も分からなければ……。

シャル：それが君が覚えている唯ゆい一いつの記憶？

勇：そこはうなずこう。

シャル：エルキュール、シャンカラを見たのでしょう？　この少年はシャンカラと名乗った人物なのですか？

ＧＭ：「年とし格かつ好こうは確たしかに似にている。ただ、シャンカラはサングラスをかけていたために、私では奴やつの素す顔がおは分からん」

モルガン：なるほどな。どちらの可か能のう性せいも留りゆう保ほされているわけか。……真ま面じ目めな顔で聞くよ。勇よ、おぬしは自分の正体とやらが知りたいのか？

勇：まあ、知りたくないと言えば噓うそになりますが。正直、自分の正体に余あまり執しゆう着ちやくはしていないんですよ。それよりも、見ればまあ、お困こまりのようですし。こんなに美しい方々が三人も憂うれい顔でいるのは僕の主しゆ義ぎに反するので。

ＧＭ：「いや、私が憂い顔なのはそういう理由ではなくて……」すごい困った顔をするエルキュール。

シャル：……その真実によっては、勇、君を殺すことになるかも知れないが、それはよろしいか？　と結けつ構こうマジに殺気を出して言う。

勇：それはにこやかに笑って流そう。そうですね……ま、殺されたくはないんで抵てい抗こうはすると思いますが。

モルガン：以蔵。とりあえずおぬしには協力してもらうぞ。

以蔵：何に？

モルガン：とりあえずここの研究所に突とつ撃げきしようと思う。

以蔵：ああ、まあそれは構かまわないよ。あんなのがどかどか押おしかけてきて、周りがジャームにされるんじゃかなわないしな。

シャル：君がいた方が、何か事じ態たいが好転するかもしれん。根こん拠きよはないがそんな気がする。

以蔵：俺は気休めのお守りか！（笑）

シャル：そうだ。

モルガン：正直なところ、特異点関連となるとわらわもお手上げなんじゃよ。

シャル：過か去こに君が特異点であったことは事実だ。これだけが事実。実はその他は推すい測そくに過すぎない。そういった意味では、君しか分からないことがあってもおかしくはない。

モルガン：わらわが知る限かぎり、特異点であって特異点でなくなったものが以蔵で初めてであるからにな。

勇：じゃあ、ここで俺が言おう。一いつ緒しよに行こう、以蔵くん。

以蔵：ん？

勇：なんだか分からないが、無む性しように君が来た方がいい気がする。

以蔵：あはははは（笑）。まあ、もちろん一緒に行くよ。会って日が浅いとはいえ、クラスメートだからな。

モルガン：まあそれにじゃ。おぬしをここに放ほうっておくのはその方が心配でな（笑）。

シャル：それから、後ろから彼を狙ねらったりするなよ？

以蔵：…………（驚いた顔になる）。

シャル：その手があったか！　みたいな顔をすんなよ！（一同爆ばく笑しよう）

モルガン：また顔芸かよ！　しかもうなずくなよ！（笑）

以蔵：もちろんだよ、シャルりん（笑）。シャルりんあったまいーなー。

シャル：余よ計けいな、知ち恵えを、つけたか！（笑）……それにしても、兄は何故なぜショッピングモールに現あらわれた？　以蔵、そのあたりの話をしてくれ。

以蔵：あー、確かく認にんする前にエルさんが助けに来てくれたんで。よくわからない。

シャル：……なるほどな。あの状じよう況きようならそれもやむを得ないか。よし、研究所へ向かおう。

モルガン：そうじゃな。もみじが食事の準じゆん備びをしている間にさっさと片かた付づけよう。わらわはおなかがすいた。

以蔵：でも勇、お前偉えらいよ。今尊そん敬けいし始めてる。

勇：なんで？

以蔵：だって俺、この前逃にげたもん。

勇：ああ……。

以蔵：まったく逃げるとか言わないもん。少し尊敬し始めてる。

勇：いや、よくは分からないんだけど……希き薄はくなんだよ、自分自身が。本当はここにいない人間みたいな、そんな感じがして。というと僕の顔が妙みようにはかなげに見える。

以蔵：そんなことないぞ、お前はそこにいるじゃないか。

モルガン：じゃあちょっと真面目な顔で。なんだかこいつは、以蔵より強いが以蔵よりはるかに脆もろい気がするんじゃがのぉ……。

シャル：危あやういですね、と相あい槌づちだけ返しておく。

モルガン：で、ここで勇にロイスを取っておこう。誠せい意いと不安。

勇：あ、僕も以蔵に信しん頼らいと敵てき愾がい心しんを取っておく。もちろん表に出ているのは敵愾心だ！（笑）

ＧＭ：ではここでシーンが終わります。







◆Middle 09◆夜の闇やみを越こえて


Scene Player ─── シャル






　都心を離はなれた山中。

　夏の鬱うつ蒼そうたる木々の気配があたりを包み、夜だというのになお暑気が全身にからみつく。

　モルガンの背せ中なかから降おりた一行は、油ゆ断だんなくあたりを見み渡わたしていた。

　財ざい団だんはとうにここを放ほう棄きしたのだろう。ほとんど骨ほね組ぐみとなった焼け落ちた研究所が、無む惨ざんな姿すがたをさらしていた。




ＧＭ：さて、研究所には問題なくやってこれました。エルキュールの案内で、メインとおぼしいコンピュータルームに出ます。大量発生したジャームとやらは、防ぼう衛えい隊たいによって駆く除じよされたようですね。

シャル：なるほど、エルキュールとの戦闘のどさくさで廃はい棄きしそこねたんだな。この国の防衛隊と事を構かまえるのを回かい避ひしたいのは分かるが、あの兄あに貴きは相変わらず詰つめが甘あまい。

ＧＭ：で、彼女が持ってる財団のコードが解かい除じよされていないらしく、あなたたちもアクセスできます。「これだ」

シャル：ではサポートスタッフとかを使ってそのデータを全部ソフィアに送って調べてもらうという演えん出しゆつで情報収集できたりするかな？

ＧＭ：そうですね、〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉か科学技ぎ術じゆつ関係のがあれば。難なん易い度ど８です。

シャル：判はん定ていは成功です。クロドヴァに通信を。お嬢じようさま、データを転送します。分ぶん析せきをお願いします。

ＧＭ：ではほどなくソフィアが応おう答とうします。「はい、ソフィアです。さすがによく調べてますね。このセオドアという人は、特とく異い点てんについて相当研究していたようです」

シャル：どこでこんな知ち識しきを？

ＧＭ：「私の論ろん文ぶんを熟じゆく読どくしていた様子はありますし、エルキュールさんが財団に提てい出しゆつしたレポートも読んでいるようです。ただ、それだけでは説明がつきませんね」

モルガン：それで特異点が再生できるなら、カルキがそもそもやっておるじゃろう。

ＧＭ：「……量子的に特異点を現げん出しゆつさせた結果出現したのがシャンカラである……と、データからは読み取れますね」

シャル：何らかの手段で以蔵の特異点を模造なり再生した存在がシャンカラ、ということでよろしいですか、お嬢さま？

ＧＭ：「嚙み砕いていえば、そういうことです」とソフィア。

モルガン：その特異点、シャンカラの元になったのは何なのじゃ？

ＧＭ：「……以蔵さんのデータを元に、別の宇う宙ちゆうの特異点をコピーした、とあります。そして、そのキーになってるのはもみじさんのようです」

シャル：は？　お嬢さまですらなく？

ＧＭ：「はい。前回の観かん測そく者しやは私だったはずです」




　特異点の観測者。

　それは特異点が何者か決定づける存そん在ざいだ。いわば、特異点というあやふやな幻まぼろしをこの世界につなぎとめる碇いかりのようなものだと言ってよいだろう。そして特異点は観測者の望むように世界を作り替えていく。観測者とは、特異点をコントロールできる唯一の存在なのだ。

　以蔵の特異点についていえば、それはソフィアだった。




シャル：なんでそこでもみじの名前が出てくるのです？

ＧＭ：「もみじさんは出現した特異点の観測者なのです」

シャル：三室戸もみじが特異点の観測者だと？　別の宇宙の特異点の？　……信じられない。

ＧＭ：「あくまで仮か説せつ……というより憶おく測そくの段だん階かいですが」とソフィアは断ことわって、「シャンカラは並行世界から来た存在ではないかと考えられます。別世界の特異点を、コピーして持ち込んだ存在ではないかと」

以蔵：お？　パラレルワールド？

シャル：エルキュールも別次元とか言ってたな。彼女はシャンカラが兄に特異点を分け与えたと言っていますが、それについては？

ＧＭ：「特異点というのは極論すると、確率をゆがめる大きなエネルギーに過ぎません。ですから、大きな特異点を、レネゲイドの力で割ることはできるでしょう」

モルガン：そして、割った特異点は本来の観測者につながっておる、か？

ＧＭ：「資料からはそう読み取れます」

シャル：すると、勇＝シャンカラだとすれば、勇と兄の観測者は両方もみじということになる。そして、どちらの特異点も、以蔵に比べて半分の力しかない。

以蔵：あいつが勇を狙うには十分な理由ってことか。半分しかねーんじゃな。

モルガン：すると、勇が死んだらどうなるのじゃ？　以蔵の時は、以蔵が死ねば太たい陽よう系けいが消しよう滅めつするだけのエネルギーが暴ぼう走そうすると言うておったな。

ＧＭ：「今回はお兄さんという別の特異点があるので、そちらの方に収しゆう束そくするでしょう。もともとひとつの特異点だったのですから、結合するのではないかと思います」

勇：ようするに、僕が死ぬとセオドアがパワーアップ。

モルガン：なるほど、わらわたちは勇を必死で守らねばならない立場になったわけじゃな。それなら理り屈くつは分かる。

以蔵：セオドアが死ぬとどうなるの？

シャル：逆ぎやくになるだろうな。つまり勇の特異点と融ゆう合ごうする。

モルガン：まとめよう。とりあえずシャンカラという謎なぞの人物がここに現あらわれたのは確か。そいつは特異点を持っていた。

シャル：シャンカラが勇である可か能のう性せいは高いが、確かく証しようはない。そして、シャンカラから兄は特異点の力の何パーセントかを受け取った。そこにエルキュールが攻こう撃げきをかけ、爆ばく発はつ事じ故こが発生した。

モルガン：となると、一番ありそうなのは爆発事故によってセオドアの特異点と切り離はなされ、記憶を失ったシャンカラが勇じゃ、という推すい察さつじゃな。

ＧＭ：「おそらく、ですが」とソフィア。「で、そんな不自然な特異点の力を無む理り矢や理り使っているから勇さんの周りで反作用としてジャームがぽこぽこ出てくるのではないでしょうか？」

モルガン：反作用でなんでジャームが出てくるんじゃ？

シャル：前回の事件でも、以蔵の侵蝕率が高まるほど、特異点のパワーは強まっていました。おそらく特異点のエネルギーには、侵蝕率と比例する何らかの作用があるのでしょう。

モルガン：そういえば、勇が出現した時期からこの街にはジャームが増ふえておったな。

以蔵：あれは忙いそがしかった。

シャル：爆発事故の時にもジャームが大量発生したと聞いています。

モルガン：……早急にセオドアの特異点をなんとかせねばならんな。奴やつめ、約束の王でないのに力を使っておるのか。

シャル：そして彼もまた、完全になるために勇の力を求めている。お嬢じようさま、そのために必要となるキーはなんですか？

ＧＭ：お、鋭するどいところに気がつきましたな。「特とく異い点てんの力を持って、観測者であるもみじさんに直ちよく接せつアクセスできれば、他の特異点に直接干渉できるはずです」

シャル：ああ、要は元が一個こだから、結局特異点を持ってる人が何人になっても、観測者はもみじひとりだから。観測者を押おさえた方がいいって話？

モルガン：なるほど。ふたつの特異点は、いわばもみじという太陽を中心に回ってる惑わく星せいみたいなものなのじゃな。大本はもみじなわけじゃ。

以蔵：あれ？　とすると今って、もみじをさらう大チャンス？（笑）

ＧＭ：で、エルキュールがしみじみと言う。「そういえば、えらくタイミングよく、お前たちの行動に関する情報が私の方にたれ込こまれたわけだが……」

シャル：おい、エルキュール（笑）。なぜ早く言わない。東とう京きよう湾わんに投げ捨すてるぞ（笑）。

モルガン：あ、セオドアは勇をどうにかしようとしたんじゃなくて、もみじをさらいに学校に来てたのか、あの時！（笑）

シャル：後は、ついでに勇を倒せればいーなー、とか思ってたのかも。

モルガン：そうそう、勇がむしろついでだった！（笑）

シャル：……都合のいい兄あに貴きめ！（笑）

勇：じゃあひょっとして、さっきショッピングモールで見たのは……。

モルガン：わらわとシャルがまだアパートに居いて、チャンスではないと思ったからとりあえず勇の方を？

勇：押さえて？

ＧＭ：そう。そうしたら勇が《ワーディング》を行ったので、監かん視しだけのつもりだったのが動く羽目になって（一同爆笑）。するとエルキュールがそれにつり出されて現れた。

勇：し、しまった!?（笑）

モルガン：そして、今現げん在ざいわらわたちは四人全員都合よく……。

以蔵：まあ、こういう時は簡かん単たんだ。電話をしてみればいいんだよ（笑）。じゃあ……。

勇：もみじさん！（電話をかける仕草）

以蔵：あ！（笑）

シャル：で、出るの？

ＧＭ：出ません。

モルガン：……悪い予感が当たったようじゃな。

シャル：…………どちらにしても、あの兄は斬きらなければならないようですね。

勇：いいんですか？　実のお兄さんでしょう？

シャル：（ギラリと睨んで）そのせいで、私の目的が達せられないのであれば、それもやむなし。

モルガン：ともあれ、急がねばならぬぞ！　これであやつが特異点の力を都合よく使ってみろ、わらわたちが何度やってもあいつの前にたどりつけんとか、そういうことになりかねん！

勇：そんなことは、させない！　僕は主人公っぽく言う。

シャル：実じつ際さい君の力が頼たよりです。もし向こうが特異点の力を本当に使ってくるのであれば、同じ特異点である勇が力を使いこなせないと、カルキと同じ事になる。

以蔵：あ、こないだがそうだった。

勇：じゃあシャルの手をとって。任まかせて下さい！

シャル：それはするりと（笑）。モルガン、戻もどるぞ！　エルキュール、残ったデータを吸すい出してお嬢さまに転送しておいてくれ！

ＧＭ：「了りよう解かいした」とエルキュールがうなずきます。ではそこでシーンが切れて、次クライマックスです。




　本来の姿に戻ったモルガンの背に乗り、勇と以蔵、そしてシャルは夜空へと飛び立った。

　ふたつの特異点を掌握する鍵、そして彼らにとっての日常そのものであるもみじを守るため、モルガンはその翼を巡らせる。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆世界の運命を懸かけて


Scene Player ─── 勇






　おっとり刀でモルガンの背せに乗り、アパートへとはせ戻った一行。

　だが、風を切って彼らが庭先に舞まい降おりんとしたまさにその時、《ワーディング》に包まれた縁えん側がわでは、セオドアが気き絶ぜつしたもみじを抱だき上げ、うす笑いを浮うかべているところだった。




ＧＭ：さて、あなたがたがアパートの庭へと戻って参りますと、セオドアがまさにもみじを手中に収め、抱き上げているところであります。

シャル：遅かったか！

ＧＭ：セオドアの全身から淡あわい光が放たれていて、もみじの胸むな元もとから放たれている光とそれが共鳴して、もみじの光がどくんどくんと脈動するように吸すい上げられていきます。

勇と以蔵：もみじの胸元!?

シャル：そこに反はん応のうするなお前ら！（笑）

以蔵：もみじの胸むねに何をする！　どぅぅん！（笑）

勇：もみじさんのふくよかな胸になんて事を！（笑）とうっ！

シャル：……語ご彙いが、違ちがうだけか。と言って私も飛び降おります（笑）。

モルガン：まあ、この馬ば鹿か二人はどうでもよいが……とりあえずカオスガーデンは元に戻してもらうぞ！

ＧＭ：じゃあセオドアも以蔵と勇の攻こう撃げきを軽くいなして（笑）。「竜りゆうの女王か。あなたがたのような、神の意い志しにそぐわぬイレギュラーは世界の秩ちつ序じよを乱みだす」

モルガン：神は凡ぼん才さいを愛す、か。ふん、若わか造ぞうの考えそうなことじゃ。多た様よう性せいなき社会には明日は決してやってこぬぞ。待っておるのは、すすり泣くがごときゆるやかな死じゃ。

シャル：過すぎたるはなお及およばざるがごとし。これ以上はあなたの手に余あまりますよ？

ＧＭ：ではセオドアは悲しそうに、「シャル、特とく異い点てんの力を手に入れた絶ぜつ対たい者しやが地球全土を統とう一いつする方が平和だと思わないのか？　それが軍人のなすべきことだろう？」

シャル：思いませんね。それはどちらにせよ、何かを足して何かを引く力でしかない。反動はたくさん出ていますよ。

モルガン：進化がなければ人類は勝手に滅ほろびてゆくじゃろう。

シャル：それにその少女は、私の馴な染じみです。返してもらおうか。

モルガン：…………勇、以蔵、おぬしらも何か言うことはないのか。

勇：じゃあ……以蔵くん、先にセリフをどうぞ。

以蔵：いや、勇、おまえこそ先に言えよ（笑）。

モルガン：お前ら、後から言った方が勝ちだと思ってるだろ！（笑）

以蔵：違うんだ！　ここで胸を離はなせとか言ったら台無しだろうなとか思ったんだ（笑）。でも、言うなら先にこいつに言わせようって思って（一同爆ばく笑しよう）。

勇：いや僕は格かつ好こいいことを言って、以蔵に格好わるいことを言ってもらうために（一同爆笑）。

以蔵：お前、そうやって人を踏ふみ台にするのはなぁ！（笑）

モルガン：……な、なあ、今のどこまでＰＣ発言？　全部？（笑）

勇：いや、全部プレイヤー発言ですよ、何を言ってるんですか（笑）。もう、やだなぁ三田さんは（笑）。

以蔵：お互たがいに、自分より先に格好わるいことを言わせようとしていたのは同じ（笑）。

シャル：ここは上手うまく書くと面おも白しろいぞ小太刀くん（笑）。すげー難なん易い度ど高いけどな！（笑）

ＧＭ：ど、どう書くねんこれ（笑）。




　そのまま書いたと言います。




勇：もういいや。ジャンケンしましょう。

シャル：ジャンケンで決めんのかよ！（笑）

勇と以蔵：最初はグー！　ジャンケンポン！

シャル：すごい、キャラクターがジャンケンしてる情じよう景けいが見えた（笑）。

以蔵：よっしゃ勝った！　やったぞ[image: ][image: ]！

勇：じゃあ、喜んでる間に俺が。

以蔵：おう、格好いいことやるぞー。さあ勇、バカなことを言って俺を引き立てろ（笑）。

勇：（真剣な顔になって）……もみじさんを放してもらおうか。彼女は、何も分からない僕を助けてくれた、大切な人だ。

以蔵：…………ま、まあオチをつけてくれればいいよ（笑）。

モルガン：天さんが、裏うら切ぎられた顔に……（笑）。

勇：今はまだこの力を使いこなせるわけじゃないけれど、僕にできることをやらせてもらう……！　で、一いつ瞬しゆん目を閉とじて眼鏡めがねをくいっ、と上げる。パァン！　それが、多分僕の名前……ブラストハンドにふさわしいものだから！

以蔵：…………。

勇：…………？

以蔵：え？　あ？　お、オチは？

勇：いや、今やったじゃん。

以蔵：ジャンケンに負けたじゃん！（笑）

勇：だから、後に喋しやべっていいよって（笑）。

以蔵：か、格好いいこと言っちゃって……（笑）。

勇：さあ、キミの番だよ以蔵くん！（さわやかに）

以蔵：え…………あ…………。

一同：…………。

以蔵：い、勇の言ったこと、イエスだね！（一同爆笑）




　付ふ和わ雷らい同どうしてどうする。




以蔵：それしか返しようがねーだろ！（笑）くっそー！　許ゆるせねえ！　勇より己おのれの方が許せねえ！（笑）

モルガン：（唐突に割って入って）いいか、忘わすれるな！　わらわの名はブラストハンド！（笑）

以蔵：そうだ、俺もブラストハンドだ！（笑）

勇：僕がブラストハンドだよ！（笑）




　押おし合いへし合い。




シャル：さて兄上……そろそろ戦いませんか？（笑）

ＧＭ：「いいだろう、私もこれ以上この茶ちや番ばん劇げきに付き合いたくない」（笑）

以蔵：もういい、こっちには四人いるんだ！　うわーん！（一同爆笑）

ＧＭ：「私は軍人だ。戦力の分ぶん析せきができないと思っているのか？」アパートの陰かげからパワードスーツが三体現あらわれます。クロドヴァの戦場に試験投入されてるやつですね。




　サテラリブルーとライトグレーの都市迷めい彩さいに包まれた身長三メートル弱の、アニメから抜ぬけ出してきたようなパワードスーツは、半分胴どう体たいに埋まい没ぼつした首のカメラアイを不気味に光らせて、以蔵たちを注ちゆう視しした。

　その手には、装そう甲こう車しやの主しゆ砲ほうほどもありそうな〝ライフル〟、そして巨きよ大だいなレンコンを思わせるミサイルランチャーが握にぎられている。




以蔵：ぱ、パワードスーツと来た（笑）。なんでもありだな陽炎かげろうの戦場。

モルガン：格好いいー！　わらわはあれが欲ほしいぞ！　ＧＭ、倒たおしたら固定化ポイント０で固定化してよいか？

ＧＭ：だめです（笑）。

シャル：敵てきの布ふ陣じんは？

ＧＭ：はい、庭の隅すみにそれぞれ別エンゲージでパワードスーツ、ここの縁側に兄あに貴き（ポーンを並ならべながら）。

シャル：やっかいな布陣だな。エンゲージがばらけてるから、一度に殴ることもできないし、うかつに接近するとカバーが大変だ。




◆第１ラウンド

ＧＭ：では衝しよう動どう判はん定ていも終わりまして、いよいよ戦せん闘とうであります。そうそう、これは見ただけで分かることなので追加の情じよう報ほうを。パワードスーツの１・２号はスナイパーライフルを、３号は多た連れん装そうミサイルランチャーを持っておりますよ。

[image: ]

シャル：ミサイルのほうがやっかいそうですね。あれはたぶん範はん囲い攻こう撃げきだ。

ＧＭ：ではセットアップです。セオドアが《ヴァイタルアップ》。

モルガン：ＰＣサイドは行動はないぞ。

ＧＭ：それなら、以蔵の行動からですね。

以蔵：まかせとけ！　待機だ！

シャル：ええ、それが正せい解かいです。まずは相手の攻撃を見ていきましょう。私と以蔵、それにモルガンは《リザレクト》できますからね。そして私も待機。




「手て堅がたいな。さすが我わが妹」

　半ば威い嚇かく用に持ち出した派は手でなパワードスーツを見てもあせることがない一行を見て、セオドアは満足げにほほえんだ。

　彼はもみじをそっと地面に降おろし、みずからはスーツの袖そでから短い棒ぼうを取り出し、瞬しゆん時じに二本の剣けんへと変化させる。

「だが、この剣は受け切れまい！」




ＧＭ：マイナーでエンゲージ。メジャーで《オウガバトル》＋《抜き打ち》＋《マルチウェポン》＋《ギガンティック・モード》他いろいろ。エンゲージ全体に、二刀流で斬ざん撃げき！

シャル：……なるほど、さすが兄だ。私の上位互ご換かんだな。待機を解かい除じよしてエンゲージを離はなれる。髪かみを横に流しつつ、横っ飛び。《高速錬れん成せい》と《インフィニティ・ウェポン》《ダブルクリエイト》。棒が二本の槍やりに変化。

勇：可か憐れんだ……。

シャル：それはまあ聞き流して。《コントロールソート》＋《オウガバトル》＋《マルチウェポン》とかあといろいろ。パワードスーツを槍で串くし刺ざしにする！　達成値ち57！

ＧＭ：ちゅいいーん、演えん出しゆつ的ローラーダーッシュ。えーと、22で失敗です。

シャル：ダメージは装甲値無む視しで79！

ＧＭ：うおおおお、俺おれの装甲値40がー！　あきません、撃破された。




　シャルの両手から電光のごとく繰くり出された槍が、いともやすやすとパワードスーツの三重セラミック複ふく合ごう装甲を貫かん通つうした。

　穂ほ先さきが抜けるや否いなや、物ぶつ質しつ転てん換かんによって結けつ晶しよう化かしたパワードスーツが、中身の傭よう兵へいもろとも雪のように砕くだけ散る。




以蔵：俺も待機解除だ！《高速錬成》＆《アーマークリエイト》で移動しつつアーマーを作る！　シャツがアーマーに変化するぜ！　うおお、格好いー！

シャル：飛ばしすぎるなよ、以蔵！

以蔵：だーいじょうぶだってシャルりん。《かまいたち》＋《インスタント・ボム》＋《スプリットアタック》にあといろいろ組みあわせて、パワードスーツ二機と兄貴に、一気にまとめて空気の爆ばく弾だんを投げつける！　達成値19。

ＧＭ：19ならよけられるかな……よし、セオドアは回かい避ひ。他は失敗。




「甘あまいな。特とく異い点てんの力がない君は、凡ぼん庸ようなエージェントに過すぎない！」

　セオドアは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべ、爆ばく発はつの中悠ゆう然ぜんと突つっ込こんでくる。




モルガン：特異点の力か！

以蔵：くそ！　18ダメージ！　装甲無視！　俺の名はブラストハンド！（笑）

ＧＭ：やった、パワードスーツは二機ともＨＰ２だけ残ったぞ！




　爆ばく炎えんの中から、ずしん、と一歩踏ふみ出すパワードスーツ。

　それを背せに、セオドアが走る。

「勇くん、まずは君の特異点からもらい受けよう」




ＧＭ：では、待機組の行動が終わったので、あらためてセオドアの行動を処理しますよ。

勇：来い！　でもなるべくなら来るな！（一同爆笑）

モルガン：一巻の以蔵と同じこと言っとる（笑）。

ＧＭ：《抜ぬき打ち》があるんでリアクションのダイスペナルティは８個こね。達成値は25。

勇：だが今の僕ぼくは侵蝕率のおかげでダイスを３個振ふれる！　……失敗だよ！（笑）

モルガン：ではわらわの体から百の牙きばが生え、その攻撃を防ふせぐ。《崩くずれずの群むれ》でカバーリング！

勇：も、モルガンちゃん！

ＧＭ：47に18を足して……ダメージは65。

モルガン：はいはい無む理り無む理り、死んだ死んだ（笑）。《リザレクト》ー。４点回かい復ふくー（笑）。

ＧＭ：「最後の竜りゆうよ、無む駄だな抵てい抗こうはせずに死ぬがいい」こう、ずぶりと血ち塗ぬられた剣けんを引き抜きながら。

モルガン：いやいや。といいながら体の全すべてが回かい復ふくしていく。だが、その程てい度どであったなら前のカルキの方が遥はるかにマシであったな。前に喰くったカルキの遺い伝でん子しが役に立ったわ。ずぶずぶずぶずぶ。

ＧＭ：「き、貴き様さま！　やはり貴様は許ゆるせんと分かった！」恐きよう怖ふするセオドア（笑）。

モルガン：しゃぎゃーしゃぎゃー。

勇：その様子を見ながら。駄目だ……このままじゃ駄目だ！　僕に力が、力があるのなら！　と言いながら待機。今ここで従じゆう者しやを呼ぶとやられる。

モルガン：わらわも複ふく数すう攻こう撃げきができないんで待機するしかないのう。

ＧＭ：じゃあパワードスーツ部隊いきまーす。まずスナイパーライフルの方が以蔵を狙そ撃げき。

モルガン：しまった！　勇に注意しすぎて、以蔵をカバーできぬ！




　超ちよう音おん速そくの弾だん丸がんが、無む防ぼう備びになった以蔵めがけて放たれる。

　それは弾重量50ｇの死しに神がみ。軍隊という暴ぼう力りよく機関の意い志しを体たい現げんする鉄てつ槌つい。




以蔵：よけられるわけねえだろ！（笑）回避失敗！

ＧＭ：ダメージは25点で装甲値は有ゆう効こうです。

以蔵：お、それなら《アーマークリエイト》が２レベルになってるから残り６点で生きのこったぜ！

ＧＭ：「馬ば鹿かな、対戦車ライフルの直撃だぞ！」驚きよう愕がくするパワードスーツのパイロット。

以蔵：飛んできた弾丸を空気爆弾がぼぅぅ！　と吹ふき飛ばす感じで。

モルガン：あれでも、以前はわらわがアーサー王の力を見いだした男よ。

ＧＭ：だがまだミサイルがあるぜ！　お察しのとおり範はん囲い攻撃です。モルガンと勇を攻撃するよ！




　雨のように降ふり注ぐ90㎜ミサイルの前に、モルガンの巨きよ体たいが立ちふさがる。

　近代文明の権ごん化げに、神話の時代からよみがえった竜がその異い形ぎようを見せつける。




ＧＭ：カバーリングしたモルガンにだけ命中ですね。ダメージは32点。装甲値は15点減げん少しようします。

シャル：対戦車弾だん頭とうの効こう果かか。ここをクロドヴァと間ま違ちがえているな、兄貴。

モルガン：《竜りゆう鱗りん》を使っても無駄じゃったな。素す直なおに食らって正せい解かいじゃ。で、《リザレクト》。見よ！　これがイーターの遺伝子の力じゃ！

勇：ありがとう、モルガンちゃん！　と言いながら《赫あかき剣》。今回は15点使ってるんで、全員に見えるくらいの巨大な剣が出しゆつ現げんする。そしてメジャーで《血の従者》。




　勇が吠ほえた。右手から現あらわれた剣を大地に突つき立てると、それに呼こ応おうするように深しん紅くの軍馬が影かげの中から生まれ出る。




モルガン：まるでかつてアーサーが乗った馬のようじゃ……。

勇：馬がそれに応えるようにいななく。

モルガン：じゃあわらわじゃな。マイナーでまず《完全獣じゆう化か》。モルガンの体がひときわ巨大になり。で、カルキが従したがえてたふたつの手下いたじゃん？

ＧＭ：ああ、スダルサーナとパンチャジャーナですね。光る輪と竜巻。

モルガン：そのふたつがわらわの肩かたの上に！（笑）

ＧＭ：ちょっと待て（笑）。どんな妄言なんだ。

モルガン：（聞いてない）おお、すばらしい！　かつてカルキが操あやつったふたつのしもべ、それももはやわらわのものじゃ！

シャル：……やはり一番危き険けんなのはモルガンなのか？　兄貴の判はん断だんは正しかったのか？（笑）

モルガン：そして以蔵、力を借りるぞ？　というわけで《異い世せ界かいの因いん子し》！　ピキューン！《インスタント・ボム》覚えたー（笑）。ピカーン！　そしてセカンドアクションは取らない。なぜなら侵しん蝕しよく率りつがやばいのでカバーリングに専せん念ねん（笑）。

ＧＭ：では第２ラウンドへ参りますよ。

勇：それならクリンナップに《不死者の恩おん寵ちよう》。よし、ＨＰが９点回かい復ふくした。行けるぞ！　力がみなぎってくる！




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：はーい、セットアップです。いいですかー？

勇：《血の戦馬》！　深紅の馬にまたがり、月光の下で剣けんを構かまえる！　覚かく悟ごしろセオドア！　いかなる事じ情じようがあろうと、もみじさんの、人々の運命を狂くるわせるのは許ゆるせない！

以蔵：か、格かつ好こいいな！　以下同文！《サポートデバイス》！

シャル：以下同文じゃないだろ（笑）。

ＧＭ：《集しゆう団だん統とう率そつ》！「口上だけで戦争ができないことを教育してやれ！」というわけで、部下がここで動きます。

シャル：当然だな。

ＧＭ：で、スナイパーがシャルを狙撃します。コンボはさっきと同じで、達成値ち16。

シャル：……ですが私の肉体は弱いので、回かい避ひはだめなんですよ。ほら、失敗。

ＧＭ：ダメージは23点。装そう甲こうは有ゆう効こうです。

以蔵：させるか！　シャルりんの美び肌はだに傷きずをつけさせるわけにはいかん！《波は紋もんの方ほう陣じん》で14点ダメージを減へらす爆風で衝撃を相そう殺さいしたっつうことで。

シャル：よし、〈調達〉しておいた防ぼう弾だん防ぼう刃じんジャケットと併あわせて、４点しか抜ぬけてない。まだＨＰが10も残ってる！

ＧＭ：ちいっ。やはり要かなめは以蔵か。ミサイル兵が以蔵をミサイルで攻撃。達成値17！

モルガン：まずい、アーマーに強いぞ、あのミサイル！

以蔵：お、回った！　達成値17なので、回避成功！　爆ばく発はつでミサイルをそらして踊おどるように回避する俺！　背はい後ごで大爆発！　どかーん！

シャル：いいのか？　背後はおまえの部屋だぞ？（笑）

以蔵：ぎゃあああああ!?　こ、ここで全開で行くぞ。後は任まかせるぞ？　みんなの方を見て。

モルガン：どんとやれい。

以蔵：おお！　これで侵蝕率が[image: ]を越こえるから、マジで最後の攻撃だ！　まず《ガードポイント》！　そしていつものコンボに《マシラのごとく》と《スプリットアタック》！　達成値55！

モルガン：い、以蔵！　約束の王でなくなったおぬしに、これほどの力が!?

以蔵：地面潜せん行こう型爆ばく弾だんを食らえ！　地面の中の空気を伝わって、足あし下もとが爆発する。《スプリットアタック》なので残った全員を攻撃する。

ＧＭ：55っすね。そりゃ無理だ、全員回避失敗。




　大地から爆ばく炎えんが噴ふき上がり、真下からの攻こう撃げきを想定していないパワードスーツを一瞬にして爆発、炎上させる。

　だが、セオドアはその炎ほのおの中で、狂きよう気きじみた笑えみを浮うかべていた。




ＧＭ：やった、セオドアのＨＰだけは２点残った！　ＧＭの日ひ頃ごろの行いの良さだ！

勇：そんなわけがあるか！（笑）

シャル：いかんな。削けずるのがだいぶ難むずかしいぞ。ここは待機だ。

ＧＭ：では、焼けこげたスーツ姿すがたのセオドアが、「そろそろ限げん界かいだな。だが、私は既すでに特とく異い点てんと一体化している。もはやジャーム化も恐おそれん！」と叫びます。特異点で世界を完全に操れるようになれば、ジャームもへったくれもない、と考えているのでしょう。

モルガン：ジャーム化を恐れんじゃと？　それは進化の行き詰づまりじゃ！

勇：あなたはもみじさんに手を出した！　ならば、容よう赦しやしない！

ＧＭ：だが、攻撃はこっちが早い！　勇とモルガンめがけて、セオドアの二刀流が迫せまる！　コンボは同じで、達成値59！




　しかし必殺の一撃は、モルガンの体から現あらわれた輝かがやける円えん盤ばんによって阻はばまれた。

「なんだ、この光は!?」

　狼ろう狽ばいするセオドアに、モルガンはは虫類の笑みを浮かべる。

「これが守りの転輪、スダルサーナじゃ！　カルキめの使っていた鉄てつ壁ぺきの盾たてよ！」




モルガン：ルール的には《崩くずれずの群むれ》でカバーリング、死んだので《イモータルライフ》じゃ！　見よ、わらわこそ進化の究極！　竜の女王モルガンじゃ！

ＧＭ：「あなたを危き険けん視しした私の判はん断だんは正しかったということだな」とセオドア。

モルガン：ゆくぞ！　わらわこそ元がん祖そブラストハンド！　どっかーん！《獣けものの王》＋《インスタント・ボム》！　あといろいろ！　回避不ふ能のう攻撃じゃ！

以蔵：ばっか、元祖ブラストハンドは俺だっつうの、ドラ子。

勇：僕は本家ブラストハンド（笑）。

モルガン：（ころころ）うわーん、おぬしらが変なことを言うから、わらわのダイス目が悪くなったではないか！（一同爆笑）

シャル：すごい言いがかりだ！（笑）

モルガン：うう、達成値が30しかない。でも《獣の王》なのでリアクション不ふ可かじゃ。ダメージは30点装甲無視。かつてのカルキのように全身からのレーザーを発はつ射しや。突つき刺ささって、中から爆発。忘わすれるな、わらわの名は真しん祖そブラストハンド！

ＧＭ：うう、ＨＰがマイナス28だ。死にます。




「……これが特異点の力！　あらゆる事象は、今や我わが手の中にある！」

　すべてを焼き尽つくす竜の一撃。だが、その攻撃の中でさえ、セオドアは膝ひざをつこうとはしなかった。

　闇夜を切り裂くレーザーのハレーションが、偶然の力によってそらされ、はじかれていく。

　本来ならば都市ひとつを焦土にしたであろうレーザー攻撃。だがそれさえも、特異点の生み出す奇跡の前では、セオドアを殺し尽くすには至らなかった。

　歩みを止めず、セオドアの剣がうなりをあげる。




ＧＭ：ええい、《ラストアクション》してから《魂の錬成》で復活！　いつもの二刀流でやっぱり勇とモルガンを……って、達成値ち19!?

勇：《電光石火》！　もう背水の陣じんだ、ＨＰに構かまってはいられない！《始祖の血けつ統とう》でダイスが４個増ふえてるから、９つ振ふれる！　達成値28！　よけた！

モルガン：ない！　だめ、回らない喰くらった！　小太刀ーダメージくれー。

ＧＭ：68ダメージっす。剣けんが空中で一回転してアックスになって両りよう断だん、次の瞬しゆん間かん二刀に戻もどります。

モルガン：ではこの瞬間俺はシャルにロイスを取る。シャル、すまぬ！　わらわはこやつを殺すことを決意したぞ！　このわらわの体に傷きずをつけよった！　といいつつ天秤の守護者エガリエのロイスをタイタスにして昇しよう華か。

シャル：どうぞ。どちらにせよセオドアは……兄はもう手て遅おくれです。

モルガン：特異点の力を己のエゴのために使うものは、わらわが裁く！　と言いながらタイタスパワーで復活。

勇：……いえ、彼には僕がとどめを刺します。僕の中に特異点の力というのがあるのなら、彼を倒たおし、もみじさんを救うのが僕の使命！




　勇が拍はく車しやをかけると、深しん紅くの戦馬が月を背せに跳ちよう躍やくした。

　かつてアーサーの支し配はいしたブリトンの月の女め神がみ、アリアンフロッドが英えい雄ゆう王おうを守しゆ護ごするがごとく、月光が彼を照らし出す。
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　中天に身を躍おどらせた勇が剣をセオドアめがけて投げると、果たして剣は深紅のランスに変じ、一いち条じようの矢のごとく虚こ空くうを裂さいた。




勇：コンボは前と同じで。当たれば十分この固定値でやれるはず！　達成値は49！

ＧＭ：49ならなんとかなる……かも！　うおおお！　達成値18！　ダメ！　回避失敗！

勇：……シャルさん、ごめんなさい。

シャル：……気にするな。道を誤あやまった軍人の末路だ。

勇：64点装そう甲こう無む視しのダメージ！　ドン！　真紅のランスが胸むな板いたを貫つらぬき、そして体内ではじける。




　それは、一条の紅い稲妻。

　オーヴァードのこと、自身のこと、世界のこと。そうしたことはわからなくても、この男がもみじを利用していることは間違いない。

　今の勇に取っては、それだけで戦う理由には十分だった。

　迷いのない一撃が、オーヴァードの再生能力をも凌駕して、セオドアの体を破壊する。

「……ブラスト」

　その言葉とともに、セオドアを貫いた真紅のランスがはじけて、砕けた。




ＧＭ：わかりました。「ばかな！　君たちは、平和な世界が欲ほしくはないのか!?」とセオドアが血を吐はきながら叫さけぶ。

勇：平和な世界は、強要されて貰もらうようなものでは、ない。

ＧＭ：なるほど、では奴やつは最後の力を振ふり絞しぼって剣だけは動かそうとする。《ラストアクション》。対象はモルガンと勇、《抜ぬき打ち》だけ外れてコンボは同じ。達成値ちは20！　……20!?今日の達成値はどうなってるんだ！

勇：《電光石火》（笑）。ごめん回かい避ひした（笑）。

モルガン：わらわも一いち応おう振るか。よし、クリティカルで回避成功じゃ！

ＧＭ：「馬ば鹿かな！　届とどかないだと、なぜだ!?」

モルガン：だから、言うたろう。おぬしのそれは平和ではなく、ただの滅びへの道どう程ていじゃ。

勇：そういうことです。歪ゆがんだ志こころざしでは、僕ぼくたちには届きません。

シャル：……兄上。特とく異い点てんを再生するなどという技わざ、あなたはどこで手に入れましたか？

ＧＭ：「…………。私は大いなる意志の声を聞いた……」こう、熱に浮うかされたような目で。

シャル：…………大いなる意志とはなんなのです？

以蔵：またカルキとかじゃねーだろな。

ＧＭ：「我われ々われの理り解かいを超こえたものだ。特異点を超えたものだと私は理解している」こう、目がだんだん焦しよう点てんが合わなくなっていきます。

シャル：……あなたはそれにそそのかされた？

ＧＭ：「私は、ただ夢ゆめを見ていただけだ……その夢を叶かなえたかった……いや……あのアフリカでの悪あく夢むから覚めたかったのかもしれない……」ゆっくりと倒たおれ込こみ。

シャル：あなたは昔からそうだ。……いつも夢ばかり見ている。

モルガン：最後にもうひとつだけ聞こう。シャンカラはどうなったのじゃ？　勇が、こやつがシャンカラなのか？

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんセオドアが炎えん上じようする。




　噴き上がる灼熱の炎。

　炎のオレンジと、夜空の黒を背負って、その少年は悠然と現れた。

　黒いロングコートを悠々と翻し、サングラスごしでも感じられる不敵な視線。

　全身から放たれるのは、圧倒的なまでの〝力〟。純粋な破壊の意思が具現化したような、そんな少年だった。




モルガン：な、何!?

ＧＭ：「シャンカラならここだ。俺が、シャンカラだ」と、勇とよく似にた背せ格かつ好こうをした、サングラスの男が現あらわれます。

シャル：勇がシャンカラではなかったのか!?

モルガン：ＧＭ、そいつからも特異点パワー感じる？

ＧＭ：超ちよう感じる。

モルガン：馬鹿な！　三人目の特異点じゃと!?　ありえん！

ＧＭ：そして、セオドアの持っていた特異点が彼に吸すい込まれていく。あたかもそれは、ブラックホールに星の光が吸い込まれていくように。

モルガン：ちょ、ちょ、ど、どういうことじゃ!?

シャル：とりえあず、一応武ぶ器きは向けよう。

モルガン：そんな……わらわは、たったひとりの約束の王に振るわれるために生きてきたのに！　以蔵、勇、そしてシャンカラじゃと！　馬鹿な……わらわの主は、誰だれだというのじゃ！

以蔵：落ち着けよ、モルガン。ここは俺おれが前に出るぜ。こっちもボロボロだけど、女の子がピンチだもんな。で、おまえは何者だ？

勇：もちろん僕も前に出ますよ。

ＧＭ：「俺の名はシャンカラ。すべてに終わりを告げる男だ」男は身み構がまえることもせず、ゆっくりと言う。

勇：シャンカラ……シヴァ神の別名か。

ＧＭ：「セオドアに貸かし与あたえたこの特異点は、なかなか面おも白しろかった」少年は口元で冷たく笑う。

勇：じゃあ、結局セオドアさんは……。

シャル：踊おどらされていた、と言う訳わけか。

ＧＭ：「そう、俺はお前を見つけなければならなかった。久坂勇、そして国見以蔵」

以蔵：俺もか？

ＧＭ：「お前達ふたりの存そん在ざいをあぶり出すために、この男は役に立った」冷たく、燃え尽きたセオドアのいたあたりを見下ろしながら少年はそう言います。

シャル：以蔵が、今さらなんの役に立つのだ？　この少年の中にはもう特異点はない！　ただの出で涸がらしだ！（一同爆ばく笑しよう）

以蔵：あるのはもう勇気だけだと言いたいが、勇気すらあるかどうかも分からない！（笑）

ＧＭ：「あるさ。こいつは世界の鍵かぎなのだ。それはすぐに分かる」

以蔵：じゃあ一歩出て。なんにせよ、決着をつけるつもりなんだろ？　最後の敵てきだ。

ＧＭ：では彼は手をひらひらと振って「いいや、俺はそんなつもりはない。顔見せだ」と答えます。

勇：なに……？

ＧＭ：「俺はお前たちの勇気に敬けい意いを表しに来ただけだ。せいぜい最後の時まで、日にち常じようとやらを楽しんでおくがいい。どうせその日常は、すぐになくなるのだ」

モルガン：おぬしは……本当に特とく異い点てんなのか？　と震ふるえる声で聞く。

ＧＭ：「モルガン、俺のことを忘わすれたのか？　俺が約束の王だ」自信と威厳にあふれた態度で彼はそのように断言いたします。

モルガン：お前が……約束の……王……？

勇：耳を貸すなーっ！（笑）

以蔵：モルガンが、恋する乙女の顔であいつを見ている！（笑）

モルガン：究極の武器であるわらわは……おぬしの武器に……？

勇：じゃあそこは僕が止めよう、血のガントレットで。《電光石火》のバックラッシュで血をダラダラ流しながら（笑）。あなたは、武器や防ぼう具ぐである前に、我々の友人です。

モルガン：……分かっておるが、しかし……この男が、本当の特異点ならば……。

シャル：落ち着いて下さい。シャンカラが勇でなかったとしても、勇が特異点だという事実に変わりはない。

モルガン：……そうなのじゃが……あやつのほうがはるかに英雄っぽい……（笑）。

以蔵：ドラ子、一言多い！（笑）

勇：……シャンカラとか言ったな。やるつもりなら、容赦はしないぞ。

ＧＭ：「フ、こちらには戦うつもりはない。俺はもみじを傷きずつけるつもりはないからな」

勇：気安くもみじと呼よび捨すてにするな！（笑）

以蔵：お前も気安く呼ぶな！（笑）

ＧＭ：ではシャンカラは身を翻ひるがえして。「また会おう。どうせ、さほど長いことではない」

以蔵：その余よ裕ゆうが、命取りになるぞ？　先に言っとくけど。

勇：何も言わずに睨にらみつけておきます。

ＧＭ：では彼も何も言わずに歩み去っていきます。




　炎の気配と、あきらかな悪意と殺意。

　みずからの意思で特異点を操り、特異点を他人にゆだねることさえしてみせる男。

〝約束の王〟シャンカラ。

　その背中を、勇たちはただ見送ることしかできなかった。







《抜き打ち》　瞬時に武器を準備し、それによって相手の防御にペナルティをかけるノイマンのエフェクト。

《マルチウェポン》　複数の武器を同時に使うことによってダメージを増加させるエフェクト。

《コントロールソート》　みずからの思考を制御し、より精密にエフェクトを使用する能力。

《サポートデバイス》　行動をサポートしてくれる道具を生み出すエフェクト。

《集団統率》　指揮下にいるキャラクターを即座に行動させるエフェクト。

《波紋の方陣》　他者が受けるダメージを大きく軽減するエフェクト。

調達しておいた　シャルはミドルフェイズで防弾防刃ジャケットを〈調達〉判定で入手していた。紙面の都合でその場面自体は省かれている。

《イモータルライフ》　死をも乗り越える古代種のエフェクト。

《獣の王》　回避不可能な攻撃を行うキュマイラのエフェクト。

《ラストアクション》　倒れると同時に攻撃を繰り出すノイマンのエフェクト。

《魂の錬成》　魂そのものを錬成し、死から復活するモルフェウスのエフェクト。











　　　ENDING PHASE







◆Ending 01◆夕ご飯の香かおりとともに


Scene Player ─── 勇






　戦いは終わった。

　アパートの被ひ害がいは思いの外少なく、シャルとエルキュールの部下たちが、てきぱきと隠いん蔽ぺい工作を進めていく。

　だが、彼らの前には未いまだ巨きよ大だいな謎なぞが立ちふさがっている。




ＧＭ：自じ律りつ判はん定ていは全員成功ですね。お疲つかれさんっす。

以蔵：いやー、さすがに[image: ]％は帰ってこれないかと思ったよ。生せい還かん者しやでよかったぜ。倍振ぶりで済すんだ。

シャル：私は攻こう撃げき回数が少なかったから、１倍振りで済んだ。

モルガン：わらわもわらわもー。

勇：さすがに倍振りでしたね。まあ、仕方ない。

ＧＭ：ではエンディングです。まずは勇と以蔵からいきましょう。

勇：では俺たちふたりが同時にもみじに駆かけ寄よって（笑）。

以蔵：そう、駆け寄って（笑）。

勇：もみじー！　とハモる（笑）。

以蔵：で、まったく同時に。目を覚ましてくれ！

ＧＭ：「うーん……」こう、のんきな顔で無む防ぼう備びにころん、と転がったり。

以蔵：人工呼こ吸きゆうが必要だ！（笑）

勇：やめろ！　僕が心臓マッサージをする！（笑）

以蔵：いやそれなら俺が胸だ！　いやしかし唇は渡さない！

勇：僕のほうこそ！

ＧＭ：いつの間にかもみじは起きあがっていて、ふたりの頭にフライパンを喰くらわす。

勇と以蔵：ぎゃあ！（笑）

ＧＭ：じゃあ仁に王おうのような形相になったもみじが、「なんで気がついたらあたしが縁側に押おし倒たおされて、猛もう烈れつなセクハラ喰らってるのか説明してちょうだい！　以蔵、勇くん！」

勇：えっと、その……色々、波は瀾らん万ばん丈じような冒ぼう険けんがあったんですよ。

以蔵：俺たちが買い物に行くと、そこに悪の軍団が待ち受けていて……と、いつもの信じてもらえない説明をする（笑）。

ＧＭ：「そんなわけがあるか！」さらにフライパンが飛ぶ。

以蔵：ホントなんだって！　その時。元がん祖そブラストハンドであるところのこの俺は、本家ブラストハンドであるところのこいつと……。

ＧＭ：「……まあ、なんか隠かくし事をしてるのはわかったけど、悪気はなさそうね」

以蔵：隠してないって。マジで世界の運命がこの裏うら庭にわにかかってたんだって。

勇：うらやましいな。もみじさんは、以蔵くんのことをよく分かってるんだ？

ＧＭ：「ま、こいつはね。パターンが分かりやすいからね」そしてあきれかえった顔で「もういいからご飯にするわよ。モルガンちゃんとシャルさん呼よんできて」と言います（笑）。

以蔵：まあ、なんだ。これからは守ってやるからな？（笑）

ＧＭ：「うるさい！　いつあんたに守られた！」バァン！（笑）

以蔵：うん、分からなくていいんだもみじ。分かることもないだろう、それでいいんだ。

勇：ま、君もその辺は分かっているようですね。




「こんな三人の生活も悪くもないだろうな。いつまでも続くといい」

　勇はそう考えた。だが、彼らの前に立ちふさがる得体の知れぬ敵てき、シャンカラ。

　その全ぜん貌ぼうさえ、未だ彼らは知らずにいたのである。







◆Ending 02◆過か去こと現げん在ざいと未来


　Scene Player ─── モルガン






　少女の姿すがたのモルガンは、心細げに夜空を見上げていた。

「わらわは……」




ＧＭ：というわけでモルガンのエンディング。

モルガン：わらわは、誰の武ぶ器きになればよいのじゃろう……ぼんやり空を見ている。

以蔵：（さわやかに自分を指さし）俺。

勇：（さわやかに自分を指さし）僕ぼく。

モルガン：（無む視しして）わらわは、カルキの力も吸すって、文字通りこの世界で最強の武器で最強の盾たてであるというに……。わらわは、誰の剣たればよいのじゃ？　と風に聞く。




　約束の王。

　特異点を持ち、それによって時代と世界を変革する者。

　その手の中にあり、王を導き、王を守り、王に敵する者すべてを打ち砕く。

　モルガンはただそのためだけに、数千年の時を生きてきた。

　そして王はつねにひとりであり、彼女は迷ったことなど一度もなかった。

　だが、今彼女の眼前には三人の王がいる。

　過去王であったもの、現在王であるもの、未来の王かも知れぬもの。

「わらわは、はたして……」




以蔵：ドラ子、メシだぞー（笑）。

モルガン：じゃあ適てき当とうにふたりに呼ばれて。あ、ああ。そうじゃな。とかれた声でついていく。




　いつになく小さなモルガンの背せ中なか。

　その背中を、月だけが見下ろしていた。







◆Ending 03◆戦争と平和


Scene Player ─── シャル






　夜よ更ふけに、シャルはひとり、部屋にこもっていた。

　手には、セオドアのただひとつの遺い品ひんとなった家伝の短たん剣けん。




シャル：じゃあ私のエンディングだな。お嬢じようさまと電話をしているシーンで。片かた手てには兄あに貴きの形見の……ペンダントってのもいきなりだな。持ってた剣で。

ＧＭ：ではソフィアが「……今、連れん絡らくが入りました。クロドヴァ政せい府ふは停戦命令を現げん時じ刻こくをもって放ほう棄き。共和国も同様の声明を出し、前線では戦せん闘とうが再さい開かいされつつあります」と硬い声で。

シャル：……そうですか。少なくとも特とく異い点てんの力は一時失われたということですね。……カオスガーデンはいかがですか？

ＧＭ：「カオスガーデンもリカバリーに入ったようです。アルバートさんから連絡がありました」こちらはちょっとほっとした声で。

シャル：戦争を取り戻もどしたのはよいことではありませんが、これでしかるべき状態に戻るでしょう（少し硬い声で）。

ＧＭ：ソフィアはなんとも言えない声で「それでシャル、帰ってきますか？」と聞きます。

シャル：まだ帰れませんね。お嬢さまの立てた仮か説せつは、結局の所、間ま違ちがいであることが分かりました。真相がわからぬ限かぎり、クロドヴァ、延いては地球全体への危き機きは残ります。

ＧＭ：「そのようですね。では、調ちよう査さを続けて下さい。それで、お兄様のことは……」こちらも硬い声で。

シャル：…………彼は愚おろかな人でした。古い家にこだわり、格かく式しきと様式美にこだわり、そしてそのまま恒こう久きゆう的な世界平和などという、まともな人間だと考えても捨すててしまうような幻げん想そうに踊おどらされて、最後にはあの体ていたらくです。

ＧＭ：無言でじっと聞いてるソフィア。ここまでシャルが饒じよう舌ぜつなのは珍めずらしいので。

シャル：兄が死んだ、という事実には特に私の心が動くことはありませんが、兄を利用した奴やつがいることには個こ人じん的には怒いかりを覚えます。戦場でもなく、お嬢さまのためでもないことで剣を振ふるうことは、いささか抵てい抗こうがあるのですが。

ＧＭ：「……シャル」こちらも重い声で。

シャル：そこでやや暗い目になりつつ。……仇かたきぐらいは討うってやろうと思います。

ＧＭ：「分かりました、私も戦いを続けます。特異点のもたらした災わざわいを取り除のぞくまでは」つとめて明るい声を出して。

シャル：では言った後に。以蔵は元気でしたよ。以蔵の側には、彼にそっくりな人物がいます。きっとお嬢さまも見れば驚おどろきます。

勇：えー（笑）。

ＧＭ：「それは楽しみにしています」（笑）

シャル：では、また。と言って連絡を切ります。

モルガン：そこでシーン終しゆう了りようかな。

ＧＭ：ですね。お疲つかれ様でした。

一同：お疲れ様でしたー。




　かくして、ひとつの事件は終結した。

　だが、それが久坂勇、そしてシャンカラというふたりの少年の謎を解くことにつながらないことは、誰もが理解していた。

　そう、これがただの、嵐の前の静けさに過ぎないことも。
















　　　PREPLAY




ＧＭ：おはよーございまーっす。

一同：おはようございます。




　あの狂きよう乱らんの一夜から、明けて翌よく日じつ。

　笑いすぎによる疲ひ労ろうもすっかり取れ、我われ々われは再ふたたびＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．事じ務む所しよに集結していた。




ＧＭ：二日連続の収しゆう録ろくということで、体力に気をつけつつ頑がん張ばりましょう！

シャル：まあ、お茶とおやつはふんだんにあるから（笑）。

モルガン：それより小こ太刀だちー！　ハンドアウトを！　ハンドアウトを見てからわらわの最さい適てき成長を模も索さくするのじゃー！　ばんばん！




▼久坂勇くさか・いさみ用ハンドアウト（ＰＣ①）

ロイス：夢ゆめの中の少女　　　感かん情じよう　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：忘ぼう却きやく

　特とく異い点てん。セオドア・ベルティエは、キミをそう呼よんだ。意味のある偶然によって、観測者の望む世界を現出させる存在、と。クロドヴァの戦争を終わらせ、カオスガーデンの住人を動物に戻もどしたのと同じ力。その万能の力がキミの中に眠っている、と。だが、キミにはその自覚はない。記き憶おくがない以上、自分が何を望むのかも分からないからだ。

　けれどキミは夢ゆめを見る。どこか違う場所での戦いと、ひとりの少女の夢だ。夢の中で、ひどく懐なつかしい気配をまとったその少女は、キミにだけは平和な高校生としての暮くらしを送って欲ほしい、と祈いのっている。キミは彼女を助けたい、と願うが、手が届とどかないまま目を覚ます……。




以い蔵ぞう：お、もみじ以外のヒロインが出てきたじゃないか。

モルガン：今、天さんがもみじはお前のヒロインじゃないんだからな？　ってすっごいさりげなく主しゆ張ちようしたよね（笑）。

勇：もう、いいから落ち着けよこのバーンナウトＰＣ①（笑）。

ＧＭ：そんなわけで、今回の主題は勇の過か去こですよ。

勇：なるほど。前回張はり巡めぐらせた妄もう言げんを小太刀が華か麗れいに拾ってくれると信じているぜ。

ＧＭ：適当なこと言いやがって（笑）。まあ、元々考えてた路線からそこまでずれてないし、今朝がたにアイデアはまとめておいたので大丈夫だよ。




▼シャル用ハンドアウト（ＰＣ②）

ロイス：シャンカラ　　　感情　ポジティブ：執着／ネガティブ：偏愛

　兄セオドアはキミたちの手にかかって倒たおれた。だが、彼に特異点を与あたえ、その野望をそそのかした者がいる。ヤツの名はシャンカラ。何故なぜかアパートに転がり込こんできたエルキュールの話によれば、特異点再生実験の時に虚こ空くうから現あらわれたという謎なぞの男だ。

　特異点の力を操あやつり、兄の運命を狂くるわせたシャンカラを追うべく、日本に留とどまるキミ。その眼前で謎は深まり、いよいよ事態は混迷を深めていく……。




シャル：エルキュール、まだいるのかよ！（笑）

ＧＭ：は、事じ件けんが解かい決けつしたわけではないので責せき任にんを感じてアパートに留まっております。

以蔵：しかもこのアパートか！　素晴らしい！（笑）

勇：僕の魅力に引きつけられたようですね。

シャル：まあ、それはともかく。やはり敵はシャンカラか。そうなるよなあ。どう見てもあいつが元凶だ。

勇：お兄さんの仇ですからね。

シャル：それもなくはないが、特異点を悪用するやつはなによりもお嬢さまの敵だ（笑）。さっさと片付けてクロドヴァに帰らないとな。

ＧＭ：そうですね、そんな感じでひとつ。




▼モルガン用ハンドアウト（ＰＣ③）

ロイス：約束の王　　　感情　ポジティブ：忠誠／ネガティブ：偏へん愛あい

〝天てん秤びんの守しゆ護ご者しや（エガリエ）〟ことセオドアは倒れた。だが、新しい約束の王は今や三人も出しゆつ現げんしてしまった。迷まよいながら今日もキミは、かつての特異点である以蔵と、現げん在ざいの特異点である勇を監かん視ししている。

　そんなキミのもとに、ソフィアからメッセージが届く。ただならぬ特異点の力によって、世界そのものが誰だれにも知られぬまま消えかかっているというのだ。

　おそらく約束の王が複数現れたことと無関係ではないだろう。キミは自分が誰に振ふるわれるのか知るべく、調査を開始した。




以蔵：うお、世界消滅か!?　でかい話になってきたな。

モルガン：（他人ひと事のように）ああ、世界が消え始めてるのか。でもわらわはそれどころではないんじゃ～。わらわは誰に振るわれればよいんじゃろうな～（笑）。

シャル：そもそも世界が消滅したら、あなたの本体であるエクスカリバーも消えますよ。

勇：世界平和のためには消えたほうがいい気もしますが（笑）。

モルガン：あーっ！　約束の王Ａがわらわをいじめるー（笑）。

以蔵：いや、じゃあ俺おれの所に来い。こいつは駄だ目めだ（笑）。

勇：いやいやいや、こんなＭＮＯのところにいっちゃ駄目だ！　僕のようなＭＯ、すなわちモテオーヴァードのところに（笑）。

ＧＭ：なによＭＮＯって。

勇：モテないオーヴァードＭＮＯ。ＭＯはモテオーヴァード。

ＧＭ：そんな略語があるか！（笑）

モルガン：……まあ、世界の行く末がどうなるかは見極めねばならんからのう。わらわの選んだ約束の王が滅びをもたらすなら、それもまたよし、じゃ。

以蔵：ド……ドラ子、ドラ子？　落ち着けー（笑）。

勇：いや、普段元気なのは落ち着いてないからなのかもしれない。落ち着いたらこうなるんだ（笑）。

ＧＭ：さ、最悪だ！（笑）




▼国くに見み以蔵用ハンドアウト（ＰＣ④）

ロイス：三室戸もみじ　　　感情　ポジティブ：純じゆん愛あい／ネガティブ：食傷

　ひとつの戦いが終わり、キミには日にち常じようが戻もどってきた。特とく異い点てんにまつわる異変が解かい決けつされたわけではないが、今日も今日とて学生生活は続く。

　だがそんなある日、熱を出して倒れたもみじを保ほ健けん室しつに送った帰り、突とつ如じよとして学校から脱だつ出しゆつできなくなる怪かい現げん象しようが発生した。さらに、学校内を正体不明の連中が暴あばれ回る始末。なんとしても平和な日常を奪だつ還かんせねば！




勇：なんで？　もみじさんを保健室に連れて行くのがなんで僕ぼくじゃないの？（笑）なんで？　ねえ、なんで!?　Ｗｈｙ!?（笑）

モルガン：一いつ緒しよに行けよ（笑）。

以蔵：行かせない（笑）。そして俺がクラスメートの前でヒーローになる！

ＧＭ：まあ、保健室に人間ひとり連れて行くのに生徒ふたりいなくなるのはあきらかに変でしょう（笑）。

勇：わかった。僕はいいプレイヤーなのでハンドアウトには従う。だがもみじさんは渡さないぞ（笑）。

以蔵：お前には夢の中のヒロインってのがいるだろ！（笑）

ＧＭ：そんな塩梅でひとつ。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では、成長作業をお願いしますよー。




　しばらく、いつも通りの大おお騒さわぎがあって。




ＧＭ：お、さすがに前日から続けてで、方ほう針しんも立ってるから早いですね。では勇からお願いします。

勇：【肉体】を６から８に上げました。これでＨＰ上じよう限げんが20に！

ＧＭ：あ、それは手て堅がたいね。《赫あかき剣けん》のダメージが増ふえるのと同どう義ぎだ。

勇：そうそう。固定ダメージで19点スタートはかなり破は格かく。

ＧＭ：では続いてシャル。

シャル：《カウンター》を１レベル取って、《ブラックマーケット》を２レベルにして、【社会】を１上げました。

以蔵：お金持ちだ！　結けつ婚こんして下さい！（笑）

シャル：金持ちといっても【社会】は２だがな（笑）。で、固定化ポイントが増ふえたので磁じ場ば発生装そう置ちを固定化。これはなんと、侵しん蝕しよく率りつが３点伸のびる代わりにダメージを２Ｄ10点軽けい減げんしてくれる優すぐれもの。モルガンに渡わたすので、《完全獣じゆう化か》前にどうぞ。

モルガン：やった───！（笑）そしてわらわは『ラディカルドライブ』の新しいエフェクト、《ルーラー》を３レベル取ったぞ！

以蔵：どういうことができるようになったの？

モルガン：すべてのレネゲイドを支し配はいすることによって、好きな奴やつにダイスペナルティを［レベル＋１］個与あたえることができるんじゃ。

勇：おお、すばらしい。

以蔵：敵てき味み方かた区別つけられるのがいいっすね。《カームダウン》とは違ちがう。

モルガン：つけられるつけられる。自分がカルキを支配したことに目覚めて。ああ、そうじゃ。わらわはあの時カルキを吸すい込んだのじゃから、既すでにこの世界の時空因いん果が律りつはわらわのものじゃった。その通りだ！　と気がついたのじゃ（笑）。

シャル：何がその通りなんだろう（笑）。

モルガン：まあ最近は、シャンカラがわらわを手に入れたら世界が滅ぶ、でも強い特異点に振るわれたいなあ、とか悩なやめる乙おと女め心ごころ（笑）。

ＧＭ：了りよう解かいです。まあそこさえ押おさえていてくれればいいや（笑）。では以蔵。

以蔵：おう！　まずコードネームが変わったぞ！

一同：え!?

以蔵：ほら、〝元がん祖そブラストハンド〟に変わった。ちゃんとキャラシートに書いてある（笑）。

モルガン：ああ、じゃあわらわも〝真祖ブラストハンド〟って書かないと（笑）。

勇：ああ、いいんじゃないですか。僕はただのブラストハンドですから。

以蔵：二〇〇Ｘ年、まさにブラストハンド群ぐん雄ゆう割かつ拠きよ時代である（笑）。まあ、成長はそれぐらいかな？

ＧＭ：えぇっ!?（笑）

以蔵：あ、あと《ショックアブソーブ》を地味に２レベル取ってみた。

シャル：じゃあ後はＰＣ間ロイスか。

ＧＭ：ですねＰＣ①から順にお願いします。

勇：俺はシャルに。シャルさんに……ん────、慕ぼ情じよう。

モルガン：（ため息）おぬし、純じゆん愛あいじゃなかったっけ、女には全部？

勇：いや、慕情ですよ僕は全部。こんなね、純愛をいくつもとるような変へん態たいと一いつ緒しよにしないで下さい。

以蔵：純愛純愛純愛純愛（笑）。

勇：僕はきゅんとなる想おもいがいくつもあるだけ（笑）。

シャル：おもしろいなぁ。

勇：というわけでシャルへのポジティブは慕情です。ネガティブは偏へん愛あいです。

シャル：で、私からモルガン。感服はともかく、ネガティブを変えよう。何かモードが変わってるっぽいので（笑）。隔かく意いを不安に変えます。ポジティブは感服で。

モルガン：モルガンは以蔵に信しん頼らいと偏愛。信頼しているし元の特とく異い点てんとして、エクスカリバーを預あずけた者として偏愛もしているが、シャンカラへの想いに揺ゆれている（笑）。

以蔵：で、俺が勇か。まあ、友ゆう情じようと、どうやら切ないものを背せ負おってるみたいなんで、憐れん憫びんにでもしようかなあ。

勇：あ、そうなんだ？　憐憫？　哀あわれまれるの？　何様!?（笑）

以蔵：よく言った！　やはり奴に哀れみなど無用！　敵愾心だ（笑）。

勇：ああ、取ればいいさ。僕たちにはなれ合いなんか似合わない。

以蔵：お前が死ぬときは泣いてやる。だから死ね（笑）。

勇：その言葉、のしをつけて返す。死ね（笑）。

ＧＭ：ふたりで相打ちになるといいんじゃないかな（笑）。きっと女じよ性せいファンが増ふえるよ。ではオープニング行きますか。







《カウンター》　相手の攻撃に併せてカウンター攻撃を行い、反撃するエフェクト。

《ブラックマーケット》　調達能力が高く、より多くのアイテムを持てることを表現するエフェクト。

《ルーラー》　指定した相手にダイスペナルティを与える古代種のエフェクト。

《カームダウン》　登場しているすべてのキャラクターにダイスペナルティを与える共通エフェクト。

《ショックアブソーブ》　受ける実ダメージを軽減する共通エフェクト。











　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆幻げん夢むの紅あかい騎き士し（あるいは熱い夜）


Scene Player ─── 久坂勇






　今日も、勇は夢ゆめを見ている。

　毎夜のように、その夢は鮮せん明めいになる。みずからがオーヴァードであることを理り解かいした日から、特にそうだ。

　夢はいつも同じよう。オーヴァードとして、見知らぬどこかで戦い続ける。




ＧＭ：というわけで勇のオープニング。ふたたび夢のシーンです。あなたが過か去こか、あるいは幻想の中で、オーヴァードとして戦っている夢。

勇：じゃあ僕は、真しん紅くの軍馬にまたがって、騎兵突撃をしかける。ダダーン！

ＧＭ：分かりました。では、そこはどことも知れぬ廃はい墟きよ。君は襲おそい来る無数のジャームを撫で斬りにしております。

勇：やあやあ、遠からん者は音に聞け、近くば寄よって目にも見よ！　このブラストハンドに敵かなうと思っているヤツは、（やけくそな声になり）来いや、もぅ（笑）。まあ、それをちょっと格かつ好こよく書いてくれ（笑）。

モルガン：格好よく書いてくれ、まで全部リプレイに入るね（笑）。

勇：ああっやめて！　今からやり直す（笑）。

以蔵：格好よさを前回で使い果たしたのか？　出で涸がらしになってる（笑）。

勇：前回、格好いいこととグダグダなことを言い過すぎて（笑）。

ＧＭ：わかった、描写をはさむから、そこで演出をやりなおせ（笑）。

勇：助かる（笑）。




　かつてそこは、栄えい華がを極めたであろう摩ま天てん楼ろう。だが、今はオーヴァード同士の戦いで見る影かげもない一面の荒こう野やとなっている。

　背はい後ごに建つ、かつて都と庁ちようと呼よばれた建物だけが、墓ぼ標ひようのようにそびえたっている。

　勇の周囲を取り囲むのは雲うん霞かのごとき無数のジャーム。

　それでも勇は、剣を振るって戦い続けていた。

　誰のために？　何のために？

　夢の中の自分にはただ、譲れないものがあるのだ、としかわからない。




ＧＭ：と、このような世界で、あなたは敵てきと戦っておるのですよ。

勇：じゃあ、返り血なのか自分の血なのか分からない頰ほおについた血を舐なめながら、どんどん自分の血を消しよう耗もうして《赫あかき剣けん》を作り出す……夢の中だから、エフェクト周りは演出でいいよね？（笑）

ＧＭ：はい、演出で構いません。そうしておりますと、あなたの仲間が駆かけ寄よってまいります。やはり夢なので、顔などは判はん然ぜんとしませんが、戦友であることははっきり分かる。

勇：そいつらもオーヴァード？

ＧＭ：はい、そうです。ストーリー上で重要ではないので名前とかは決まっておりませんが。必要なら演出しちゃって下さい（笑）。

以蔵：ドリームＰＣ②、③、④あたりが（笑）。

ＧＭ：そうそう、まさにそんなイメージです（笑）。彼らがやって来て「ブラストハンド、ここはもう駄だ目めだ！　ファルスハーツの勢せい力りよくがどんどん大きくなってる！　もう抑えきることができない！」

以蔵：お、敵はファルスハーツなのか！　ファンタジーの魔物とかだと思ってた（笑）。

シャル：描写に都庁とかビル街とかあったじゃん（笑）。

以蔵：そうかそうか（笑）。

ＧＭ：大量のジャームと、どこかの廃墟で戦ってる夢ですね。状況は絶望的。

勇：だが、ここで退しりぞいたら俺おれたちは！　……何なんだろう？　適てき当とうに言ってるけど。

ＧＭ：敵、すなわちファルスハーツによって追い詰められ、善戦むなしくひとりまたひとりと倒れていく、そんな場面でございます。

勇：なるほど分かった。だいたい想像どおりだ。

ＧＭ：じゃあ仲間のひとりが傷きずついてて、「俺はもう動けない。お前だけでも撤てつ退たいしろ！」

勇：そんなことができる訳わけがないだろう。僕ぼくは最後のひとりになっても戦う。お前たちこそ逃にげろ！

ＧＭ：「馬ば鹿か野や郎ろう！　もみじはどうするんだ!?」と言われる。

勇：もみじさん!?　もみじさんがどうした!?　ってこれは僕の夢か。ＧＭ、夢の中の僕はそれにどう対応するんだ？

ＧＭ：は、ナチュラルに大事に思っている恋人であり、仲間だ、と考えていると思って下さい。

勇：よし、僕の時代が来た！（笑）

以蔵：……か、勝手な夢見やがって……。もみじは毎晩夢の中で俺に愛していると言ってるのに……！

モルガン：おぬしそれは完全に同レベルじゃ（笑）。

勇：（感情を必死に押し殺すような声になって）もみじは……もみじなら分かってくれる！　あの子は、そういう子だから！　でもここで僕が逃げないと話にならないなー（笑）。

シャル：じゃあ考えた。仲間のひとり……ＰＣ③あたりの女の子が、キミを脱だつ出しゆつポッドか何かに押し込こむ。実はキミを慕したってるんだがこう、口に出せないタイプの。

勇：なるほど！　僕はモテだからな！　な、何をするんだ!?　と狼ろう狽ばい。

以蔵：その名もなきヒロインはポッドのガラス越ごしに……大好き。とか（笑）。

ＧＭ：あれですね。唇くちびるの動きだけで表ひよう現げんされる。（……もみじさんに、よろしくね？　仲良くしてあげてね？）

勇：背せ中なかを見たら、破は片へんとかがものすごく刺ささってて（笑）。

以蔵：ああ……馬鹿だなあたし。とか言いながら微笑ほほえんで死んでいきます（笑）。泣ける！

ＧＭ：では、脱出ポッドがどこかに流れ着いたのでしょう。古めかしい石いし造づくりの地下水道で、あなたは目を覚まします。

勇：じゃあ力を失った僕の血が、今まで固定化していた剣の形を失ってバシャーン！　と床ゆかに落ちるんだよ（笑）。みんな……みんな死んでしまった……。

ＧＭ：すると、鋼こう鉄てつのドアが開いて、もみじが入ってくる。

以蔵：うお！　本当にもみじなのか！

ＧＭ：はい。制服にアサルトライフルを持ち、傷ついた姿すがたで、「ファルスハーツの特とく殊しゆ部隊がここまで来てるわ、ブラストハンド！　あなただけでも逃げて！」

勇：き、君までそんなことを言うのか！　みんな……みんなそう言って死んでいった……。

ＧＭ：「……なら……なおさらあなただけは……」と言って、もみじはずる、と壁かべに崩くずれ落ちます。壁に、彼女の血で赤い帯が塗ぬり込まれる。「……ブラストハンド。ねえ。覚えてる？　たった半年前まで、私たち、普ふ通つうの高校生だったのに」

勇：もみじ！　もみじ！

ＧＭ：彼女は、「……こんな力……オーヴァードの力さえなかったら……平和に暮くらせたのに……ね……このままずっと……平和に大人になれたらよかったのにね」

勇：馬鹿だな……すぐにまた、あんな風に暮らせる日が来るさ……。

ＧＭ：「でも、あたしはもう……」と彼女はだんだんと倒たおれていく。

勇：もみじ！　大だい丈じよう夫ぶ、傷は浅い……このぐらい、僕のエフェクトで……！

ＧＭ：だがその手は届とどかない。どれほど手を伸ばしても、距離がどんどん離れていく。




「せめて……あなただけでも、幸せに……」

「もみじ、もみじ！」

　泥どろ沼ぬまのような夢の中、勇は必死に手を伸のばす。

　手を伸ばす。

　手を伸ばす。

　けれどその手は決して彼女には届かない。

　そしてまた、夢から覚める。




ＧＭ：と、そんな案配で。

勇：で、隣となりに寝ねてるエルキュールが……。

勇と以蔵：（同時に）どうしたの？（優やさしく問いかける声で）

モルガン：それはエルキュールでももみじでもない！　以蔵じゃ！

以蔵：だいたいエルたんは俺の隣で寝息立ててるってのな！

勇：（真しん剣けんな顔で）それはないな。なぜなら僕の隣に今いるからだ。

以蔵：ありえねえよ！　俺を慕したってこのアパートに来たんだっつうの！

勇：……フッ。冗じよう談だんも休み休み言いたまえ。

ＧＭ：……総合すると、エルキュールの所にお互たがいが忍しのび込んだんではなかろーか（一同爆笑）。

シャル：で、実は、エルキュールは寝苦しくなって外で寝てて、エルキュールの部屋には勇と以蔵しかいない（笑）。

ＧＭ：そうそう。二人がエルキュールの部屋に夜ばいをかけたとすればすべてに納得が。

勇：暗いから、あ、エルさんいるな？　って気づかず近ちか寄よって（笑）。あげくに一いつ瞬しゆん寝入ってさっきの夢を見てた。

以蔵：そこにやってきた俺。（手を伸ばすジェスチャー）エルさん案外ごついんだな（一同爆笑）。

勇：（手を伸ばすジェスチャー）エルさん案外毛深いんだね（一同爆笑）。

以蔵：互いに気づかずに（笑）。

勇：エルさんまるで男の子みたいな腕うでだ。セクシーだよ（笑）。

以蔵：おお、セクシー（笑）。

勇：エルさん引き締しまってる……あ、エルさんそんなところまで！（笑）

以蔵：夏の夜は長い、僕らのセクシータイムはこれからだ（笑）。

ＧＭ：で、同時に真相に気がつく（笑）。

勇と以蔵：な、なんだこれは？　アァ──────────ッッッッ!!（一同爆笑）







エフェクト周りは演出で　ゲーム的効果、たとえば侵蝕率の増大などを処理しない、という意味。実際に過去や回想のシーンでエフェクトをどう処理するかは、ＧＭが決定する。

アサルトライフル　連射機能のついたライフル。現代の軍用ライフルは基本的にこれ。











◆Opening 02◆夜空を見上げて


Scene Player ─── シャル






「アアアーッッッ！」

　絹きぬを……いや、ぞうきんを引き裂さくような悲鳴が夜空に響ひびき渡わたった。

　日本の蒸むし暑さに耐たえかねて、タンクトップ姿すがたで自室の窓まどから星空を見上げていたシャルは、それが以蔵と勇のものであることに気づき、無む視しすることに決めた。

　ふと、横を見ると何の因いん果がか住み着いた仇きゆう敵てき、エルキュールがパジャマ姿で物もの干ほし台にしがみついて荒あらい息をついている。

　無視するのもかわいそうになって、シャルは声をかけることにした。




ＧＭ：というわけで、シャルのシーンです（笑）。さっきとほぼ同時、あなたが逃にげてきたエルキュールと会話するシーン。

シャル：うるさいなぁ……まあいつものことですが。一いち応おう同どう性せいのよしみで心配はしておきます。無事か、エルキュール？

ＧＭ：するとエルキュールがげっそりした顔で、「ひどい目にあった。あの少年たちに悪意はないのだろうが、いささか野放図過すぎる気がする。ノーブルではないな」

シャル：貴き族ぞくとか平民とかいう問題ではないと思うんだが……まあ、よかろう。

ＧＭ：「そういえば」とエルキュールは物干し台に身をもたれさせて言う。「気になっていることがある」

勇：（小声で）僕のことだよ（笑）。

以蔵：（小声で）ばっか、俺だっつうの（笑）。

ＧＭ：「特とく異い点てんのことだ」エルキュールは少しまじめな顔になって言う。

シャル：ふむ。こちらもまじめな顔で聞きましょう。

ＧＭ：「なぜ、勇少年はこのアパートに現あらわれたのか」

シャル：観かん測そく者しやであるもみじ嬢が近くにいたから？

ＧＭ：「それなら、同じようにシャンカラがここに現れてもよかったはずだ。もしかして以蔵は、まだ何らかの形で特異点に関係しているのではないだろうか？」エルキュールはそういって、金きん髪ぱつの先をもてあそぶ。

シャル：考えにくいのではないか？　彼はあの時、自分の手で自分の特異点を消しよう滅めつさせた。君は勇が以蔵に引き寄よせられたとでも言うつもりか？

ＧＭ：「そう考えられるのではないか、思っているだけだ。少なくとも、セオドアは以蔵のデータを元に、特異点の再生を行おうとしたのだし」エルキュールも考え込んでいる顔ですね。

シャル：なるほど。興きよう味み深ぶかい仮か定ていだが、勇の正体がわからない限かぎりは何とも言えないな。彼とシャンカラが別人であった以上、推すい論ろんを最初からやり直さねばならない。……ところで、君はいつになったら本国に帰るんだ？

ＧＭ：「少なくとも、この件けんが終わるまで貴き族ぞくの責せき務むを果たさなければなるまい。ルカーン財ざい団だんの始めてしまったことだ、私が責せき任にんを取らねばならないだろう。フランスなりクロドヴァなりに戻もどるのはその後だ」

モルガン：責任感だけはあるんじゃよな、こやつ。

シャル：まあ、無む能のうな味方は有能な敵よりやっかいという言葉が浮うかんだが、そこはよしとしましょう（笑）。とにかく、まずはあの少年を調べよう、そこからだ。彼の特異点が今の我われ々われにとって一番のイレギュラーなのだから。

ＧＭ：「そうだな、すべての鍵かぎはそこにある。そして……頼たのみがあるシャル」真しん剣けんな顔でエルキュールはあなたを見つめる。

シャル：な、なんか嫌いやな予感がしつつ（笑）。何か？

ＧＭ：「部屋に泊とめてくれ」

シャル：……な、何故なぜ？（笑）

ＧＭ：「えらいことになってるんだ。詳くわしいことは話さないが」こう、目を背そむけて。

シャル：とりあえず、すごい微び妙みような顔をしつつ。大体君は金があるんだろう、なんでこんなところに部屋を取ったんだ？

ＧＭ：「君と同じだ。ここが一番、あの事件の核かく心しんに近い」こう、嫌いやな音を立てる物干し台にもたれて。

シャル：気をつけろよ。その物干し台、マーヤが使ってたから重みで大分傷いたんでる。……私は君ほど金を持っているわけではないんだが……。

モルガン：これで金がなくなったらどうするんじゃろう、エルキュール（笑）。

ＧＭ：何も残らないんじゃないすかね（笑）。

シャル：じゃあ、君の好きにしろ、と言ってとりあえず会話を打ち切ります。

ＧＭ：では、そのへんでシーンを切りましょう。




「まったく……」

　危なっかしい足取りで壊れかかった物干し台から降りるエルキュールを見て、シャルはやれやれ、とかぶりを振った。







◆Opening 03◆女王の苦く悩のう


Scene Player ─── モルガン






　翌よく朝あさ。モルガンは眠ねむれぬ夜を過すごしていた。

　ソフィアの作ってくれたドラゴン＆女の子兼けん用よう布ぶ団とんからはい出すと、紅あかくなった目をごしごしこすりながら、朝日を見つめてため息をつく。




ＧＭ：次はモルガンのシーンです（笑）。ええと、朝のシーンですね。

モルガン：じゃああれだ。自分の部屋なんで、いつもならネットＲＰＧをざーっとやってるんだけど……なんだよ？（加納を見て）

勇：（三田さんの顔にストライク一巻かんの表紙を当てて）いや、この絵をずっと出しておけば俺たちのモチベーションがあがるな、と。

モルガン：最悪だ！　俺の顔を見たくないというのか！（笑）ええと、普ふ段だんだったらずっとネットＲＰＧしてるんだけど、パソコンには延えん々えんタイトルだけが流れており、触ふれてもいなくてぼーっとしている。あ、《擬ぎ態たいの仮か面めん》使ってるよ。

ＧＭ：ではそうしているとメッセンジャーが点てん灯とうします。ソフィアからですね。

モルガン：ああ、どうかしたか？　とややたどたどしい手つきで。

ＧＭ：すると彼女がモニターに出て。「イーターの反はん応のうを確かく認にんしました。以蔵さんのすぐ近くです」こう、取るものもとりあえずメッセージを飛ばしてきた感じ。「シャルに連絡をつけるより先に、モルガンさんの意見が聞きたくて」

モルガン：イーター？　ああ、カルキめの眷属か。

以蔵：お、久ひさ々びさに出てきたな、イーター。

モルガン：それがどうかしたか？　わらわは特とく異い点てんのことで忙いそがしいんじゃ。

ＧＭ：「モルガン……さん」と、一応あなたの異変に気づきつつも、気づかないふりをして。「イーターの反応が出現したと同時に、この世界を構成する量子そのものが崩壊の予兆を見せています」

モルガン：……すると、どうなるというんじゃ？

ＧＭ：「私たちの世界は、量子というあやふやな存在によって織りなされた、夢のようなものです。その夢が、溶けかかっているんです」

モルガン：分かりやすく言えば、世界が消滅するということかの？

ＧＭ：「はい。……おそらく、特異点の力だと思います。特異点の力は確率を操るもの。その力があれば、世界を崩壊させることも、書き換えることも……」

以蔵：ス、ストップだソフィア！　ええと、さっぱり分からん！（笑）登場してないが、心のテレパシーでかいつまんだ解説を頼む！（笑）

モルガン：……詳しく説明してくれんか。それくらいの時はあろう、と暗い顔でタッチタイピング（笑）。




　ソフィアがかいつまんで説明した内容をまとめるとこうなる。

　この世界を構成している原子は、さらにつきつめると量子という単位に分解できる。

　この量子は、確率的な存在、不確定でゆらぎのある存在だ。観測者が観測するたびに、そのゆらぎが確定して、形を取るのだ。

　たとえば、モルガンの使っているパソコンは、量子がその形を取っているだけで、確率的には（宇宙が何百回滅亡と誕生を繰り返しても一回起きるか起きないかだろうが）、ある朝セントバーナードになっている可能性だってあるのだ。

〝特異点〟が可能性を操る力である以上、最終的には世界を存在させている〝可能性〟そのものを改変できたとしても、おかしくはない。




以蔵：分かったような分からんような（笑）。

勇：要するにこういうことだろ？　世界が滅びる確率は、一無量大数面ダイスを振って１が出る確率だとする。ところが特異点パワーで、ダイスが10面ダイスに変えられた。

ＧＭ：そうそう。で、毎シーンダイスを振るので、だいたい10シーンもすれば滅んでいてもおかしくない、と。ルール的にそういう処理をするわけじゃないけど、そういうイメージ。

以蔵：……え、えらいことじゃないか、それ？（笑）

シャル：だから前回、世界中から君が狙われていたんだ（笑）。

モルガン：……なるほどな。じゃが、それが約束の王の意思ならば……。

ＧＭ：「以蔵さんはそんなこと決して望んではいません！」ばんばん。さすがに興奮するソフィア。

モルガン：おぬしはそう言うじゃろうな。……確かに、ここで遊んでおってもどうにもならん。見極めるとしよう。新しい王が誰なのか、を。

ＧＭ：分かりました、それでシーンが切れます。

モルガン：（さびしげに）やっぱりデータ的に一番強い奴やつがわらわの約束の王、なのじゃろうか……。

シャル：格かつ好こいい声で言う内ない容ようがそれか！（笑）







◆Opening 04◆過ぎ去りゆく〝日常〟


Scene Player ─── 以蔵






　あの戦いから、しばらくの時が流れた。

　ここしばらくはＵＧＮからの依い頼らいもなく、以蔵にとっては平和な日々が続いている。




ＧＭ：というわけで以蔵のシーンっすよ。

以蔵：さあ、次は俺の横でもみじが寝ね息いきを立ててる保健室だろ？（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：まあ、そこに至る過程から入りますよ。そうですね、午前中の授業が半分終わって、化学の授業かなんかの準備をしているシーンで。

勇：よし、僕は先生のところにプリント取りに行ってるんでいないことにしてくれ（笑）。侵蝕率上げたくないんだ（笑）。

ＧＭ：いいですとも。そのほうがスムーズだ。

以蔵：じゃあ俺は、さっそくいたずらに使おうと思って金属ナトリウムの瓶に手を伸ばしたりしてる（笑）。

ＧＭ：何にするんですかそんなもん。

以蔵：池に投げ込むと派手に爆発して面白いって話だよ（笑）。




　よい子は真似してはいけません。




ＧＭ：すると、いつもなら間髪入れずに飛んでくるもみじの鉄拳が今日は飛んできません。

以蔵：よし、化学反応が進まないように空き瓶にしまって……あれ？　もみじぃん？　いつもの愛情表現はどうしたんだい？

ＧＭ：じゃあ、フラスコを運んでたもみじがふらっ、と糸の切れた操り人形みたいに倒れます。

シャル：うわ、やばい倒れ方だ。

以蔵：おおおっ!?　それは大あわてで支えるぜ。

ＧＭ：では間一髪間に合いまして。あなたの腕の中で、熱で真っ赤な顔をしたもみじは、「ごめん……以蔵。ちょっと……熱があるみたい。保健室、連れて行ってくれるかな？」と言います。

以蔵：来た！　俺の時代だ！（一同爆笑）返事をするより早く、保健室へと走るぜ！





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では保健室にやって参りました。保健室は教室のある棟から離れた建物にあると思いねえ。

以蔵：ガラガラ。先生、急病人です！　先生は出て行って下さい！　保健室の鍵かぎ、かちゃり（笑）。というわけだ。

シャル：お前は一体何をするつもりなんだ！（一同爆笑）

勇：シーンプレイヤーだと思って好きなことを言ってるなあ。まあいい、このシーンは君に譲ゆずろう。……侵しん蝕しよく率りつ厳きびしいしな。

以蔵：枕まくら元もとでずっと見てるよ。

ＧＭ：じゃあもみじは突つっ込む気力もなく、「ごめんね、面めん倒どうかけて」

以蔵：うんうん。

ＧＭ：「最近。ふたりで話してなかったね」こう、熱っぽく潤うるんだ目で。

以蔵：うん。……ふたりきりになれたね。

ＧＭ：いつもならそこで殴なぐりかかってきますが殴りかかってこず、「そうだね。勇くんが来てから……だね」

以蔵：……そうだね（笑）。ふたりきりになれたね。

勇：今の間は何（笑）。

以蔵：勇の話をするな的オーラ（笑）。

ＧＭ：「だ、だって話をしないと伏ふく線せんが張はれないじゃない」（一同爆笑）

勇：ＧＭも落ち着け！（笑）もうメタはいいんだっつうの！（笑）

ＧＭ：ご、ごめん（笑）。天さんの迫力に負けて言わずにはおれなかった（笑）。「ねえ、以蔵？　前から聞きたかったんだけど……」こう、ちょっとシリアスな声こわ音ねで。

以蔵：なんだい？　カーテン閉しめる。しゃっ。いや、日光がまぶしいだろ？

ＧＭ：ため息。「なんか、ときどきみんなであたしに隠かくし事してない？」

以蔵：……俺が知ることはいつも話している通りだが。別に何も隠してなんかいないぜ？

勇：あはははは、ホントだ（笑）。

以蔵：うん、日夜俺はヒーローとしてお前たちの日にち常じようを守っているわけだ。

ＧＭ：じとー。「いや、だからそれが何か隠してんじゃないかと」（笑）

以蔵：難むずかしいこと言うなぁ……（笑）。

ＧＭ：「だって！　何かおかしな事があるのかってあんたに問いつめたら、地球を守ったとか俺はヒーローだとか言うじゃないの！」（笑）

以蔵：うん、だから別に隠してはいないぞ？

ＧＭ：もみじは「はぁ……」とため息をついて。「まあいいや。でも、時々ね……」

以蔵：うん？

ＧＭ：「以蔵は、なんかあたしからすごく遠い気がするの」

以蔵：……うん、俺もなんか二巻かんが始まって、君がすごく遠く思えるようになったよ。昔は俺のシナリオロイスだったのに……。

シャル：メタなこと言うなよ！（笑）

ＧＭ：今回もシナリオロイスだよ！（笑）「なんだかね、すごく嫌いやな予感がするの。以蔵が、あたしの前から永えい遠えんにいなくなっちゃうような……」

勇：やった！　死にフラグだーっ！（笑）

以蔵：永遠にいなくなる？　それはあいつさ（一同爆笑）。

ＧＭ：もみじはなんだかなぁ、という顔をして。「それって、勇くんにやきもち？」

以蔵：ん……やきもち？　やきもちなんだな!?




　すごい勢いで、うれしそうにもみじに寄り添う以蔵。

（プレイヤーも実際にＧＭににじりよっていた）




以蔵：え、何？　じゃあお前、やきもち焼かれると嬉うれしいわけ？（笑）嬉しいならやきもち焼いちゃうけど？

ＧＭ：「そんなわけないでしょ！」こう、顔を真っ赤にして。

以蔵：やきもち焼いたの？　って聞くってことは、妬やいて欲ほしいってことの裏うら返がえしでしょ？

ＧＭ：「違ちがうわよ！」と言ってもみじは布ふ団とんを被かぶります。

以蔵：ん、恥はずかしがってるの？　照れてるの？　手をとって、自分の頰ほおに当てる（笑）。

ＧＭ：いかん、もみじが弱ってると以蔵がつけあがる！（一同爆笑）前言撤てつ回かいだ。勇、登場してくれ。この場をなんとか収しゆう拾しゆうつけんと、怪かい事じ件けんどころではない（笑）。

勇：分かった！　もみじさんの貞てい操そうのためだ、侵蝕率はやむを得まい！　大変だ以蔵くん！　と言って、ドアを蹴け破やぶって入ってくる。

以蔵：大変なのはお前だ！　これから俺ともみじが大変なことになろうというのに！　で、何？

ＧＭ：では、勇が入ってきたのとまさに同じ時、落雷の音にも似た轟音が校庭に響き渡ります。そして、ちょうど以蔵がいなくなった頃から、空の色が不気味な赤紫色に変じております。

勇：なるほど、僕はそれを伝えに来たわけですね。

ＧＭ：そうそう。そう思ってくれい。

勇：分かりました。こんな現象は、オーヴァード関係でしょうからね。

ＧＭ：「あ、久坂くん……何か、あったの？」しらふに戻もどってそっちを見るもみじ。

勇：（さわやかに）熱はないみたいですね。

ＧＭ：「熱があるんだってば！」（笑）

勇：あ、熱はあるんだった！（笑）

シャル：落ち着け！（笑）

モルガン：おぬし、慌あわてると完全に以蔵といっしょになるな（笑）。

勇：あれーっ!?（笑）

以蔵：どうやらあいつは自じ滅めつするタチらしいな（笑）。

勇：気を取り直して。それより空を見ろ以蔵くん！　学校に何かおかしな事が起きてる！　もみじさんを避ひ難なんさせるのも考えたが、まずは様子を見ないと判はん断だんできない！

以蔵：よっしゃ分かった！　もみじ、ちょっと待ってろ！　と言って、校庭に勇と駆かけ出す。




　この時。

　背はい後ごで閉とじられた保ほ健けん室しつの扉とびらが、果てしなく遠くなることを、まだふたりは知らない。




ＧＭ：校庭の中央には、まるで渦うず巻まきのような空間の歪みが生じています。

以蔵：空間の歪み……？

モルガン：あれか。カルキが出てきた時と同じような。ソフィアの言ったとおりじゃな。

ＧＭ：そうですね。ほぼ同じ雰ふん囲い気きであります。

シャル：やっかいだな。動きが速い。

ＧＭ：そして、その中央から、キュラキュラキュラ、と履り帯たいの音も高らかに、巨きよ大だいな大たい砲ほうを積んだ鋼鉄の戦車が出現いたします。その主砲が火を噴いたところで、このシーンはひとまずおしまいですよ。

一同：何ィ──────ッ!?




　それは、時の彼方から現れた鋼鉄の塊だった。

　鈍く、重く、遅く、油と血の匂いにまみれ、小山ほどある巨体が動くだけで、石畳が砕け、大地が鳴動する。

　その切り立った断崖のごとき側面には、かつて欧州を血と嵐で席巻したのろわしきハーケンクロイツ、鉤十字が大きく描かれているではないか。

　かつて第二次大戦において最強と呼ばれた重戦車、ティーガーⅠ。それが今、二十一世紀の日本において牙を剝こうとしていた！




ＧＭ：休きゆう憩けい取ったらミドルに入りますかね。ん、どうしたんすか天さん、神しん妙みような顔をして。

以蔵：（真顔で）小太刀くん。俺は今重大な事実に気がついた。

ＧＭ：なんでしょう天さん。

以蔵：なんで夏のシナリオなのに、このシナリオの舞台は海じゃないんだ！（肉にく薄はくする）

勇：それだ小太刀！　今から海に行こう！

ＧＭ：どうやって！（笑）もう学校を舞台に怪かい事じ件けんが勃ぼつ発ぱつしとるよ！（笑）

勇：そんなもんレネゲイドの力でなんとかしろ！　学校が空を飛んで海に落下したので泳ごう、でも、突とつ然ぜん異次元の力で海水浴場にテレポートしたでもいいだろ！（笑）

以蔵：それだ！　みんなアダルトな水着を着ればいい！

[image: ]

勇：是ぜ非ひ石いし田だヒロユキ先生に描いてもらおう！　それも水着シーンじゃなくて更こう衣い室しつ！（笑）

以蔵：そう、これは読者サービスなどというチンケなものではない！　俺たちが見たいから海に行くべきだ！（一同爆ばく笑しよう）

勇：なんでこんなに女キャラがいるのに、シャワーシーンのひとつもないのか！（笑）

以蔵：ないのか！（笑）

ＧＭ：お前がシャワーに入ればいいだろ！（笑）

勇：俺がシャワーに入っても面おも白しろくもなんともないでしょ!?　それとも何か、実は女だという新しん設せつ定ていでも生えたでゴワスか!?（笑）

ＧＭ：ええ、ちょっとお茶買って来ますんで、次はモルガンのシーンで（笑）。

シャル：……さらっと流して去った……（笑）。







ハーケンクロイツ　いわずと知れたナチスのシンボルマーク。

ティーガーⅠ　Panzerkampfwagen VI "Tiger" Ausf. E。一九四二年から一九四五年までドイツ軍が使用したⅥ号戦車の愛称である。強力な[image: ]㎝砲と[image: ]㎜にもおよぶ重装甲で連合軍将兵に恐れられた。











　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆消えゆく世界の淵で


Scene Player ─── モルガン






　イーターの到とう来らい。消えつつあるというこの世界。

　それらについて語るため、モルガンは体育館の屋上にシャルを呼び出していた。




ＧＭ：というわけで、モルガンとシャルが異い変へんを目もく撃げきするシーンですよ。場所は体育館の屋上としましょう。モルガンが以蔵監視のために呼び出した、ということで。

モルガン：うむ。ソフィアの警告によるなら、以蔵の周囲に異変が起きると見て間違いなさそうだからの。

シャル：わかりました。

ＧＭ：時間的には、以蔵のシーンのちょっと前になります。したがって以蔵と勇は登場不ふ可かで。

モルガン：……すまんのう、呼よび出して。ソフィアから、以蔵の周囲にイーターが出しゆつ現げんするという警けい告こくがあってな。

シャル：……イーターですか。まだあれが介かい在ざいしていたとは。しかも、勇ではなく以蔵？

モルガン：……その上、この世界そのものが消滅するかもしれんという。

シャル：バカな……と言いたいところですが、お嬢さまの言うことなら、無視はできませんね。

ＧＭ：そのような会話を学園を見下ろしながらしておりますとですね、あなたがたはある不思議な事実に気がつきます。




「ん？」

　シャルのとぎすまされた傭よう兵へいとしての何かが、異変を感じ取った。

　購こう買ばい部ぶにパンを運ぶ業者の車が、ゆっくりと通用門から学内に入ってくる。

　が、敷しき地ちに入ろうとしたその刹せつ那なミラー反転処しよ理りでもかけられたかのように、向きが一八〇度反転して、車は外へと向かっていく。それに対して、車自身は気にした風もない。

　まるで「学校に入った」という事実だけが抹まつ消しようされてしまったかのように。




以蔵：あ───。あの断だん面めんは気持ち悪いことになってそうだな（笑）。

勇：他にもっと言うことがあるだろ！（笑）

モルガン：空間的に閉じこめられた、ということかの。

シャル：敵の動きのほうが早かったか！

ＧＭ：あたりの鳥や雲についても同じ。そして、学校内の空だけが、紫むらさき色いろに染そまっていきます。外の人々はそれに気づいてもいない様子。

シャル：……まずいな。ためらわず体育館から飛とび降おりて、学校の外に出られないか試ためしてみるよ。

ＧＭ：ではそのようにいたしますと、そっくり同じベクトルで、学校内に着地してしまいます。

シャル：通信は？　携けい帯たいと軍用無線機と両方試してみるよ。

ＧＭ：どっちもノイズでいっぱいですね。

シャル：完全に陸の孤こ島とうか……。

モルガン：のう、シャルよ。わらわはこれに覚えがあるぞ？

シャル：一いち応おう聞きましょう。と言いながら、すでに武ぶ器きを取り出しています。

モルガン：……《ＡＤワーディング》。

シャル：やはりそれですか。イーター、特異点、以蔵と勇。役者は揃ったということですね。この世界が消えるというお嬢さまの予測も、こうなると真実味を帯びてきました。

モルガン：……わらわは、少しだけそれでもよいかと思う瞬しゆん間かんがあるよ。

シャル：（ちょっと目を見開いて）……あなたらしくもないな、竜の女王。

モルガン：そうなれば、悩なやまずともよかろう。

シャル：あなたがそれではこの先困こまりますよ。……と言ったところでさっきの戦車が出てくるという演えん出しゆつがあると嬉うれしいんだが。

ＧＭ：ではそうしましょう。どん！　と音がして、次に空間がぎにぃぃぃんと歪ゆがんで、校庭の中心、そして学校のいくつかの箇か所しよに、空間の歪みが出しゆつ現げんします。以蔵たちが目もく撃げきしたのと同じものですね。

シャル：ああ、空間の歪みはひとつじゃないのね。

ＧＭ：そして校庭に開いた歪みから、巨きよ大だいな……シャルから見るとえらくクラシックな、ハーケンクロイツのついた戦車が出てきます。

シャル：なんだあのアナクロな戦車は!?

モルガン：ハーケンクロイツ？　ウィアードエイジか!?

シャル：名前知ってんのかおい（笑）。

ＧＭ：ちょっとまて、あれ固こ有ゆう名めい詞しだったのか!?（笑）

モルガン：いやいやほらほら、モルガン的にウィアードエイジと呼よんでいる、ぐらいの感じで（笑）。

シャル：他のゲートから出現したのもナチス？　戦せん闘とう機きとか出てくる？

ＧＭ：他の穴あなはこの位置からではちょっと確かく認にんできません。そして、その間にも戦車の大たい砲ほうが中央校こう舎しやの時と計けい塔とうを吹ふっ飛ばします。

以蔵：うおおおお！　えらいことになってきたな。

シャル：まずい！　生徒や教きよう師したちは!?

ＧＭ：わらわらと物見高い連中が窓まどやドアから顔を出して、「きゃーっ！」とパニックに陥いっております。

シャル：なるほどね。しかし、世界滅亡の先触れがナチスとは。

モルガン：シャル、以前もあったぞ。都合の良い現げん象しようのためにジャーム化が起きたことが。

シャル：反動、とでもいうようなものですか。世界滅亡が目的なのか、次元の歪みを生み出すのが目的なのかはわかりませんが……。

勇：俺おれがモテたことが。

モルガン：そう、お前がモテたせいでジャームが生まれた（笑）。

勇：俺がモテたことで……。

以蔵：ナチスがやってきた（笑）。

モルガン：ともかく、このままでは一いつ般ぱん人じんを守れぬ！　パニックになるまえに、我わが結界を！　というわけで《ワーディング》。

ＧＭ：効果はありません。モルガンが先ほど類推したとおり、《ＡＤワーディング》であります。

モルガン：うう、80％超えてたら《異い世せ界かいの因いん子し》でコピーしてやるんじゃがー。

ＧＭ：それじゃ完かん璧ぺきにイーターだよ！（笑）

シャル：さしあたっては、以蔵と勇に合流しましょう。戦車への対たい応おうはそれからです。

モルガン：そうじゃな。ただ出しゆつ現げんした敵てきを殴なぐれば終わる、という話ではなさそうじゃ。この一いつ件けん、奥おくが深いと見たぞ。

シャル：ええ。何が目的かは分かりませんが、あの二人が関かかわっていることは間ま違ちがいないでしょう。

モルガン：分かった。では以蔵と勇の救出を優ゆう先せんしよう。




　学校を包んだ空は、ひどく気味悪く、人を不安にさせる色をしていた。

「世界の終わりの色か」

　とつぶやいて、シャルはかぶりを振ってその考えを打ち消した。

　傭兵が口にするには、あまりにも非現実的すぎる。

　ここは戦場で、それ以上のことは重要ではない。







《ＡＤワーディング》　謎の知性体〝イーター〟だけが展開できる特殊なワーディング。通常のワーディングよりも強力な、あるいは異常な効果を発揮する。











◆Middle 02◆ぼくたちの異い次じ元げん戦争


Scene Player ─── 以蔵






「と、時計塔が吹ふっ飛んだ!?」

　突とつ然ぜん出現したナチスの戦車。さらに空間の歪みからは、ガスマスクをつけ、漆しつ黒こくの軍服を身にまとった武装親しん衛えい隊たいが次々とわき出してくる。

　さすがに非ひ常じよう識しきな事じ態たいに慣なれた以蔵と勇も、これには度ど肝ぎもを抜ぬかれた。




勇：な、なんだあれは！　さすがにたまげる。

以蔵：落ち着け！　こうだ！　傾注アハトウンク！　ザッザッザッザ。右手を四五度で掲かかげて、大おお股またで歩く。こうすればナチスに撃うたれない！　マジックで鼻の下にちょび髭ひげを描けば完璧だ！

シャル：それはただのチャップリンだ！（笑）

勇：まあ、どうせ映えい画がの撮さつ影えいだよ（一同爆ばく笑しよう）。

以蔵：お前いいこと言った！　映画の撮影か！　すごくいい！（笑）じゃあＧＭ。

ＧＭ：は、なんでしょう？

以蔵：こんなところにナチスがやってくるわけがないので、映画の撮影かなぁ？　って感じで俺はのそりと窓から出て、のこのこ近づいていく（笑）。

勇：おい待ちなさい以蔵くん。危あぶない危ない。まあ映画だろうけどさ、あのトラクター改かい造ぞうした戦車にひかれたら大変だよ。しかし大がかりなセットだなぁ……。

シャル：やっぱりこのふたり同レベルだ！（笑）

以蔵：で、すげえ撮影だなあ、ハリウッドにも負けてないぜ……とか言いながらそっちに歩いていくよ。

ＧＭ：ではのこのこ校庭に出てきたふたりめがけて、兵隊のひとりがロケットランチャーを撃うってまいります（笑）。

以蔵：ひゅるるるるるるる……。

勇：花火とかですよ、きっと。うちの映研もこってますね。

以蔵：お────……飛んでくるんだよね？　やばそうなことに気づいていいよね？（笑）

ＧＭ：ええ（笑）。つうか気づかないわけないでしょう（笑）。

以蔵：す、すごいナチスだ……ベリーナチス……。

勇：バカなこと言ってないで伏ふせろ───！

ＧＭ：では、吹っ飛ばされてクレーターができるわけですよ。そして、そのもうもうたる土つち煙けむりの中にサングラス姿すがたの男が立っております。

[image: ]

モルガン：……シャンカラ！

ＧＭ：ご名答ですモルガン。「……お前らはまるで馬ば鹿かだな」

勇：……フッ。まんまと僕ぼくたちの演えん技ぎにおびき出されましたね？（笑）

ＧＭ：何がだよ！（笑）

シャル：すごい煤すすだらけの格かつ好こうでね（笑）。

ＧＭ：ではシャンカラはそのへんを流して。「勇、それに以蔵。俺たちの望みを叶かなえる時が来た」

勇と以蔵：もわもわもわ[image: ][image: ]……本当か!?（一同爆笑）

シャル：何も言ってないだろう今の！（笑）

以蔵：がばっ、と倒たおれていた地面からはい上がって、シャンカラのところへ走る。いや、俺はお前を誤解してたよ！　そうだよな、男の夢はハーレムだよな！

勇：待ちたまえ。待ちたまえ！　……君だけに抜け駆がけはさせない（笑）。そういう望みは僕にこそ受ける権けん利りがある！（笑）

以蔵：じゃあ、共に行こうじゃないか。まず話を聞こう！　肩かたを組んで。

勇：そうしよう！

以蔵：俺たちの明日のために！

勇と以蔵：さあ、話を聞こう！

ＧＭ：シャンカラは冷笑を浮うかべて、あなたがたの発言を聞き流し「世界は破は壊かいの後に再さい生せいされることになる」と言うよ。

以蔵：そんなことはどうでもいい！（笑）

勇：僕たちは別に破壊を望んじゃいない。

ＧＭ：「このかりそめの日にち常じようはもうすぐ終わる」そう口にするシャンカラの表ひよう情じようはサングラスに隠かくれて読めない。

以蔵：うん、そしてどんなドリームワールドがやってくるんだ？

勇：そう！　その理想を教えろ！　それによっては協力してやらなくもないぞ！

モルガン：わらわはシャンカラに使われたほうがいいんじゃないかなぁ（笑）。

ＧＭ：するとシャンカラは少し思い詰つめた声で、「あの子の望んだ世界がやってくるんだ」と。

勇：あの子？

以蔵：誰だ？　ほわんほわんほわんほわーん。

勇：ほわんほわんほわんほわーん。

勇と以蔵：…………もみじか？

ＧＭ：「さてね」薄うすく口元が笑う。

以蔵：ソフィア？　モルガン？　シャル？　エルたん？　智とも子こ？

シャル：智子って誰!?（笑）

勇：琴坂さん？　愛ちゃん？　恵？　渓？　直美？

以蔵：誰？　誰？　いっぱいいすぎて（笑）。誰の望んだ世界？　いや、誰であっても女が望んだ世界なら構かまわない！

勇：どんな世界だ、具体的なビジョンを教えてくれ、ビジョンを！

ＧＭ：「その時が来ればいずれ分かる。安らかにその時を待つがいい」背せを向けるシャンカラ。

勇：君は思わせぶりなことだけを言って去っていくつもりか？

以蔵：そう、俺たちはおためごかしはいらないんだ！　具体案が欲ほしいんだ！（笑）この手に摑つかめる明日が欲しいんだ！（笑）さあ早く続きを言えよ！

勇：さあ早く続きを言いなさい。僕ともみじさんがいちゃいちゃできる世界はいつ来るんですか？　そして、僕たちの永遠のシャングリラ、ハーレムは？

ＧＭ：「そんな茶番のような日常はもう二度とやってこない」一歩、あなたがたから距きよ離りを取りながら。

勇：なんだって？　……どうやら君とは相あい容いれないようだ。

以蔵：いやいや、話を聞こう。もっと薔薇ばら色いろかもしれない。もみじどころじゃないのかもしれない。

勇：どころ？　もみじさんを侮ぶ辱じよくするのか？　許ゆるさんぞ以蔵くん!?（笑）

以蔵：まあ待てよ。もみじを含ふくむ我われ々われの日常を集合ａとして、その集合ａを含んださらに巨きよ大だいな集合Ａを仮か定ていしよう。つまり女だけの世界だ。

勇：それだ！　なるほど、それは素す晴ばらしい！　このリプレイの趣しゆ旨しにも適かなっている！

ＧＭ：適ってねえよ！（笑）そんなことを言ってるともうシャンカラはいません（爆ばく笑しよう）。

以蔵：いなくなった。おい！　俺たちの夢ゆめはどうなった！　夢はどうなった!?　おい、そこのナチス！　夢はどうなった、おい！（笑）。

勇：鉤かぎ十字なんてつけてないで答えなさい！（笑）

ＧＭ：するてえますと、まずものすごいドイツ語の罵声が返ってきて、次のコマになると、銃じゆう弾だんが飛び交かってそこから逃にげている場面が（笑）。

以蔵：途と中ちゆうで振ふり返ってジークハイル！　って言ってみるけど撃うってくるよね？（笑）

ＧＭ：当たり前だ（笑）。




　この時、校舎に突とつ入にゆうしようとした親衛隊の前にふたりが飛び出したことで、校舎が突とつ破ぱされるのを防ふせぐことに成功したのだが、それはまた別の物語である。




ＧＭ：じゃあ、そこでシャルとモルガンが合流するといいと思います。

モルガン：よし、いいタイミングじゃな。今なら一いつ般ぱん生徒もおらんからドラゴン形けい態たいで現あらわれて、以蔵たちに接せつ近きんする戦車を一輛りよう吹ふっ飛ばすぞ！

シャル：私はモルガンの背中から飛び降おりて歩兵をなぎ払はらいます。

モルガン：たかだかウィアードエイジの戦車風ふ情ぜいが、我らが王の候こう補ほを傷きずつけるつもりか！

ＧＭ：では、蹴け散ちらしたナチスの兵士の体内から、黒い不定形の塊かたまりのようなものが噴ふき出すと、やがて悪あく臭しゆうを放って消えていきます。あとには軍服と銃じゆうだけが残りますね。

シャル：……!?　こいつら！

モルガン：イーター、か！

以蔵：えーと、前回もみじやエルたんにとりついてた宇宙怪かい獣じゆうだな。覚えてる。

ＧＭ：どうやらそのようです。ともあれ、ドラゴンの出現を見て形けい勢せい不利と悟さとったのか、いったんナチスは空間の歪みあたりまで後こう退たいしていきます。

シャル：では、ふたりを見て、無事でなにより、と言っておこう。

モルガン：……おぬしらは一体何をしておるんじゃ？

以蔵：いや、群むらがるナチスをちぎっては投げちぎっては投げ。

モルガン：ちぎっては逃げちぎっては逃げの間ま違ちがいではないのか？（笑）

勇：実はシャンカラが現れたんですよ。

モルガン：シャンカラ、と聞いてから呆然として、しゅるしゅるしゅると《擬態の仮面》。目が呆ぼう然ぜんとしてる。ああ、侵蝕率が……。

勇：大だい丈じよう夫ぶですか、モルガン？

モルガン：シャンカラ……やはり奴が、約束の王？

勇：ええ、何やらこの世界を破は壊かいして新たな世界を作るのだとか言っていました。

以蔵：そうそう、カルキと同じようなことを。

シャル：安っぽいことを……。ですが、この世界を破壊するというのは、お嬢さまのいう世界消滅現象と合致しますね。

モルガン：わらわは小さな胸むねを締しめ付けられるように押おさえてるよ。

勇：なにやら彼が行なうそれが、僕と以蔵くんと彼、シャンカラの共通の望みを叶える手しゆ段だんだと言っていました。それが何かまでは言いませんでしたが。

シャル：（絶ぜつ望ぼう的な顔で）君らの、共通の、夢ぇ？（一同爆笑）

以蔵：それはもう、素晴らしい理想世界になるんじゃないかと思う。

勇：ええ、夢のような世界です。

シャル：（こめかみを押さえて）……まあいい。具体的な話はなかったと、で、彼は？

勇：……逃げました。

以蔵：むしろ、シャルりんとドラ子こそなんでここに？

シャル：お嬢さまによれば、特異点によってこの世界そのものが消滅し始めているというのです。すでに、この学校には出入りができなくなっている。

勇：そこまでの力が、僕の中に眠っているのか！

シャル：この異様な空や空間の歪みは、その予兆ではないだろうかと私はにらんでいる。

以蔵：へー、特異点すげーなー。もっと使っとけばよかった（笑）。

モルガン：おぬしら、ところでもみじはどうした？

勇と以蔵：保ほ健けん室しつで、寝ねている……（笑）。




　なんでそんなところで絶妙にハモるんだ（笑）。




モルガン：放置してどうする！　さっさと安全なところに移うつすのじゃ！

シャル：私たちはナチスをなんとかしましょう。このままだと一いつ般ぱん生徒が危あやうい。

勇：だったら僕もそっちに行きますよ。

モルガン：お？　もみじのところではないのか？

勇：もみじさんを守るだけなら、以蔵くんで十分です。それに……。

シャル：それに？

勇：クラスメートの女子やクラスの男子、それに女おんな教きよう師しの皆みなさんを守るのは僕の使命です！

モルガン：本音はそれか！（笑）

ＧＭ：男だん性せい教師はいいのかよ（笑）。

勇：それについては自助努力を期待したいところです（笑）。

以蔵：よしわかった。クラスメートの人気はお前に任まかせる、だから俺はもみじのところへ！

ＧＭ：では、次のシーンと相成ります。







◆Middle 03◆虚こ空くうの帳とばりのかなたに


Scene Player ─── 以蔵






　響ひびく銃じゆう声せい、とどろく砲ほう弾だん。

　混こん乱らんのちまたとなった学校を、以蔵はひとり保健室目指して駆かけていた。




ＧＭ：では、Ｕターンして保健室前の廊ろう下かまで戻もどってまいりました。

以蔵：どーんどーん。行くぞ～もみじ～（笑）。助けに来たよ～ん（笑）。

ＧＭ：なんですその、どーんどーんってなあ。

以蔵：いや、斧おのでドアを殴なぐってる音。ほ～ら～、もみじ～以蔵が来たよ～（笑）。

勇：なんでホラー映えい画がになってるんだ（笑）。

以蔵：ガシャーン！　ガラガラガラッ！　もみじー、助けに来たぞ！　ザッザッザ。ブラスト！　よし、異い常じようなし！　中に入っていく。

ＧＭ：は。ではあなたは中に入ったつもりでしたが、あなたは廊下にいます。

以蔵：何!?　いつの間に俺がまた廊下!?（笑）

シャル：異常あるじゃねぇか！　ＧＭの発言を確かく認にんせずに飛び込こむからこれだ！（笑）

モルガン：わらわたちが目撃したのと同じ現象じゃな。ふうむ、閉鎖された空間の中でさらに空間がゆがんでおる訳か。

ＧＭ：で、振ふり返るとそこに紫むらさき色いろの空間がうにょ～んと。空を包んでるのと同どう質しつのフィールドみたいですね。

モルガン：わらわの推測通りじゃな。

以蔵：じゃあとりあえず廊下をダッシュして反対側の窓まどから、こっちからなら行けるか!?　とばかりに飛び込んでみるけど。

ＧＭ：すると、飛び込んだのと同じ勢いきおいで、外に落下します。

以蔵：ずざざざざざ。

ＧＭ：で、中にやっぱり紫色のうにょーんとした空間が保健室の内部に展てん開かいされています。

モルガン：まさしく鉄てつ壁ぺきの結界じゃな……。

ＧＭ：そのようなことをやっておりますと、どこかから、「以蔵さん……」とあなたを呼よぶ声がいたします。

以蔵：この声、この声はソフィアだな!?　いや、マーヤか？

ＧＭ：いや、ソフィアです。

以蔵：良子か？

ＧＭ：じゃあ少し怒おこった声で「ソフィアです」

以蔵：とし子か？

勇：ソフィアって言うてるやんけ！（笑）

シャル：……このシーンに登場してたら瞬時に以蔵を殺すんだが……（笑）。

以蔵：美み香かかい？　由香かい？

ＧＭ：「以蔵さん！」（笑）

以蔵：あ、ソフィアだ！　この声はソフィアだね!?（笑）聞き間ま違ちがえようもない、どこにいるんだ？（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：微び妙みように怒った声で「私は今クロドヴァの研究所にいます。あなたに預あずけたペンダントの超ちよう空くう間かん通信機で話しかけているんです！」と。

以蔵：ペンダントなんて持ってたっけ。

シャル：私が前回のミドルでお嬢さまから渡したやつだ。忘れたとは言うまいな。

以蔵：あ、これ通信機だったんだ？　なんか記念的アイテムかと思ってたけど。よかったー、大事に持ってて。

モルガン：今思いっきり思い出しておいて……（笑）。

ＧＭ：「こんなこともあろうかと、ついでに超空間通信をつけておいたんです！」とペンダントごしに。

勇：そんなものつけるなよ（笑）。

シャル：お嬢じようさまの趣しゆ味みにケチをつけることは許ゆるさん（笑）。

ＧＭ：「手短に。現げん在ざい、以蔵さんのいる学校が謎なぞのフィールドに包まれていることが観かん測そくされました。具体的にどうなっているか分かりますか？」と。

以蔵：えーと、学校が紫のうにょうにょした空間に包まれて出られない。あと、保健室がやっぱりそういうのに包まれてる。

ＧＭ：「やっぱりそうですか」と得心した声で。「そして、現在学校を取り巻まいているフィールドはどんどん小さくなっています。そのフィールドが収しゆう束そくしきると、私の計算では前回以蔵さんが死んだときと同じようなエネルギーの放出が起きると考えられます」

モルガン：太たい陽よう系けい爆発？

ＧＭ：太陽系爆発。

シャル：前回もそういう話があったな。特異点を持つ者が死んだ場合、それだけのエネルギーが放出されるという。

以蔵：なるほど、そりゃ地球がどうこうって話にもなるわけだ。

ＧＭ：「おそらく、特とく異い点てんのエネルギーを利用しているものと思われます」

以蔵：でも、特異点云うん々ぬんだともう俺にできることは何もないんじゃないか、ソフィア？

ＧＭ：「いえ、以蔵さんには……勇気があるじゃないですか！」地球の裏うら側がわのソフィアは拳こぶしをぎゅっ、と握にぎって。「私に教えてくれた、あの勇気が！」

以蔵：お、おう！　もちろんだ！　今思い出したが勇気があるとも！（笑）

シャル：実じつ態たいはすっかり前回の成長を忘わすれてぐうたらしてただけなのにな（笑）。

以蔵：で、どうしたらいいんだソフィア？　あの変なフィールドをなんとかしないと、もみじには会えないわ太陽系は吹ふっ飛ぶわなんだろ？

ＧＭ：「観測した限かぎりでは、このフィールド内にいくつか、フィールドを維い持じしている何かがあるはずです」とソフィアが答えます。

以蔵：フィールドを維持？　あ、フィールドと言えば、変な連中が来たんだよ。ナチスが来た、ナチスが。

ＧＭ：「ナチス……？　あのナチス・ドイツですか？」

以蔵：うん、こないだ見た三本立ての戦争映画特集と同じ格かつ好こうしてたから間違いない。

ＧＭ：「それです！」興こう奮ふんした声で。「特異点の影えい響きようがこれだけ集まっている以上、時間も空間もまともではないはずです。その原げん因いんになる場所を破は壊かいすれば、多分フィールドになんらかの影響が与あたえられると思います」

以蔵：それを探さがして叩たたき壊こわせばいいんだな。

モルガン：なんらかの影響、であって確実に解決する、というわけじゃないんじゃな。

ＧＭ：まあ、そこまではさすがにこの短時間ではソフィアにも判断できないんでしょう。

以蔵：何もしないよりマシだしな！　とにかく俺のもみじが気になる！

ＧＭ：「はい、私もできるだけ通信でサポートします」

以蔵：後、もみじがいる保健室に入れないんだ。保健室がうにょうにょーんとなってて、俺がインするとアウトしちゃうんだ。

ＧＭ：「多分、同じような性せい質しつのフィールドだと思います。とにかく、今ある空間の歪みを破壊して下さい。その間に、何か手を打てないか模索してみます」

以蔵：難むずかしい！（笑）とにかく指し示じをくれ。君が死ねと言えば死ぬ。

シャル：じゃあ、死ね（笑）。

以蔵：いやだ！　やっぱりいやだよ！　で、何をすればいいの？（笑）

ＧＭ：「落ち着いて下さい！」（一同爆ばく笑しよう）

以蔵：落ち着いているんだ！　落ち着いているけど俺は理り解かい力りよくがないんだ！　インテリジェンスもウィズダムもない！（笑）

シャル：知力（インテリジェンス）も知恵（ウィズダム）もないんじゃ、完全にダメじゃないか！（笑）

ＧＭ：「学校のいくつかの場所に、このフィールドを作る原因になっているパーツがあるはずです。これを破壊して回って下さい」ぶっちゃけるソフィア。

以蔵：お、悪の牙が城じようを吹き飛ばせってことだな。まあ、それは俺の得意なことだ。なぜなら俺は元がん祖そブラストハンド。

ＧＭ：「分かりやすく言えばそうです。以蔵さん……頑がん張ばって下さい」

以蔵：おう、愛してるぜソフィア。

ＧＭ：「ツーツーツー」そこで通信が切れたようです（笑）。

以蔵：おい！　ちょっと！　たまにまともな告白したのに！（笑）百円玉、百円玉！

シャル：旅館のテレビじゃないんだから……（笑）。

以蔵：だ、だがとにかく方針は立った！　うおお、なんとしてももみじとの甘い日々を、いやもとい学校の平和を取り戻すため、行くぜ、俺！




　世界が崩壊する、と言われてもそこに実感などはない。

　だが、もみじが謎の壁の向こうにとらわれたこと、今まさに学校が戦火に包まれていることだけは紛れもない事実だ。

　以蔵はひとまず、皆と合流すべく走り出した。







◆Middle 04◆中央校こう舎しや突とつ撃げき戦


Scene Player ─── シャル






　一度はモルガンとシャルの奇き襲しゆうで、校舎への攻こう撃げきを断だん念ねんしたかに見えたナチス軍。

　だがイーターによって操あやつられた彼らは、戦力を立て直すと、戦車を中心にして再ふたたび正面玄げん関かんへと続く長い階かい段だんに突撃を行おうとしていた。

　その顔はいずれもガスマスクに覆おおわれ、一いつ糸し乱みだれぬノイズなき動きが、強きよう烈れつな非ひ人にん間げん性せいをかもしだしている。




ＧＭ：というわけでシャルのシーン。他のＰＣが出るかどうかは任にん意いで。兵隊たちは一言も発することなく、中央校舎に突撃をかける様子。

シャル：校舎の様子は？

ＧＭ：勇気ある生徒が防ぼう火か扉とびらを閉しめて、後はひたすら教室内で伏ふせてるみたいですね。

勇：ありがとう小太刀右京之介こだち・うきようのすけ。君が命を捨すてて防火扉を閉めてくれたおかげでみんなが助かった。

以蔵：安らかに眠ねむれ（笑）。

ＧＭ：死んでねえ！（笑）で、校庭で授じゆ業ぎようしてた生徒とかが、必死に校舎に向かってこけつまろびつしながら逃にげております。

シャル：では、生徒たちと兵士の間に割わって入ります。棒ぼうで銃じゆう弾だんをはじきつつ、後ろを振ふり返るな！　とにかく校舎まで走れ！

モルガン：たどりついたら、中から防火扉を開けさせて生徒たちを入れればよかろう。というわけでわらわはシーンの外でそういうことをしている（笑）。

勇：僕ぼくはちょっと様子見で。

ＧＭ：ではヤツらは、あなたが対たい応おうできる戦力を持っているのを見て、まずあなたに向かって銃火を集中してきます。特に何もなければ実じつ際さいに戦せん闘とうに入りますが。

シャル：おあつらえむきだ。敵てきの戦力はどんなもの？

ＧＭ：配置ですが、まずシャルがいて、そこから10メートル離はなれた所にナチス親衛隊ＳＳが２グループ、さらに20メートルほど離れた所にティーガーⅠ戦車が一輛りよう。

[image: ]

シャル：戦車が一輛か。

モルガン：ふむ、ここはわらわが出るべきか？

勇：いや、僕が出ましょう。侵しん蝕しよく率りつに余よ裕ゆうがあるし、ここでシャルさんとドラマ的な接せつ点てんを持っておきたいところです。

ＧＭ：はい、登場して構かまいませんよ。シャルのエンゲージに配置されます。

勇：じゃあここで出てこよう。ひとりでは、さすがに荷が重いでしょう、と言いつつ。

シャル：私は戦場育ち。銃口を向けられるのも砲ほう塔とうを向けられるのも馴なれている。君がいなくてもこいつらなどものの数ではないが、敵は今いる彼らだけではないのでな。

勇：なら……とやけに達観した顔で答えるよ。それなら大だい丈じよう夫ぶです。こういう状じよう況きようは、初めてじゃない気がしますので。

シャル：……君はその点だけは以蔵とは違ちがうな。彼は命のやりとりには余あまり馴れていない。君はそこを何度もくぐり抜ぬけてきた顔をしている。

勇：まだ思い出せてはいないんですが……それが、僕の育ってきた環かん境きようなんでしょうね。と言いながら血の剣けんを作り始める。

シャル：では私も棒をいつものように剣に変えながら。気をつけろよ、馴れてきたときが一番危あぶない。

勇：分かっています。前のヤツを頼たのみます。あの戦車、僕なら一足一刀の間合いです。

シャル：よろしく頼む。……といいつつイニシアティブはいくつよ？（笑）

ＧＭ：は、ティーガーⅠ戦車は39です。[image: ]㎝砲をぶっぱなします。対たい人じん榴りゆう弾だんなので、エンゲージ全体を攻撃。達成値ちは19。

シャル：よかろう、《砂すなの結界》！　カバーリングする。回かい避ひは失敗。

ＧＭ：27ダメージ。鼓こ膜まくも破やぶれんばかりの轟ごう音おんがとどろきます。

シャル：では、私の振った棒が高速回転して、後ろの勇や生徒たちには砲ほう弾だんの破は片へんも爆ばく風ふうも届とどいてない。わずかに私のスーツが少し裂さけてるだけ。《リザレクト》！

ＧＭ：で、敵兵士はトループなんで次がシャルですね。

シャル：マイナーで前に出る。メジャーで《コントロールソート》と《オウガバトル》、《ギガンティック・モード》。棒を振って、敵をまとめて攻撃するよ。達成値は29。

ＧＭ：回りはしたけど達成値18。こりゃだめだ。２グループとも命中です。




　シャルの棒が長大な矛ほこ槍やりに変じ、突撃するナチス兵を次から次へとなぎ払はらう。

　舞ぶ踏とうにも似にた攻撃がやむと、敵は戦車だけとなった。




勇：ではマイナーで《赫あかき剣》を生み出す。そして《一いつ閃せん》から《電光石火》＋《さらなる波》＋《吼ほえ猛たける爪つめ》＋《音速攻撃》！　血刀一閃、地じ摺ずり正せい眼がんでいきましょう。血をそのまま噴ふん出しゆつさせて、地面を摺っていって切り上げる。達成値38！

ＧＭ：回避技ぎ能のうはないけど能力値は多いぞ！　……達成値12。

勇：ダメージは44点装そう甲こう無む視し！　内側からの攻撃は避よけられまい！

ＧＭ：では、その一撃で戦車はスクラップに変じます。倒されたナチスの兵士やティーガーⅠ戦車の隙すき間まから黒い染しみのようなものが、浮うかび上がっていっては消えていき、最後には彼らの制せい服ふくやら銃だけが残る。

シャル：やはりイーターか……。

勇：知っているんですか？

シャル：あんまり言いたくなさそうな顔で。地球外生命体……だ、そうだ。

勇：まあオーヴァードだのドラゴンだのがいて、今さら地球外生命体がいたところで何の不思議もないですからね。

モルガン：オーヴァードとドラゴンと地球外生命体を一ひと括くくりにするなーっ！（笑）

勇：しますよ、全部レネゲイドですよ（笑）。

シャル：問題は我われ々われにその専せん門もん家かがいないということなのだがな。。

勇：以前は、その専門家がいたような口ぶりですけど？

シャル：いたよ。甲か斐い甲が斐いしく以蔵の世話をしていた。未来から来たロボットという何とも非ひ常じよう識しきな存そん在ざいだった。だが、混こん乱らん度合いで言えば今回のが上だ。とは付け加えておこう。

勇：そうですか……以蔵くんは大丈夫でしょうか？

シャル：一いつ般ぱん生徒や以蔵も気になるが、私が気になるのは君だ。

勇：……僕ですか？

シャル：時間が無くて調べられなかったが、結局君の正体は分かっていない。シャンカラは何か知っているようだが、我々はこの事じ態たいを解かい決けつしながらそれを調べなければ、最終的には後手後手に回ることだろう。

勇：しまった、僕は僕であるという自じ我がが強すぎて、自分が何者であっても気にならなくなっていた（笑）。

シャル：いや、君は女にモテればそれでいいんだろう！　だんだん分かってきたぞ！（笑）

勇：そんなことはないですよ（笑）。いいですか、誰だれにモテたって仕方がないんですよ。シャルさん、あなたのような美しい方でないと（笑）。

シャル：（投げ飛ばす）せいっ！（笑）

勇：はぅあっ！（笑）

モルガン：以蔵も自分であることには迷まよったことないもんね（笑）。

シャル：いずれにせよ、時空の歪みが消えたわけじゃないよね、ＧＭ？

ＧＭ：ええ。第一波は退しりぞけましたが、歪みからはまだまだ、敵てきの増ぞう援えんが来るようです。そのあたりは次のシーンですね。







《砂の結界》　砂によって、周囲の味方への攻撃を受け止めるモルフェウスのエフェクト。

《吼え猛る爪》　振動波によって相手の装甲を貫通するハヌマーンのエフェクト。











◆Middle 05◆女王の苦く悩のう


Scene Player ─── 以蔵






　保健室を後にし、中央校こう舎しやにたどりついた以蔵は、生徒たちを避ひ難なんさせ終えたモルガンと合流していた。

「モルガン……？」

　憔しよう悴すいしているのだろうか？　モルガンの肩かたが、ひどく小さく見えた。

「以蔵、か」

　答える彼女の声に、いつもの強さはない。




ＧＭ：では、以蔵がモルガンと合流するシーンとしましょう。

モルガン：ぎゃ──────！　９点も侵しん蝕しよく率りつ上がったー！《擬ぎ態たいの仮か面めん》でさらに増ふえる────！　と、廊ろう下かで大おお騒さわぎしてる（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：侵蝕率見えてるのか！（笑）じゃあ、ソフィアが通信が回かい復ふくしたものか、「以蔵さん、あれ、モルガンの声ですか？」とペンダントごしに聞いてくる。

以蔵：おう、今廊下の向こうで頭抱かかえて面おも白しろい顔で吠ほえてる。面白い顔してるのは三田さんだけど（笑）。

モルガン：では憔悴したモルガンがフラフラと。以蔵……ああ、無事じゃったか。

以蔵：モルガン、目からハイライトが消えてる（笑）。

モルガン：のぅ、以蔵……いや、なんでもない。出る方法は、わかったかの？

以蔵：ああ。ソフィアと連れん絡らくがついたんだ。ほら、このペンダントで話ができるんだぜ。

モルガン：おお……さすがはソフィアじゃな。

ＧＭ：「モルガンさん、お久ひさしぶりです。この異い空くう間かんを作っているフィールドの発生装そう置ちのような物が、多分学校内のどこかにあるはずです。それを、フィールドの収しゆう縮しゆくが完かん了りようするまでに壊こわせば……」

以蔵：で、それを壊せばいいらしい。

モルガン：なるほど。収縮すれば世界が滅ほろびるか。じゃが、分からんな……何故なぜ、壊す必要がある？　敵に何のメリットがあるのじゃ？

ＧＭ：「特異点のエネルギーを引き出せるからではないでしょうか？」

モルガン：世界が消滅するのは、特異点のエネルギーを引き出した副作用ではないのか？　それが目的だとするといささか筋すじが通らん。

ＧＭ：「そう、ですね……」そこはソフィアにも分からない模も様よう。

以蔵：いや、モルガン。そういうことを問答している暇ひまはない。早く装置とやらを壊しに行かないと。学校のみんながピンチなんだ。悩なやんでる場合じゃないぜ。

モルガン：あ、ああ。そうじゃな。どうも最近のわらわは、他のことに気を取られていかん。

シャル：ここは、私と勇も合流したほうがいいだろう。でないとポイントを破は壊かいに行けない。

勇：そうですね。では、シャルさんを援えん護ごしながら、校こう舎しや内ないに入ってきます。以蔵くん！　外の敵はあらかた片かた付づけた！　小康状じよう態たいだ！

シャル：とりあえず、第一陣じんは押おし返すぐらいはやりましたが、二陣三陣と来ているようですね。このままだと数に押し潰つぶされます。

以蔵：ソフィアがさ、この空間を維い持じしてる発生装置を壊せばなんとかなるんじゃないかと言ってる。

シャル：お嬢さま、その場所は？

ＧＭ：「シャル！」ちょっと安あん堵どした声で「ごめんなさい、ここからでは場所の特定までは……」と答えるソフィア。

モルガン：場所は《デジャ＝ヴュ》で分かるんじゃね？

ＧＭ：おお、すばらしい！　それはその通りです。

モルガン：じゃあぼんやりした目だけれども。ああ、大だい丈じよう夫ぶじゃ。いくら衰おとろえたとは言うても、この学校ぐらいの範はん囲いなら、わらわの目は原子ひとつたりとも逃のがさんよ。

以蔵：モルガン、大丈夫か？　いつもとノリが違ちがうぞ？

勇：そうですね、いつもの潑はつ剌らつとした感じが無くなっています。

モルガン：気持ち悪いわ。以蔵などに気を遣われては。

シャル：無理をして貰もらってはこちらも困こまりますよ、モルガン。と言ってギラリとした目つきで。足手まといになるならついてこない方がいい。

モルガン：言うようになったもんじゃな。

シャル：これでも傭よう兵へいですから。

モルガン：そうじゃな。それに……先ほどの言葉は礼を言っておくよ、以蔵。確たしかに悩んでおる場合ではないな。

以蔵：何が？　俺、そんなこと言ったっけ？

モルガン：ではそこでくすりと笑って。そうそうおぬしはそういう男じゃったわい。

以蔵：俺はただ思ったまでのことを言っただけさ。

モルガン：だからおぬしはそれでよい。約束の王であろうがなかろうがの。だから、と言って。そのジェネレーターぐらいは探さがしてやろう。で、わらわの目が竜りゆうの目になって、《デジャ＝ヴュ》。

ＧＭ：ではナチスが出てきた校庭のもの、破壊された時と計けい塔とう跡あと地ち、プール、体育館内部。それぞれの場所にこのフィールドを維持している空間の歪みがあるようです。それぞれのところに歪みが発生していて、その歪みがゲート兼けん維持装置になっているようですね。

シャル：つまりそこからゾロゾロ出てくるのね。

ＧＭ：「そして、その歪みはどんどん拡張しています。おそらく、時間とともに特異点のエネルギーが集まってフィールドを拡大しているんです」とソフィアが補足しますよ。

モルガン：時間を与えてよいことはなさそうじゃな。

ＧＭ：分かりやすく言えば、ここでかかった時間によってクライマックスのボスの強さが変化します。

一同：（考えている）………………。

以蔵：バラバラに壊しに行った方がよくねえか？

勇：ひとり……。

モルガン：ひとつ、ということじゃな。

シャル：君たちはそれで大丈夫か？

以蔵：今さら何を言ってるんだ、俺の名前はブラストハンド（笑）。

シャル：敵てきは、前と同じイーターだ。以蔵、今度は君の捕ほ獲かくが目的ではなく、君はただの邪じや魔ま者ものに過すぎない。ためらってはくれないぞ？　しかも、今度はひとりで戦わねばならない。

以蔵：いや、今だから言うけど、あんたと離れてから、ずっとシャルのこと考えてたんだ。だから、あんたと俺の心は繫つながってると思う。

シャル：では横目で勇を見つつ。……勇と会って口が上手うまくなったな（笑）。

以蔵：そう、俺はこいつからいろんなものを学び取った！　取り繕つくろい方だ！（一同爆笑）

勇：僕ぼくは取り繕った覚えは一度もないんですが。

以蔵：ほら、これが取り繕いだ！（笑）

シャル：ふふ。まあ、君らを放置するのはいささか不安ではあるが、世界が滅ほろびたらどちらにせよ意味がない。

モルガン：具体的にゲートからどんな敵が出たかわからんかの？

以蔵：あ、〈情じよう報ほう：噂うわさ話ばなし〉でいけるんじゃね？　逃にげてきた生徒から話を聞いてさ。プールに潜せん水すい艦かんが！　とか噂になってるんじゃないかな。

ＧＭ：お、それはいいですね。では、〈情報：ＵＧＮ〉か〈情報：噂話〉で難なん易い度ど９。ひとり一回だけ判はん定ていできます。場所ごとに別の情報収しゆう集しゆう判定が必要です。《デジャ＝ヴュ》を使えば、一箇所分かならず成功にできるとしましょうか。

シャル：モルガンは今装そう甲こう値ち無む効こう攻こう撃げきができませんからね。重装甲の敵には優ゆう先せん的に残り三人が当たらないと。この情報収集はかなり大事ですよ。

モルガン：実はわらわはそこまで破壊力があるわけではないからのう。

勇：僕もモルガンさんも範囲攻撃ができませんしね。ナチスがたくさん、だと侵しん蝕しよく率りつでジリ貧ひんになる。

モルガン：ふむ。さてどこから行ったものかのう……。

勇：僕はプールを調べます（大だい爆ばく笑しよう）。

以蔵：夏だもんな！（笑）

勇：夏だからな！（笑）

シャル：……とっくに全員逃げてるんじゃないか？

以蔵：そんなわけないだろ！　女生徒たちが今更こう衣い室しつとかに立てこもって！　以蔵くんが助けに来るまで持ちこたえるわよ！　だろ？　だろ!?（笑）

勇：勇くんが来てくれるわ！　って言ってるだろ!?（笑）

モルガン：……プールはシャルかわらわの担たん当とうでよかろう（笑）。

シャル：いや、あれを止めると殺される気がします（笑）。

勇：じゃあプールの調査……ごめん、失敗。能力値１だと厳きびしいな。

以蔵：というわけで俺もプールの調ちよう査さ。えい！　よし成功。侵蝕率増ふえててよかったー。

ＧＭ：じゃあ女生徒の有う無むはおいといて、逃げてきた男子生徒が「ドラゴンだ！　ドラゴンを見た！」と騒いでおります。

モルガン：ドラゴン!?（笑）

シャル：何体!?

ＧＭ：「一匹ぴき！　すっげえでかいのが底から湧わいてきた！」

勇：じゃあ僕がそこ行くわ（笑）。

以蔵：いや！　……お前は単体攻撃は向いてないはずだ（一同爆笑）。

勇：僕は単体攻撃しかできないの！（笑）

以蔵：くそ、まあやむを得ん。プールは頼たのもう。まだ体育館がある！（笑）

シャル：後は時と計けい塔とうと校庭と体育館か。時計塔が一番やばい気がするんだよなぁ……。

モルガン：時計塔を《デジャ＝ヴュ》で調べてみようか？

シャル：いや、私が時計塔をサポートスタッフに調べさせるという演えん出しゆつで判定してみる。ちょうど９で成功。

ＧＭ：では、校内に潜ひそんでいた工作員から通信が。「隊長。空間が歪ゆがんでいるのか、自分の目がおかしくなったのか分かりませんが、写真を電送します」

シャル：はっきりせんな。何だ一体。




「………………!?」

　写真に映うつし出されていたのは、ＳＦ映えい画がでしか見たことがない白銀の宇う宙ちゆう船せんの先せん端たん部ぶだった。非ひ常じよう識しきにも、おそらくは光こう線せん砲ほうか何かであろう連れん装そう砲塔が船首に取り付けられている。

　連続写真によれば、ゆっくりと破は壊かいされた時計塔のゲートからこちらの世界に現あらわれつつあるらしい。全体が出しゆつ現げんすれば、おそらくこんな学校など一いつ瞬しゆんで火の海だろう。




モルガン：せ、戦せん艦かんとはな！　ＴＦＴか！

シャル：……兄に連れられて、昔こういう映画を見たことがありますよ。

以蔵：時計塔がＴＦＴ、ドラゴンがカオスガーデン、校庭がウィアードエイジ……あとは平安かマスクドヒーローズあたりかな。

シャル：戦艦は死ぬほど装甲値高そうですね。分かりました。私が相手をしましょう。……宇う宙ちゆう人じんの次は宇宙戦艦とは、傭よう兵へいとしてはいささか規き格かく外がいですが……。

モルガン：まず判定してみて、だめなら《デジャ＝ヴュ》を使うとしよう。おそらく校庭はナチスじゃろうから、体育館を調べるとするか。判定は……成功じゃ。

ＧＭ：では体育館には、おおなんということか、建けん築ちく時の建て違ちがいか、陰おん陽みよう師じの陰いん謀ぼうか、疫えき神しんが顕けん現げんし、そこに百ひやつ鬼き夜や行ぎようが現出しているのでありました。

以蔵：どうする？　俺が百鬼夜行やる？

シャル：……いや、ナチスが重装甲なのは目に見えてる。ここは範はん囲い攻撃＋装甲無む視しの以蔵を校庭に振ふり分けましょう。モルガン、体育館をお願いします。

モルガン：よかろう。悪あしき土地神ごとき、わらわが炎ほのおと爪つめで破は砕さいしてくれるわ。

以蔵：まあ、学校がなくなったらさすがに困るからな。まかせといてくれよ。

モルガン：ともあれ、黒くろ幕まくが出てきよったらどうなるか分からん。それなりに気をつけておいてくれ。珍めずらしくしおらしいことを言っておく。

勇：分かっていますよ、と僕は年ねん齢れい相そう応おうの屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮うかべる。

モルガン：ああ、主を失うと剣けんにできることは何もないのじゃからな。

以蔵：すぐに片かた付づけて体育館の方に俺が颯さつ爽そうと助けに行ってやるぜ（笑）。

モルガン：期待しておるよ。と笑って背せ中なかから翼つばさを広げて、窓まどから飛び立とうとする。そこで振ふり返って一言だけ聞くよ。以蔵？　本当に助けに来てくれるのじゃな？

以蔵：もちろん！

勇：まあ、以蔵くんが駄だ目めでも僕がいますよ。

以蔵：そう、ヤツが無理でも俺がいる（笑）。

モルガン：分かった、じゃあふたりとも覚えておこう。ばっさばっさ。

シャル：ではまた、生きて顔を見ることを祈いのって。と傭兵式に敬けい礼れいして走り去る。

勇：死ぬなよ、以蔵くん？　ソフィアさんが悲しむ。

以蔵：言外にもみじは俺のだ、と言ってるのか？　まあいい、決着は後でつけるぜ！　と俺も走り去る。

ＧＭ：では次のシーンで、それぞれの戦いが描かれることになりましょう。シーンを切りますね。




　かくして、勇たちは今やあらゆる時代と場所が混在するカオスの市と化した学内の四方へと散っていった。

　彼らの前で今、現実と夢想の境界が崩壊しようとしている。







目からハイライトが消えてる　目に光の反射をあらわすハイライト表現がない、という意味。漫画やアニメなどで、洗脳されていたり意気消沈していたり、という表現に使われる。ここでは、モルガン落ち込んでるな、くらいの意味合い。

ＴＦＴ　謎の知的生命体イーターとＵＧＮが戦う宇宙時代のステージ。『アウトランド』に収録。

カオスガーデン　レネゲイドの力で知性を得た動物のステージ。『アウトランド』に収録。

ウィアードエイジ　第二次大戦前の欧州を舞台に、魔術、陰謀、怪人入り乱れる冒険活劇のステージ。『アウトランド』に収録。『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』の舞台。

平安　平安京物怪録。平安時代を舞台に、鬼や怪異に立ち向かう知られざる英雄たちの物語。『アルターライン』に収録。

マスクドヒーローズ　《ワーディング》が存在せず、レネゲイド能力者が正体を隠すために敵も味方も派手なコスチュームで活動しているパラレルワールド。『アウトランド』に収録。











◆Middle 06◆学園の決けつ闘とう


Scene Player ─── 勇






　かくして、学校を包み込こんだ謎なぞのフィールドを消しよう滅めつさせるため、以蔵たちは四方へと散った。

　各かつ個こ撃げき破はの好こう餌じとなって哀あわれ全滅の愚ぐを招まねくのか、速そく戦せん即そつ決けつで勝利の凱がい歌かを歌うのか。

　それは、終わってみなければ分からなかった。




ＧＭ：では、１ラウンドずつそれぞれの戦闘を処しよ理りします。敵を全滅させたら、自動的にフィールドが消滅したものとします。で、次ラウンドのセットアップから別の戦場に支し援えんに行けますよ。では、ＰＣ番号順に処理していきましょう。




◆第１ラウンド

　数年前に改かい築ちくされた、可かもなく不可もない屋外型の25メートルプール。

　折しも授じゆ業ぎよう中ちゆうだった女子生徒たちが逃にげ遅おくれ、腰こしを抜ぬかして壁かべ際ぎわでふるえている。

　紫むらさきの空をバックに、水中からその巨きよ大だいな首を覗のぞかせているのは、死体にも似にた青白い鱗うろこのドラゴン。その息いきがはき出されるたびに、プールの施し設せつが凍こおり付いていく。




ＧＭ：ではプール。逃げ遅れた女の子たちが、「勇くん、助けに来てくれたの!?」とか大喜びですよ。

以蔵：ああくそ、モテやがって。お前がモテるとジャームが増ふえるというのに！

勇：それがどうした！　僕はその宿命から逃げない！　すべてのジャームを倒たおし、愛を勝ち取って見せる！

ＧＭ：……ちょっと聞くと感動的だけど、内ない容ようは実にいい加か減げんなセリフだな……（笑）。

シャル：モテるためならジャームもやむなしってことだからね（笑）。

ＧＭ：では説明します。10メートル向こうにプールがあります。そして、敵てきのいるエンゲージはプールの中にあります。エンゲージすると自動的にプールに入ると思って下さい。
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勇：水中戦か。

ＧＭ：今回のステージルールとして、飛行状じよう態たい以外のキャラクターがプールで敵とエンゲージすると、すべての判はん定ていのダイスが２個こ減へります。ああ、あと水中で自由に動けるとかそういうエフェクトがあったらペナルティは受けません。

勇：水の中か……ちょうどいいハンデですよ。

ＧＭ：ではドラゴンから。イニシアティブ値は43なので先に動きます。

勇：うおおお、なんだそりゃあ、早すぎる！（笑）

ＧＭ：強力なエネミーは総そうじて早いんだよ（笑）。マイナーは特にありません。メジャーが《ブリザードブレス》＋《終末の炎ほのお》。あといろいろで、吹雪ふぶきのブレス！

モルガン：装そう甲こう値ちがあるから【ＨＰ】は削けずれてもいいって考え方じゃな。

ＧＭ：いくぜ！　５個回った……達成値は21。

勇：21かぁ……《電光石火》で回かい避ひ！　達成値は32で、回避成功！　そして《赫あかき剣けん》！　ＨＰを19点減らすぜ！




　プールサイドを蹴けって、勇が走った。一いち条じようの白い弾だん丸がんのように、水中に飛び込み、一気に浮うかび上がってドラゴンののど笛を狙ねらう。




勇：いつものコンボに《ブラッドバーン》が入る。達成値24。

ＧＭ：《灼しやく熱ねつの結界》＋《氷ひよう盾じゆん》＋《ブレインコントロール》の組み合わせで受けます。

シャル：受けか。ダメージの大きい勇で正せい解かいだったな。

ＧＭ：ですが達成値22で受け失敗。とほほい。ダイス目悪いな。

勇：もらった！　装甲値無む視しで48！

ＧＭ：うおおおお、装甲さえ使えれば！　ドラゴンは悲鳴を上げて倒れ、時空の彼方かなたへと消えていく。

勇：で、《電光石火》のダメージで倒れて、《リザレクト》。《不死者の恩おん寵ちよう》も使っておくよ。

ＧＭ：では、時空の歪みが消滅し、あなたがたは全員、同じ幻を見ます。

シャル：全員……？　あ、シーンは同じだものな。

ＧＭ：はい。オーヴァードにしか見えない、ここではないどこかの景色です。それは、勇のオープニングと同じ、地下道から始まります。




　それは、いずこともしれぬ地下水道。

　ひとりの少年と、ひとりの少女が向かい合っている。

　少女はひどく傷つきながらも、けなげに笑っている。

「ずっと……あんな風に平和に暮らして行けたらよかったのにね」




シャル：……なんだ、この景色は……？

モルガン：夢……あるいは、誰かの記憶か……？

ＧＭ：勇のオープニングと同じ場面ですな。ただし、少年は以蔵、少女はもみじです。

勇：ん？　あれは僕？

以蔵：いや、俺じゃねえか？　しかも、なんでもみじがあんなケガを……。

ＧＭ：で、画面の中の以蔵は「馬鹿だな……すぐにまた、あんな風に暮らせる日が来るさ……」と答えます。

以蔵：かっけー！　いいなぁ、俺（笑）。

勇：（振り絞るように）そうだ……きっと取り戻せるよ、そんな日が、今からだって！

ＧＭ：と、画面の以蔵が言う（笑）。「ずっと……あのまま平和に大人になれたらよかったのに……でも」そう言うもみじ。

勇：今からでも遅くないよ……まだ、平和を取り戻すことはできる。

ＧＭ：そしてガンガン！　と地下室のドアが外から叩かれる音がして。「もう、駄目だわ。ファルスハーツが来る！　世界は……もう、あいつらの手に……」

以蔵：なんかゾンビもので世界がゾンビに覆いつくされたみたいだね。

ＧＭ：ああ、そんな雰囲気ですね。そして、そこで夢から覚めます。

勇：ちょ、ちょっと待ってくれ。なんで僕の夢なのに、姿が以蔵なんだ。

以蔵：お、これはもしかして、そういうことか!?（笑）

勇：やめてくれ、この先は見たくない！（笑）

ＧＭ：そこでシャンカラの声が響きます。「そう。これはもうひとつの世界、別の次元での国見以蔵の記憶」

モルガン：……時の狭間の果てのさらに向こうの世界……エンドライン！

勇：も、もしかして……、僕は……以蔵くん、なのか……!?

ＧＭ：というところで幻視が一旦解けまして、次はシャルの向かった時計塔ですよ。




　時計塔は、戦せん車しや砲ほうの直ちよく撃げきを浴びて見るも無む惨ざんに砕くだけ散っていた。

　残ざん骸がいの向こう、かつて時計の機関部があったあたりに、黒い闇やみが見える。それは、宇う宙ちゆうの深しん淵えんだ。

　そこから今しも、この時代にあってはならぬ存そん在ざい、巨大な宇宙戦せん艦かんの船首が顔を覗のぞかせていた。




ＧＭ：ではシャルですね。宇宙戦艦の装甲の隙すき間まからは、イーターの触しよく手しゆや目がうにょろうにょろと伸のびております。

モルガン：さすがに、剣や槍やりでなんとかなる相手なんじゃろうか？　戦艦じゃぞ？

シャル：……だがそれでも斬きる！（笑）

ＧＭ：まあ全長は何キロとかいう単位なんでしょうが、まだ先っぽだけ、せいぜい十数メートルほどであります。そしてイニシアティブは50。
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　屋根の上に上ってきたシャルをセンサーが認みとめたのか、対人用であろうレーザー機き銃じゆうが火を噴ふいた。光の弾だん丸がんが、シャルの全身を貫つらぬき通す。

「いきなり主砲を撃うたれて学校が木こっ端ぱ微み塵じんにならなかっただけよしとするか……」

　レネゲイドウィルスがみずからの肉体を《リザレクト》するのを肌はだで感じ取りながら、シャルは武ぶ器きを変化させる。

　結局、敵は兵器だ。現げん在ざいか未来かの違ちがいしかない。




シャル：《高速錬れん成せい》＋《ダブルクリエイト》＋《インフィニティ・ウェポン》。これで侵蝕率が９点上がりまして、敵とエンゲージ。いつもの通り棒ぼうを長めの刀身をもった剣二本に変えます。




　ハッチを蹴け破やぶり、内部に飛び込んだシャルは、物も言わずに双そう剣けんの斬撃を繰くり出しながらひたすらに通路を走る。

　有機物と会えば有機物を斬り、機械と会えば機械を壊こわす。イーターにおいても、同じ。

　修しゆ羅らの境きよう地ちであった。




シャル：いつものコンボに《ペネトレイト》を組み合わせて全力で攻こう撃げきします。達成値は47。

ＧＭ：回避失敗、ダメージくださいな。

シャル：45点装甲無視。

ＧＭ：45点、よっしまだ生きてる！　そしてこちらはセカンドアクションします。

シャル：……これは強きよう敵てきだ。あたりを引いたと見るべきかな。

ＧＭ：では、通路に攻撃用の無人端たん末まつやイーターが無数に浮うかび、シャルめがけて攻撃準じゆん備びを行う、という演出で《雷らい鳴めい》＋《ポルターガイスト》。では、ここで終わるので、続いてモルガンの向かった体育館ですね。




　体育館の扉とびらを開くと、モルガンがつかのまとはいえ同じ時間を過すごしたクラスメートたちが、無数の百ひやつ鬼き夜や行こうによって追い詰つめられていた。

　モルガンがそうであるように、かつては人間の側にいた不思議や怪かい異い、妖よう怪かい。

　このフィールドが閉とじれば、彼らもモルガンも消える。

　セオドアが望んだように、人間だけの、理解できる世界がやってくるのだろうか？

　そこにはきっと、モルガンの居い場ば所しよなどはないのだろう。

「わらわは……」

　迷まよいを振ふり払はらおうと、モルガンは体育館の中に踏ふみ込み、仁に王おう立ちで叫さけんだ。

「わらわは竜りゆうの女王モルガン・ル・フェイ！　魑魅魍魎アンシーリイ・コートども、地下の世界に叩たたき返してくれるぞ！」




ＧＭ：では次はモルガンの第１ラウンド。体育館に踏み込んだところですよ。《擬ぎ態たいの仮か面めん》は使ってたことにしてくれて構かまいません。

モルガン：うむ。では、中に入っていくと、わらわのかつてのクラスメートたちがおる。早く逃にげよ！　小太刀右京之介！

以蔵：さっき正門にいなかったか、あいつ（笑）。

モルガン：じゃあ小太刀左京之介でいいよ（笑）。

ＧＭ：よかないですが……（笑）。さて、体育館の中央には百鬼夜行が２グループ。

以蔵：トループか。

ＧＭ：そして、牛の頭をしたみすぼらしい姿すがたの老人がひとり。

シャル：牛ご頭ず？　地じ獄ごくの番人か？

ＧＭ：疫えき神しんと言います。牛頭天王もそのひとつ。
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モルガン：つまるところギリシャのラビリンスの牛の変種と言うたところか……。

ＧＭ：詳くわしくは注ちゆう釈しやくを参照して下さい（笑）。疫神のイニシアティブは24です。《茨いばらの輪》＋《苦く痛つうの矢》＋《ファクトリー》。達成値ち27。呪のろいが飛んでまいります。

モルガン：げええええ、最悪の相あい性しようじゃ！　ペナルティ系けいか！　回かい避ひは失敗。まあ、ダイスペナルティなら……。

ＧＭ：いえ、《茨の輪》と《苦痛の矢》なんで、毎ラウンドのクリンナップに６ダメージ。そして次の判はん定ていのクリティカル値が＋１っす。

以蔵：うお、本当に疫えき病びようの神だ。毒持っていやがる（笑）。

モルガン：おのれっ……全身からだらだら血を流す。わらわを舐なめおって……ここで未使用経験点を使って《フルパワーアタック》２レベルを取得。で、マイナーでエンゲージ。《オールレンジ》＋《フルパワーアタック》！　トループに達成値31で攻撃！

ＧＭ：クリティカル値９でそれだけ回るとは。だめだ、回避失敗。

モルガン：これがカルキから奪うばった力じゃ！　すべてを砕くだけ、パンチャジャーナ！　と叫さけぶと、右手が光り輝かがやいて百鬼夜行を粉ふん砕さい。ダメージは43点。

ＧＭ：こいつらは装そう甲こうないんですよ。全滅だ。あと１グループ。ではトループの反撃、《銘めいなき刃やいば》＋《獣けものの力》＋《鬼おにの一撃》＋《急所狙ねらい》というコンボで、無数の妖怪、鬼、魑魅魍魎、亡ぼう霊れいなどがモルガンにむらがってまいりますよ。達成値は20。

モルガン：その組み合わせなら装甲値は有ゆう効こうじゃな。《竜りゆう鱗りん》！

ＧＭ：では装甲値有効で33点。ぼかすかぼかすか。

モルガン：装甲値で20点減へらして、13ダメージ！

ＧＭ：ではクリンナッププロセスに毒の効こう果かで６点ダメージっす。

モルガン：あ～、それで一回《リザレクト》。二回使わずにすんだだけましとするしかあるまいなあ。やはりわらわはまだ悩なやんでおると言うのか……こんな毒ごときに……。

ＧＭ：疫神のけたたましい、あざけるような笑いが聞こえます。まるで、あなたの時代は終わった、と言わんばかりに。

モルガン：……わらわは……剣けん……約束の……王の……とつぶやきながら立ち上がる。頭をよぎるのは以蔵と勇の顔。

ＧＭ：了解です。で、次は以蔵ですね。校庭だ。




　その以蔵は、校庭でクラスメートたちを守りながら戦っていた。

　ナチスの兵士たちは意い識しきをイーターに乗っ取られたとはいえ、軍隊としての本ほん能のうが残っているのか、組そ織しきだった攻撃を繰くり返してくる。

　やっかいな相手だった。




以蔵：あ、ＧＭ。俺、そのへんの布ぬので覆ふく面めんしてるんで。

ＧＭ：へ、なんで？

以蔵：いや、《ワーディング》効きかないから正体隠かくさないと（笑）。

モルガン：おお！　おぬしもついにＵＧＮ関係者としての自覚に……。

以蔵：そうじゃなくて、単に格かつ好こいいだろ？　覆ふく面めんヒーローになれるチャンスなんて、人生にはそんなにないから……（笑）。

シャル：君は本当になんというか、シチュエーションにあこがれるのが好きだな……。

以蔵：人間の本ほん質しつがそんな簡かん単たんに変わってたまるか！（笑）

ＧＭ：敵てきはですね、10メートル先に防ぼう御ぎよ陣じん地ちがひとつと歩兵トループがふたつ。さらに10メートル奥おくにティーガーⅠ戦車が一輛りよう。

以蔵：防御陣地？　それも敵なんだっけ？

ＧＭ：はい。便宜上、一体のエネミーとして扱われます。『アウトランド』にも載ってますよ。
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勇：防御力高そうだなあ……。

ＧＭ：防御陣地のあるエンゲージは封ふう鎖さされていて、迂う回かいはできません。

シャル：ここは正せい解かいだな。以蔵には最さい適てきの相手だ。

以蔵：ああ。悪事はそこまでだ、ナチスみたいな人！　この正せい義ぎのヒーロー、ブラストハンドが相手だ！

ＧＭ：チュィィィィン！　と機き関かん銃じゆうがまるで電動ノコのように吼ほえてあなたの方に弾だん丸がんの雨を浴びせかけます。

以蔵：おおっと。おい、そこのおめぇ！　何かちょっと反はん応のうとかしてくんねぇのか！

ＧＭ：では、「スベテノ、人類ニ、死ヲ」とか言ってます。イーターとナチスが微び妙みように混まざっている模も様よう。

以蔵：うお、コミュニケーション取れねぇなぁ……ああいう敵苦手だよ。もっとノリよくなろうよ！

ＧＭ：「ソウイウなちすハ、だぶるくろす・とわいらいとデ、オ楽シミ下サイ」（笑）

以蔵：くそっ！（笑）

シャル：宣せん伝でんしかしやがらねえ……なんてありがたい敵だ（笑）。

以蔵：こっちはセットアップは何もないからな。かかってこい！

ＧＭ：ではティーガーⅠが主しゆ砲ほうをブッ放しますよ。達成値は29。

以蔵：しまった、《アーマークリエイト》が間に合わない！　回避失敗。

ＧＭ：ダメージは27点っす。

以蔵：うわあっ。ごろごろ転がって《リザレクト》。さすがに５点減らしたくらいじゃだめだなあ。だがまだ侵しん蝕しよく率りつは67！　来い！《アーマークリエイト》！　戦せん闘とう形けい態たいに変身！　これだ、これがやりたかったんだ！（笑）

シャル：女生徒たちは逃にげるのに大変で見ちゃいないと思うがな……（笑）。

以蔵：いつもの《ブレインシェイク》＋《獅し子し奮ふん迅じん》＋《かまいたち》＋《インスタント・ボム》あといろいろ。装甲化したシャツをひるがえして、見えない爆ばく弾だんを投げるぜ！　達成値39。目標は、防御陣地とトループ。

ＧＭ：（ころころ）む、全員回避に失敗ですな。

以蔵：ブラスト！　ダメージは22点装甲無む視し。

ＧＭ：それではトループは吹ふき飛ばせても、防御陣地を吹っ飛ばすには至いたりません。土ど囊のうが派は手でに吹き飛びますが、すぐに体たい勢せいを立て直しますよ。で、防御陣地の反撃。遮しや蔽へいを取った兵士がＭＧ42機関銃を連れん射しや。達成値ちは９。

以蔵：校庭にそんなもん作りやがって……まあ、所しよ詮せん封ふう鎖さ用のザコ。……おや？

モルガン：どうしたんじゃ？

以蔵：か、回かい避ひに失敗した……達成値が８しかねえ……（笑）。

ＧＭ：低レベルな競せり合いですなあ。ダメージは18点。

以蔵：《アーマークリエイト》と防ぼう具ぐで13点止めて、５ダメージ。残りＨＰ４。やれやれ（笑）。じゃあひと睨にらみでその銃弾が全部爆発して消し飛びます。

勇：でもダメージは受ける（笑）。

以蔵：いや、爆発した弾丸の破は片へんが全身に食い込こむんだよ。痛いたって───っっ！（一同爆ばく笑しよう）

モルガン：慣かん性せいの法ほう則そくって偉い大だいじゃなあ……（笑）。




◆第２ラウンド

ＧＭ：では、シャルのところからですね。ここに登場する人はいますか？

シャル：必要ありません。かかってきなさい。
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勇：シャルさん……信じています！

ＧＭ：いい覚かく悟ごだ。では、さっき空中に浮うかべた無人端たん末まつやイーターが一いつ斉せいに殴なぐりかかってきます。格かく闘とう攻こう撃げき扱あつかい。《達人の業わざ》＋《オウガバトル》で達成値40！

シャル：……《カウンター》を取るか？　いや、《リザレクト》のほうが侵蝕率の効こう率りつがいいな。ダメージをどうぞ。

ＧＭ：ダメージは34点です。

シャル：それで《リザレクト》。よし、１しか回かい復ふくしなかった！　では切り返して……殺す！《ペネトレイト》＋《オウガバトル》で攻撃！　おお、回った！　達成値50。

ＧＭ：回避は19っす。

シャル：では、剣けんの先せん端たんがどんどん伸のびて、艦かん首しゆを両りよう断だん！　ダメージは46点で装そう甲こう無視。

ＧＭ：それはもう、駄だ目めだ。では宇宙戦せん艦かんの先端部が爆発し、その爆発でゲートの向こうに押おし返されてゆきます。そして、新しい幻視が。

以蔵：さっきの続きか？　俺はどうなった!?　もみじは!?

勇：……僕が、というべきか、以蔵くんが、というべきか……あ、会話できていいのかな。

ＧＭ：幻視の間はできます。特異点とレネゲイドの共振作用によるものだとでも思って下さい。そして、あなたがたが今度見るのは、荒廃した東京都庁と、そのてっぺんに串刺しにされた巨大な竜です。

モルガン：……ま、まさか……!?

ＧＭ：そうです。竜の女王モルガン、あなたが無数の槍によって突き刺され、息絶えている姿です。

モルガン：な、なに────っっ!?　ば、バカな、わらわが負けることなどありえん！

ＧＭ：もちろん、それを見ているモルガンはここにいるので、モルガンが死んでるわけではありません。

モルガン：そ、それでもいやじゃー！　わらわは絶対に負けないんじゃー！（一同爆笑）

シャル：落ち着いて下さい（笑）。

ＧＭ：そして、勇。あなたはその光景に見覚えがあります。あなたはかつて、この光景を見ました。モルガンとともに戦い、彼女を守れなかった。

勇：……僕が……モルガンを、守れなかった？

ＧＭ：そうして、かぶさるようにシャンカラの声がします。「そうだ。こちらの世界のモルガンは、ファルスハーツとの戦いの中で敗れて無惨な死を遂げた」

シャル：……やはりこの映画祭はお前の仕業か。

以蔵：〝こちらの世界〟……？

ＧＭ：「並行世界。パラレルワールド。セオドアが開いた門の向こうだ。終焉の果ての世界、〝エンドライン〟」そう語るシャンカラの姿は見えません。「そう。ファルスハーツはモルガンを倒すために、圧倒的な戦力を繰り出してきた」

モルガン：（さえぎるように）……まさか……いかに異世界のわらわとて、この世に十三本存在するロンギヌスの槍と、ファルスハーツ宇宙軍ごときに破れるはずは……。

ＧＭ：いや、そこまで言ってませんが。というか、なんですかその唐突な設定は（笑）。

モルガン：どうせ負けたんなら、強い相手に負けたことにしないとわらわが弱いことになるではないか！（一同爆笑）

勇：それにしても宇宙軍はない（笑）。

モルガン：（うつろな目で）そうか……すべてのロンギヌスの槍には完全な賢者の石がはめ込まれておるのか……ふふ、わらわひとりを滅ぼすためにビッグバンにも匹敵するエネルギーをぶつけてくるとはのう……エクスカリバーたる我が、ふがいないものじゃ……。

シャル：もうなんだか分からないことを言っているな……（笑）。

ＧＭ：まあ、そんな夢を見まして（笑）。次はモルガンと疫神のバトルですよ。




「ぐっ……」

　全身から血を流し、崩くずれそうになる膝ひざを必死に押さえるモルガン。

「ああ……そうか。わらわはもう、戦いたくないのかもしれんな……先ほどの夢と同じに、世界からは竜が消え、あらゆるものは朽ちて消えていく……約束の王などもう、おらぬのかも、な……」

　膝が、自分のものではないように笑う。永ながい生の中で初めて、彼女が膝を折ろうとしたその時。

「モルガンさん！」

　体育館の天てん窓まどが割われた。

　真しん紅くの剣を手にした純じゆん白ぱくの騎き士し。

　久坂、勇。




勇：じゃあそこで登場していいんですよね？

ＧＭ：いいっすよー。

勇：じゃあ紅あかい大剣をひっさげたまま、体育館の天てん井じようからバリィン！　モルガァン！

モルガン：……勇？　来て、くれたのか……すでに力ちから尽つきそうな顔で。
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ＧＭ：しかし行動は疫えき神しんが先なんですよ。《ハンティングスタイル》＋《一いつ角かく鬼き》＋《完全獣じゆう化か》。その体がめきめきとふくれあがり、三メートルほどにもなると、爪つめの生えた巨きよ大だいな腕うででモルガンをブン殴なぐります。《鬼おにの一いち撃げき》で達成値23。

モルガン：すると攻こう撃げき力りよくは３Ｄ10＋８か。《竜りゆう鱗りん》！

ＧＭ：では23ダメージです。装甲値は有ゆう効こうですよ。




　モルガンの体に鎧よろい状じようの鱗が走りその攻撃をすべて受け止める。

　ガチン、と爪のはじき飛ばされる鈍にぶい音。

　それでも鱗は数すう枚まい落ちて、血がだらだらと流れる。




モルガン：この程てい度どの攻撃に、わらわの鱗が剥はがれるとは！

シャル：演えん出しゆつとしては、約束の王が誰かわからない迷いが反映されてたりするんでしょうね。

モルガン：おまけに自分が異世界で敗れたとあってアイデンティティがガタガタ。

勇：……言ったでしょう、助けに来るって。

モルガン：ああ……約束を、守ってくれたか。

勇：ええ、女じよ性せいとした約束は違たがえない趣しゆ味みなんで。と言いながら、敵を睨む。

ＧＭ：疫神はさっきの弱々しい姿すがたから、今や身長三メートルぐらいにふくれあがり、悪意に満ちた真紅の瞳ひとみであなたを見み据すえる。

勇：《電光石火》＋《ブラッドバーン》＋《吼ほえ猛たける爪》＋《さらなる波》！　一撃必殺で疫神を倒たおす！　達成値は25。……しまった、低い！

ＧＭ：舐めるな、肉体は25あるんじゃー！　だめだ、18。失敗。

勇：固定値の高さでなんとかなるといいんだが……45点、装甲値無む視し！

ＧＭ：まだ生きてる。肉体が25ある時点で、45ダメージで死ぬことはありえない（笑）。

モルガン：やはり、わらわも力を出し惜おしみするべきではないということじゃな。

勇：無理しないで、いざとなったら僕ぼくが食い止めます！

モルガン：いや、そんな訳わけにもいくまい。これでも、エクスカリバーとも呼よばれた剣よ、と言いながらまず《完全獣化》。《完全獣化》しつつも、魔ま力りよくが残っていないので完全に竜になれない。代わりに腕の途と中ちゆうから先が刃やいばに変わり、エクスカリバーになる。




「剣が剣を自分で振るうしかないとは無様なものじゃ」

　自じ嘲ちようしながらも、モルガンはその剣をしっかと構かまえる。




モルガン：《フルパワーアタック》＋《オールレンジ》＋《大だい蛇じやの尾お》＋《ジャイアントグロウス》！　達成値36で範はん囲い攻撃じゃ！　旋せん回かいし、剣が一いつ閃せん！

ＧＭ：疫神は《竜鱗》。トループは回かい避ひ失敗です。

モルガン：見よ、不完全とはいえすべてを切り裂さく聖せい剣けんの力を！　49ダメージ！

ＧＭ：さすがにどうしようもありません。敵は全滅です。

モルガン：では巨きよ大だい化かしたエクスカリバーが体育館ごと敵てきを真っ二つにする。

以蔵：ああっ、街が！　街が、死ぬ！（笑）

モルガン：まさか……わらわが全力を振ふるってあの向こうの山まで断てんとはな……。

勇：それは弱気なのか強気なのか分からないセリフだなあ（笑）。僕は《電光石火》のダメージを食らいますが無事。後は《不死者の恩おん寵ちよう》で回かい復ふく。とにかく、やったのか……？

ＧＭ：では三度次元の歪みが砕けまして、幻視がまたもや始まります。

勇：今度は……どこ？

ＧＭ：最初の幻視で見たのと同じ地下室です。ドアの向こうから押し入ってきたファルスハーツの突撃隊はなぎ倒されましたが、もみじはその戦いで負傷し、壁に横たわって荒い息をついています。

勇と以蔵：（間髪入れずに）しっかりしろ、もみじ！

ＧＭ：もみじは以蔵に、あるいは勇に力なく微笑んで、「私も……モルガンのところへ行くのかな……」と言いますよ。

モルガン：わらわが死んだ後の場面か。まあ、生きておればカバーリングできるしのう。

以蔵：とにかくバカなこと言うな！　安心しろ、俺が守る！

勇：僕だって守る！

ＧＭ：「ありがとう……」もみじはそっと以蔵の頰をなで、「でも、もういいの。あなただけでも逃げて。私のエフェクトなら……」と言った瞬間に、幻視が解けます。

以蔵：うおおお、この続きが気になる！　片付けてやるぜ！




　一方、以蔵はナチス親しん衛えい隊たいの火力を前に苦戦を強しいられていた。
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ＧＭ：戦せん車しや砲ほうが命中。25ダメージです。以蔵が撃うたれてるんで、後ろの生徒は無事ですよ。

以蔵：ともかく女生徒だけは死守だ！《リザレクト》して、みんなまとめて吹ふき飛ばしてやる！　自分を中心に爆ばく発はつ！　いつものコンボに《マシラのごとく》と《スプリットアタック》を入れて、校庭の敵てきをまとめて吹き飛ばす！　達成値27。

ＧＭ：頑がん張ばった！　戦車頑張った！　達成値24！　それでも防ぼう御ぎよ陣じん地ちもろとも回避失敗！

以蔵：ダメージは装甲値無視で49点！

ＧＭ：では、爆ばく炎えんが晴れると、そこには敵はひとりたりとも残っておりません。

モルガン：よし！　ようやった！

ＧＭ：覆ふく面めんの以蔵を見て周りの生徒たちが、「あいつ……すげぇ！　ヒーローみたいだ！」

以蔵：後ろを振ふり向いて親指をと立てる。俺おれの名はブラストハンド。国見以蔵とは無関係だ。

勇：（生徒になって）「以蔵とは何の関係もないらしいぞ」（笑）。

シャル：（生徒になって）「そりゃそうだろ。あいつがヒーローのはずがない」（笑）。

ＧＭ：では、以蔵によって最後の空間の歪ゆがみが破は壊かいされたその刹せつ那な。あなたがたの視し界かいは極ごく彩さい色しきの光に満たされます。シャンカラの声が聞こえます。「やめろ！　そこまで触れるな！　それは否定すべき悪夢だ！」

勇：……おそらくこれが最後の幻視。僕は……いや、エンドラインの国見以蔵は、あそこで何を見たんだ……？

ＧＭ：ではもみじが「以蔵、今からあたしの最後のエフェクトを使うわ」と決意に満ちた表情で言います。刹那、生き残ったファルスハーツの撃った弾丸が、彼女の腹を貫通！

勇と以蔵：もみじいいいっっっっ！

ＧＭ：そして血まみれのもみじは、「以蔵……あなただけでも逃げて！　あなただけでも、平和にずっと暮らせる世界に。あたしはもう、駄目だから……」と言って倒れます。

勇：もみじ！　もみじ───っっ！

ＧＭ：傷がこう、深くて。「あなただけでも……」そして、以蔵の姿が、光に包まれて消えていきます。




　ゆっくりと崩れ落ちるもみじ。光に包まれ、消えていく以蔵。

　最後の言葉が、響く。

「こんなオーヴァードの力なんか……なかったらよかったのに……」

[image: ]




勇：う、うわあああああっっっっっ!!　う、噓だ!!　こんな世界は、噓だァッッッッ！

ＧＭ：お、そのセリフはいい。じゃあ想定していたイベントをここで起こしましょう。シャンカラの叫びが聞こえます。「やめろ、勇！　この壊れかかった世界で無理矢理特異点の力を使えばどんなことになるか！」

シャル：ちょうどフィールドを安定させてた時空の歪みがなくなったところですからね。

勇：だが、だがこんな世界、あっていいはずがない！　もみじさんの死を否定できるなら、特異点が願いを叶えるなら、僕は、あの世界を否定する！

ＧＭ：……えー。まあ確かにそう言うよな。うん。わかりました。ホントにやります？

勇：…………ああ。

ＧＭ：了解です。では……勇の叫びが特異点の力を発動させ、不安定になっていた世界の壁がほどけ……この世界が消滅します！

一同：な、なにぃいいっっっっ─────!?




　確固たる世界は夢へと還元され、あらゆるものが極彩色の幻影の中に消えていく。

　そして、勇たちの意識もまた、その中に飲み込まれて行った。





＊　　　＊　　　＊






以蔵：せ、世界消滅って、まさかこれでシナリオ終了じゃないよな!?

ＧＭ：ええと、もちろん違います。シナリオの選択肢のひとつとして用意してはありましたが。シナリオは続きますし、ＰＣが死ぬわけでもないですよ。

モルガン：さすが約束の王、というしかないのう。

ＧＭ：では、その後みなさんがどうなったかについては次のシーンということで。







《ブリザードブレス》　氷の吐息をはき出すサラマンダーのエフェクト。

《終末の炎》　みずからのＨＰを犠牲にして、攻撃の威力を増大させるエフェクト。

《灼熱の結界》　行動済でもカバーリングが行えるエフェクト。

《氷盾》　氷の盾を生み出して攻撃を受け止めるエフェクト。

《ブレインコントロール》　より精密にサラマンダーのエフェクトを扱う能力。

《不死者の恩寵》　受けたダメージをクリンナップに回復させるエフェクト。

《雷鳴》　セカンドアクションを行うエフェクト。

《ポルターガイスト》　周囲に武器を浮かべ、ダメージを増やすエフェクト。

ラビリンスの牛　クレタ島の王宮地下にあった迷宮ラビュリントスに住む牛頭人体の怪物ミノタウロスのこと。元は、クレタ人のあがめる牛神だったと考えられる。

《茨の輪》　ターン終了時にダメージをじわじわ与えるソラリスのエフェクト。

《苦痛の矢》　次のアクションのクリティカル値を＋１するソラリスのエフェクト。

《ファクトリー》　ソラリスのエフェクトのクリティカル値を低下させるエフェクト。

《銘なき刃》　身体を武器化するキュマイラのエフェクト。

《鬼の一撃》　筋力を強化し、ハイパワーでブン殴るエフェクト。

《急所狙い》　急所を的確に狙うことでダメージを増加させるエフェクト。

《竜鱗》　回避を放棄して、装甲値を大きく強化するエフェクト。

土囊　土を積めた袋。即席の遮蔽物として軍隊で使われる。簡単だが効果は高い。

ＭＧ42　ドイツ軍が設計した大型のマシンガン。〝ヒットラーの電気ノコギリ〟と呼ばれて連合軍兵士に恐れられた。

《達人の業》　相手の回避にペナルティを与える精緻な攻撃を行うエフェクト。

《一角鬼》　角を生やして武器化するエフェクト。

３Ｄ10＋８　達成値が23ということは、ダメージのダイスは達成値の10の位＋１個なので３Ｄ10。モルガンは残るエフェクトから、攻撃力自体は８と推測した。竜鱗を使う場合、重要なテクニックである。

肉体が25ある時点で　ＨＰは（肉体＋精神）×２で算出される。従って、肉体が25あるキャラクターは、たとえ精神が１でもＨＰは最低52ある計算になる。











◆Middle 07◆因いん果がの〝果て〟


Scene Player ─── 勇






　世界のすべては崩ほう壊かいし、極ごく彩さい色しきの奔ほん流りゆうに飲のみ込こまれた。

　だが、それでも勇たちはまだ自じ我がを保たもち、その空間にたゆたい続けていた。

　それが特とく異い点てんの力なのか、あるいは奇き跡せきとか呼よぶべきものなのかは、分からない。

　ただ、勇の心には、大切な人を守れなかったという絶ぜつ望ぼうだけが、あった。




ＧＭ：というわけで、世界が滅ほろびた後のシーンです。全員登場ですよ。

以蔵：うおお、世界が滅びても俺たちはいるのか（笑）。頑がん丈じようだなオーヴァード（笑）。

勇：えらいことになっちゃったけど、ＧＭ、進行は大丈夫？

ＧＭ：……用意してたイベントをいくつか修正すればなんとかなると思う。

シャル：頑張れ（笑）。

ＧＭ：すべてが量子に還かん元げんされた世界で意い識しきだけが残ってる、と思って下さい。幽ゆう霊れいみたいなもんです。それが、極彩色の異い次じ元げん空間に浮うかんでる感じ。

シャル：なるほど。

勇：僕は膝ひざをついて、……もみじを……もみじを守れなかった……と言ってる。

以蔵：（困こまった顔で）……さすがに同じの見ちまうと、何言っていいか分かんねえな……。

モルガン：そうか……勇のいた世界では約束の王が敗れたのか。

シャル：戦場ではよくあることだ、と思いつつも、それは口に出さないでおく。代わりに、あくまでいつも通りに周囲を警けい戒かいしているよ。

以蔵：とりあえず、勇の肩かたに手を置く。

勇：……さわらないでくれ、以蔵くん（押おし殺ころした声で）。……君は、この世界の僕かもしれないが……同じじゃ、ない。

以蔵：……すまん。

勇：……僕は…………守れなかったッ！　守れなかったんだ！

ＧＭ：すると、「そう、俺は守れなかった」と声が響ひびく。空間の一点にエネルギーが集しゆう束そくし、そこにシャンカラが立っている。「そして今の世界もまた滅びた。今この世界にいるのはお前たちと俺、そして観測者たるもみじだけだ」

シャル：やはり出たか。シャンカラ。

モルガン：……約束の、王。

勇：（うつむいたままで）今さら何の用です？　あの人は死に、世界は滅びた。僕は真実を知った。これ以上何がしたいんですか？

ＧＭ：「違ちがうな、まだお前は何も知ってはいない」シャンカラは唇くちびるの端はしで冷笑する。「見せてやりたいと思ってな。俺たちの望む世界を」

モルガン：おぬしが王として生み出す世界……？

以蔵：……見せてみろよ。俺と勇の望みって奴やつを。

ＧＭ：「いいだろう。これが、世界の可か能のう性せいだ！」そう言うや、シャンカラの手のひらに銀ぎん河がの幻げん影えいが浮うかび上あがり、閃せん光こうとなって皆みなを飲のみ込こむ。




「起きて、起きてよ、以蔵！」

　慣なれ親したしんだ万まん年ねん床どこの香かおり。

　夏の強きよう烈れつな朝日が差さし込こんでくる四よ畳じよう半はん。

　セーラー服姿すがたのもみじは、寝ね込こんでしまった以蔵を必死に揺ゆり起おこしている。

　そうだ、学校に行かなければ。




ＧＭ：では、「起きてー」と言う国見以蔵を起こすもみじの声がします。アパートの自分の部屋ですね。以蔵と勇は意識が入り混じっており、どちらがどちらか判はん然ぜんとしません。天さんと加納で、以蔵のロールプレイをする、ということでひとつ。

シャル：え、えらく難易度の高い要求だなＧＭ（笑）。

ＧＭ：あのハモり具合ならできるかなあと。天さんと加納の技量ならなんとかなりますよ。

以蔵：わかった、やってみる（笑）。

勇：やってやろうじゃないか。

以蔵：（ベッドから跳ね起きて）うお!?　な、なんだ!?

勇：……夢ゆめを、見ているのか？

ＧＭ：階下からは、温あたたかい味み噌そ汁しるの匂においが流れてまいります。種明かしをすると、「もみじの望む平和な日にち常じよう」をコアにしたパラレルワールドですね。

シャル：……それがシャンカラの生み出そうとしているものなのか。

ＧＭ：そう思って下さい。

モルガン：するとこの夢はお試しパックか。じゃあわらわは、以蔵の隣となりに住んでる留りゆう学がく生せいのモルガン！（笑）

ＧＭ：ああ、この世界ではそういう存在に置き換えられているんですね（笑）。

モルガン：もみじの願う世界にオーヴァードや竜りゆうはおらんじゃろうからな。万年床をはいで、以蔵を蹴けるぞ。起きんか！　もみじが朝ごはんを作ってくれたんじゃぞ！

勇と以蔵：うーん……後、五分……。

シャル：そんなところまでハモんな！（笑）

モルガン：ええい！　起きんか！　起きんと今日の自主トレのメニューを三倍に増ふやすぞ！

ＧＭ：そこは変わらないんですね（笑）。

モルガン：基き本ほん的てきに勉強とか特訓とか大好きなんだよ（笑）。

勇：うお、自主トレ三倍は勘かん弁べんだ、と言って起き出すよ。

以蔵：で、尻しりをポリポリかきながら、あーあ、ヒーローになりてえなー。努力しないで手から爆ばく弾だんとか出るようにならないかなー、とか言いながら階かい段だん下おりる（一同爆笑）。

ＧＭ：すると、もみじがちゃぶ台の上にご飯並ならべて待ってます。「あ、やっと起きた？」

勇と以蔵：おはよう、もみじ（ハモる）。

モルガン：今日は学校から帰り次第、ネットＲＰＧのアップデートなのじゃー！

勇：はは、モルガンちゃんは本当にゲームが好きだなあ。ほら、納なつ豆とうだよ。お食べ。

モルガン：……わらわ納豆嫌いじゃ────っっ！　こんなものは人間の食い物ではなーいっ！（笑）

以蔵：お前人間じゃ……そうか、この世界だと人間なんだよな（笑）。

シャル：だいたいルールが分かってきた（笑）。もみじ嬢の考えている理想世界だから、戦争も傭兵もドラゴンもいないわけだ。じゃあ私は高校で教きよう師しやってるよ。化学教師とかかな。で、優等生のソフィアがお気に入り。

以蔵：ああ、俺がナトリウム盗ぬすもうとすると（笑）。

シャル：チョークがシャッ！　と飛んで以蔵の横の壁かべに突つき刺ささる（笑）。

モルガン：あれじゃな。登校中に頭にネコミミがついたマーヤみたいな女の子とすれ違ちがうんだけど、単なるカチューシャだったりするんじゃな。

シャル：で、兄あに貴きは死んでなくて、エルキュールは……なんか道楽貴き族ぞくのおもしろい人（笑）。

ＧＭ：そんな感じです。世界中を見み渡わたしても大きな戦争もなく、悲ひ惨さんな事じ故こもなく、もちろんオーヴァードもなくて、ゆっくりと時間が流れていく。そんな世界。そして、そこであなたたちは夢から覚めます。

勇：これが……僕たちの望む……世界……。




　頰ほおを熱いものが伝っているのに気がつき、勇は呆ぼう然ぜんとした。

　涙なみだだ。

　これが自分の失ってしまったもの、もみじたちとの大切な日常なのだ。

　それを取とり戻もどせる？　それがシャンカラの目的だとするなら……。




勇：シャンカラ、聞かせてくれ。この世界が……お前の望む世界なのか？

ＧＭ：すると彼はゆっくりとサングラスを外し、「ああ。これが俺の望む世界だ。何にも代え難がたい日常だ！」と獅し子し吼くします。その顔は……国見以蔵その人！

一同：な、なにい─────!?

モルガン：ば、バカな！　以蔵が三人だと!?

シャル：……悪あく夢む……いや、認みとめねばならない現げん実じつ、か？

モルガン：ありえん！　ここにいるのが〝この世界の〟以蔵。勇こそが〝エンドラインの〟以蔵。では、おぬしは何者なんじゃ？　第三のパラレルワールドとでも言うのか？

ＧＭ：シャンカラはモルガンを見み据すえ、「モルガン、お前らしくもない。分かっているはずだ。俺がオリジナルなんだよ」

モルガン：……オリジナル……？




　シャンカラは手の中に小さな銀河を掲かかげ、高らかに叫さけんだ。

「俺の名は、国見以蔵。ブラストハンドと呼よばれる男だ！」




一同：ええええええええええっ!?

ＧＭ：「俺のいた世界は、半年前、ファルスハーツによって占せん領りようされた。その戦いの中で、多くの仲間が散っていった。モルガン、お前も、そして」手から血が流れんばかりに拳こぶしを握にぎり、「もみじも」と言う。

勇：それは僕にも記き憶おくがあるんだよね？　ストライク一巻に書いてあるエンドラインの説明くらいは思い出してもいいかな。

ＧＭ：あ、構かまいませんよ。

勇：……覚えている。ファルスハーツのクーデターによってすべてが変わってしまった。オーヴァードは一夜にして世界の支し配はい者しやになり、ＵＧＮはテロリストのように扱あつかわれた。それでも僕は日常を守るために戦った……。

モルガン：それが因果の果て、エンドラインの〝現げん在ざい〟というわけか。

シャル：だが、そのことと私たちのいる世界を滅ほろぼすこととどんなつながりがある？

ＧＭ：「さっき見せた通りだよ」ちゃき、とサングラスをかけなおして。「お前たちのいる世界を材料にして、平和な日常を取とり戻もどす。世界を再さい創そう造ぞうすると言いい換かえてもいい」

勇：……あれが、現実になるのか……。

シャル：私たちのいる世界は消しよう滅めつし、平和な戦争もオーヴァードもない世界が生まれる。

以蔵：俺たちはそこに〝転生〟するというわけか。

モルガン：では、こやつは……勇は何者なんじゃ？

ＧＭ：「セオドアの実験によって、俺はこの世界に呼よび込こまれた。エンドラインの特異点と融ゆう合ごうしていた俺は、こちらの俺が手放した特異点と融合するはずだった」前回の話ね。「だが、エルキュールの攻こう撃げきによってすべてが狂くるった」

シャル：どういうことだ？




「世界を移い動どうした直後の俺は、卵たまごから孵かえったばかりのヒナよりもひ弱だった。加えて手て駒ごまとして利用するつもりだったセオドアに特異点を分わけ与あたえていたために、無む防ぼう備びにエルキュールの攻撃を受けた」

　以蔵とは思えない、あるいは以蔵と同一人物だからこその大だい胆たんさで、シャンカラは事じ情じようを堂々と語った。

「その時に、〝こちらの〟特異点が半はん端ぱに俺と融合したまま、観かん測そく者しやのすぐ側に実体化してしまった。それがお前なんだよ、勇」




以蔵：〝こちらの〟って……前の巻で俺が持ってた特異点ってことか!?

ＧＭ：その通り。

シャル：待て！　だいたいこちらの特異点は前の巻で消滅したはず！

ＧＭ：正せい確かくに言えば、以蔵に宿っていた特異点は消滅したわけじゃないんですよ。……一度細分化されて、世界に影えい響きようを与あたえなくなっただけで。だから何百年に一度、特異点を持つものが現あらわれるわけですが。

モルガン：わらわが約束の王候補と呼ぶ人間がそういった存そん在ざいなわけじゃな。

ＧＭ：そうそう。で、シャンカラが言います。「その細分化した特異点を、俺が統とう合ごう、復活させて吸きゆう収しゆうするつもりだったんだがな……」

勇：じゃあ……この、久坂勇という名前は……？

ＧＭ：「久坂勇というのは、エンドラインで俺をかばって死んだ戦友の名だ。人じん格かくや外見は、こちらの以蔵と俺の記憶が入り混じって構こう成せいされたんだろう」

勇：……人間でさえない？　以蔵でも、勇でもない……教えてくれ！　僕は誰だれだ！

ＧＭ：「誰でもない」シャンカラの声はひどく冷たい。「お前は特異点、俺の道具だ。お前さえ意のままになっていれば、こんな手間をかけることはなかった。事実、お前たちが空間の歪みを破壊し、あまつさえ特異点を暴発させてくれたおかげで、世界は破壊されたが新世界は生み出されてはいない」

勇：……すべては僕のあやまちなのか。

シャル：だが、奴の思惑も完遂できなかったということになる。歪みを壊して回ったこと自体は無駄ではあるまい。

モルガン：解げせんな。シャンカラ。何故なぜおぬし、そこまで世界の秘ひ密みつを知っておる？　おそらく一番特異点の秘密に近いソフィアですら、そこまでの知ち識しきは持つまい。

ＧＭ：「大いなる意い志しとやらさ。そいつは俺にそう名乗った」

シャル：……また大いなる意志か。

ＧＭ：「無数のパラレルワールドの中から、この宇宙に俺を導みちびいたのも、セオドアに特異点を分わけ与あたえることで下げ僕ぼくにする技ぎ術じゆつを与あたえてくれたのも、そいつだよ」

シャル：…………下僕、か。少し唇を嚙む。

ＧＭ：「ま、語りかけてくるだけでこっちから連れん絡らくはつかないがな。次元のはざまから出てきた化け物どもを貸かしてくれたのもそいつだよ」

シャル：もうひとつ。今のもみじを、観測者にしたのは誰だ？　私の知る限かぎり、あの少女は普ふ通つうの少女だったはず。観測者などではなかった。

ＧＭ：「理由のひとつはエンドライン、俺たちの世界のもみじだ。もみじはバロール能のう力りよく者しやの中でも特とく殊しゆな存在、重力場によって時空間を変動させることのできる存在なのだ」

モルガン：人間タイムマシンか。

ＧＭ：とは言っても簡かん単たんに時空を超こえられるわけではないので。切り札として、以蔵……シャンカラを飛ばしたわけです。でも、こっちの宇宙に干かん渉しようしてしまったので───。

シャル：エンドラインのもみじと、こちらのもみじがリンクした？

ＧＭ：そうです。エンドラインのもみじは特異点の観測者だったので、こちらのもみじも観測者になったというわけです。

勇：…………。

モルガン：……シャンカラ。それで、おぬしはわらわたちに何を求めておる？　まさか、ただ事情の説明に来たわけでもあるまい。

ＧＭ：「事情を知った上で、勇にこの世界の再さい構こう築ちくを手伝ってもらいたいのさ。俺の半身、同じ痛いたみを共有する勇は拒こばみはすまい。勇と以蔵は俺と統合され、ひとりの国見以蔵になる」

勇：……断ことわったら？

ＧＭ：「……なに、もみじの眠る保健室の扉を開かなければ世界はこの不安定な雲のままだ。俺は勇が決意するまで待っていればいい」

シャル：身勝手な…………。神にでもなったつもりか。

ＧＭ：「ああ。俺が創造主で、もみじが女神だ」

勇：………………。

ＧＭ：「もちろん、自暴自棄になって俺を倒そうとするのは勝手だ。お前たちを倒せば、特異点は俺の手中に収まる」

モルガン：たいした自信じゃな。

ＧＭ：「いずれにせよ、俺のいる場所に来るには、勇が観測者……もみじとの絆をみずから断ち切る必要がある。意志を持つ特異点ならばそれができる」シナリオロイスをタイタスにしろ、ということです。

勇：僕にあの娘を忘れろ、と？

ＧＭ：「死んだもみじを忘れて、あたらしいもみじを手に入れよう、ということだよ」




　身を翻ひるがえし、シャンカラは虚こ空くうに現あらわれたドアを開いた。

　形定かならぬ世界でただひとつ形あるもの。

　そのドアは、もみじの眠ねむる保ほ健けん室しつへと続くドアだった。







◆Middle 08◆〝扉〟の向こう側


Scene Player ─── 以蔵






　決けつ断だんをしなければならなかった。

　シャンカラの計画に手を貸かすか。あるいは先の展てん望ぼうもなく、ともかくシャンカラに殴なぐりかかってみるか。

　滅んでしまった世界の中で、四人はそれぞれに苦く悩のうする。




ＧＭ：というわけで決断を下すシーンですよ。場所は先ほどと同じ、シャンカラの消えた保健室の扉の前。

シャル：答えはもう出ている。兄の時と同じだ。どんな形であれ、それがどれほど素す晴ばらしい世界であれ、強要されて訪おとずれる世界に私は興きよう味みはない。奴を倒たおし、元の世界を取り戻もどす。

モルガン：……じゃが、量子レベルに還元された世界をどうやって元に戻す？　わらわたちがこうして形を保たもっていられるのも、特異点である勇の側にいるからであろう。

ＧＭ：そういうことです。

勇：……それに、僕にはシャンカラの見せたあの世界を否ひ定ていすることができない。

モルガン：……まあ、そう言うじゃろうな。それは分かる。もみじを失った記憶があって、その上自分は人間ではない、となれば、新世界に賭けてみようという気にもなるかの。

勇：あれが僕の居い場ば所しよだというなら、それでいいんじゃないかと思うんです。誰も傷きずつかない、誰も悲しまない世界が生まれるのなら、それでいいじゃないですか。

モルガン：それが約束の王の望みなら、わらわは否定はせんよ。

以蔵：何も言えないんで押おし黙だまってるよ。

シャル：だが、そこで君が泣いていても何も進まない。また失うつもりなのか？　……ちなみに保健室のドアに手をかけてみるけど、ＧＭ、開く？

ＧＭ：開きません。特異点である勇が観測者なき浮動の状態……夢の中の少女とのロイスを捨てた状態でないと、次元の境界であるこの扉は開かないのです。

シャル：……今のままではお嬢じようさまは死んでいるのも同じだ。なんとかして助けるためには、殴なぐってでも勇に腹をくくってもらわねばならんが……。

以蔵：そ、そりゃ乱らん暴ぼうじゃないのか!?

シャル：子こ供どもの感かん傷しようにつきあって、世界の滅めつ亡ぼうをぼんやり見ているわけにもいかんだろう。以蔵、勇。私はお前たちと違う。殺し合いが日常の世界から来ている。……大切な人が死ぬことに慣なれてしまったし、だからこそ守るためならためらわん。

モルガン：……そうじゃな。おぬしもわらわも、そうして生きてきた。人や竜の形をした剣けんじゃ。

勇：……だけど僕は、あの娘のシナリオロイスをタイタスにすることはできない。プレイヤーとしても、どうも死んだみたいだからタイタスに、というのはちょっと抵抗がある。

シャル：うーん、まあそうだよなあ。それはわかる。

勇：というわけで、僕は膝をついて動きません。

シャル：では、そこに貴様……と言って、剣を突きつけるよ。




　シャルの声に、明めい確かくな殺意がこもる。

　うちひしがれた勇は、それでも立ち上がろうとはしない。

　その時だった。




以蔵：……勇、それでいいのか？

勇：（暗い声で）……何がだい？

以蔵：お前、それでいいの？　どっちにしろ、勇って人格は消えちまうんだろ？　俺がもみじ取っちまって本当にいいのか？　その上あっちのもみじまで忘わすれちゃって！

勇：………………僕が犠ぎ牲せいになることで、皆が幸せになれるのなら……。

以蔵：そんな我が慢まんができる子か!?　結局人格のベースは俺なんだろ？　分かってるぞ！　本当は世界三十億の女を、ええと世界がふたつあるから六十億の女を全部手にしたいはずだ！（一同爆笑）

モルガン：妙みような説得力だけはあるな……（笑）。

勇：激げつ高こうして立ち上がるよ。で、以蔵の首根っこつかむ。だ、だったら君は！　何もかも丸く収おさまる方法とか、分かんのか!?

以蔵：分かんねえけど、全取りだろ、全取り！

勇：全取りって何よ!?　今からあいつブッ倒して！　もみじさんを助けて！

以蔵：そうだろ!?　そもそも、あっちのもみじが死んだと決まったわけじゃないし！

勇：すべてハッピーエンドってか!?　君は、そんなことができると思ってるのか？

以蔵：あたりまえだ！




「いや、きっとできるはずだ！」

　以蔵はまっすぐに、勇の目を見据えて断だん言げんした。

「それがヒーローだろう！　ブラストハンドだろ!?　特異点とか関係ねーだろ！　俺たちは俺たちのなりたいヒーローになるんだろ!?」




勇：無茶言うな！　不ふ可か能のうだ！　と叫んで、以蔵の頰をブン殴なぐる。

以蔵：できるに決まってる！　少なくとも試してみる価か値ちはあるだろ！　ほっといても、どうせ世界はあいつのいいようになるんだ！　と叫んで勇の頰をブン殴る。

勇と以蔵：で、同時に尻しり餅もちをつく（笑）。

シャル：なんでそこだけ面白いんだ……（笑）。

以蔵：それにだ、考えてみろ！　あいつは俺だぞ！　自分に都合のいいことしか言ってないに決まってる！

勇：……確かに、君ならそうだ。

以蔵：だったら、不利になるようなことは何一つ言わないだろ！　まだ何か手はあるはずだ！　お前があっちのもみじを見捨てるのが正解なんてのはおかしい！

勇：おかしいのはわかったが、どうしろっていうんだ。

以蔵：……とにかくおかしいんだよ！　納得できん！　理性より感情だ！　許しがたい！　具体的な理屈は、ええと、シャルりんやドラ子が考えてくれ！（一同爆笑）

モルガン：……お、おぬしは……（笑）。

シャル：……そうだな。世界を再構築するにせよ、奴を倒すにせよ、保健室の扉を開かねばならない。そのためには、シナリオロイスをタイタスにする必要がある。

ＧＭ：そうすると、もちろんエンドラインについては忘れる必要があります。

勇：それは受け入れたくないんだよな、キャラクターとしては。

シャル：……何か抜け穴があってもよさそうなものなんだが……。

一同：（考え込む）………………うーん…………。

勇：……そうだよなあ……ええと……あ、ＧＭ！

ＧＭ：はいはい。

勇：夢の中の少女、とは別に、あっちのもみじさん……わかりにくいんで漢字で紅葉もみじ……にロイスを取ることはできる？

ＧＭ：ええと、あー。できますね。前者はイメージの作り出した幻げん想そうの存在、後者は実じつ存ぞんとして存在するキャラクターなので。

勇：じゃあ、夢の中の少女をタイタスにすると同時に紅葉をロイスにすることで、エンドラインの記憶を持ちながら扉を開けることができる？

ＧＭ：（意外な顔で）…………ぉ？

シャル：…………それについては仮説の域を出ないな。

以蔵：確信もなしにロイスをタイタスにしろとは言えないよな。ええと……。

モルガン：そうじゃ！　ＧＭ、今こそ《デジャ＝ヴュ》でそのことについて確認できる？

以蔵：それだ！　それだよドラ子！

ＧＭ：はい、それは可能ですよ。

モルガン：ここは間ま違ちがいなく使いどころじゃな。《デジャ＝ヴュ》！　キュピーン！

ＧＭ：では、特異点を通してモルガンが知ち恵えを得る、という演えん出しゆつにしましょうか。確かにその手は可能です。……というか最初にＧＭが考えてたより数すう段だんスマートだ（笑）。

モルガン：あともうひとつ確認じゃ。《デジャ＝ヴュ》を使ったほうがいいなら使うんで。この世界が現在きわめて不安定な状態にあるなら、それを利用して勇をエンドラインに送り返すってできる？

ＧＭ：それについては《デジャ＝ヴュ》を使って下さい。

モルガン：では最後のを使う！　ピキーン！

ＧＭ：では判然といたしますが、勇がシャンカラを倒したならば可能です。ふたつの特異点はひとつになり、ビッグバン級のエネルギーが生まれます。それがあれば、元の世界を取り戻して、ついでにロイスを持ってる勇がエンドラインに戻ることはできるでしょう。

モルガン：それじゃ！

勇：よし、その手で行きましょう！　あいつを倒し、もみじさんを取り戻す！　そして、僕はエンドラインに戻もどり、紅葉を助け出す！　彼女が死んだと決まったわけじゃない！

以蔵：あれ？　なんかお前勘かん違ちがいしてね？

勇：……何だって？

以蔵：俺も行くよ。

一同：な、何────!?

以蔵：だって考えてみろ。シャンカラとあっちのドラ子が戦って負けたくらい、エンドラインのファルスハーツは強いんだろ？　勇ひとりで行っても、勝てるわけないじゃん。

勇：そ、それはそうかもしれないが……。

以蔵：だったら、俺たちもエンドラインの紅葉にロイスをとって、あっちに行けばいいんだ！

ＧＭ：お、おお!?　ま、まあ確かに特異点の力があれば、できない相談ではないですが。勇が行けるのに以蔵たちが行けないという理り屈くつはないし。

以蔵：だべ？　俺とお前のダブルブラストハンドなら、話は別だろ？

勇：しかし、いいのか？　戻ってこれる保ほ証しようはないんだぞ。

以蔵：なあに、なんとかなるって！　それに、俺のもみじとは別人でも、やっぱり女の子が大ピンチなの知っててごろごろしてるなんて俺には無理だよ。

モルガン：わらわも行くぞ！　これでトリプルブラストハンドじゃ！　約束の王の行くところどこまでも行く！　それに、わらわの分身を滅ほろぼしたファルスハーツには、かならずや罰ばつを下さねばならぬ！

以蔵：それにあれだ。向こうの俺の人格を受け継いだ勇がこっちに来たらモテたわけだろ？　俺もエンドラインに行けばモテモテだ！

勇：……いや、それはない（笑）。僕は僕だ。以蔵くんの人格とは関係ない。つまり僕がモテているのは僕自身の魅力なんだ！（笑）

以蔵：見み果はてぬ夢ゆめに賭けるっつってんだろ！（笑）シャルりんはどうする？

シャル：なるほどな、と薄く笑って。それなら、私もケリをつけに行こう。我々の運命を狂わせた大いなる意志とやらに借りを返さねばならん。

以蔵：オーケー。というわけで紅葉にロイスを取るぜ。感かん情じようは純じゆん愛あいと不安。

モルガン：わらわもロイスを取ろう。感情は……友ゆう情じようと不安で。

勇：分かりました。行きましょう。そう行って、保健室のドアに手をかけます。そして夢の中の少女をタイタスに。紅葉をあらためてロイスにします。感情は慕ぼ情じようと恐きよう怖ふ。ああ、それから……以蔵。

以蔵：？

勇：ありがとう。とボソッと言って、ドアを開けるよ。




　ゆっくりと、勇は……久坂勇と呼ばれた特異点は、保健室の扉を開く。

　みずからの運命と対決するために。

　彼は、彼の意志でその一歩を踏み出したのだ。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆見たことのない〝明日〟のために


Scene Player ─── 勇






　ひどく空虚で、まるで神殿のように広い空間。

　白い床からいくつかの円柱だけが伸びていて、それがまるで墓標のようにいくつもいくつも連なっている。

　その果てに、もみじの眠るベッド。そして、極彩色の異次元を背に立つ男、シャンカラ。




ＧＭ：ではいよいよ、皆さんがシャンカラの前に立つシーンです。保健室の扉の向こうで、奴は勇たちを待ち受けておりました。「……腹は決まったか、勇？」

勇：ああ。僕は以蔵くんたちとこの世界を元の姿に戻し、そしてエンドラインへ殴り込む。

ＧＭ：ちょっと驚愕して「正気なのか？　……なぜエンドラインに拘泥したままここにこれたのかはわからないが……勝算はないぞ」

勇：確率は低い。現実的じゃないかも知れないが、可か能のう性せいはゼロじゃない。

以蔵：そうだよ、確率考える時点であいつ俺じゃねえよ（笑）。

勇：その程てい度どで諦あきらめる僕じゃなかった気がするんですが？

ＧＭ：「俺は大人になったんだ。お前たちとは違ちがう」

シャル：そうだね、そういうことだ。もう他人なんだ。

モルガン：おぬしの理想郷にはもみじが不可欠じゃ。ふたつの特異点と融合したもみじがな。それは、彼女を神にするということじゃぞ。

ＧＭ：「それがどうした？」酷こく薄はくな声で。

モルガン：それがどうした……シャンカラ、おぬしはそう言うのか。では以蔵に勇。おぬしたちはどうじゃ？

勇：そりゃあ……そんなものをもみじに背せ負おわせる訳には。

以蔵：あいつが望んでもいないことを無む理り矢や理りやらせようとするなよ、自分の都合で。

ＧＭ：「何が悪い。もみじが望んでいる世界をもみじが実現するんだ！」

以蔵：それを決めるのはお前じゃないだろう。

ＧＭ：「もみじは俺のものだ！」

勇と以蔵：違う！

以蔵：もみじは俺のものだ！

勇：もみじは僕のものです！

勇と以蔵：いや、それも違う！（笑）もみじはもみじのものだ！　もみじは、もみじの、ものだ!!

ＧＭ：すごいハモり力だ（笑）。シャンカラは「愚おろかな……ならば、お前たち全員を因いん果が地平の果てに追放し、力ずくでもみじの望む理り想そう郷きようを実現するまで！」と吠ほえる。では戦せん闘とうですよー。

勇：そんなものが、もみじさんの望みじゃないことをわからせてやる！

ＧＭ：で、ここで特とく殊しゆ処しよ理りが入ります。ミドルフェイズの戦闘で掛かったラウンド数によってシャンカラの侵しん蝕しよく率が増ふえます。かかったラウンドごとに２Ｄ10％。

以蔵：早めに倒たおしてよかった。

ＧＭ：４Ｄ10なので……27％増ぞう加か。侵蝕率[image: ]％。

モルガン：[image: ]％を超こえなかったのが僥ぎよう倖こうじゃな。エフェクトレベルが＋１と＋２ではえらい違いじゃ。

勇：僕は僕だ！　人間であろうとなかろうと、その意志を貫く！　というわけで〝ブラストハンド〟にロイスを取る。で、もみじさんにも純じゆん愛あいと偏へん愛あいで。




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：ではセットアップ。「行くぞ！」《ヴァイタルアップ》！　敵はシャンカラひとりだけです。

以蔵：じゃあ《サポートデバイス》。周囲に空気の爆ばく弾だんを浮うかべる。

モルガン：《ルーラー》！　エクスカリバーの力が戻ってきた！　そうか、特異点が活かつ性せい化かしたからじゃな！

ＧＭ：……エクスカリバーってそーゆーもんでしたっけ。

シャル：まあ三田さんの演出だからなあ（笑）。

モルガン：シャンカラ！　おぬしはわらわの所有者にあらず！　我わが怒いかりを受けよ！　というわけでシャンカラにこのラウンド、ダイスペナルティが５個こ。

シャル：で、そっちのイニシアティブはいくつですか？

ＧＭ：39。単体の特化ボスですからね。「俺は強いぞ。こんな平和な世界で腑ふ抜ぬけていた俺や、特異点の疑似人格ごときに負けるはずがない！」

勇：ほざけ！　過か去こしか見てないお前に、それを言う資し格かくはない！

ＧＭ：「ならば見せてやろう！　これがもみじの望んだ、オーヴァードなき世界だ！」《カームダウン》＋《早業》＋《アーマークリエイト》！　全員のダイスを８個減へらすぜ！　全員の体を、電撃にも似たすさまじいショックが襲う！

モルガン：ぐおおお！　そこらのオーヴァードなら、活動不ふ能のうになるほどの力じゃ！

勇：さすがは特異点、というところですね。

ＧＭ：シャンカラが、「どうだ紅葉！　俺たちの運命を狂くるわせたレネゲイドの力が消えていくぞ！」と大喜びしています。

以蔵：くそ、俺だけあって超ちよう強くて格かつ好こよさそうだぜ……シンドロームまで同じか……（笑）。

ＧＭ：《ブレインシェイク》＋《獅し子し奮ふん迅じん》＋《かまいたち》＋《インスタント・ボム》＋《錬れん成せいの掟おきて》、あと少々！　空気の爆弾を作り出す！　達成値28！

以蔵：す、すげぇ！　クールかつ格かつ好こいい一いち撃げきが来る！　あれは避よけられない！（一同爆笑）

ＧＭ：「行くぜ。地じ獄ごくに行っても忘わすれるな、俺の名は……」

ＧＭと以蔵：（同時に）ブラストハンド！

モルガン：四人目────っっ!!　返せ！　わらわのブラストハンドを返せ！（笑）

ＧＭ：「あっちのモルガンは快こころよくくれたんだよ！」（笑）

モルガン：なんだって!?　そんなのわらわではない！（笑）

ＧＭ：「さあ消えろ！　炎の中に！　これがこの次元宇宙で最後に振るわれるレネゲイドの火だ！」特異点の力をフルに操り、シャンカラの炎が吼える！




「ブラスト！」

　シャンカラが叫さけぶと同時に、一いつ斉せいに周囲の空間そのものが爆発する。

　破は壊かい神の名にふさわしい、壮そう絶ぜつな炎ほのおが噴ふき上がる。




シャル：私は《カームダウン》でダイスが０個になった結果、クリティカル値が11になってるので問答無用で判定失敗。

以蔵：回かい避ひ失敗。

勇：不特定の女の子たちのロイスをタイタスにして昇華、達成値ブースト、回避！　避ける演えん出しゆつは、音波なら僕ぼくも使えることを忘れてもらっては困こまる！　と言いながら高速で移い動どう。

シャル：不特定多数の女生徒まったく関係ないね！（笑）

勇：いや、不特定多数の女生徒は今まで僕をチヤホヤしてくれた。でも、僕は元の世界に戻もどる。そして、元の世界の女の子たちにチヤホヤされる！

モルガン：ホントにおぬし、最低じゃな（笑）。

勇：いや、もちろん紅葉が一番ですよ？（笑）そう、僕は他の女の子と同様に紅葉にも惚ほれているんです！（爆笑）

以蔵：分かる分かる、みんな一番だよね。

勇：そうそう、みんな一等賞。

ＧＭ：「み、見下げ果てた奴やつらだ……」（一同爆笑）

モルガン：じゃあ以蔵をかばう。わらわは迷まよいを捨すてた！　我こそ、最強の剣にして最強の守り、エクスカリバー！

ＧＭ：ダメージは24点装そう甲こう値無む視し。目眩めまいつき。

モルガン：24点!?　……磁じ場ば発生装そう置ち。

以蔵：さらに《波は紋もんの方ほう陣じん》。モルガン、しっかりしろ！　26点ブロック！

モルガン：磁場発生装置で11点止めて……カバーリングで倍になっても大丈夫じゃ。

ＧＭ：「なぜだ、モルガン！　なぜそいつらをかばう！」

モルガン：なぜ？　何故じゃと？　剣の主が、それを問うのか？

ＧＭ：「…………な、何？」

モルガン：ああ、分かったぞシャンカラ。おぬしには、あのスペースシャトルに乗ったときの思い出がないんじゃな？　だから、以蔵のことも、勇のことも、わらわのことも理解できん。

ＧＭ：おお、その通りだ！

モルガン：おぬしは夢ゆめのハーレムからマッハで遁走したり、世界中の軍隊に追われて結局戦うのを放ほう棄きしたり、前言を撤てつ回かいしてスペースシャトルに乗り込んだりしたことはないわけじゃ。

勇：……なんだ、その思い出は。

以蔵：いい思い出さ（笑）。

モルガン：つまりおぬしはまともに逃げたこともなければ、泣いたこともなければ、エロ本をベッドの下に隠かくしたこともなければ、それが見つかって恥はずかしい思いに駆られて逃げ出したこともなければ……。

以蔵：ドラ子、ドラ子、それぐらいで！　僕の胸が！　僕の胸が！（笑）

モルガン：実は十七歳にもなっておねしょをしてもみじに怒られたこともなければ……。

以蔵：いや、ドラ子、それは関係ない！　必要ない！（笑）

モルガン：つまりそういう恥ずかしい思いをしたこともなければ、下着をマーヤに物質変換で鍋なべにされたこともなく……。

以蔵：やめてーっ！　もう入ってこないで──っっ!!（一同爆笑）やめて、やめてよーっ！　僕の心を壊さないで！（笑）

ＧＭ：今三田さんの真価を見た（笑）。

モルガン：だが、この世界の以蔵はそれだけ恥ずかしくて、駄だ目めで、どうしようもなくて、だらしなくて、愚ぐ図ずな男だが……その愚図な男がたった一度だけスペースシャトルに乗ったのじゃよ。世界を救うとか訳の分からないことを言いだしてな。

勇：いいとこあるじゃん。さすが僕（笑）。

以蔵：（即座に立ち直り）だろ？　俺だからな（笑）。

モルガン：だからこの以蔵と、その以蔵と心を繫いだ勇はわらわの約束の王じゃ。たとえ特異点があろうがなかろうがな！

勇：そして、お前はエンドラインをなんと言った？

ＧＭ：サングラスをかけなおして。「帰る価値のない悪夢だ。俺はあの悪夢を否定するために生きている」

勇：じゃあお前は、俺にこの名前をくれた勇のことも、死んでいった仲間たちのことも、もみじが眠っているあの世界のことはどうでもいいって言うんだな!?

ＧＭ：「もみじのいない世界にどんな意味がある！　あいつは、俺のすべてだ！」

モルガン：うん、それも以蔵は言わんな。あやつは世界を否定したりはせん。いつも根拠のない希望だけを持っておる男よ。

以蔵：そう、俺おれは格好悪いが希望だけはある！

勇：僕は格好良く希望もあります。

以蔵：（勇を指して）……あいつが敵てきじゃないのか？（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「戯ざれ言ごとだ！　もみじの力を引き出すまでもない、俺ひとりで十分だ！　今や、俺には特異点の力がある！」

以蔵：言ってろ！　かならずもみじも、紅葉もみじも救い出す！




　映えい像ぞうの中の紅葉と、保ほ健けん室しつのもみじ。

　二人を救うため、以蔵が走る。




以蔵：《高速錬成》＋《アーマークリエイト》でエンゲージから離り脱だつ。相手には範はん囲い攻こう撃げきがあるからな。そして《リミットリリース》！

勇：頼むぞ、以蔵！

以蔵：《ブレインシェイク》＋《かまいたち》＋《インスタント・ボム》＋《レインフォース》あと少し。これが侵しん蝕しよく率りつ的に最後の力！　達成値は技ぎ能のう足して46！

ＧＭ：「だが貴き様さまに本当の地じ獄ごくを見せてやろう！　行くぞっ！」

以蔵：来いっ！

ＧＭ：「そう、俺は特とく異い点てん！　俺に都合のいいことが起きる！」《還かん元げん》＋《残ざん像ぞう》＋《沈ちん黙もくする世界》＋《錬成の掟》！　シャンカラの周囲に蒼い炎が噴き上がり、襲いくる大気の爆弾を次々かき消す！「俺は俺に勝てない！」

勇：げっ、対モルフェウス能力の《還元》と、対ハヌマーン能力の《沈黙する世界》か！　面倒なことしてくるな！

モルガン：ようするに《カームダウン》で自分に与あたえたダイスペナルティを《残像》で必死に打ち消してるのね（笑）。

ＧＭ：そうそう（笑）。今回はかなりややこしいキャラを作ったので、コンボがややこしいのです。さあ、うなれ俺のダイス目！　……あれ、達成値が28点……。

以蔵：俺の分ぶん際ざいで俺の攻撃をよけられるものか！　身の程ほどを知れ！（笑）ダメージは46点装甲無視。

ＧＭ：それは貰もらいたくないんで……《空蟬うつせみ》でダメージ無効化！

シャル：その隙は逃がさん！　戦い方が以蔵と同じなら、癖もよくわかっているのでな。《高速錬成》《ダブルクリエイト》《インフィニティ・ウェポン》。バチリ、と棒を割わって二本のコンバットナイフに変えてから相手をじっと睨にらみつける。

ＧＭ：「そんなもので特異点を相手に何ができる？」とシャンカラ。

シャル：君の物言いを聞いていると、そろそろ君が以蔵と同じものだとは思えなくなってきた。少なくとも、勇の方がよっぽど以蔵に近い存そん在ざいだ。

勇：どう反はん応のうしたらいいんだ（笑）。

シャル：で、その後に凍こおり付くような視線でじっと見て。そういえば、君には兄を殺された、いや利用された怨うらみがあったな。勝手ながら敵かたき討うちだ、斬きらせて貰う。

ＧＭ：「セオドア・ベルティエは俺のいい理り解かい者しやだったんだがね」手をひらひら振ふって。

シャル：では前に走っていって無言で斬りつける。いつものコンボで攻撃。《マルチウェポン》とか後色々。達成値17！

ＧＭ：よし、ダイスを減へらした甲か斐いがあった。モルフェウスのエフェクトが嚙かんでるんで《還元》＋《錬れん成せいの掟おきて》でクリティカル値を下げられるぞ。そして《残像》！　回避成功！

シャル：っ！　ダメージを重視して《クリスタライズ》を入れたのが失敗だったか！

ＧＭ：笑えみさえ浮うかべて攻撃をかわし、「あなたはそんなに戦いが好きか？　そんなに平和な世界がいやなのか？」とシャンカラが問う。

シャル：私は平和が好きな訳わけではない、勝ち取る平和が好きなのだ。兄も同じ事を言っていた。

勇：続けて行きますよ！　マイナーアクションで《赫あかき剣けん》。攻撃力21の剣ができます。で、メジャーで《血の従じゆう者しや》。剣を一いつ閃せんすると、その剣閃からどぅっと馬が実体化する。

ＧＭ：「……それが特異点の力か。よかろう、俺に見せてみろ。しょせんお前の感じている怒りなど、俺のコピーにすぎないんだ」とあくまで余裕のシャンカラ。

勇：あいにくだが、ここに来てからの数週間、僕がどれほど充実していたかお前には分かるまい！　人間は変わっていくんだ！

モルガン：では《完全獣じゆう化か》する。久ひさしぶりのドラゴン形けい態たいじゃ！　そして《オールレンジ》＋《吼ほえ猛たける爪つめ》＋《大だい蛇じやの尾お》。あと《ジャイアントグロウス》のせいで再ふたたびカルキがびぎょーんとやってきて……。

ＧＭ：《ジャイアントグロウス》のせいでって（笑）。

勇：あんたのせいだよ！（笑）

モルガン：そしてわらわは古代種のダイスペナルティを打ち消すエフェクト《リセット》を未使用経験点で覚える！　これで《カームダウン》すなわち特異点は無力！　これがカルキから奪うばった因いん果が律りつを支し配はいする力じゃ！

シャル：……聞かなかったことにしたほうがよさそうだ（一同爆笑）。

モルガン：ゆけ、光輪スダルサーナ、パンチャジャーナ！　特異点を喰らい尽つくせ！　達成値ちは26。

ＧＭ：《吼え猛る爪》があるんで、《沈黙する世界》《残像》！　……でもクリティカル下がらないからなあ。達成値17で失敗。

モルガン：ダメージは55点！　これでは倒たおせまいなあ……。

ＧＭ：《ショックアブソーブ》で20点軽けい減げん！　で、クリンナップ。

勇：《不死者の恩おん寵ちよう》でＨＰを７点回かい復ふく。




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では次のラウンドのセットアップ。

勇：《血の戦馬》！　ばっと格かつ好こ良く乗る。

モルガン：セットアップか。《ルーラー》！　ダイスペナルティ５個こをあやつにつけるぞ！

ＧＭ：で、俺のセットアップ。《サポートデバイス》！【肉体】のダイスに＋８個！「これが本物の、ブラストハンドの力だ！」

勇：来い！　ブラストハンドの力を見せてやる！

以蔵：だから俺が本物だっつってんだろ！（笑）

モルガン：わらわもー。わらわもブラストハンドー。

ＧＭ：マイナーアクションで《早はや業わざ》＋《ライトスピード》＋《カームダウン》。コンボはさっきと同じで、まずはシャルに爆ばく弾だん！　達成値は41！

シャル：……甘あまいな。




「シャンカラ、君は私とは面めん識しきがなかったらしい。そこが私の付け目だ」

　シャルは鮫さめのように笑い、剣を短剣へと変化させた。




シャル：いつものコンボに加えて《カウンター》！　達成値は、36……よし、ソフィアをタイタスに！

ＧＭ：なにぃ!?

シャル：君に特異点の秘密を語り、運命を狂わせた宇宙の意思とやらには借りを返さねばならんのでな。私もエンドラインへ向かうという決意だ！　で、達成値を１Ｄ10ブースト。よし、７だ！　カウンター成立！




「これが戦いのプロというものだ、坊ぼうや」

　するり、とシャンカラの死角にシャルがもぐりこむ。

　次の瞬しゆん間かん、二本のナイフはためらわず、シャンカラの急所をえぐっていた。




ＧＭ：……シャンカラが35ダメージ喰らって……よし、まだ生きてる！　では二投目！　対象は後こう衛えいのモルガンと勇！　達成値は24！

勇：24か。どうせ攻こう撃げきで使うし《電光石火》！　回かい避ひ成功！

モルガン：わらわはだめじゃ。回避失敗。まあ《イモータルライフ》もあるし……。

ＧＭ：ダメージは24点装そう甲こう値無む視し。

以蔵：《波は紋もんの方ほう陣じん》！　今の侵しん蝕しよく率りつなら４Ｄ10軽減できる！　よし、31点止めるぞ！

ＧＭ：「ちぃ、死にぞこないめ！」驚きよう愕がくするシャンカラ。「だが、そんなことをしたらお前の侵蝕率が持たないはず！」

以蔵：まだまだ！　ギリギリのギリギリまで、ヒーローでいなくちゃな！

モルガン：以蔵……とまた成長した以蔵をキラキラした目で。

以蔵：じゃあ俺はついでに相手を少し削けずっておくわ。もう三倍振りで行くことにしてるんで。

シャル：……以蔵！　私ごとやれ！

以蔵：な、何!?　何で！

シャル：お前の攻撃で倒れて、《ラストアクション》する！　手数が大事だ！　構かまうな！

以蔵：なるほど！　よし、マイナーでエンゲージ。《獅し子し奮ふん迅じん》＋《インスタント・ボム》＋《錬れん成せいの掟おきて》で。奴やつとシャルを思いっきりブン殴なぐる！　達成値25。

ＧＭ：25か。《獅子奮迅》が入ってるからハヌマーンがあるね。《還かん元げん》＋《沈ちん黙もくする世界》＋《残ざん像ぞう》。えっ、噓うそ!?　避よけられねぇ！

シャル：こっちはやっぱり《カームダウン》でダイスがなくなってるんで回避失敗。

以蔵：29点装甲値無視。パァン！　と奴に触れた瞬間に、ブラスト！

ＧＭ：じゃあ、サングラスが吹ふっ飛ぶが倒れない。

シャル：爆ばく風ふうの中に敢あえて突つっ込こんでいって、以蔵の肩かたをぽん、と叩たたいてよくやった、と一言言ってから、斬きりかかります。《ラストアクション》！

以蔵：頼たのむぜ、シャル！　ソフィアの未来のためにも、あいつをやっちまえ！

シャル：《コンバットシステム》＋《オウガバトル》＋《コントロールソート》＋《マルチウェポン》だけ！　モルフェウスを落としたから、格かく段だんに回避困こん難なんなはず！　達成値ちは55！

勇：そうか、モルフェウスのエフェクトを組み合わせてないから、シャンカラは《還元》＋《錬成の掟》コンボで回避のクリティカルを下げられない！

シャル：……シャンカラ、君は恐怖して切り札を最初に見せすぎた。

ＧＭ：クリティカル値が下がらないのが辛つらい！　達成値12。回避失敗。

シャル：ダメージは61。ナイフが巨きよ大だいな槍やりになって、刺さし貫つらぬく！

ＧＭ：えーと、《ガードポイント》と《アーマークリエイト》で30点減へらして31点貫かん通つう。「馬ば鹿かなぁっ！　特とく異い点てんの力が……！」やむを得ない、《魂たましいの錬成》！




　シャルの槍、そして以蔵の殴おう打だを浴びたシャンカラの表ひよう情じように、かつての余よ裕ゆうはない。

　だが、以蔵もまた全力を使い果たしてくずおれ、シャルも倒たおれる。




モルガン：だから言ったろう、特異点の制せい御ぎよを知っているのはおぬしだけではなく、ましておぬしは特異点と戦ったことはあるまい。

勇：そういうことだ！　と言いつつ僕は待機。来い、モルガン！

モルガン：分かっておる、と手を伸のばす。《融ゆう合ごう》！

勇：演えん出しゆつとしては合体するんじゃなくて同乗させる。

モルガン：ではわらわの体が竜りゆうから少女態たいに戻もどる。

勇：僕の《赫あかき剣けん》を一いつ緒しよに握にぎってくれ、モルガン。これは僕の体だから！　そして、僕の心は、エンドラインの国見以蔵が、エンドラインのモルガンを信じたのと同じものだから！

モルガン：そうじゃな。おぬしの心そのものが、もうひとりのわらわが守った剣そのものなのじゃな。待たせたな、もうひとりのわらわ。光ひかり輝かがやく、神こう々ごうしい剣。そして勇、おぬしはおぬしじゃ。人であろうと、そうでなかろうと。

勇：僕は人ではないかもしれない。けれど、みんなの思いでできている。思いが僕を生み出してくれた。

モルガン：どのような剣からもその鞘はそなたを守ろう。どのような敵もその刃やいばは打ち砕くだこう。《フラットシフト》＋《リセット》＋《獣の王》とあといろいろを組み合わせるのじゃ！

勇：そしてこちらも、いつものコンボを投入！　すでに固定値で攻撃力が[image: ]！《獣の王》があるから回避不ふ能のうだ！

ＧＭ：な、なんで【ＨＰ】40なのにお前らはそこまで……（笑）。そんなのリアクションできないっつうの。《獣の王》はつらい……。

モルガン：《フラットシフト》があるから大おお盤ばん振ぶる舞まいじゃ！

勇：達成値は58！　ダメージは[image: ]点装甲無視！　モルガンとふたりで剣を握り、袈け裟さ懸がけにシャンカラを切り倒たおす！




　その一いち条じようは、闇やみを切り裂さく白銀の光。

　脳のう天てんから一気に断たち割わられたシャンカラが、ゆっくりと倒れていく。

　無む限げんにも思えるほど、ひどくスローモーションな時間。
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ＧＭ：では斬られて「馬鹿な……不要なのは、俺の方だったのか……」

勇：それ自体が間ま違ちがいだ。不要だとかそうじゃないとか、そういうことで判はん断だんしているから、お前は僕に負けたんだ。

ＧＭ：「……そうか……」ゆっくりと倒れていく。

勇：だから……すべて壊こわしたくなったんだろう？　哀あわれなヤツだ……。

ＧＭ：じゃあヤツは死にざまに「だが……大いなる意い志しは、特異点の宿命はお前たちを許ゆるしはしない……」

以蔵：大だい丈じよう夫ぶ、敵てきが神だろうがなんだろうが、敵として立ちふさがった以上、爆ばく破はする！

シャル：君の不幸は、その大いなる意志とやらに見込まれたことでしょう。

モルガン：じゃあわらわが。シャンカラ……いや、もうひとりの以蔵。約束の王よ。わらわはおぬしの邪じや心しんを断つ剣であり、おぬしの誇ほこりを守る盾たてであれたか？

ＧＭ：ではシャンカラは「ああ」と言って頷うなずく。

モルガン：なら、よかった……と顔をうつむける。

勇：あなたはよくやりましたよ、モルガン、と肩にぽん、と手を置く。

モルガン：では、そちらに顔を向けないようにして、ちょっと肩を震わせて。……すまんな。

勇：で、僕ぼくは《電光石火》のバックラッシュでＨＰが０になって……よかった、終わった！　と言って倒れる。

以蔵：それは俺が受け止めるよ。へへ、さすが俺だ。で、倒れたシャンカラを見て。まあ、安心しろ俺。エンドラインとやらを、すぐに俺たちが終わらせてやるよ。

勇：お、格かつ好こいい。で、世界は元に戻るのか、ＧＭ？（笑）　これで戻らなかったら困るんだが。

ＧＭ：はい。シャンカラの特異点は勇と一体化し、ふたたびもみじという観測者を得て安定します。シャンカラ経由でつながってるんで。

勇：あ、なるほどね。

ＧＭ：そして、あなたが望めば、あなたともみじが望む世界が誕生します。

モルガン：選ぶのはおぬしじゃ、勇。

以蔵：ハーレムを……いや、なんでもないです。

勇：僕の望みは決まってる。何もかも、いいことも悪いこともひっくるめて、世界が元通りになること。そして、僕らがエンドラインへ行くことだ！

ＧＭ：では、そのようになります。元の世界を、もみじ自身も愛しているのですから。




「さすがは、俺だな……」

　シャンカラは少しだけ、ほんの少しだけ屈託のない笑みを浮かべた。

　シャンカラが倒されたことで、世界は勇ともみじの意思に従い、元の形を取り戻し始めている。

　再生が、始まった。







《早業》　素早いスピードで、マイナーアクションで複数のエフェクトを使用するエフェクト。

《還元》　モルフェウスの力を対消滅させることで、モルフェウスによる攻撃を防御するモルフェウスのエフェクト。

《残像》　回避にかかるダイスペナルティを軽減するエフェクト。

《沈黙する世界》　ハヌマーンの音を音で打ち消すことで、ハヌマーンによる攻撃に対して高い回避力を得るエフェクト。

《錬成の掟》　モルフェウスのクリティカル値を低下させるエフェクト。これと《還元》の組み合わせによって、シャンカラはモルフェウスに対して高い回避力を誇る。

《空蟬》　身代わりを残して、一度だけ攻撃を完全無効化するエフェクト。

《リセット》　本文中でも解説されているが、ダイスペナルティを打ち消す古代種のエフェクト。

《吼え猛る爪》があるんで　《吼え猛る爪》はハヌマーンのエフェクトなので、それに対し《沈黙する世界》で回避を大きくブーストできることを指す。

《フラットシフト》　一度だけ組み合わせたエフェクトによる侵蝕率上昇を０にする特技。合体している勇にも適用されている。











　　　ENDING PHASE







◆Ending 01◆そして、エンドラインへ


　Scene Player ─── 勇






ＧＭ：いやー、自じ律りつ判はん定てい、全員経けい験けん点てん残るとは思わなかったっすね。

シャル：うん、今回はダイス目がよかった。まあみんな倍振ぶりだけど。

以蔵：マジで帰ってこれるかどうか不安だった（笑）。帰還者でよかったー。

勇：下がった後の侵蝕率が98％とかでしたもんね。

ＧＭ：あそこでシャルが二回行動したのは予想外にきつかったんで。

モルガン：もう一回奴が攻撃してきたら、どうなったかわからんでの。

勇：ともあれ皆さん無事でよかった。世界は元に戻ったけどジャームになりました、じゃ話にならない。

ＧＭ：で、エンディングなんすけど、みんなでエンドラインの世界に行く……でいいんすかね。

以蔵：もちろんそのつもりだ。

ＧＭ：や、ＧＭとしては勇だけエンドラインに戻もどってこのシリーズはここで完結のつもりでいたんで。

モルガン：なにー、それはないじゃろＧＭー。

ＧＭ：はい。もちろん全員で行くのが盛り上がると思いますんで。プレイヤーの選択だし。で、何とか続きができないかどうか頑がん張ばってみますよ。どう考えても、僕が考えてたシナリオよりそっちのほうが面おも白しろい。

勇：そうでないとな（笑）。

ＧＭ：じゃあエンディング、個こ別べつで行きますかね。こう、目の前にエンドラインへの光るゲートが現あらわれてて、それをくぐる前にちょっとだけ演えん出しゆつがある感じで。

一同：はーい。





＊　　　＊　　　＊






シャル：では、私から行きましょう。以蔵、ペンダントを貸かしてくれ。

以蔵：あ、ああ。

シャル：ざーざー雑ざつ音おん越ごしにお嬢じようさま、と声を掛かける。

ＧＭ：「シャル!?　シャル、大丈夫なんですね!?　よかった、やっとつながった！」世界が崩壊してた間の記憶はないみたいですね。

シャル：こちらは無事です。話の流れで勇のいた世界に行くことになりました。

ＧＭ：さすがにビックリした声で「本当ですか？　パラレルワールドに!?」と。

シャル：お嬢さまのそばにいられないのは残念なのですが、ここまで特とく異い点てんとやらに関かかわった以上、このシャル、その道から外れることはできそうにありません。

ＧＭ：「分かりました。シャル、あなたには本当に感かん謝しやしています。どうか、以蔵さんたちを守って必ず帰ってきて下さい」ちょっと涙なみだ声ごえで。

シャル：大丈夫です。傭よう兵へいは、生きて帰るまでが仕事です。私たちの運命をもてあそんだ神とやらに思いしらせてきましょう。で、すぱっと切ってそっちを見る。

ＧＭ：「……以蔵さんを守ってあげて下さい、シャル」そう言って、ソフィアはあなたを気丈に送り出します。

シャル：もちろんです、お嬢さま。





＊　　　＊　　　＊






モルガン：じゃあわらわじゃな。崩くずれゆくシャンカラによりそってその手を握にぎって。先ほど、わらわはおぬしの邪じや心しんを断たつ剣けんで、おぬしの誇ほこりを守る盾たてだと言うた。その通りであれたとおぬしは言うてくれたな。どうして、道を違たがえた？

ＧＭ：「俺は、紅葉もみじを失ったときに、今まで自分がどれだけ甘あまえていたか分かった」うっすらと瞳ひとみを開けて。

モルガン：甘えていた？

ＧＭ：「俺は、その時まで挫ざ折せつしたことがなかった」どこか遠くを見て。

モルガン：逆ぎやくか！　こっちの以蔵と違って、エンドラインの以蔵は挫折したことがなかったのか！

以蔵：……な、なんてこった……（笑）。

ＧＭ：そうそう。「俺は、その時まで本当の絶ぜつ望ぼう、完全に善ぜん意いがない状じよう態たいに追い込まれたと考えたことがなかった」

勇：凄すごいなー、俺。

ＧＭ：「だが、俺は間ま違ちがっていた。それで絶望を感じるのならば、モルガンが死んだ時や、オリジナルの久坂が死んだときにも同じ事を考えるべきだった」

モルガン：そうじゃな。絶望は、おぬしの心次し第だいじゃった。本当におぬしは以蔵であって以蔵でないのだな。あれは本当に絶望というか、ろくでもないことしか味わってないが故ゆえに。

以蔵：好きでああなわけじゃないけどなー（笑）。

モルガン：だからこそ……ああ、そうか。だからわらわは勇は強いけど弱いと見えて、以蔵は弱いけど強いと思うたのだろう。そしておぬしは、弱くて弱かったのじゃな。いや、強くて強くて、弱くて弱かったのか。

ＧＭ：「勇と……以蔵に伝えてくれ」モルガンの手を取って。

モルガン：ああ。

ＧＭ：「俺と以蔵は同じ存在ではない。完全に同じ人間はいない。同じ経験をしないからだ。だからやはり、俺の戦うべき場所はエンドラインであり、あそこに踏ふみとどまって戦うべきだったのだ」その手が崩くずれていく。

モルガン：わらわは未いまだに悩なやんでおるよ。わらわは特異点につく、せいぜい付録のおまけにすぎんが故にな。だが、その答えはそちらの世界にいってから探さがすとしよう。悩むのはやめじゃ。それだけ、おぬしにもう一度約束しておきたかった。

ＧＭ：「…………なんだ？」こう、瞳ひとみからだんだん光が消えていき。

モルガン：おぬしと約束じゃ。わらわはおぬしを、死んでも忘わすれることはない。のぅ、ブラストハンド。いつもそう言ってたじゃろう？

ＧＭ：「ああ、地じ獄ごくにいっても忘れないさ」で、消えていきます。

モルガン：じゃあ一いつ瞬しゆんだけ沈ちん痛つうな面おも持もちでまぶたを閉とじて。……さ、さっさと行くぞ！





＊　　　＊　　　＊






勇：こっちの、もみじは……。

以蔵：俺が別れを告げておく。

勇：そうですね……と言うとでも思ってんのか？（一同爆ばく笑しよう）

以蔵：ばっか、俺が先だっつーの！（笑）　といって保ほ健けん室しつへの扉とびらへ走る（笑）。

勇：ん[image: ][image: ]、ここでこちらの世界のもみじさんの顔を見ると決心が揺ゆるぎそうな気もするんですが、まあ、それはそれでむこうの紅葉、僕の紅葉を助け出すモチベーションも上がると思うんで。というわけで僕も走る。

以蔵：見とけよ、こっちのもみじは見み納おさめだぞ？

勇：……えっ？　いや、帰ってきますよ？　こちらのもみじさんも僕のものです。

以蔵：見納めだろ？（笑）

勇：まあいいや。いってきます、だけ言ってくる。

以蔵：じゃあドアを開けて。

勇と以蔵：もみじ[image: ][image: ]（一同爆笑）。

ＧＭ：では眠っていたもみじが、「あれ、ふたりともどうしたの？」こう、寝ぼけまなこで。

勇：実は今から、戦いに行かなければいけないんです。

ＧＭ：「どうしたの、勇くんまで以蔵みたいなこと言い出して？」くすっ、と笑う。

以蔵：ちょっと、男には戦わなければいけないときがあるんだ。それが、今だ。

ＧＭ：「……補ほ習しゆうとか？　あ、でも期末まだか」

以蔵：まあ似にたようなもんだな。

勇：うん。少し、離はなれることになるんで。

ＧＭ：「そうなの？　せっかく友達になれたのに」

以蔵：まあ、俺もちょっとこいつの手伝いで遠くまでいってくる。

ＧＭ：「あ……うん」さすがにちょっとびっくりして、寂さびしそうな顔に。

以蔵：なあに、すぐ帰ってくるって。ちょっとな、遠くまで行って、人助けしてくる。

勇：まあ、今生の別れってわけじゃないんですが。それに、どこまでいっても友達ですよ。というわけで友達の証あかしに、いってきますの熱いベーゼを（笑）。

以蔵：………………。

勇：……あ、止めないの？

以蔵：ん？　いや……。

勇：あ、何が起こるか理り解かいしてるんだね？（笑）

以蔵：うん、そうそう。だから俺は止めない（笑）。

ＧＭ：じゃあ、その瞬間に時速一六〇キロの勢いきおいでマグカップが勇めがけて飛んできますよ。

勇：ゴン。おぶぅっ！（笑）ゴッ、ドドドドド。どたーん。

以蔵：ですよね～（笑）。で、俺がその隙すきにささっといって。大だい丈じよう夫ぶ、お前は俺が必ず助けるから。

ＧＭ：「何をわけのわかんないこと言ってんのよー！」パンチを（笑）。

以蔵：その拳こぶしは既すでに見切った！　さあ、熱いベーゼを！　……やっぱ駄だ目めだよな（笑）。

ＧＭ：拳がからぶったので、そのまま体をひねって後ろ回し蹴げりがガァンッ！（笑）

勇：強いなもみじ！（笑）……じゃあ、今からあなたを助けにいってきます。

ＧＭ：では、なんとなく普ふ段だんと違ちがう空気を感じ取って、「……帰ってきてね？」と言います。

以蔵：俺はもちろん帰ってくるさ。なぁ？

勇：困こまったように笑って、じゃあ……いってきます。

[image: ]

ＧＭ：じゃあ保健室のドアがまたがらっと開いて……ここでシーンを切りましょうか。

勇：がらがらっとドアが閉しまって、エンドラインへ続く。

ＧＭ：それでいいんじゃないかな？

勇：それは格かつ好こいい！

以蔵：じゃあね[image: ][image: ]。がんばって[image: ][image: ]。

勇：あれぇ!?（一同爆笑）

シャル：ちょ、お前来いよ！（爆笑）

モルガン：いや、絶ぜつ対たい以蔵はそう言うと思った（笑）。にっこりと笑って、おぬしは絶対そう言うと思った。わらわは信しん頼らいしておったぞ。

以蔵：だよねー（笑）。で、モルガンの尻尾しつぽが伸のびて（笑）。

モルガン：尻尾がぎゅるんと以蔵を捕つかまえて（笑）。

以蔵：いやだ！　いやだ！　俺だけは[image: ][image: ]！（笑）で、バン！　と扉が閉まって（笑）。

シャル：to be continued.（笑）

勇：最後くらい！　格好良く！　決めろよ！　僕っ!!（笑）




　かくして、戦場はいよいよ異い世せ界かいへと移うつる。

　ファルスハーツが支し配はいするもうひとつの世界。

　そこで彼らを待つものは？　全ぜん宇う宙ちゆうの意い志しとは一体？　そして特とく異い点てんは彼らをどこへ導みちびくのか？

　物語はいよいよ、終局を迎むかえる。







◆Ending 02◆虚空の帳とばりの果てで


Master Scene






ＧＭ：お、そうだ。セッションを閉じてしまう前にマスターシーンをひとつ。

勇：マスターシーン？

以蔵：サービスカットか？

ＧＭ：いや、そういうもんじゃなくて。ええとですね、どことも知れぬ闇の中。ひとりの少女が、鎖につながれております。その唇がわずかに動きます。「い……ぞう……」

勇と以蔵：おおおおおっっ！？　もしかして！？




「以蔵は……ちゃんと平和な世界につけたかな？　そっちの世界のあたしと、仲良くなってるかな？」

　それだけが唯一の望みであるように、少女は力なく笑って、そう言った。




ＧＭ：そんなマスターシーン。では、今回はここでお開きということにいたしたく思います。お疲れ様でした！

一同：お疲れ様でした！







あとがき




　改めてこんにちは、小太刀右京です。

　初の文庫リプレイとなりました『ダブルクロス・リプレイ・ストライク』から約半年。皆様の暖かいご声援に支えられて、めでたく第二巻の発売と相成りました。

　これもひとえに読者様の、そして支えて下さるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の諸先輩方のおかげであります。ありがとうございます。

　ええと、あとがきから本を読んでらっしゃる方に。本書は前巻『天からの一撃』の続きであります。そちらをお読みでない方は、そちらから始められることをおすすめします。

　詳しい本書の解説は前書きにございますので、「ＴＲＰＧリプレイって何？」という方は、前書きから読んでやって下さいませ。




　一般に物語というものは第一作よりも続編、続編よりさらにその続編が大変だと言われます。というのは、最初の話に当然ですが自分の持っているすべてを投入してしまうので、次の話を考えるときには文字通り一から絞り出さなければならないからです。

　かくいう私も一読者であったころは、そこまでこの事実を理解していたわけではありませんでした。とはいえ、つたないながらも全力を振り絞った前巻では、文字通りやりたいことをすべてやってしまったので、二巻のプロット組にはいろいろと難儀いたしました。

　この段階でいろいろボツったネタ、たとえば「以蔵が平安時代にタイムスリップして悪と戦う話」「次元移動した以蔵が正義のスーパーヒーローに追い回される話」「以蔵たちがモルガンもろともネットＲＰＧに閉じこめられる話」などにも捨てがたいものはあったのですが、やはり「これだ！」というものは得られず、最終的には現在の形に落ち着きました。

　アイデア出しにつきあっていただいた矢野さんと、相棒の三輪清宗氏にはこの場を借りまして改めて感謝の辞を述べさせていただきます。

　ありがとうございました。




　なお、ボツになったネタも読みたい、という方がいらっしゃいましたら、是非とも富士見書房様までリクエストのおたよりをいただけるとうれしく思います。





＊　　　＊　　　＊






　さて、これより各話の解説に入りたいと思います。

　どうしても結末を知らなければ本編を読みたくない、という奇特な趣味をお持ちの方は別といたしまして、まだ本編をお読みでない方は、ネタバレ回避のためにまず前書きから読まれることを強くおすすめいたします。




第三話「雨の日に来た少年」

　ええ、勇初登場編です。

　前回と主人公がスイッチするという大胆不敵な構成のために、基本的にはまるまる、勇とライバルであるシャンカラが登場するよ！　こんなキャラだよ！　というのを見せるために書かれました。




　基本的に以蔵は「ＰＣ①らしからぬＰＣ①」という方向で人気を博しましたので、とにかく勇はＰＣ①らしいモチベーション、ＰＣ①らしい動きをするキャラクター、ということで加納くんに作ってもらったキャラクターです。まあ、結果としては「ガワはともかく、中身はほぼ以蔵」というキャラなわけですが……（笑）。そこはそれで。




　そんなわけで、シナリオギミックとしてはとことん勇がもてはやされて以蔵が大変面白い反応を返す、それがリプレイとしては面白い、という作りにしました。ですもんで、事件そのものは単純になっております。

　実際天さんと加納くんの掛け合い、というかハモリはとにかく面白く、女性キャラが出るとそっちの方向をホントに同時に向く、同じタイミングでブラストハンドのポーズを取る、など、いちいち笑わせてもらいました。全員が爆笑してゲームが止まったことも一度や二度ではありません。

　なお、こういう「あるＰＣが他のＰＣに対してどうこうである」というハンドアウトは、状況によっては他人を傷つける道具になったり、相手を不快にさせる可能性もあります。信頼感があるプレイグループならではのテクニックですので、注意して使って下さい。




　また、本作に登場したセオドアは、「特異点を使えば世界を自分の意のままにできる」というのを証明するためのキャラクターでした。個人の意志を無視してとにかく戦争がなくなり、オーヴァードも竜も、おそらくは社会の変化そのものもなくなる世界を目指す男。

　それが正義なのかどうかと言われれば一面の正義なのでしょうが、そこを信じて疑わず、あっさりと他人に強要できてしまうあたりがジャームのジャームたるゆえんであります。




　セオドアとシャルの生まれ故郷がヴォルスング公国と相成ったのは、クロスオーバーの味付けであることはもちろんですが、企画の初期段階に、『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』で矢野さんが演じた少年科学者フィンが渋いおじいちゃんになって、突然特異点の事件を追うべく以蔵のところにやってくる、というネタがあった名残でもあります。

「日本男児ならばあの天花寺大悟てんげいじ・だいごのように快男児たれ！」とかメチャクチャ言われる以蔵、というネタも考えていたのですが、勇、以蔵、フィン、モルガンという絵面はあまりにもストライクらしからぬ、ということでこれまたボツになりました。読みたいという方はやっぱり富士見書房様にお便りを。




第四話「交錯、宿命境界線」

　さて、いよいよ勇の正体が明かされる話です。どう考えても第三話のハンドアウトを見た時点で勘のいい読者の方なら、「ははあ、こいつはパラレルワールドの以蔵かなんかだな」と察しがついたと思います。そしてプレイヤーにもそれはまあ、予測できると思いました。

　で、そこに一ひねりして、「実は以蔵ではなかったのだ！」というオチを用意しました。別世界の以蔵の記憶を焼き付けられた特異点、それが久坂勇というわけです。案の定、「別世界のかっこいい以蔵」だとあたりをつけてロールプレイしていた加納くんを始めとして、プレイヤー全員がびっくりしてくれました。




　もちろん、「君は人間ではなかった」というのはかなりＧＭからの設定強要の面がありまして、これまたタイトなテクニックの部類に属します。加納くんと天さんならこのボールは受けられるだろう、と信頼してやっていることですので、万人におすすめはいたしません。これは、〝理想の世界〟のシーンで、以蔵をふたりのプレイヤーで頑張って演じる、というのも同じです。




　勇が世界を否定したことで、現在の世界が一度滅びてしまうシーンですが、もちろん勇がああいう選択をしなければ、世界は滅びない予定でした（笑）。

　たとえばとにかくこの異変を終わらせようとした場合、世界は不安定ながらも元の形を取り戻し、学校の外で待機していたエルキュールと、クロドヴァから支援するソフィアとの協力で、なんとか封鎖された保健室に突入、そこで扉を開くための選択が……という流れを考えていました。

　もしハーレムを望んだ場合でも、そのハーレムにはもみじがいない、というネタを考えていました（笑）。なぜなら、その場合でもシャンカラはまだもみじを捕まえているからです。そこで「もみじ抜きのハーレムなど肉抜きの牛丼」などと発憤した勇と以蔵がもみじを奪還、最終的には女性陣に殴られるか何かして世界が元に戻る……という流れを一応想定していました。




　保健室の扉ですが、本来考えていた解決策は、「勇が以蔵にロイスを取り、それによって以蔵がもう一度特異点の継承者になって、ふたりの力で扉をこじ開ける。そしてシャンカラを倒し、ひとつになった特異点＝勇はエンドラインへと戻っていく」というものでした。

　結果としてはもちろんプレイヤーが出したアイデアのほうがスマートだったので、そちらが採用されております。このあたりがＴＲＰＧの醍醐味であり、また奥の深いところではないかと思う次第です。





＊　　　＊　　　＊






　さて、四話でもちょっと話が出ましたが、本来『ダブルクロス・リプレイ・ストライク』は二巻で完結の予定でした。

　しかし、プレイヤーたちのエンドラインに行きたい！　という強い希望を受けまして富士見書房様と交渉した結果、三巻の発売が急遽決定いたしました。

　果たして異世界エンドラインでどのような冒険が以蔵たちを待ち受けているのか、是非とも三巻をお楽しみに。
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